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この資料 は,日 本 自転車振興会 か ら競輪

収益 の一部 である機械工業振 興資金の補助

を受 けて昭和57年 度 に実施 した 「情報化

週 間 シンポジ ウム」の成果 を当 日の速記録

をもとに と りま とめ たもので あります 。
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は じ め に

情報化国際講演 ・討論会 は情報化 月間行事の ひ とつ と して,10月7日,8日 大 手町 の経団連会

館 において開催 されま した。本講演 ・討論会 のね らいは,海 外 で論議 を呼ん でいるテー マで,な お

かつ早 晩わが国で も問題 となるもの をタイ ミング よ くとらえ,内 外講師に よる討論 に よ って,動 向

を把握 し対 応策 に資 する ことにあ ります。昭和47年 に情報化週 間の行事 と して開催 されて以来本

年 で11回 目 とな ります 。

本年度 の メインテーマは,「 ニ ュー ・インフ ォメーシ ョン ・テ クノ・ジー と経営戦略 」 と題 し,

新 しい情 報処理技術 が企 業経営 にどの ような インパ ク トを与 え るか を論議 し,2日 目の セ ッシ ョン

では,最 近注 目を集 めている ・一 カル ・ネ ッ トワークお よび データベース ・サー ビスについての討

論 も行 いま した。 さいわ い両 日と も300名 を超え る方 々の参加 を得 て,内 外有識者 の講 演をは じ

め,パ ネル討論 におい ては,活 発 な意見 の交換 が行 われ 多大 の成果 をあげる ことがで きま した。

本資料 は,二 日間 にわた る講 演,パ ネル討論 の内容 をと りま とめて会議録 と した ものです。本 資

料 をと りま とめ るのに当 り,御 支援 いただいた通産,郵 政両 当局 は じめ,内 外 の講演 者,参 加者,

関 係者 に深 く感謝 の意 を表 す る次第 です。
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基 調 講 演

ニ ュー ・イ ン フ ォ メー シ ョン ・テ ク ノ ロジー

と 経 営 戦 略



ニ ュ ー ・イ ン フ ォ メー シ ョン ・テ ク ノ ロ ジー と経 営 戦 略

1)
山 下 勇

御紹介 いただ きま した山下でございます 。本

日の ような専門家 の方がお集 ま りに な ってお ら

れ る席 でお話 し申 し上げ る ような技術的 な知識

あるいは バ ックグラウン ドもございませ ん。 も

ともと機械屋 で ございま して,た だ造船 関係 の

機 械部 門に長 い間お りまして,オ ー トメーシ ョ

ンとい う関係 か らエレク トロニ クス の アプ リケ

ー シ
ョンとい う問題 に入 ってい きま した。御存

じの ように,造 船 あるいは われわれ のところで

や ってお ります ような重機械 とい うような部門

は コンピ ュータのア プリケー ションについ では

ほかの産 業に比べ てわ りあいに遅れ ている分野

では あ りますが,あ る面ではまた違 ったア プ リ

ケ ーシ ョン とい うもの もあるわけで ございま し

て,最 初 にそ うい う面 か ら入 りま して,そ して

お話 を進 めてい きたい と考えて おるわけで ござ

い ます。

船 とい うのは,御 存 じの とk・り,1つ の 工場

で ございま して,大 洋 を何 日間 もかか って航 海

す るとい う形で,従 来 は波任せ,風 任せ,潮 任

せ とい う形 の中 で,ナ ビゲー シ ョンとい うもの

は船 員 のスキル とい うもの で行われ てお りま し

た。そ して,エ ンジン ・ルームの中に入 ります

と,こ れは 工場 で ございま して,パ ワー ・プラ

ン トが中に ある とい う形 でございま して,直 接

パ ワー ・プラン トの運転 にかかわる人が い る。

そ こで,船 の運航 とパ ワー ・ゼネ レー シ ョンと

の間 には実 はお もしろい通信情 報 システ ムが ご

ざい ま して,御 存 じの ように,船 の上で船長 な

1)三 井造船会長

り一等航海士が前進,半 速 とか微速 とかい う命

令 を出 します と,テ レグ ラフとい う実 に古 い通

信施設が ござい ま して,こ れが ガチ ャンガチ ャ

ンと引 くわけで あります。 そ うす ると,エ ンジ

ン ・ル ームの中にそれに ち ょうど応答す るよ う

な,し かもそれが電気的に な りま したのは大分

後 で ございま して,前 進 とい う位置に持 ってき

ます と,エ ンジン ・ルームの ものが同 じように

前進 とい うところに動 く。 そ れを下 の方 で受け

ま して,そ の ところまで下に ある方の ものを動

か します と上の方が応答 して,2つ あ る ものが

ち ょうどマ ッチすれば信 号が下へ伝 わ った とい

うことにな りま して,今 度はそ の信号 に基 づ い

て機側,エ ンジンの横 にお ります 人が,蒸 気機

関で もスチーム ・ター ビンで もデ ィー ゼルでも

そ れを動かす とい う形 の ナビゲー シ ョンが行わ

れていたわけで ございます。その通信 がチ ェー

ンか ら次には電 気 にな ってまい りま して,電 気

で もって ブ リッジと機側 とで通信 が行われ て,

そ の応答が出てい くとい う段階 でございま した 。

それがず っと戦争 中 も戦後 の初 め も行 われて

いたわけでござい ますけれ ども,そ うい った最

も基 本的 な通信 とい うもので何 とか してブ リッ

ジで も って直接 エ ンジンを動 かす とい うことが

まず一番先に考え られ たわけで ござい ます。 お

聞 きにな って,そ ん な ことが自動化 であるのか

とい うふ うに お考 えになるか もしれませんが,

そ れが 自動化 の第一歩 で ござい ます。

と同時 に,エ ンジン とい うのは船 の底 に ござ

いますけれ ども,そ の機 側 にい つ も人が お りま

して,油 を差 した り,そ うい った メンテナンス
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と監視 をや ってお ります 。それで,油 も大変飛

散 します し,そ れか ら騒音 もある。 しか もそれ

は立 ち っぱな しでや っていなければ いけない と

い うような環 境に船 とい うものは あ ったわけで

ございます 。お客様の お乗 りに なるところは き

わめて近代化 され てお りま した けれ ども,実 際

の運 航 とい うのはそ うい ったきわめ て前近代 的

なパ ターンでや られて いたわけで ございます。

そ こで,何 とか この船 の作業環境 をよ くしなけ

ればいけないとい うことと同時 に,こ の情報 の

内部 におけ る伝達 とい うような ものを合理化 し

ようとい うことで船舶 の 自動化 とい うものがま

ず始 ま ったわけで ございます。

そ こで,陸 上の プラン ト等で あれば当然 や っ

てお りま す よ うに,ま ず エンジン ・ルー ムの中

に別 にコン トロール ・ルー ムとい うもの を設 け

ま して,そ の部屋 の中か らコン トロール しよう

とい う発想が1つ 出て きたわけでございます。

とい うことは,機 側へ行 って油 を差す とか計測

す るとい うようなこ とは当然省 かれ て,そ の船

内に おけ る機 関の コン トロール ・ルー ムにすべ

ての ゲー ジが あ って,そ こで全部見 られ る。そ

れか ら,同 時 に油等 もすべて 自動的 にやる とい

うようなことが機 関部 で もって行 われ る,と 同

時に上 と下 をつなご うとい うことに な ったわけ

でござい ます。そ の最初 の船 とい うのが金華 山

丸で ございま して,も う30年 も前でご ざいま

すけれ ども,最 初にで きま した。 ブリッジに コ

ン トロールを置 きま して,ブ リッジで直接 エン

ジンが動 ける ように した わけ でございます。

これが トライアル を行い ま した段階 で,要 す

るに船 の ブ リッジで もって動 かす とい うζとに

なるとだれ の責任 なのか,船 長 さんの責任 なの

か機 関長 さん の責任 なのか。それまでは船長 の

方が,要 するに航 海士 の方が命令を出す,そ の

命令 を受 けて,機 械 の方は機 関長の責任 におい

て,機 関部 の責任 にお いて機械 を底 で動 かす と

い うは っきりした分担 が あ った わけでございま

すが,こ れが ブ リッジの方 で動 かす とい うこと

になると,そ の操作 に よっても し何か問題が起

こるとすれば ど っちの責任に なるのだ ろ うか と

い うことが一番先 に出てまい りま した。 したが

いま して,そ の第一船の金華 山丸 の海上運転 は

造 船所 で当然 やるわけで,わ れわれがや ったわ

けで ございますが,お 渡 しす るとい う段階で,

い よい よニ ュー ヨー ク航路へ行 くとい う段階 で,

そ の上 のブ リッジに ございます管制装置 を取 っ

払 うとい うことにな ったわけで ございます。船

長 と機 関長 とどち らの責 任に なるのか とい うこ

とがは っき りしない うちは遠 洋航 海,し か もニ

ュー ヨークまで行 く船 の場 合は非常に問題 だ と

い うことに な ったわけで ございます。 ところが,

た またまこの船 長 と機 関長 が お互 いに非常 に理

解 のある人で,ひ とつや ってみ ようじゃないか

とい うことで私の ところに二 人で おいでにな っ

て,あ なたの方は実験 でおや りに な ったのだけ

れ どもひとつ貸 して くだ さい,こ れでひとつ一

航海 や ってみた いと思 います とい うことでそれ

をお貸 し申 し上 げま して,そ の設備 を持 ってニ

ュー ヨークへ行 かれたわけで ございます。御承

知 の とお り,ニ ュー ヨークに行 きます間にはパ

ナマ運河 を通 らなければいけないわけで ござい

ま して,従 来 です とパナマの運航の間 には上か

ら下へ 前進 の微速 である とか半速 であ るとか,

ま た後進 で あるとかい うことが非常 にた くさん

の回数 行われたわけでご ざいます が,そ の場合

は全部 ブ リッジでや った。機 関部 の方は どうし

たか とい うと,機 関長 さんは ブ リ ッジに上が り

ま してその発令 されるのを見 ていた とい うこと

ご ざいます。 そういうことで,最 初 の実 験 船 で

ございましたけれども,き わめてス ムーズにまい

りま して,そ の システムには何 も事故が な くて

ニ ュー ヨークへ参 りま した。 ニ ュー ヨークの港

へ入 ります とア メリカで大変 なセンセーシ ョン

になりま して,世 界で初めての 自動 化船 がで き

た とい うことで大変 な反響 を呼 び ま して,向 こ

うの海軍長官 までわざわ ざ本船 を見 に くるとい

うような ことになりま した。 とうと うその設備

は外せ な くなりま して,本 船 の一生 ついてお っ

た とい うことで ございますが,そ の程度の オ一
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トメー シ ョンとい う問題が最初 にア ブライされ

るとい う段階 では その程度 の問題 をは らんでお

る。その後全部 の船が ブ リ ッジで も って直接 エ

ンジンを コン トロールす るとい うこ とが あた り

まえにな ってまい りま した。

さらには,船 の積みつけ等 に おきま して も,

最近 では全部 ローデ ィケ一夕ー とい うものをつ

けておりま して,積 みつ けるに従 いま して本 船

に起 こ ってまい ります ス トレスが計算 されま し

て,積 みつけ方式 に無理 な場合が あ ります とウ

ォー ニングを出 して くる。 あるいは タンカーの

場合 で言 いますと,タ ンカーの油 の積み取 り,

そ れ か ら荷揚げ等 を全部 コンピ ュー タで管制 さ

れてやる とい う形 にな って きてい るわけでござ

います。そ うい った段階で ナ ビゲーシ ョンの問

題がまず ある程度 自動化され,そ して荷役,積

み荷 の方がそ うい うふ うに コン ピュータのアプ

リケー ションに な ってまい りま した 。

そ こで,次 の段階 として,わ れ われ としては

全体 の船 の システム,燃 料 とか潤滑 油 とか,蒸

気 とか,あ るいは補助機械等が た くさん ござい

ます か ら,そ の全体の管理 を,機 関室 と管制室

のパネルで見 て管理 してお った ものを,CPU

を入 れて,メ インのコン ピュータを入れて この

全 体の管理 をやろ うとい うことを考 えま して,

金華 山丸か ら大体10年 ば か りの後 で三峰山丸

とい うタンカーでCPUを つ けたわけで ござい

ます 。これ はその船以外 に 日本 で3ば いの船が

CPUを 載 せ て,全 体の船 内 システ ムをコンピ

ュー タで コン トロールす るとい うことをや った

わけでございます。その当時 そのサ ブシステム

とい うものを ある程度ま とめ るとい う考 え もあ

ったのでございますが,御 承知の とお り,そ の

ころはまだ現在 の よ うにマ イク ロプ ロセ ッサー

とい うものが発達 してない段階で ございま して,

大 型 の コンピュータに全部 サブシステムを含め

て入れ る とい うことをや らざ るを得 なか ったわ

けでござい ます 。当時,1ぱ い の船 で6億 円 ぐ

らいかか った と思 いますけれ ども,そ れ だけの

設備 をいた しま した ところが,メ インの コン ピ

ュータは乗組員 に と って完全 に ブラ ック ・ボ ッ

クスに なって しま ったわけで ございます 。 した

がい ま して,運 航 は別 に問題 は なか った に して

も,い ろいろなサブ システ ム とい うような問題

につ いて何 かや る段階 で も,全 部 の システムが

わか らない と どうに もわか らない とい うような

ことで評判 が余 りよ くな くて,こ の実験 は私 か

ら率直 に申 し上げさせ ていただ けるとす るな ら

は 失敗に終わ って しま ったわけで ございます。

その後 それに続 く発展 がなか ったわけ でござい

ます 。

それ が最近 に至 りま してマ イク ロプ ロセ ッサ

ー とい うものが出てまい りま したので ,そ れぞ

れ のサ ブシステ ムとい うものにマ イク ロプ ロセ

ッサーを入れま して サブシステ ムその ものを全

部生 か してい く。そ して,メ イ ンのコン トロー

ルの ところには サブ シス テムか ら必要 な情報 だ

けが送 られ てきて本船 全体の情報 とい うものが

ま とめ られ て くる とい うような,要 す るに コン

トロールをやる システ ムと,そ れ か ら情報 を全

部集 め るとい うの と,そ の情報 を集 める方 はメ

インの ところへ集 めて,そ れぞ れの コン トロー

ルはサ ブシステ ムでやる とい うよ うな形 に切 り

かわ ってまい りま して,現 在の船 はそ うい うよ

うな形 で実 際の運航 が され ているわけでご ざい

ます。航海の方法は もちろん の こと,最 近 出て

まい りま した いろい ろな新 しい航海の補 助 シス

テムと申 します か位置 を形定 で きるよ うな シス

テムが国際的 に出て まい りま したので,そ れに

基づ きま していわ ゆるオー トナ ビゲー シ ョンと

い うような問題 も出てまい りま して,最 適 航路

を設定 してあとはオ ー トパイロ ットで走 る とい

うよ うな こと,あ るいは ある一定 の限度に船が

近づ くとア ラームが鳴 って,そ してそのまま行

けばさ らにエ ンジンが ス トップする とい うよ う

な 自動衝突予防装置 とい うようなものまで開発

されてまい りま して,船 とい う1つ の工場 がほ

かの工場 と大体同 じ程度 にオ ー トメーシ ョンが

で きて きたわけで ござい ます。そ うい った状 態

がわれ われの船 を通 じての コ ンピュータに対 す
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るアクセスでございます。

ところで,造 船業 とい うのは,1960年 代

か ら70年 代 の初 めにか けま しては,鉄 鋼,石

油化学等 とともにいわ ゆる基幹産業 の1つ と し

ての役割 りを果 た してまい ったわけで ございま

すが,御 承知 の ようにオイル ・シ ョック以降石
へ

油の輸送 とい うものが大幅に少 な くな った とい

うことで,ま ず タンカーが過剰 にな るとい うこ

とか ら始 ま りま して,タ ンカーばか りではな く

て,全 体 としての国際的 な荷動 きが少 な くなる

とい うことか ら船腹 の過剰 が出てまい りま して,

現 在,造 船業 とい うのは非 常に大きな設備の削

減 と労働 力 の転換 とい うものを強 い られ ておる

のは皆様 御承知 のとお りでございます。

そ こで,そ の当時同 じよ うな基幹産業で ござ

い ま した鉄鋼,石 油化学,セ メ ン ト,紙 ・パル

プ とい うよ うな二次産業 の中で も非常に大 きな

役割 りを果た していたのは,何 といいま しても

資源 とエネルギーを大量 に消費す る産業 でござ

い ます。実 は1960年 代 の 日本の成長 とい う

のは,こ うい った エナ ジー と資源 を多消費す る

産業 が 日本 のGNPの 成 長 を支え てきた わげで

ございますが,70年 代 の半ば ごろか ら,い わ

ゆ るオイル ・シ ョック以降か ら,私 は こ うい っ

た従来の基幹産業,鉄 鋼 とか石油化 学 とか造船

とか セメン トとか紙 ・パルプとい うような もの

を トン産業 と呼 んでい るわけで ござい ますが,

トンで売 ってい る産業 で ござい ます。 トンで売

っている産業 とい うこ とは,も う明 らかにた く

さん資源 を使 っているか ら トンで売 るわけでご'

ざい ます が,そ れ がそ の ころか らキ ログラム産

業に取 ってかわ られ る ようにな ったわけでござ

いま す。 キ ログラム産業 と申 しますのは加工,

組 み立て産業 でございま して,い わゆる工 作機

械 で ある とか 自動車で あるとか とい うようなキ

ログラム単 位 の製品 の産業でご ざいます。

こ うい う産業が 出てまい りま して,ま た一力

にさ らに もう少 し付加価 値の高いグ ラム産業 と

い うのがその当時 もうすでに頭 を出 してまい り

ま した。 これは時計 とか カメラとかい うような

ニ ュー ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・テ ク ノ ロ ジ ー と経 営 戦 略

も の で ご ざ い ま して,こ うい うふ うに だ ん だ ん

と使 います資源のボ リ ュー ムが減 って まい りま

す し,使 われ るエネル ギーの量 が減 ってま い っ

た とい うことに なるわけで ございます。

付 加 価値 とい う面 から これを考えてまい りま

す と,鉄 で申 しますと,1ト ン8万 円 とい うこ

とでございます と,こ れは100グ ラ ムにいた

します と8円 で ございます。100グ ラ ム8円

とい うのは,ス ーパー マーケ ットの食料 品売 り

場 なんかへ行 って もなか なかご ざいません。造

船 でございます と100グ ラ ム13～14円 く

らいの売 り値 になるわけでございます。大根 だ

とか キ ュウリだ とか人 参だ とかキ ャベ ツなんか

よ りは ど うも船 の方がお安 い よ うで ございます。

それが キログラム産業 にな ってまい りま して,

自動車 産業 くらいに なbま す と,2ト ン くらい

の ものは150万 円 とかい うような ことに なり

ますか ら トン75万 円 とい うことで,1け た上

が ってまい ります。

それが カ メラにな ります と,260グ ラ ムと

か200グ ラ ムの ものが3万5,000円 とか4

万 円 とい うことでございます ので,こ れが100

グ ラ ム当た り万円のオーダーに なるわけで ござ

い ます。

そ うい うことにな ります ので,要 するに トン

産 業か らキ ログラム産業,さ らに グラム産業 と

い うことに な りま して,値 段が急速 に上 が る,

付 加価 値が急速 に高 くな って くる とい うことで

ございま して,そ れ と同時 に生産 の体制 とい う

ものが大 きく変 わ って きているの じゃないか と

思 います。

より高い付加価値 とい うのは,別 に言 います

れ ば,ほ う っておげば た くさんかか るわけで ご

ざ います。そ こで,当 然の こ とといた しま して

生産 の プロセスの中に オ ー トメー ションが入 っ

て くる,機 械化が入 って くる。そ うい うことか

ら プロダク シ ョンの方 のオー トメー シ ョンが入

って きた とい うことが言え るの じゃないか と思

います。 ところが,考 えてまい ります と,プ ロ

ダク シ ョンの方におきますオー トメー シ ョン と
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い うのは,実 は もうず っと前に,わ れわれがま

だ学生 の ころに,も うすでにテ ーラーの科学的

管理法 とい うよ うな形 の中で,動 作研究 とか作

業研究 とかい うよ うな形で生 産 の場 における工

員 の実 際 の仕事 を分析 いた しま して,そ うした

もののス タンダイゼー シ ョンをや って,そ して

工員 の持 っている二番 高い スキル,技 能 を ソフ

ト化 しよ うとい う段階 が始 ま ったわけで ござい

ま して,そ れが単能 の機械 か ら数値 でコ ン トロ

ールする機械 ,そ れは最初 はテ ープでコ ン トロ

ールする
,一 番最 善 の加工 方式 とい うもの を機

械的 に教 える とい う形 をと ったわけでございま

すが,そ れが さらにニ ュー メ リカル ・コン トロ

ールに な り
,そ れ か ら同 じ製 品ばか りじゃな く

てほかの もの に使 え るよ うに とい うので マシン

・セ ンターとい うよ うな形 に な って きたわけ で

ございます。 とい うこ とは,工 員 がそれ までに

持 って お りま したス キル,そ の 中で一番 いい仕

事 のや り方 とい うもの を一回 ソフ トに して,そ

れ をまた さ らにハー ド化 した,そ れがプ ロダク

シ ョンの方における大 きな進歩,プ ロダ クテ ィ

ビテ ィを上げ てきた道 では なか ったか と思 うわ

けで ござい ます。

最近 に な ります と,そ れを さらに ・ポ ッ トに

教 え込む とい うことにな ります 。それが さらに

進 みます と,従 来の トランス フ ァー ・マシ ンに

よるマ シニ ング ・システムとかあ りま して,例

の フレキシ ブル ・マシニ ング ・システ ムとい う

ような形 で,従 来 の ような少品種大量生産 か ら

多品種少量生産 に対 して も十 分にプ ロダクテ ィ

ビテ ィが上が る とい うよ うな形 にな ってきてい

るわけで ございます 。

そ うい うマ シニ ングの方 の分野が基礎 的な作

業研究 とか い うもの を行い,そ れが非常 に長 い

時間 かか って急速 に花が咲い てきたわけ でご ざ

いますが,そ の急速 に花 が咲 いたバ ック グラウ

ン ドに な ってい るのは,実 はそのグ ラム産業 よ

りさらに 目方の軽 いいわゆる ミリグ ラム産業 と

申 しますか超LSIと い うような素子 の開発 と

い うようなものが大 き く貢献 してきてい るわけ

で ございますが,こ の超LSIと い うよ うな も

のを 目方 で考 えます と,素 子 は急速 に安 くな り

つつあると申 しま して も,目 方当た りの値段 と

い うことにな ります と,こ れは も うとて もグラ

ム産業 なんかの比 ではないわけでございます。

こうい うふ うに,ど ん どん と超LSIの 方 が

今度は逆 に上 の方の よリヘ ビー な産業 に対 して

ア プライされ てい って,そ してそれぞれの産 業

の合理化,生 産性 の向上につ なが ってい るわけ

で ございます 。

ス チール ・インダス トリーに お・きま しても,

マ イク ロエレク トロニクスのアプ リケーシ ョン

とい うのは非常 に広い範囲 に使 われ てきてい る

とい うことは御 承知 の とお りで ございます し,

自動車産業 あるいはそれ以降 の機械 産業 におき

ま して もマ イク ロエレク トロニクス とい うもの

が非常 に大 きな役割 りを果 た して,マ イクロエ

レク トロニクス産業 その ものの前進 と同時に,

従 来 あ った よリヘ ビーな産業 のプロダ クテ ィの

向上に貢献 している。結局 この ことは,逆 に言

います と,従 来,日 本 の二次産業,特 にヘ ビー

のサ イ ドの産業 を支えてきた,い わゆ る 「産 業

の米は鉄 である」と言われ てお りま したけれ ど

も,い まや 「産業 の米 はLSIで あ る」 とい う

ことが言え るの じゃないか と思 います。要 す る

に この超1、SIを 初 め とす るマイク ロエレク ト

ロニクス とい うもの を使 わない製品 とい うもの

は競争力が な くな ってきた とい うことにな りま

して,ち ょうどスチールが前の時代 にお きま し

て,日 本 の非 常に質 のいい鉄鋼 とい うのがある

いは 日本 の質 のいいそ の他の素材 が 日本の産業

の発展 に貢献 しま した と同 じように,い まや超

LSIが 産 業の米 と して あるいは産業 の油 と し

て大 き く出てきているの じゃないか。そ うい う

意味 で,プ ロダク シ ョンの方に関す る限 りは,

この マイクロエレク トロニクスの力 をか りま し

て相 当最終的 な段階 まで来つつ あるの じゃない

だろ うか とい うふ うに言 えるの じゃないか と思

うわけで ございます 。

ところが一 方,今 度は プロダ クシ ョンで ない
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ニ ュ ー ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・テ ク ノ ロ ジ ー と経 営 戦 略

方 でござい ます,オ フィスの仕事 とい う方を考

え てまい ります と,御 存 じの とお リオ フィス ・

ワークには2つ の種類 が ございま して,エ ンジ

ニア リング ・オ フ ィス とク ラ リカル ・オ フ ィス,

事 務的 なオ フ ィスの仕事 とエンジニア リングの

オ フィスの仕事 と2つ あるわけでございますが,

エ ンジニア リング ・オフ ィスの方は プロダクシ

ョンの方 が先 ほ ど来 車 し上げ てお ります ように

どん どんと進ん でい くのに 引 っぱ られま して,

設 計 の方 も御 存 じの とお リコンピュ一 夕 ・エイ

デ ッド ・デザ イン,い わゆるCADと い うよう

な ものが使 われ る ようにな ってお ります 。この

方の分野 は,わ れわれの力の船 などでも現在全

部 コン ピュータで設計 し,コ ンピュータで部 品

図 を描 き,そ して コンピ ュー タで グ ラフ ィ ック

・デ ィスプ レイを使 い ま して板取 りまでや りま

して,そ の板取 りをや られた メモ リーが生産現

場 に送 られま して直接板 を切 るとい うよ うなと

ころまでのCAD/CAMは やれ てい るわけで

ござい ます。 さ らに,パ イプの システ ム等 は,

す べ てコン ピュータに よ ってバ イブを曲げ,加

工 し,フ ランジを溶接 す る,そ して三 次元の曲

げ まで全部 や るとい うよ うな システ ムが,こ れ

もCAD/CAMで ご ざいます が,で き上 が っ

ているわけ でご ざい ます。そ うい うことで,エ

ン ジニア リング ・オ フィスは 当然 の こととして

プ ロダク シ ョンと密接 いた しま して,こ のCA

D/CAMの 方 が大 分進ん で きてい るの じゃな

いか。 プロダク シ ョン自身 の現場 の生産体系 の

方は現在 の ところ 日本 は最高 の レベルにあるの

じゃないか と思 いますが,こ のCAD/CAM

の 方 はア メ リカの方が われわれ よりも一歩前進

しているん じゃ ないか。 ロ ッキー ドその他がい

ろいろと 日本 にアプ ローチ してお りますけれ ど

も,一 番進んだCAD/CAMは ど うも出 して

い ないの じゃないか とい うような印象 を持 って

い るわけで ございます。

いずれにいた しま しても,エ ン ジニア リング

・オフィスに お・け るコン ピュータ リゼ ーシ ョン

とい う問題 につ きま してはすでにい ろいろ な会

社で手 をつ け られ てお りま して,プ ロダク シ ョ

ンとどうい うふ うに してうま くこれを結 合 して

シス テム化す るかとい う問題 につ いては発展 の

余地 はあ ると思 いますけれ ども,い い ところへ

行 っているの じゃないか と思 うわけでご ざいま

す。 自動車工業 なんかではそのCAD/CAM

が 相 当前進 され てい るとい うふ うに私は理解 し

ているわけで ございます。

そ こで,そ れ ではオ フィス ・ワークの ク ラ リ

カルの方は ど うか とい うことになるわけでござ

い ます。 エン ジニア リング ・オフィス の方は プ

ロダクシ ョン とい う後 に くっつ くものがは っき

りしてお りますので,全 体 と しての システムの

将 来 とい うものはわ りあいには っきりと形 がつ

か まえ られ てい るわけで ございますが,こ のオ 、

フ ィスの問題 にな ります と,い わゆるオ フィス

の ワーク,ク ラ リカルな仕事 とい うものに つき

ま しては,実 は残念 なが らいわゆるテ ー ラー以

来 の インダス トリアル ・エ ンジニア リングとい

うアプローチ,た とえ ば作業研究で ある とか時

間研究 である とか,そ うい った基礎 的 な研究 が

十分で きてい るとい うふ うには考 え られ ないわ

けで ござい ます。

先 般,私 は アメ リカへOA協 会 の視察団の方

と御一緒 に行 って きたわけで ございます。私は

前か らアメ リカあるいは ヨー ロ ッパのい ろいろ

な産業 と関連 が ござい ま してオフ ィスの方 も見

てお りますけれ ども,御 存 じの とお リアメ リカ
'

は 日本 と違 い ま してオ フィスに おけ る人の移 動

とい うのは相 当大 きいわけで ございます。回転

が速 い。秘 書なんか を見 てま して も相 当動 く。

そ こで新 しい人 が どん どんか わ って くるとい う

ことで,オ ペ レーシ ョン・・マニ ュアル とい う も

のが非常 に よくで きてい る。 マニ ュアルに よ っ

て仕事 をす るとい う習慣 が非常に よくできてい

るの じゃないか。 日航 の飛行機 に乗 ります と,

日航の スチ ュワーデスの女 の子 がアナ ウンスす

るときにマニ ュアル な しにアナ ウンス してお・り

ます げれ ども,ア メリカの飛行機 に乗 ります と

相当お年寄 りの スチ ュワーデスで もマニ ュアル
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をあけて アナウンスをされ てお る。 日本 です と,

頭 に覚え て いない と,あ れは いつ まで た っても

覚え ない のか しらとい うふ うに思われ るわけで

ございます けれ ども,そ うでは な くて,マ ニ ュ

アル とい うものがあれば マニ ュアルに従 ってや

るん だ とい うことが ア メリカの当然 のや り方 じ

ゃないか と思 うわけでございます。

そ うい う意味 で考え てみ ます と,日 本 のオ フ

ィスの中に お・ける マニ ュアルづ もりとい うのは

大変遅 れ ているの じゃないか。 なぜ か と申 しま

す と,こ れは1つ は終身雇用 とい うのが影響 し

ていると思 うのです。課長 さん が お りま して,

何 々課長流,私 の流儀 でや ります。その上 に部

長 さんが いる と,そ の部長流 のオ フィスに おけ

る仕事 のや り方 とい うものが ございます 。代 々

そ のや り方でまい ります 。 したが いま して,日

本 では ポジシ ョンが変 わ りま して新 しい人が参

ります と 「前任者のや って おります ことを私 も

踏襲 させていただきます」 とい うような言葉 が

出てまい ります。 マニ ュアルが あれば,前 任 者

のや り方 を踏襲 いた します とい うようなお話は

本来 出て こない,当 社の当然 のいままでの や り

方 どお りや らせ ていただ きます とい うことで,

そ うい うあいさつは必要 でない わけでございま

す 。

マニ ュアルが ござい ます と,こ れ をコン ピュ

ー タの ソフ トと して入れ てい くとい うことは き

わめて容 易に なるわけで ござ います。 マニ.ユア

ル とマニ ュアル との接合部分 を うま くアレンジ

す るこ とに よりまして,ア ップス トリー ムとダ

ウンス トリームとのつなが りとい うよ うな もの

もマニ ュアル面 で うま く整合 が とれ る,要 す る

にシステ ム化で きる。また,パ ソコンなんか を

入れ ま して も,そ れぞれ のポ ジシ ョンにおける

パ ソ コンの用途 ,そ れ とその上の 方の トー タル

のシステ ム とのつ なが りとい うよ うな問 題 も非

常 には っきりして くる し,ま たデ ー タベー スと

い うよ うな もの もそれぞれの マニ ュアルの段階

に おいて どうい うデータベー スが必要か とい う

ような ことがは っき りして くる。

それか らもう1つ の違 いは,最 近 アメ リカは

変 わ りま した けれ ども,こ れは後 か ら申 し上 げ

ますが,日 本 の オフ ィス とい うのは大部屋 でご

ざいま して,課 長 さん な り係長 さんが い て,そ

の下 に課員が並 んで いるあ るいは課長 さんがい

てず っと下の人がい る,大 体 みん な口頭 で報告

するあるいは 口頭で 申告す るとい うようなシス

テ ムでござい ます。 アメ リカの方は御 存 じのと

お りみん な個室 にな ってお りま して,リ ポーテ

ィング ・システム とい うものが ど うして も必要

にな ってまい ります。そ うい うリポーテ ィング

・シス テムが要 るとい うことは当然 の こととし

て システムが マニュアル化 され てい るわけで ご

ざいま す。 これがまたデ ータベースあ るいは フ

ァイ リング とい うような ものにつ きま しても非

常 には っきり して,言 ってみ ます とパー マ不ン

ト・フ ァイル とか,あ るいは これ は3年 の ファ

イルで あるとか,こ れは1年 のフ ァイルである

とか,あ るいは これは リポー トを受 け取 った ら

す ぐシュレッダーに入れ てしま うんだ とか とい

うような形 で,全 体 としての デー タベ ースの構

築 が容 易にな って くる。 したが って,フ ァイル

がは っき りして くれば,ど の フ ァイルか らあ と

実質 的 なデー タベースに,コ ン ピュー タに入れ

るのか とい うようなこともは っきりして くると

い うようなことで,そ うい う点が明 らかにわれ

われ よりも一 日の長が あ るの じゃないだ ろ うか

とい うふ うに見 るわけで ございます。 したが っ

て,日 本 の場合 はそ うい う面 で 日本独特 のク ラ

リカルな事務 をや ってい きます システムがござ

いますので,こ れを ど うい うふ うに うま くマニ

ュアル化 し,そ してそれを システ ム化 するか と

い うことが問題 であ り,相 当時間 がかか るの じ

ゃない かとい うふ うに思 うわけ でございます 。

この前 アメ リカへ行 って感 じたのは,先 ほど申

し上げ ま した ように,プ ロダ ク ションあるいは

CAD/CAMと い うよ うな ところではま あま

あい っているけれ ども,こ の オ フィス とい うも

のは ち ょっと大変だ なあ とい うふ うな感 じを持

って帰 ってきたわけで ございます。
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それか らも う1つ の問題 は,日 本 でオフ ィス

・オー トメー シ ョンの機器が いま入 っているの

を見 ます と,フ ァク シ ミリが一番た くさん入 っ

てお りま して,そ れか らコ ピーイング ・マ シン

が入 ってい る。 ワー ドプ ロセ ッサーが よ うや く

入 り出 している。要 するに,キ ーボー ドとい う

もの に対す る 日本人 のな じみ とい う問 題に なる

わけで ございま して,ア メリカ自身 もと もと特

に ロアー ・レベルの事務に携 ってい る人は全部

みずか らタイプライテ ィングをや るとい うこと

で,キ ーボー ドに対 してなれ てい る。先般 参 り

ま していろいろ話 を してみ ると,マ ネジ ャー ・

レベルに なると,従 来,口 述 して秘書に速 記 を

と らせ て,そ れを タイ プさせ ていた とい う習慣

が あるので,マ ネ ジャーの レベルがみずか らキ

ーボー ドに対 してアクセスす るとい うことが こ

れか ら1つ の問題 になる とい うふ うには言 って

お りますけれ ども,日 本 の場 合です とわ りあい

に低 い レベルの人 で もそ うい うことをや ってい

ない。われわれの レベルでもデ ィクテー トして,

そ してそれを文章 にす るとい うよ うな習慣 はほ

とん どないわけでございます。そ うい う習慣 と

い うのですか,い ままでのオフ ィスの仕事 の仕

方 の違 いが ワー ドプ ロセ ッサ ーとい うよ うなキ

ーボー ドを使 った形 の ものに対 しての われわれ

の親 しみ とい うような ものが大分違 って くるの

じゃないか 。後 で申し上げ たいと思 います けれ

ども,若 い世代 の人 た ちは また違 うの じゃない

か と思い ますけれ ども,少 な くとも現在 オ フィ

スにい る大部分の人 た ちに とっては まだまだあ

あい うキーボー ドに よるシステムとい うものは

な じみが薄 いの じゃないか。

それか らもう1つ,今 度は ア メリカ と日本 と

の差 とい う点での問題 として感 じたのは,情 報

の ネ ソトワークの問題 でございます。御承知 の

ように,ア メ リカにはATTを 初 め といた しま

して ローカルのネ ッ トワーク あるいは全米 のネ

ッ トワーク とい うよ うな ものが ござい ます。全

部が 一応 プライベー トの会社にな って,衛 星 も

た くさんの数が上が っておる。 これ もプライベ

ー トとい う形 で
,情 報 のネ ットワーク とい うの

は非常に進んでいるの じゃないか と思 います 。

特に この衛星 とい うのは アメ リカみ たいに非常

に広 い地域 の段階 では距離 とい うものに対 す る

ハ ンデ ィキ ャップ とい うものを な くしている,

ほ とん どゼロに してい ると いう意味 で非 常に重

要 なポイン トが あるの じゃないか。 日本 の場 合

に おきま して も,電 電 公社 さん あた りで も現在

の電 話の距離 に よる料金 の違 い とい う問題 につ

いて非 常に関心 をお持 ちにな っているわけで ご

ざい ます けれ ども,衛 星 とい うものを使 うこと

に よ りま して地上における距離 とい う問題 がほ

とん ど無視 で きるとい うことは 非常 に大 きな こ

とで ございま して,特 に 日本 の よ うに これか ら

企 業の情報進 出あるいはテ クノポ リス構 想 とい

う問題 が 出てまい りま した段階で,距 離 に よる

ハ ンデ ィキ ャップ とい う問題 は今後情 報 とい う

ものが企 業の中において従来 の資材 の輸送 ある

いは人員 の移動 とい うもの よりもず っとボ リュ

ームがふえてまい りま して重要性 がふえ るとい

う段階 を考え てみ ます と,こ の問題 は非 常に重

要 なポイン トになるの じゃないだろ うか とい う

ふ うに考え るわけでございます。われわれ の と

ころで も大分に工場が あるわけでご ざい ますが,

同 じ内容 を,図 面等を フ ァクシ ミリで送 る とい

うこ とに な りま しても,岡 山の工場 に送 る,千

葉 の工場 に送 る,大 阪 の工場 に送 るとい う段階

で見 てコス トが非常に違 う。同 じ内容の デー タ

を送 るのに対 して相当大 きなコス ト差 が出 て く

るとい うのは,や は リ工場 の運営 の面で もう1

つ の問題にな るわけで ございます 。

この衛 星の問題 とい うのは 日本 では非常 に重

要 な ポイン トになるわけで ございま して,現 在

350キ ・か ら550キ ロ とい う程度 の打 ち上

げ能 力の ある・ケ ントの開発 が進 め られ てい る。

しか し,日 本の状態か ら考え て 日本 で必要 な相

当有効 に使える ような回線数 を持 ついわ ゆる1

トンとい うような程度 の ものに なろ うとす る と

まだ大分時間 がかかる ようなお話 で ござい ます。

一 方;ア メ リカの方が衛星 の方は どん どん進 む
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'とい うことで
,私 としては いろいろな民間の ネ

ッ トワークのVANと い うものを考 えてみる と

アメ リカは少 し行 き過 ぎているの じゃないか と

思 うくらい進んで きているわけで ございま して,

それ と比べます と日本 が現状 で この程度 の ピ ッ

チで や ってい っていいのか ど うか とい う感 じが

いたすわけで ございます。

ここで ち ょっと横 へ外 れ るわけで ございま す

が,公 共投資 とい う考え方 を考えてみます と,

居住 の問題 で あるとか物の輸送 の問題 で あると

か人の輸送の問題で ある とか い うよ うな形 の公

共投 資 とい うのが考え られ てきま したけれ ども,

情 報 の伝達 とい うものに対す る公共投 資 とい う

ものはまだ電電公社 がおや りにな っているだけ

で あ って,こ れか らは情報伝達 とい うものは非

常に大 きな公共投資 の対象 になるの じゃないだ

ろ うか 。そ して,そ の ことに よる波及効 果 とい

うのは,道 路 をつ くった と らも っと自動車がふ

え るか とい うと,人 間のお持 ちにな っている自

動車 の数 とい うのは大体 飽和 点に達 してしま っ

て い る。 ところが,情 報 のネ ットワーク とい う

のが どん どん 出てまい ります と,そ れに よって

情報機 器 とい うもの,こ れは単 に産 業が持 つ情

報機器 では な くて,家 庭 におけるいろいろ な情

報機 器 とい うよ うな ものがまた非常に新 しい発

展 をす るのでは ないだ ろ うか 。そ うい う意味 で

私は1つ の将来の公 共投 資の中に情報伝達 のた

め の手段 に対 して相当の投 資が必要 で ある とい

うふ うに考え られて,そ れの副次効果 とい うの

は非常に大 きな ものが 出て くるの じゃないだろ

うか とい うふ うに見 てい るわけで ございます。

ア メリカあた りでは会議機 器の システムとい

うような ものが もうすでにで きてお・ります。 こ

の 間行 きま して実際 にその会議 の システムの実

演 を見 せ てい ただ きま した。 ああい うふ うなこ

とが どん どん出て きま して,人 が動 くかわ りに

情報が 流れ るとい う形 とい うものを考え てみま

す と,そ こに非常に大 きな変 化が出て くるの じ

ゃないだ ろ うか。基本的 に情報 とい うものが,

従 来われ われが経済 とい うもの を考 える段階 の

中で,物 とかエネル ギー とか ら労働 力 とかい う

ものが経済 の中の非常 に大 きな これか らの エレ

メン トと して出て くる とい う問題 が一度 もまだ

議論 され ていないの じゃないか。 したが って,

日本 なら日本 とい う国の経済 とい うもの を考 え

てみた段階 で,日 本 の国 の持 ってい る資本 力 と

か労働 力 とか技術 力 とかい った形 にな っていま

す けれ ども,そ の情 報の価値 とい うものが いま

や もう1同 一 もう1回 じゃな くて,新 しく地

位 を経済の 中に 占め るべ き時期 に来 てい るの じ

ゃないか とい うこ とを,こ れ は全 く私 自身 の独

断 でござい ます。そ の情 報 とい うものが新 しく

経済 の中での役割 りを認知され ま して,そ う し

てまい ります と,や は り1つ の企業 とい うもの

の場合 におきま しても,そ の持 ってい る情報量

とい うものがその会社 としての1つ の重要 な資

産 に な って くる,そ うい うバ リエーシ ョンが出

て くるの じゃないか。そ うい う面で見 ていきま

すと,情 報 とい うものを処理 し管理 してい くと

い うことに対す る経 営の態度 とい うもの もおの

ずか ら変 わ って くるの じゃないだろ うか 。そ の

ことに よってデー タバ ンクで あるとか情報 のそ

うい うシステ ムである とか情報 のそ うい うシス

テ ムであ るとか とい うような ものが新 し く地位

を得 て くるの じゃないか とい うふ うに見るわけ

でご ざいます。そん な こん なで,ベ ンダーの方

とユーザーの方 と一緒 にな って このオ フ ィスの

オー トメー シ ョンとい う問題を 考え ようとい う

ことで,実 は昨年 オフ ィス ・オ ー トメーシ ョン

協会 とい うものをつ くって,私 が初代 の会長 と

い うことに な ったわけ でござい ます。 ところが,

そ れ以前に能率協 会の 方で ホワ イ トカラーの生

産性 とい う問題 をひとつ勉強 しようじゃないか

とい うことでい ろいろ勉強 いた しま した。能率

協会 は御 存 じの とお り生産分野 におけ る生 産性

向上 とい うもの を非常に重要視 していたわけ で

すけれ ども,ホ ワイ トカ ラーの問題 をひ とつや

ろ うじゃないか とい うようなことで,ホ ワイ ト

カラーの生産性 とい うよ うな形 のアンケー ト等

を と った り何 か してや ってきた わけで ございま
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す。そ うい うことでいまOA協 会 がつ くられ ま

して,そ れで皆 さん に一体 オ フィス ・オー トメ

ー シ
ョンとい うもの につ いてど うい うふ うなア

プロー チをなさろ うと してお りますか とい うこ

とを実は アンケー トで と ってみた わけで ござい

ます。 これは 日本の会社で とった わけで ござい

ます。そ うす ると2つ のは っき りした傾 向がご

ざいま した。

1つ は,さ っき私 が申 し上 げま した ような形

の中で,や は リファンダ メンタルな実際の オフ

ィス ・ワーク とい うもの を もう少 しアナ リシス

してみ よ う,ブ ース ・ア レンあた りがや り出 し

ている ような時間研究 とい うようなことか ら始

ま って,オ フィス ・ワー クとい うものを もう少

し解析 をや ってみ ようじ ゃないか,そ の解析 の

中 か らど うい うOA機 器 が一番ニーズが あるの

か とい うような形 の中で始 め てい って,そ して

システ ム化 していこ うとい うア プローチをやる

のだ とい う方が一方に ございます。

もう1つ は,と にか くいまやOA機 器 は非常

に安 くな った,だ か らた とえ ばパ ソコ ンを何十

台 か入れて ならせ ようじゃないか,そ うい う連

中が なれ て きてソ フ トが組め る ように な ってく

る,そ うい う段階 か ら始 ま って,要 するに組織

の中に種 をばらまいてみ て,そ の種 がだんだん

と生え てきて,そ して全体 を包 み込 む ような形

で い く方が いいの じゃないか と思 って,そ うい

う方 向をた どりま し ょうとい う,い ま2つ の非

常には っきりした考え方が ございます。

私 自身 は どち らがそ の正 しいア ブ・一チで あ

るか とい うことは 申 し上 げかねますけれ ど も,

私 自身 は申 し上げた よ うに機械 屋 でございま し

て,生 産 の分野に おけ るアプローチ とい うもの

をや ってきた関係 で,ど うもい きなり機器 をぶ

ち込んで しま ってとい うそ のア プローチにはち

ょっとなじまないわけ でございます。そ こが こ

れか ら.どうい うふ うに動 いてい くの か,経 営 と

して非常 に重要 な判断 の ポイン トに なるの じゃ

ないか。

そ こで,わ れわれ経営 の方か ら見 てど うい う

ふ うに考 え てい くのか とい うのは,い まの2つ

のア プローチ以外に ない とい うわけでは ない と

私 は思 います。それぞ れ 自分の企業に合 った ア

プ ローチの仕方が あると思 いますが,た だ非常

に お もしろいアプ ローチだ と思いますのは,例

の現場 で もって始ま りま した小集 団活動 で ござ

います。御 存 じの ように,現 場 の方 の生 産性 向

上 とい うのはほ とん どの会社が現場 における小

集団活動 とい うものが非常に大 きな支え にな り

ま して行 われ てきた わけでご ざいます。 アメ リ

カの ウエスチ ング ・ハ ウスに この間参 りま して

見 ま した ところが,秘 書の グループに どうい う

ふ うに した らワー ドプ ロセ ッサーが うま ぐ使 え

るか とい うことで小集団活動 でや らせ てみ た。

そ うしま して,部 屋 の中 もリオー ガナイズ して

ワー ドプ ロセ ッサーを全部入 れるよ うに した。

そので き上 が った ものは ど うい う形 か といいま

す と,今 度 は秘 書が大部屋の中にず っとお りま

す。そ して,ど うするか とい うと,そ の秘書が

ず っと座 って,前 に ワー ドプロセ ッサーを持 っ

てお ります。 もちろん部屋 には全 部 じゅたんが

敷 いてあるわけですが,そ の じゅうたんの下に

リー ド・ワイヤーが通 っている ようで ございま

して,無 人 の メール ・カー・が走 ってい るわけで

ございます。秘書の横へ行 きます とメール ・カ

ーが止 まる
。それで,ア ウ トとインと両方 ござ

います か ら,自 分の ところへ来 た ものは受 け取

って,ア ウ トの ものはその車 に載せ る。そ れが

ず っと一定 の時間自動的 に回 っておる。 したが

って,秘 書 は もう全然動か ない。 自分 の ところ

に座 ってワー ドプロセ ンサーで仕事 を しておる。

電 話が あ ります と,電 話 を記憶装置の 中に入 れ

ておい て必要 な ときに取 り出す,そ れ を文章 に

す る必要が あるときは文章に して残 してお くと

い うよ うな形 で,そ れは全 く秘書が グルー プ討

議 で もって答 え を出 した とい う話 で ございます。

こうい うことで,わ れわれの ところで も,私

の会社 自身 で もいまそ の方につ きま しては小 集

団活動 をや らせ てお ります。一方では,全 体 と

しての システムを組む ことあるいは全体 と して
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の作業 分析等 もや らせ てお ります。一方では,

トレーニ ングをあるグループか ら始め てワー ド

プロセ ッサーを使 ってい く。同時 に,あ るグル

ープが使 っているの を見 て,そ れ以外 の グルー

プが 自分 の方 のグループと してどうするか とい

うことを小集団 で勉強 させ ているい うようなこ

とをや らせて おりますが,こ の アプ ローチの仕

方 とい うのはいろいろ工 夫が あ って,プ ロダク

シ ョンの方です ときわめ て ビジブルでわか りや

すい のでございますが,オ フィス ・ワークの方

はそ うい うふ うに ビジブルになか なか まい りま

せん 。そ れか らまた,内 容 の問題 もなかなか ビ

ジブルでは ござい ませんので,オ フ ィス ・ワー

クの方の問 題 とい うのがやは リオフ ィス ・オー

トメーシ ョンに対 する1つ の大 きな問 題に なる

の じゃないか。

以上,私 が見 てきた ことをす ぐ申 し上げ てき

たわけ でご ざいますが,何 か こうい うオ フィス

あるいは プロダクシ ョン ・サイ ドに おける マイ

ク ロエレク トロニクスのア プ リケー シ ョンは大

きな企業 だけか とい うと,ロ ボ ッ トを見ま して

も意 外 と中小 企業 の方が盛 んに な っているの じ

ゃないか 。特 に プロダクシ ョン ・サ イ ドの方 で

す と中小企 業 の方がいい労働 力 を集 める とい う

ことについて もなか なか問題 が ある。それか ら,

少 品種大量生 産 とい う形は なかなか とりに くい。

多品種少量生産 とい う形 をとらざるを得 ない と

い うよ うな ことの事情 もありま して,マ シン ・

ソールのた とえばMC,マ シニ ング ・センター

とか い うよ うな ものの利用 も中小企業 の方が多

い し,そ れか ら ロボ ットに入 ってい くのも中小

企業 の方が最近 大分 多い とい うことで ございま

して,中 小企業 とい うのは管理 の方 の面 は大 き

な企 業 と違 ってもともと非常に簡 素化 され てお

りますので,そ うい うふ うな形で まい ります と

日本の 中小企業 とい うのは これか ら決 して大企

業に負け ない ものになるの じゃないだろ うか。

最近 の例 を見 てまい ります と,い わゆる 中小企

業 と称 せ られる専門企業の 中には,世 界の中に

お・け る比率 とい うものが非常 に高 い,40%と

か50%と か80%日 本 でつ くって世界 に供給

してい るとい うよ うな ものが相 当数 ある とい う

ふ うにな ってきてい るわけでご ざいます。そ う

い う企業は製品の特異性 もさることなが ら,生

産の形式 あるいは開発,Rア ン ドD等vatoき ま

して もきわめて先進的 なや り方 をや っておるわ

けで ございま して,現 在は必ず しも在来 の大企

業が技術の リーダー シ ップ をとる とい うばか り

では ないの じゃないか。 エレク トロニクスがず

っといろいろな産業 の面 に入 ってい きま して,

そ れを非常 に うま く利 用 した とい う産業 あるい

は企業 が大 きな有利性 を占め る。た とえば流通

産業 で もうま くコンピュー タの ア プリケーシ ョ

ンをや ってい るもの とそ うでない もの とでは非

常に大 きな差 が現在 で きつつある とい うよ うな

ことで,こ れか らの マネジメン トとして,い ま

申 し上げ ま したよ うに,ど うい う種類 のや り方

で,ど うい うアプローチの仕方で ソフ ト並 びに

ハ ー ドを入 れてい くか とい う問 題が あ ります。

しか し,最 終的 には経営が全体の流れ の中で自

分 の企業 をどの程度 マイク ロエ レク トロニクス

とうま く関連 づけ てい くか とい うことがか ぎに

な るの じゃないか とい うふ うな印象 を持 ってお

ります 。私 は エレク トロニクスの方はむ しろ使

い手 の方で ございま して,グ ラフ ィック とかそ

の他 の面 あるいは ある程度 の ソフ トの供給 をや

ってい るわけで ございますけれ ども,む しろユ

ーザー としてこれか らのマ イクロエレク トロニ

クスの進歩 を注 目 してい きたい と思 うわけで ご

ざいます。 どん どん ランダ ム ・ア クセス ・メモ

リーなんかで も大 きな ものがで きて くる し,そ

れ から素子 もビ ット数 も多 くな ってき ているわ

けで ござい ますけれ ども,そ こらの可能性 を秘

めた素子が使 われ るのだ ろ うか。64,256

とい うような非常に た くさん の可能性 を秘 めた

素子 とい うものが どん なふ うに使 われ てい くの

だろ うか とい うの を私は知 りたいわけで ござい

ます。そ うい うことの行 きつ く果 ては われわれ

ユーザーにとってど うい うふ うに展開 されて くる

のか。む しろ余 りに速い超LSIの 発 展 に 目を見
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ニ ュ ー ・イ ン フ ォ メー シ ョ ン ・テ ク ノ ロ ジ ー と経 営 戦 略

張 ってい るとい うのが偽 らざる印象 で ございま

す。

時 間が大変余 りま したけれ ども,こ の辺 の と

ころで私 の話 を終 わ らせ ていただ きま して,も

し許 されるな らば,御 質問等 ございま した ら御

返 事申 し上げたい と思 います。 ありが とうござ

いま した。(拍 手)

【質 疑 応 答 】

質 問 ただいまのお話 は,ア メ リカの現状 に

比 べま して,日 本の場 合は情報 ネ ットワー クが

少 ないとか,キ ーボー ドに な じみが ないために

オ フィス ・オ ー トメーシ ョンがや りに くいので

は ないか とい うふ うな ことで,多 少 日本 のオ フ

ィス ・オー トメーシ ョンは悲観的 でないか とい

うふ うなニュアンスで聞 こえたのですが,日 本

の オ フ ィス ・オー トメー シ ョンの将来 といいま

すか,そ の辺 どうい うふ うに発展 してい くのか

とい うところにつ きま して何か お考 えが あ った

らお聞かせ いただ きたい と思います。

山 下 先ほ ど申し上げ ま した よ うに,ア メリ

カの下 の方の人はなれ てい るけれ ど も々ネ ジャ

ー ・クラスはそ うい う機械 に弱いのですね
。 日

本 で もここにおいでに なる方の半分 ぐらいの方

は機械 に弱いの じゃないか と思 うのですけれ ど

も,若 いゼ ネレーシ ョン方 々とい うのは キー ボ

ー ド ,ワ ー ドプ ロ セ ッサ ーを持 って きて も

十 分 や っ て い か れ る の じ ゃな い か と思 う

の で す。 したが って,私 が 申し上 げ た理 由

は,部 長 さん で あ ると か,そ うい うクラス の

入が グ ラフィック ・デ ィスプ レイで ある とかキ

ーボー ドであるとか コン ピ
ュータ ・ラン ゲー ジ

である とかい うような ものについ てど うも余 り

な じみが ない。おれは いやだ よ,お まえ たちゃ

れ よ,お れはや らぬ よとい うことに しば らくの

間は なるの じゃない かなとい うことなのです。

いや,お れ はや らないけれ どもお・まえ た ちやれ

よとい うことではなかなか いか ないの じゃない

か。 そ こが非常に問題 でご ざい ま して,私 が小

集団活動でや るとい うのが非常に いいの じゃな

いか と言 うのは,下 の方か ら盛 り上が ってい っ

てや ってい く,こ れでいげぱで きます よとい う

形でい くとい うことの方が,部 長 さんが,お れ

もや るか らおまえ もやれ よとい うよ うな形 でや

っていただけるのな らば,そ れは もちろん その

方が一 番早 いのですけれ ども,企 業 の最 高幹部

に至 っては,こ れは や るべ きだ とい うことはお

っ しゃるけれ ども,具 体的 に どう した らいいか

は わか らないわ けですね。 そ うす ると,結 局 わ

かる ところとい うのは部長 さん ク ラスの ところ

が一番 重要 なキー ・ポ ジシ ョンじゃないか と思

うわけ です。そ うい う人 たちが,い や,お れは

もうとて もいまさ らこん な もの をや らされ た っ

てだめだ,課 長,お まえやれ よとい うよ うな こ

とで,だ んだん下 の方へ持 ってい くとなかなか

うま くいか ないの じゃない か。だか ら,こ の席

に も半 分 ぐらいは,よ し,お れがみずか ら先頭

に立 ってやろ うとい う方がお られ る と思 うので

すけれ ども,半 分 ぐらいは 自分が先頭 に立 つの

は困る とい う方がお られ るの じゃないか,私 は

そ うい う感 じなのです。 ですか ら,そ れはそん

な ことは ないのだ,み ん な自分 でやるのだ とい

うふ うに,私 のお話 を通 じてオ フィス ・オー ト

メー ションの重要性をお感 じいただければ で き

ない ことは ない。特に若い世代 を うま くリー ド

されれば小集団活動あた りで,ア メリカの,大

変失礼 な言 い方を しますけれ ども,お 年 寄 りの

秘書の女 の方た ちが ウエスチ ング ・ハ ウスの ケ

ースみたい なものをデ ィベ ロ ップされ るとい う

ことは,日 本の理解力 のある若 い世代 の入 は ど

ん どん乗 ってくるの じゃないか 。秋葉原 あた り

へ 行 ってみ ます と,あ の子供 の連 中が大 き くな

った ら,と にか く10年 た った ら,も ういま私

が 申 しているよ うなことは,あ いつは あん な と'

き にあん なばかなことを言 っていた とい うこと

に なるの じゃないか と思 うくらい なコン ピュー

タに対 するアクセスが ござ いますね。だか ら,

時 間 の問題だ と思いますけ れ ども,企 業 の方の

状態 とい うのは余 り時間 の余裕が ない ようでご
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ざいます ので,そ の点 が われわれ と しては心 配

なわけで ございます。

質 問 先ほ ど米国 を御視 察 にな った ときのネ

ッ トワーク ・システムの お話が あ りま して,日

本の進む速度は これでいいのだ ろ うか と疑問 に

思 うとい うことでございま したけれ ども,私 は

疑問に思 うとい う段階 は とっくに通 り越 して し

ま っている と思 うので ございます。 おた く様 の

九州 の工場 との ファクシ ミリの コス トの問題,

実 は私 も昭和53年 に ア メ リカへ参 りま して,

ア メリカン ・サテ ライ ト ・コーポ レーシ ョンと

かSBS,当 時 はSBSは まだ上げ てお りませ

んで したけれ ども,最 近 はそれがみん な実現 し

ている と思 うのでご ざい ます 。それはほ とん ど

政府 じゃな くて民間がや っている。 したが って,

速 度が速 い,採 算に乗 せ てい る。最近 行 ってき

た連 中の話 を聞 きます と,ほ とん どの企業が空

にパ ラボラアンテナを向けている。 日本は いま

の状 態で本 当にいいのだ ろ うか。のみな らず,

ア メ リカば か力では な くて,東 南 アジアの諸 国,

シ ンガポールは御承 知の とお り,そ れか らフィ

リピンが も う間 もな く。 こ うい うときに あ って,

日本 の上げ る場 所,3万6,000キ ロの上空が

みん なそ うい う よその 国に 占め られ て しま うの

じゃないだ ろ うか 。そ れを昭和60年 代 とか な

ん とか言 っている。 これ は民間の会社が,第3

セ クターで も何で もよろ しい けれ ど も,上 げ な

いととんで もない ことに なる と思 ってお ります。

ひ とつ御意見 を伺 いたい と思 うので ございます。

山 下 お っ しゃるとおりで ございま して,私

がいまのスケ ジ『二一ルで いい のだろ うか とい う

のは問題提起 とい うつ もりで 申 し上げ たばか り

でな くて,現 実 に何 とか しなけれ ばいけ ないと

い うふ うに考え てお りま して,実 際は,こ の席

で申 し上げ ていいか どうかわか りませんけれ ど

も,経 団連の情報処理委員会の方 で も何 とか し

て この問題 を促進 しなければ いけない とい う勉

強を始め ていただ いてお りますの で,何 とかそ

の うちに考え 方を まとめて いきたい とい うふ う

に考 えてお ります。
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基 調 講 演

ニ ュー ・イ ン フ ォ メー シ ョン ・テ ク ノ ロ ジ ー

の 社 会 ・産 業 へ の イ ンパ ク ト



ニ ュ ー ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・テ ク ノ ロ ジ ー の

社 会 ・産 業 へ の イ ン パ ク ト

1)
P・A・ カ ニ ン ガ ム

私 はまず最初 にJIPCA,JIPDECの 方 々

に,本 日,皆 様 にお話 し申 し上げ る機 会 を与 え

て御招待 いただ きま した ことに御礼 申 し上げ た

い と思います。

サブジ ェク トは 「ニ ュー ・インフ ォメーシ ョ

ン ・テク ノ ロジーの社会 ・産業 へ のインパク ト」

で あ ります 。

本 日の講演 は,コ ン ピュータや コ ミュニケー

シ ョンの分野 で役割 りを果 た して実 を結 んでお

ります よ うな新 しい技術 の ことだけ ではご ざい

ませ んで,そ してそれ が社会 ・産業 に対 してイ

ンパク トを与え ているわけですが,既 存 のテク

ノ ロジーで新 しいや り方で アプ リケー シ ョンさ

れ てい る もの に関 してもお話 を した い と思 いま

す 。ですか ら,現 在 まだ実 験及び開発の段階 の

製 品,サ ー ビスに関 して話す わけで,ま だ出現

していない ような技術 に関 しては お話 しするの

を避 けたい と思 います。

と ころが,現 在私 どもが技術的 な製 品 な リサ

ー ビスに関 します厳密 な性格はわか らないまで

も,こ れ か ら5年,10年 後 に登場 す るものに

関 しては,そ の性能 とか どの よ うな結果 を もた

らすか とい うことに関 する予 測はで きるわけで

あ りま す。た とえ ば人工頭脳 とか マンマシン ・

コ ミュニケーシ ョンとか,こ れは音声 とか画像

処 理 をも含 んだ ようなものですが,こ の よ うな

ものが特に非常 に重 要 な意味合 いを私 どもに投

げかけ てい る2つ の ものだ と思います。言葉 の

1)INPUT社 長

問題 が ござ いますので,音 声処理 と画像処理 の

方が 日本 では より大 きな重要性 をアメ リカ国内

よ りももた らすのではないかと思 います 。

ち ょっとここで山下さん がなさ った基調講 演

がいかに興味深か ったか とい うことにつ いてコ

メ ン トしたい と思 います。

特 に 日本 にお きます経験 とアメ リカとの比較

をなす ったわけで,そ れ を対 比的に御紹介 なさ

いま した。非常 に重要 な ことだ と思 うのですが,

た だ 日本が アメ リカに ある ものを模 倣す る とい

うことはいけないわけです。社会的 な相違や文

化 的 な相違 を社会や産業 に関 して認 め てお くべ

きでありま して,製 品 な りサー ビスを規制す る

際に そ うい った文化的,社 会的相違 を認 め てか

か る必要が あると思 います。

山下さん の コメン トの 中で,技 術 の ソフ トの

側 が重要 だ と思 います。 ソフ トウ ェアをテク ノ

・ジーとい うふ うには規定 しません。 しか しな

が ら,ど うしてもソフ トウェアの必要性 に関 し

ては非常に重要 で あることは認め さる を得 ない

わけであ ります。た とえばそ のための構造 な り

どの よ うな仕組みにな るか とい うこ とに よって

ソフ トウ ェアの持つ コンピュー タや コミュニ ケ

ー シ
ョンの技術 が非 常に変 わ って くるわけです 。

人間 は財 界 な り政府 な り社会 におい て大 きな役

割 りを果 たすわけです。新 しい技術 の開発 の 中

に この ソフ トウ ェア自身が参画 し,ま た大 きな

影響 を及ぼすわげであ ります。 ソフ トウェア自

身 も発展 し,開 発 されるだ ろ うとい うことで あ

ります 。新 しい言語 とか,新 しいア プ リケーシ
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ヨン開発の手法 とか,新 しいコ ミュニケー シ ョ

ン ・ソ フ トウェア開発の手 法で す。 ラ リー ・A

・ベル ケさん はソフ トウ
ェアについ て世 界に冠

た るコメンテ イターですので,明 日 この ことに

関 しては話 をする と思います。

これか ら向 こう10年 で考 え られ ます発達 は,

ソ フ トウ ェア とハー ドウェアの境 界が変 わ って

くるだろ うとい うことです 。 もうすでに変 わ っ

てきてお・ります。厳密 にハー ドウ ェア とソ フト

ウ ェアの間 で境界が引 かれ ているのではな くて,

一 種 のグ レイの エ リア
,白 とも黒 ともつか ない

ような領域があ るわけ であ りま して,ソ フ トウ

ェア とハー ドウ ェアの境界 に よって価格,性 能

の関係が違 ってきます。 レギ ュレーターやマー

ケ ット・アナ リス トや企業 の人 たちは どの よう

な形 で ソフ トウェア とハー ドウェアの インタ フ

ェースを うま くするか,そ してその仕事 を困難

を乗 り越え て達成 す るか とい うこ とにか かわ っ

て くる と思います。

き ょうは技術開発の持 ちます機能 的 な影響 を

お話 ししたい と思 います。た とえば最近 この よ

うな分野 が非常に競合力が高 く,競 争が激 しい

ことをアメ リカの企業 は認識 してお ります。 コ

ミュニケーシ ョン側に関 しても似 たよ うな発達

が非 常に迅速 にアメ リカで見 られ てお ります 。

き ょうは技術開発の持 ちます機能 的 な影響 を

お話 ししたいと思いまず。 た とえ ば オ フ ィス

の中の ことなのであ ります。それ か ら,主 要 な

業界 の分野 を選 びま して,ど の よ うに予 測 され

る ような発達,発 展 が見 られ るかをお話 しした

い と思 います 。研究 デー タとか情報 を使 いま し

て,幾 つかの主要産業分野 におけ る影響 を見 た

い と思 います。また,き ょうお話 しします よう

ないろい ろな結果が生まれ てお りますの で,そ

れ を皆様 に御紹介 した いと思います。ま た,社

会の 中には ある程度まだ調査 もデ ータも集 ま っ

てい ない よ うな分野 があ るわけですが,い ろ い

ろな国 々で,た とえば フランス,オ ース トリア,

英 国,日 本 で も,情 報 の発達が将来 どの よ うな

インパク トを与 え るか とい うよ うな調査 が され

てお りますが,こ れ らの調査 はか なり政治的 な

動議 づけ,ま た指向性 を持 った調査 であ ります。

ですか ら,そ の ような ことを考え て解釈 すべ き

であ ります。 あ くまで も将来 の情報が及ぼ しま

す影響に関 して もっと中立的 な研究機 関でや っ

た調査が必要 だ と思 います。また,よ リオープ

ンな全体 に よります話 し合いが され ま して,た

だ技術の専門家だけでは な く,一 般大衆 も含め

た形で,情 報が発達す ることに よって未来 の社

会に どの ようなインパク トが与え られ るか,影

響が出るかとい うことにつ いて話 し合 うべ きだ

と思います。た とえば失業 の問題 などで ありま

す。

まず最初 に,導 入部 といた しま して,3つ の'

社会革命 を検 討 してみた い と思 います 。まず最

初に農業革命が あったわけ です。そ の後には産

業革命 があ ったわけです。われ われと しま して

は,い まや いわ ゆる情報社会 へ移行 しつつ ある

と言 われ ているわけです 。

興味深い ことなんで すが,情 報革命の記号 と

して人工衛星 のパ ラボ ラの アンテナを選んだわ

けですが,質 擬応答の と きに で もぜ ひ人工衛星

を通 じての通信 またはデ ータの伝送 とい うこと

が重要か を話させていただ きたい と思いますが,

この持 つ意 味は何 か とい うこ とです。

いま起 こ っている これ らの革命が基盤 に置 き

ま した技 術 の進歩 を見 てみたい と思 います。農

業社会か ら産業 社会へ移行 しま した ときには,

いわ ゆる機械工学 と土 木工 学が発達 し,そ して

蒸気機 関を使用 したわけです 。

電 気工学的 な発達が産業革命の後 を追 ってい

ったわけです 。電 気に よりま して動力 と電気通

信 が発達 しま した。道路 とか鉄道 とか運河 とい

うような物理的 な通信 の手段 が整備 され たわげ

では な く,非 常 に電気的 な手段 を通 じて遠隔 の

地 の人 々との間の通信 が確 保 される ようにな っ

たわけです。 この結果,社 会 なり産業が加速 的

に変化する とい うことに な ったわけ であ ります。

た とえば情報 とい うもの を考 えます と,こ れは

電子工学 に基 づいてい るわけ であ ります。ただ
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地域 社会 だけでは な くて,国 際的 な規模で アイ

デアが,ま た思想が伝送 され てい くこ'とを考え

るべ きで あ ります 。

また,私 ど もは新 しい革命に入 ってい るわけ

で,電 子工学 とい うものを原動力 と して この革

命 を推 し進めたわけ で あります 。いわゆる電子

工学的 な ものに基盤 を置 いた装置 とか,あ る と

きには磁気系 とか光学系 が組み合わ され てお り

ます 。

いま起 こった この情報革命 とい うことを理解

するために3つ のことを見 るべ きであると思い

ます 。第1番 目に考 え るこ とは発明 です。す な

わち,今 日行われ てお ります発明は,コ ンピュ

ータ ・コミ
ュニケー シ ョンだけでは なくて,バ

イオ エンジニア リングとか エネルギー とか宇 宙

に関 して,た とえ ば宇 宙 とい うことがわか って

いなけれ ば人工衛 星に よ ります伝送 がで きない

わけで あ ります 。また,ス ペース ・シ ャトルに

場所 を買 うとい うこ とを しなけ ればで きないわ

け です 。私 どもは第4番 目の社会革命 は,そ の

ところ まで達成で きれ ばですけれ ども,い わ ゆ

る人間に対 するスペースの時代 とい う,ス ペー

ス革命だ と思い ます。

この ような発明の段階 がまず第1番 目で,絶

対的 に不可欠 の基盤 で あ ります。た とえば コン

ピュータが演算 する分析能力 に基 づいてバ イオ

エ ンジニア リングが生 まれて きたわけで すか ら,

コン ピュータの発明 とい うことでバイオエン ジ

ニア リングが起 こ ってきたわけです。

そ して,い ま産業,経 済,社 会の中で,こ の

ような第一弾 の発見 が アプ リケーシ ョンされ て

いるわけであ ります 。それが第2番 目であ りま

す。

第3番 目は秩 序 の問題 であ ります。 この秩序

でございますが,ま だ余 り大 してや られてお り

ません。常 に変化 に対 する抵抗 とい うものがあ

るわけです 。山 下さんが言 いま したけれ ども,

た とえば機 関長 を機 関室か ら操舵室へ動 かす と

い うような ことのと きに も非常に大 きな抵抗 が

あった と思 います。また,新 ポ ピュレー シ ョン

の次の段階での変化は,ま ず ブ リッジにおけ る

コン トロー ル ・ルー ムか らオ フィスの中に入れ

込 むこ とが大 きな変化 だ ったわけで,完 全 に無

人化 してしま う。そ して,船 の操縦 を,船 だけ

ではな くて,別 な ところか ら遠 隔操 作す るとい

うよ うな種類 の中央集 中化が 向 こう何年 かに無

人 の船 とい うよ うな形 で起 こ って くるわけです

が,こ うい った変 化に直面 する と人間は抵抗 す

るわけです。 この よ うな抵抗 は一種 の惰性 とか

慣性 とい う言 葉 で表現で きると思 います。人間

は変化に直面 します と,も う確 立 されま した行

動 パ ター ンが打破 されま して,い わゆる暴力革

命 の ような ことに もなるわけですが,打 破 され

た結果新 しい秩序 とい うものが再配 列され てつ

くられ るわけで あります。

この ような新 しい発展が,電 子工学的な意味

で の新 しい革命が何 を もたらすか とい うような

国全体が懸念 す るよ うな問題 にな るわけで あ り

ます。向 こ う10～20年 の 間に産業 なり社会

が どの よ うな影響 をこ うむ るので しょうか 。

まず最初 は通信伝送部門 に起 こります。人工

衛星が放送 とか音声通信 とかデータ伝送 とか メ

ッセー ジ処理 のために使 われてお ります。 これ

らは天気 予報 とか情報収集 のスパイ活動 のため

に使われ てお ります 。長期的 にはわれわれの国

境 や文化的 な境 界を打 ち壊す とい う意味 で最 も

有効 な武器 に なるか もしれない と思います 。 こ

うい った ことは突然 には起 こ りません 。時 間を

かけて起 こ ってい くことだ とい うことを私 も認

めて お ります 。

第2番 目には,新 しい伝送媒体が あるわけで

あ ります。た とえば ワイ ドバン ドの伝送が可能

なよ うな媒 体で あ ります。 アメ リカでは もうフ

ル ・スケールの ビデオを使 い ましたテ レ ビ会議

が行 われ てお ります。電 話会社がい ろいろな大

企業 に働 きかけ ま して,独 自の 自社用の ビデオ

会議 センター をつ くってお ります。

た とえ ば画像 を伴 った電話 という考え方は過

去20～30年 前 ぐらいか らあ ったのです。 と

ころが,実 際に一般に受け入れ られ るのは20
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年 ぐらいかかる と思います。 とい いますのは,

新 しし(革新が実際 に広 くまでの間に40～50

年 ぐ らい遅延が起 こります。 ラジオ とかテ レビ

とか電気製品 とかに コン ピュー タを使 うとい う

こ とは8～10年,下 手 をする と20年 ～30

年,40年 か か らないと受け入れ ないわけ です 。

社会は ある何人かの人 々が希望 する ように早 く,

つ ま リメーカーの人た ちが思 うほ ど早 く変 わ っ

ては くれ ないわけで あ ります。天然 自然の惰性

が あるために,新 製 品,新 しいサー ビス,新 し

いア イデ ア,新 しい概念 を同化 させ るのに時間

が かかるのであ ります。

第3番 目の コミュニケLシ ョンの分 野で重要

な ことは ロー カル ・エ リア ・ネ ットワー クの概

念 であ ります。明 日,皆 様方は この課題 に関 し

てデ ィスカ ッシ ョンが あるとい うことでござい

ます。私が この話 をま とめま した ときには この

ロー カル ・エ リア ・ネ ットワークのこ とが話 さ

れ る とい うことを知 らなか った ものですか らこ

れ を入 れ たわけで あ ります 。いろいろなオ フィ

ス ・ビルデ ィングや マニ ュ7ァ クチ ュア リング

教 育,た とえ ばス タンフォー ド大 学は いろいろ

な ところに分校 がご ざいますが,そ の間 に ロー

カル ・エ リア ・ネ ットワークを持 っているわけ

です。多 くの場合,ロ ーカル ・エ リア ・ネ ット

ワークは地元 のある地域社会だけの コ ミュニケ

ー シ
ョンを意味 してお りま した。 こ うい った有

線 放送 ネ ッ トワークであ ります。 日本 で もずい

ぶん発達 してい るよ うで あります し,ア メ リカ

やそのほかの国 々で もいろいろな実験が され て

お ります 。

ここで注意 を引 きたいのは,た とえば 日本の

NTTのINSな どが非常に重要で あ りま して,

有 効 だ と思 います 。 これ がいつ活用 され るよ う

になるのかに関 しては ち ょっとわか りません け

れ ども,毎 日毎 日同 じよ うなや り方 でロー カル

・エ リア ・ネ ッ トワークを使 ってい く
,そ して

家庭 な りい ろい ろな ビジネスで使 われてい くよ

うになるだろ うとい うことはわか っているわけ

で あ ります。 これは1つ の建物の中 に敷 設 され

た ようなロー カル ・エ リア ・ネ ッ トワークを考

え るか,ま たは一地域 社会まで広が っている も

のかわか りませ んが,大 体 向 こ う10～20年

間 に重要 にな って くるわけであ ります。

この ようなテ レコ ミュニケー シ ョンの活動 に

強 い関連 を持 ってお ります のは音声処理 と画像

処理 であります。 この ような音声処理 をす るこ

とによ りま して,キ ー ボー ドに対す る依存性 を

軽 減 します。山下さん は前の講演 の中で,ア メ

リカ人は キーボー ドの扱い に非常に なれ ている

とい うことをお・っしゃいま した。 キー ボー ドは

実際は人間 とコンピュータ ・コ ミュニケーシ ョ

ン ・システム との インタフ ェース をス ロー ・ダ

ウンさせ て しまいます。 日本 では キー ボー ドの

段階は跳 び越 えた方がいいの じゃないで し ょう

か。す なわ ち,日 本 の あるがままの状態か らい

きな り音声処理 または画像処理 へ跳 ばれ た方 が

いいのでは ないかと思います。まず,マ ネ ジャ

ーは コン ピュータのオペ レーターの人 たち,た

とえば タイ ピス トとかキー ボー ド ・オペ レータ

ー とかCRTの オペ レー ターの人に話 して
,そ

の人た ちは キー ボー ド操作の専門家 なので,そ

こで コンピ ュータで扱 って くれ とい うことを言

わ なけれ ばいけないわけで,そ うい う意味で イ

ンタフ ェースがス ロー ・ダ ウンされ て,効 率が

落 ちてしまいます。 この ことに関 しては急速 に

向 こ う10～20年 で変化 が出 て くる と思 いま

す。

。 そ うな ります と,い わゆる タイピス トや事務

員や秘書 の人が要 らな くな ると思 います。 タイ

ピス トとか事務 とか秘書 の存在意義が な くな る

わけです。 この人た ちに何か を指示 するために

は紙 を介在させ なければ な りません 。 この書類

とい うものを使 わないで済む よ うになれ ば一番

いいわけ です。

音声処理 に付随 した形 で画像処理 の問題が 出

てまい ります。 これはス ライ ドやチ ャー トの よ

うな静止 したグ ラフィ ックでは なくて,い わ ゆ

る映画 とか ビデオ ・ピクチ ュアとか アニ メー シ

ョンなどで ございます。特 にアニ メー シ ョンな
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んかは社 会的 な観点 か ら配慮 が必要 な分野 でご

ざいます 。た とえば現存 の システ ムの 中で人間

の特徴 を と らえ られて完全 に静止 した形 で これ

をデ ィジタル化 します。そ して,特 別 な アプ リ

ケー シ ョン用の アル ゴ リズムを顔の筋 肉の動 き

の構造 か らとりま して,こ の イメージをア ニメ

化 で きるわけで す。非常に選練 されま した音声

処理装 置 と組み合 わせ るこ とに よりま して,個

々人はま るで スク リーンの上 で生 きた人間 の よ

うな形で アニ メ化 され得 るわけです。 このため

に私 どもの映画 の中で使 っているよ うな画家は

要 らな くなるわけです し,ま た死,んで しま った

政治家 に人為的 に この ようなプロセスで生 きた

まま相変 わ らず話 を続 けさせる こともで きるわ

けで あ ります 。 こうい うことは社会的な配 慮が

必要 な分野 と申せま しょう。

また,情 報 のデ ィスプレイ分野で すけれ ど も,

新 しい方法が い ろいろ出されてお ります。 これ

は マテ リアル的 に もいいわけですが,わ れわれ

と して歓迎 す るのは,CRTの メーカーは うれ

し くない と思 いますが,た とえば フラ ット ・ス

ク リー ン ・テクノ ロジー とい うもの が出現 して

お ります 。アメ リカの1つ の会 社ftん ですが,

コン ピュータの アウ トプ ットのためにCRTと

ほぼ 同値段 で よりよい輪 郭 の フラ ット ・スク リ

ーン ・デ ィスプ レイ ・システムを出せ る と言 っ

てお ります 。 この ような ことは長 い時間,反 復

的 にVDUと かCRTの 画 面 を見 なければ なら

な いとい うような問題 が なくな ってまい ります。

また,プ ロセ ッサ ーとか記憶媒体 の分野で の

改良ですが,こ れか ら10～20年 ぐ らい コン

ピュー タの価格,性 能 の改 善が まだまだ進む と

思います か ら,こ の 曲線が横 ばいになるとい う

のには まだま だ時間が かかると思 います。た と

えば これか ら18ヵ 月 の間に32ビ ッ トの プ ロ

セ ッサ ーが出 てまい りま して,IBMの360,

370の イ ンス トラクシ ョン ・セ ットを うま く

処理 で きる ようなものが 出てまい ります。これ

は ラー ジ ・スケールの コンピュー タを小規模 な

システムに も活用で きるような もので あります。

とな ります と,ソ フ トウ ェアの問題が登場す る

わけであ ります。 ソフ トウ ェアは多 くの人 々は

ダ イナザ ウルス,大 きな恐竜 の よ うだ とい うふ

うに考え るわけです。 ところが,こ れは絶滅 し

て しま うわけです。絶滅 してほ しい のですが,

といいますのは,い わ ゆるデザ インを してお り

ますのが頭 で して,首 は詳細 に わた っての デザ

インで,体 が プ ログラミングで,尾 がその ソ フ

トウェアをテス トするわけ です 。恐竜 と同 じよ

うに,尾 と頭が逆方向 に動 い てしま うよ うな恐

ろ しい ことも起 こるわけです。です か ら。企業

が ソフ トウ ェアのアプ リケー シ ョンを開発 する

ときに,ア セン ブリーの言語 か らCOBOL,そ

してハ イアー ・レベル ・ランゲージへ と移行 し

てお ります。 この ような ソフ トウ ェアの名誉 の

少 々の改善は見 られ ているわけですが,本 質的

な意味 での 向上,改 善 とい うのは起 こっていな

いわけ です。ユーザーはただ単 に ソフ トウェア

・システ ム ・デザイナーや開発 者 の間でのイ ン

タ フェースだけをいまや ってい るわけであ りま

して,ソ フ トウ ェアをユーザ ーが 自分 自身の社

内的な必要 に応 じて開発で き,デ ザインで きる

ように しな ければいけ ない わけ です。それ は い

ろいろ なユーザーの間 で,た とえばそ れが財 界

であろ うが政府で あろ うが いろいろな組織で あ

ろ うが,ソ フ トウ ェアを開発 す るときにそれ ら

の整合性 を確保 し一貫性 を確保 す るために ソフ

トウ ェアのデ ザイナ ーが あるとい うふ うに考え

るべ きだ と思います 。

また,サ ー ビス産業の発展 とい うことが非 常

に必要だ と思います し,ソ フ トウ ェアはベ ルケ

さんが明 日お話 しくださる と思 うのですが,非

常 に冗長で重複 しているわけです。ですか ら,

ソ フ トウ ェアをパ ッケージング しま して,そ し

てそれ らを一般 に流 布 して配 分す ることがで き

るわけです。 アメ リカン ・ベルの よ うに,自 動

化 しま した ソフ トウェアの ライブラ リーをつ く

って一般 に提供す ることがで きます。あなた方

が た とえば この ような ソフ トウ ェアの ライブ ラ

リー をつ くって一般 に提供す る ことがで きます。
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あなた方がた とえば この ような ソフ トウ ェアが

欲 しいと思いま した ら,自 動化 され ま した アメ

リカン ・ベル のよ うなソ フトウェア ・ライブラ

リーの ところに プ ラグ ・イン しま した ら,そ れ

が利用 できるとい うふ うに なるべ きだ と思いま

す 。

さ て,特 に重要 だ と思い ます のはサー ビス産

業 の発展,発 達 です。 コン ピュー タ ・サー ビス

だけ でな く,コ ミュニケー シ ョン ・サー ビス と

特に データベ ースのネ ッ トワークの発展 が必要

だ と思 います。

ち ょっとここでダ イナザ ウルスの ところに戻

りたいの ですが,デ ータベースはア メ リカで

1985年 で は45億 ドル ぐらいの商売 に なる

と思 われ てお ります。た とえばク レ ジットのデ

ー タベースは7億 ドル ぐらいの もの にな ります

し,ニ ュースのデー タベースは年間34%の 伸

び率 を示 してお ります 。ですか ら,ア メ リカの

国内にお きます デ ータベースは もう一般 的 に受

け入れ られ てお って,オ ンライ ンのモー ドでど

ん どん発 達 してい ると言 えるわけで す。

データベースが どの ような価値 を持 っている

か。 それはオ ンラ インのデータベース ・システ

ムが どん どん発達 することに よって,産 業,ビ

ジネス,そ して政府の仕事の効率改善に貢献 し

ます。た とえばニ ュースの ような情報 を コ ミュ

ニ ケーシ ョン ・ネ ッ トワークを介 して伝達 され

てきます と,テ レコミュニケー ションの 中で言

われ たよ うな発達 と同 じことが期待 できるわけ

です。 これは全 国紙 とい うことでは な くて,世

界的 に購読される ような新聞が登場 する と思 い

ま す。た とえば ウォール ・ス トリー ト ・ジ ャー

ナ ルのアジア版 が 出てお ります。 また,将 来は

ヨー ロッパ版 がで きると思 います。人工衛星 を

通 じて,全 国紙 が世 界紙 に も育 ち得 ると思 いま

す 。

さて,ち ょっと時 間をかけ てここで人工頭脳

のことをお話 ししてお きたい と思 います 。た と

えば私 どもの社会 の中に一番大 きな影響 を与え

ますのは人工頭脳 じゃないか と思い ます。た と

えぱ1つ の仮説 で,人 間 よりも賢い コンピュー

タが登場す るだ ろうか とい うことです。た とえ

ば軍 事用 のコン ピュー タ ・システ ムは もう人 間

の力 を凌駕 してお ります。飛行機の上に登載 さ

れま したコ ンピュー タは,攻 撃 作戦 を展 開す る

上で人間の能力 を上回 ってお ります。また,ア

メ リカ国内では投 資会 社 などで投 資の意 思決定

する際 には,人 間 よりもコン ピュータの力 が有

能 であります。初 めの人工 頭脳 の機械 は人間 よ

りもほん のち ょっとの分野 で しか有能 さ を発揮

しません 。 しか しkが ら,向 こ う20年 か けま

す とこれ らの専 門分野 は も っとふえ る と思 いま

す。これに並 行 した形 で,特 殊 な専門化 しま し

た情報収集 能力を持 った コン ピュータ,ま た能

力のある人工頭脳 を持 った機 械,運 動能 力 もあ

るわけです。 ロボ ットは ウィンブル ドンのテニ

スに勝 てるだろ うか とい うよ うなことを疑問 に

持つ必要 なない わけで ありま して,も ともとウ

ィンブル ドンに コン ピュー タの ロボ ットが参 加

を許され るか とい うことだ と思 います 。50年

も100年 もかか ると思います。 しか し,疑 い

もな くこれ らの システ ムがただ単 に人間 よ りも

賢い とい うだけでは なく,特 別 左能力 とい う意

味 では物理的な運動的能 力 もす ぐれた産業 ロボ

ットもできると思います。本 当に これは まじめ'

な話で あります。

私 どもはいささか回避 しが ちなことです が,

これは真剣に考 えるべ きだ と思 い ます。皆様 や

私 どもは これ らの問題 が本当に問 題 と して登場

す る前に,あ らか じめ真剣 に考え てお く責任が

あると思 うので あります。

よく空想科 学小説 の中で言われ る ことですけ

れ ども,ま るで ロボ ットや コン ピュー タ ・シス

テ ムが自分 自身 を生み 出 して,機 械が機械 をど

んどんつ くるとい うようなことを主題 に した も

のが ございますが,ス タ ンフ ォー ド大学 で最 近

電子工学 的な回路 自身が機 械 をデザ イン した と

い うことが ございます 。

また,も う1つ コンピュータの発展 分野 にバ

イオエンジニ ア リングの分野 が ございます。私
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が1つ の委員会に一緒 に いる友達 に,コ ンピュ

ータがバイオ ロジカル なコ ンピュータはつ くれ

るかね というふ うに聞 きま した ら,ス タンフ ォ

ー ド大学 の コーエン先生 が言 っているそ うで あ

りますが,も う微生 物が コンピュータに とって

かわるだけの何 らかの もの をつ くり始 めて,遺

伝子組 み替 えでや られ ているそ うで あ ります。

コス トが幾 らかかるのか,い つ で きるのか,こ

れはだれ も知 らないの ですが,ス ピー ドの能力

で も,ま た信頼性 の能 力で もこのバ イオコ ンピ

ュータ とい うものが登場 してどん どん改善 され

るか もしれま せん 。

では,こ の情報の時代 に どの よ うなことが 出

現 して くるので しょうか 。在来的 な知恵 か ら見

ます と,情 報経済,ま た情報 の マーケ ッ トとい

うのは爆発的 な速度で伸 び てお ります。電気的

k力 とか,ま た情報 とか,INSと か,た とえ

ば屋根 の上にパ ラボ ラアンテナが林立す る よ う

な ことが 出 てくるか も しれません。 しか し,現

実にや り方 とかふ るまい とか行動様式 とい うの

は変 わ るス ピー ドが非常 に遅 いわけです。また

同時に,私 どもが予想 す る よりもかな り違 った

ことが起 こるか もしれ ない と思 います。私 ども

は情報 に対 して人 々が個人消費 支 出に どれ くら

いかけたか を見 ることが あるわけです。1975

年 か1980年 に かけま してア メリカにおい て

人 々が情 報を買 うことに関 しての個人消費支出

を見てみます と,そ のほか の可処分所得 の割 合

と比べ ると少 ないわけで あ ります。す なわち,

情 報に対 してかけた支 出 とい うのは下が ってい

るわけ です 。たとえばテ レ ビとか新 聞の購読 料,

とか雑誌 の購 読料 とか ラジオのプ ログ ラムにか

けた支出は,全 体の可処分 所得に比べます と下

が りぎみ なわけです。 とい うことは,わ れわれ

は情報時代,ま た情報 に基づ いた経済の時代 を

生 きてい るとい うふ うには思 えません。個 々の

消費支 出が相変 わ らず下降線 をた どってい くな

らばそれ とは 矛盾 する ように思えるわけです。

ところが,企 業が支払 います情報 の支 出は も

う何百%も 伸び てお るのです。 とい うこ とは,

個 々人は情報 を個人 として活 用は しているけれ

ども,こ れ らの活用 され ている情 報は企業 に よ

って負担 され てい るわ けです。銀行 とか放送会

社 とか新 聞会社がいろいろな情報 を,い わゆる

お金 を彼 らが負担 した形 で一般 大衆に対 して提

供 しているわけです。た とえば広告 といいま す

のは広告費を企業 な り銀行 なりが提供 してい る

わけです 。銀行 の場 合 には あなた方の預金残高

を活用 する ことに よって情 報の財政漬 けに して

いるわけです 。

ある特 定の情報 サー ビスの分野がほかに比 べ

ます と非常 に早 く増加 してお ります。た とえば

ネ ットワークを使 った ようなデータベ ース,ダ

ウ ・ジ ョーンズ とかマ イク ロネ ットとか ザ ・ソ

ース とい うよ うなものであ りま して,数 ヵ月の

間で非常 なる伸 びを示 して お ります。た とえ ば

プレステルとか ニ ュー ヨー ク ・タイムズまで含

めます と,1981年6月 か ら1982年3月

までの間に これ らのサー ビスの購入者が86%

も伸 びたわけで,128%の 年 間伸び率 に該 当

します。同様 にパー ソナル ・コン ピュー タの伸

び もす ごい ものがあ ります。1980年 か ら

1981年 の間 のア メ リカの7つ の パー ソナル

・コン ピュータ ・メー カーの売 り上げ を見 ます

と,1980年 の インス トール ・ベースを上 回

るとい う売 り上げにな ってお ります。た とえ ば

ア ップル とかコモ ドール とか アタ リとかは パー

ソナル ・コ ンピ ュータの新 しい企業です。山下

さんが お っしゃ った ように,新 しい会社で新 し

い技術 が開発 され創 出され ているわけです。全

体 と しま して1980年 か ら1981年 の アメ

リカに おきます パー ソナル ・コン ピュータは

107%の 伸 びを示 してお ります。

これ らの オン ライン情報 サ ー ビスのユーザー

は家庭の 中にいるわ けでは な く企業です。特 に

大 企業が ユーザーなわけで あ ります。

パー ソナル ・コンピュータが企業で急速 に使

われ るよ うにな っただけでは な くて,端 末機器

の伸 び もすさま じい ものが あ ります。 アメ リカ

に おきま して,1976年 に は実際の勤労 の作
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業 で直接的 に コンピュータに対 する アクセスが

あ ったのは2%ぐ らいだ ったわけですが,1986

年 に は15%に 伸 びま して,1990年 に は40

～50%の 人 が直 接的 にコン ピュー タに アク セ

スする と言 ってtoり ま す。 ですか ら,1976

年 に は40～50%な わけで あbま す。 ただ し,

パ ー ソナル ・コン ピュータの台数 とター ミナル

の台数 を足 した ものを実際 に アクセス した人 の

人数 としてはな らないわけです。そ う します と

矛盾 します。1つ の趨 勢 と しま しては,1人 の

ユーザーが複数の台数の パーソナル ・コン ピ
ュ

ー タを使 われる とい うことで あります し
,そ れ

と反対 に1台 のパー ソナル ・コン ピュー タを複

数 の人が利用す るとい うこともあるわけです。

た とえば1人 の人が キーボー ド ・システム とか

ワー ドプ ロセ ッサーとか複数 の装置 を使 ってい

る こともあ るので,必 ず しも人数 と台数 が一致

しません。昔,電 話 の台数 が非常に少 なか った

の と同 じよ うに,そ して急速 に伸び たと同 じよ

うに,コ ン ピュータは神出鬼没 なよ うに いろい

ろ なところで活用 され る ように な ってい ぐと思

います。

た とえば初 めの段階 で,一 般大 多数 か らだん

だんふえま して,た とえば16%と い うよ うな

形 で,直 線の ような形 で出て くるわけです。 ど

の製 品 でも,ま た どの ようなサー ビスで も,導

入時期 と,そ れか らそれが だんだん受 け入れ ら

れてい くことに よって,こ の ようなS字 型 の カ

ー ブが出 るわけで あ ります。

さ て,コ ン ピ ュータまたは コ ミュニケー シ ョ

ンが持 ちます機能的 なインパ ク トとは何 かで あ

ります。

われわれは典型的 なデー タの処理は中世 の城

郭 を思 うわけであります。城郭 にはIMSと か

TSOと かTSSの 旗 かひ らめいてお・ります。

す なわ ち,こ の城郭 の中には大規模 なメイン ・

フ レームが隠 され てい るわけです。 ところが,

い まや エン ド・ユ ーザーか らどん どん攻撃 を受

け ておるわけです 。城郭 を全部取 り壊 して しま

お うとい う形 で,打 破 しようと思 ってい るわけ

では ないのですが,多 くの人た ちは本当は壊 し

て しまお うと思 っているわけですが,と にか く

コン ピュータを中か ら出 して,含 まれ てお りま

す コン ピュータとか ソフ トウェア とか を実際 に

自分の方が利用 できる ように周 りの垣根 を取 り

外 そ うと思 っているわけです 。い ろい ろなひび

割 れ もで きま した し,穴 もあいてきたわけ であ

ります。分散型のコン ピュータで,そ れぞ れの

ユーザーの環境 に合 うよ うな形で ,中 央集 中型

の システムでは まず い。必ず番犬がつ いてお り

ま して,実 際にたとえば宣教 師 とか コンサルタ

ン トがあなた を指導 して くれ るとい うこ とでは

な くて,エ ン ド・ユーザー自身が活用 で きる よ

うに 自分 たちの手の 中に取 り込 もうとい うこと

であ ります 。

次 には,オ フィス ・オー トメーシ ョンの こと

であ ります。 これは オフ ィスの絵 なん ですが,

オ フィスはコ ミュニケーシ ョンの プロセ ッサー

を持 ってい るわけで あります 。デー タを取 りま

して,デ ー タを処理 しまして,そ のデー タを外

とか社内の別のオ フィスの部門 に伝送 してい く

わけであ ります。オ フ ィス といいますのは,そ

うい う意味で プ・セ ッサ ーに たとえ られ るわけ

で あ ります ・

将来 は これが情報の進歩 に よって変 わ って く

ると思います。そのオ フィスが従来持 ってきま

した プロセ ッサーの持 つ よ うな機能 が変 わ るわ

けで あります。すなわち,オ フ ィスが従来 や り

ま した よ うな処理 とか伝達 とい うことが変 わ り

ま して,こ れ らは真の意味で変 わると思 い ます。

古,典的 な例 は,た とえば会社が受注 をどの よ う

な形 で記録 するか とい うことであ ります。 た と

え ば手紙 とか電話 とか テ レックスで注文が 入 っ

て まい ります。そ して,フ ィール ドの営業 員か

ら注文が入 りま した とい うこ とを連絡 され ます。

これ らは実際には こうな りませんで,顧 客 の と

ころ にター ミナルがあ って,そ の ター ミナルか

らい きな リオーダーが エン トリーされ ます。

ですか ら,電 話のオペ レーター と同 じよ うな

た とえで あります。昔は電話 をか けた人 た ちは
像
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まず オペ レー ターを呼び 出 しま して,オ ペ レー

ターの人が交換手 としま して もう1人 の入 の と

ころへ線 を プ ラグで差 し込む ような形 で連結 さ

せ たわけです。 ところが,こ れに関 しま してル

ーテ ィン グな能力 とい うものが開発 されま して ,

い きな リコールす る人 がダ イヤルを回 して呼 び

出す とい うことにな ったか けです 。

ですか ら,現 時点の オ フ ィス ・オ ー トメーシ

ョンは交換 手 の ようにプ ラグを差 し込 むの をた

だ 自動 化 しただけ で あります。 ところが,オ フ

ィスに関 して生産性 を真の意味で向上 させ るた

めには これ を完全 に変 えなければ な らないわけ

であ ります。 ですか ら,オ フィスの機能 を再検

討 して,完 全 にそれに取 ってかわる とい うよ う

なや り方でなけれ ばな りません。

また,オ フ ィスをち ょうどコ ミュニケー シ ョ

ンの プ ロセ ッサー と同 じで ある とい う考え方 を

します と,オ フ ィスの製 品 なリサー ビスの支出

の配 分 を変 え ることに な りま して,オ フ ィスの

60%ぐ らいの支 出は手紙 な り音声 な リメ ッセ

ー ジに よ って変 える ことがで きると思 います。

では,ど の ような技術の進歩 が この ようなオ

フ ィス の果 たす機能 を変え る ことがで きるで し

ょうか 。た とえば音声 を記憶 させ ておいて,後

で留守 だ った人 に送 りつけ るとい うようなシス

テ ムは もうア メ リカのア メリカン ・エクスプレ

スが 市販 してお ります。消費者 には音声 を記憶

させ ておいて後 で伝え ます。 また,コ ンピュー

タに支 援 させ たテ レビや ビデ オを使 った会議 と

い うもの もあ ります 。1985年 に は3分 の1

以 上の大企 業が コンピュータに支援 させた テレ

ビ会議 をす る ように なる と思 います 。また,私

どもINPUT社 が や りま した調査に よれば,い

ま10%ぐ らいが実験 段階に入 っている ようで」

あ りますが,1985年 に は ビデオ会議 を大企

業 の40%以 上 が使 うことになる と思 います。

恐 らく画 像記憶 と画像 処理 の開発 が非常 に重

要だ と思い ます 。 ヨーロ ッパ,ア メ リカ,日 本

では富士通 や 日立が画像記憶 システ ムを開発 し

てお ります。特 にオ プテ ィカル ・デ ィスク ・シ

ステム,マ グネチ ック ・シス テムを使 うことに

よりま して,紙 を使 うよりも画像 を記憶 す るコ

ス トはず っと安 くなる と思 います。たとえばペ

ーパー処理 の コス トが すごいわけです。紙 を買

い入 れるだけでは な くて,そ れ を フ ァイ リング

した り,記 憶 した り,分 類 した り,回 収 した り,

ル ー テ ィング しなければ ならない コス トは非常

に高いわ けです。ですか ら,数 力年後 には,紙

に情報 を記憶 させるのでは な くて,こ の ような

情報 を紙 に貯 蔵す る全体の経 費 よりも安 くな る

や り方が 出て くると思 います。そのた めに コン

ピュータに基盤 を置 いた ような システムがで き

ると思 います 。たとえば インテル のシステムな

どはいまテ ス トされた り,ま た幾 つかのオ フィ

スで実際に使 われ てお ります。

この結果,ア メ リカでも1984～1986

年 ぐらいまで コンピュータがつ くります 。そ し

て,も っとマイク ロフ ィル ムを使 うようにな っ

て い くと思 います。

コン ピュータに よってつ くり出 されます紙 の

量 は物 す ご く多か ったわけ です。1981年 に

ア メリカでは4000億 ペー ジの紙が コン ピュ

ータに よってつ くり出され て しま ったわけで あ

ります。 これ らの1枚1枚 のペー ジは,多 くは

廃棄 されず に ファイル しなけれ ばいけ ない とい

うこ ともあ ったわけ です。われわれ と しま して

は,向 こう10年 で新 しいテクノ ロジーが開発

され て,紙 の使 用量 を減 らす と思 います。多 く

のメー カーは こん なことは起 こってほ しくない

と思 ってお ります。 プ リンター とか複写機 とか

そのほか書類 をつ くるような装置 をつ くって き

た メーカーが多いわけですが,こ こ5年 か ら

10年 か け て何 を してきた と申 しすす と,書 類

をどれだ け迅速に作成す るか のための開発作業

が されていたわけです。 システム ・デザ イナー

は必要以上に より多 くの コピー とか紙 の枚数 を

つ くり出さkけ ればいけない とい う1つ のわ な

に落 ち込 んでい るわけで あ ります。 自分 のオ フ

ィスの生産性 を向上 させ るため には,紙 を も っ

とゆ っ くりしかつ くれず に,も っと高 くつ くる
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ような複写機 をつ くればいいの じゃないか とさ

え思 います。

現在 いろいろ開発 され てお ります技術 の イン

パク トでは ,オ フィス ・ワー カーの需要が どの

ようなものかを見 るわけですが,3つ の機能 が

ある と思 います 。これは経営的 な能力,管 理的

な能 力,事 務的 なサ ポー ト能 力,非 常に専門的

な技術的 な機能 であ ります。

1990年 ま でにはわれわれは事務 レベル と

プロフ ェッシ ョナルな仕事を現 在の労働 力の60

%に 削減 してで きるわげで あ ります。 これは一

番 どこがで きるか といいます と,事 務的 な レベ

ルでは な くて,専 門及び技術 的 な レベルで人員

削減 が図れ るわけです。 ですか ら,ク ラ リカノL

な もの とい うのは余 り大 して変 わ りませ ん。秘

書 のエ リアもそ うです。 いわゆる管理者 レベル

の人 々は,専 門的,技 術的 な人 々や,ま た秘書

の人 々に置 きかえ る ことがで きるわけで,そ の

人 々が管理 的な業務 をや ってのけ ることが で き

るよ うになると思 います。ですか ら,こ れ らの

境 界を越 えた形 で人 々が移動 させ られます 。そ

うな ります と,時 代 遅れの管理 者 などは もう場

所 が な くな って しま うと思います。

専 門的 なス タ ッフや技術的 なスタ ッフがその

生産性 を向上す るために検 討 してみ ます と,今

日のオフ ィスにおけ る会議は非常に効 率悪 くや

られてお りますので,こ の辺 を見 るべ きだ と思

います。 コンピュータ ・コミュニ ケー シ ョンの

技術,た とえば コンピュータの助け をか りたテ

レビ会議 とか電 子郵便 とか ビデオの会議 とか を

使 うことに よりま して,現 在 の75%ぐ らいの

会議 は な くす ことが できます。参加者 自身が,

た とえばそ こに出張 しなければ いけ ない とか,

特 別に あらか じめ書類 をつ くっておか なければ

いけ ない とか,ま た会議が終 わ った らそれの報

告書 をつ くらなければ いけ ない とか,非 常に効

率的 です。ですか ら,会 議 自身 を75%削 減 で

きるとい うことは大 きなことです。電話 の利用

がか なりた くさんふえる と思 います。特に管理

者 の人 々が うま く電 子郵便 な り電 話 を活用す る

ことに よって,反 復的か つ冗長 な仕事 が削減 で

きます。何 度 も何度 も同 じような報 告書をいろ

いろな違 った グループで別 々につ くって保 管 し

た リフ ァイル している と」(うよ うな ことが あ り

ます 。ですか ら,コ ン ピ ュータ ・コミ ュニケー

シ ョンの媒体 を使 うこ とに よって,1つ の レポ

ー トを1つ のデ ータベースに入れて一般 の人 々

に提供で きるよ うにする。そ うします と,分 析

的な プロセスが もっと効率 よ くた くさんの人 々

に よって共有で きます 。専 門的 な,ま た技術 的

な人 々が もちろん コン ピュー タ ・コ ミュニケー

シ ョンの記憶や情報処理 の技術 を一般の人 々に

活用 で きるようにする ことに抵抗す ると思 いま

す。 これ は古典的 な映画 ですけれ ど も,コ ン ピ

ュー タ ・シス テムの開発担 当の人 々は,プ ログ

ラマーや デザ イナーの人 々が生産性 を向上 す る

ための新 しいツールを使 う ことに抵抗 しま した 。

事務的 な仕事 とか ダイ ビングの分野に関 して

は余 り大 した差 はないわけです。 これは政府統

計 です が,1978年 に は330億 ドルが ダイ

ビングのため に使われたわけです。また,660

億 ドル ぐらいをそ れを処 理す るために使 ってい

るわけです。ですか ら,ダ イ ビング ・プ ロセス

の生 産性 など よりも,も っと専門 とか管理 の人

々の生産性 を向上 した方がず っと大 きく貢献す

るわけで,タ ィブとか事務的 な分野 の向上 とい

うのは大 した ことはないわ げで あります。です

か ら,今 日存 在する書類の ジ ャングルをな くす

とい うことがず っと効率 に貢献 します。 これは

音声処理 の システ ムとか電気的 なデータ処理装

置 を使 えばい いわけです。

事務 や秘書の エ リアでは余 り大 した導入上の

障害 はない と思います。 これ らの エ リアに関 し

ては一種 の組合組織の問題 が起 こる と思 います。

特 にオ フィスが ここ30年 か ら40年 の 間女の

人の働 く場所 で あったわけ で あります。

一番意思決定 をす る際 に支援 で きる よ うな シ

ステムを管理 及び業務 の分野 に関 してや るべ き

であると思います。 これは ソフ トウェアを開発

する とい う意味では,技 術的 な開発 ではな く,
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社内的また は外部的 なデー タベースを活用 する

よ うにすれ ばいいわけで す。そ して,管 理者 が

効率 よく意思決定 をすればい いわけで ありま し

て,意 思決定 をするのに かかわる人間の数 を減

らす こともで きます 。

いまか ら何年 か後 には,あ る個 人が今 日や っ

てk至ります よ りも5～10倍 く らいの意思決定

を容易にで きるよ うになると思 いま す。す なわ

ち,組 織の中か らこ うい った意思決定 にかかわ

る ような経営 のための管理者が要 らな くな りま

した。たとえば アメ リカの幾 つかの販売組織の

中では,電 子郵 便や コ ミュニケーシ ョン ・シス

テ ムを使 いま して,フ ィール ドか らいきな り管

理者 に中間管理職 レベルの介 在 な しで意思 決定

を しても らうことがすでに できる ようにな った

わけで あ ります 。

意思決定 を援助 する コンピュー タ ・システ ム

はいずれは人工頭脳 システ ムに移行 する と思 い

ます 。多 くの場合,コ ン ピュータが意思 決定 を

して指示 して くる ようにな ると思 います 。これ

はただ単 にデータ ベースだけ ではな く,グ ラフ

ィ ックとか電子郵便 とか,そ してい ろいろな種

類の もの をモデ リングする とか,そ して これ ら

をテレ コミュニケ ーシ ョンを通 じて教え るとい

うようなこ とで意思決定 するの を助 ける と思 い

ます 。

とな ります と,い ま現 在の分散型か ら中央集

中型 へ移 るの ではないか と思い ます 。先ほ ど山

下 さん がお っ しゃ った よ うに,船 の例に なると

思 います。船の上 にコン ピュータ を載せ ていた

わけですが,そ の載 せ ていた ものをほかへ移 す

とい う形で,分 散型か ら中央集 中型 へ戻 るの か

も しれません 。た とえば1つ の古典的 な例 が資

金管理 です 。いま全世 界的 な意味 で,た とえば

多国籍企業が1つ の ところで運 転資金の管理 を

してお ります。 ですか ら,分 散型だ ったバ ンキ

ングの機能 とか運転 資金 の管理 とか を全世 界的

に中央集 中化 してお ります 。

向 こう10年 間 で オ フィス ・オー トメー ショ

ンに関 してど うなるかを見通 してみたい と思 い

ます 。1980年 か ら2000年 ま での間にず

いぶん組織的に変 わると思 います。 たとえば階

層型 か ら有機 型に,分 散型か ら中央集 中型 に,

マ トリックスの アプローチがそ の1つ のや り方

だと思い ます。

そ れか ら,ど の ような製品が 出て くるか をち

ょっとお話 しした い と思 います 。非常に重要 な

のですが,オ フ ィス ・オー トメーシ ョンを考え

るときに,ま た新 しい技術 を見 る ときに これ ら

の プロダク トが どの よ うに ライフ ・サ イクルに

な っているか を見た いと思 います。 タイプライ

ターは もうお しまいです 。 もう使用で きない。

ワー ドプ ロセ ッサー,パ ー ソナル ・コンピ ュー

タが ち ょうど成熟期 に入 りつつある ところです。

ですか ら,こ れの寿命 とか ライフ ・サ イクルを

見 てみ るべ きだ と思 います 。 も う離陸期 は過 ぎ

ま して,成 熟期 に移 行 してお ります 。 ワーク ・

ス テー シ ョン,ロ ー カル ・エ リア ・ネ ッ トワー

ク,画 像処理,音 声処理,そ うい ったものはま

だ研究 開発段階 であ りま して,離 陸期 にあ りま

す 。山下さんが 日本 オ フィス ・オー トメーシ ョ

ン協 会 がアンケー トを送 った ときにオ フィス ・

オー トメーシ ョンの意思決定 の ときに2つ のア

プローチをと ってい たとい うことを御紹介 なさ

いま した。 これ らの装置 やシステムがだんだん

出現 して くる ものを見 てみ る ときにどの部 分を

見るべ きでし ょうか。

まず,幾 つかの装置 を使 って実験的 にや って

みる こと,そ れは小 さなグループで使 わせ てみ

ること,そ して どの よ うな問題 が あるかを体験

か ら探 し出 してみ るこ とであ ります。それは第

2番 目の アプローチの方 がいいの じゃないかと

思います。ただ しこれは あ くまで も計画 された

ような形 で,あ る規模 だけで実験 的にやるべ き

だ と思 います。それ以上 や りま した らもう混乱

だ と思 います。 ですか ら,ど ん どんた くさん装

置を導入 して しま うこ とは よくない と思 います。

船 と同 じよ うに,人 々に本当 に試行錯誤 させず

してい きな り自動化 して しま った ら非常 なる混

乱が起 こるの と同 じです。
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もう1つ 注意 しなけれ ばいけ ないのは,パ ー

ソナ ル ・'コンピュータの役 割 りです。 これは ア

メ リカでは非常 に革命的 な影響 を大 きな組織 で

もた らしています。

まず最初 は,大 きな企業 にお きま して,パ ー

ソナル ・コンピュータが財務諸表 の分析 だ とか,

そ うい った会計面 で使 われ てきま した。 ところ

が,こ うい ったパーソナル ・コン ピュー タが レ

ポ ー トをつ くった り,あ る いはそ のほ かの管理

をす る仕事 に使 われ る ようにな って きま した。

したが って,こ の パーソナル ・コン ピュータが

個人 の力 の延長 だ と考 える必要 があるの であ り

ます。

それか らもう1つ,パ ー ソナル ・コン ピュー

タの役割 りで非常に重要 なのは,教 育,訓 練 の

面 におい ての使用で あ ります。 シス ァムを変え

てい きます。組織 を変 え ていきます。そ うすれ

ば引 き続 いて教育,訓 練 が必要 にな ってい きま

す。そ うすれば個 人的 な システムが大 きな役割

りを果 たす ことになるであ りま しょう。

それでは,ワ ーク ・ステーシ ョンは ど うで し

ょうか。 この ワーク ・ステーシ ョン とい う言葉

は きらい なのです。これは職場 で仕事 をす る場

所 とい うことです。そ こに とめ られ てい るとい

う考 え方は きらいです。ですか ら,パ ー ソナル

・システ ムとい う言葉 の方がいいのです
。 マネ

ジ ャーで あ って も,専 門の職の人であ って も,

実 際 に動か す人で も,自 分のパ ーソナル なシス

テムだ,こ う呼 びたいのであ ります。それで,

これが電話 よ りは非常に有力です。電話 とい う

のは音声 の プロセッシングはや りますけれ ども,

非常 に個人的 な もの ですね。 マネ ジ ャーが こう

い った機械 を使 ってい ますけれ ども,そ の上 で

問題 が起 こっ ている。電 話 もデバイスですね。

これば非常 に個人的な重要 なデバイスです 。電

話 を使 う上 では問題 は ない。 ところが,こ うい

うワーク ・ステーシ ョンなんかになる と問題が

出 て くる。 このパー ソナル ・システ ムは もう何

百万,何 千万 とい うデバ イスが売れ るで ありま

し ょ う。

しか し,い ろいろな多角化 が必要 ににな って

きます。個人的 なシステ ムが いままでのパ ーソ

ナル ・システムとは大分違 った ものにな って く

る と思います。

それか ら管理 シス ァム,こ れ は比較的簡単 な

ものに なるで しょう。 マネジ ャー とい うのは シ

ンプル な人 々で ありま して,余 り複雑 なこ とを

や りた くはない人 々です 。技術 的に むず か しい

ことをやろ うなどとは しません 。そ うい うこ と・

はテ クニ カル な人に任 せ ておけば いいの で あり

ます。 ですか ら,管 理職 の人 々のシステム とい

うのは テクニカルな人 々が初 めに プ ログラムを

組 んでおけば よいので あ ります。す でに米国 で

出 てきておる傾向であ りますけれ ど も,会 社 の

一番上 の人
,フ ォー ドなん かの一番上の人 々は

パーソナ ノレ・コンピュー タを も う使 っています 。

パーソナル ・システムを使 っています 。

それ か ら,こ こで1つ 言 ってお きた い ことは,

こ うい った新 しいテクノ ロジーを中 で採 用 した

場合に,実 際に使 われ てい る面は少 ないので す。

複雑 な ものを買 ったに しても,大 分むだ なと こ

ろが 出てきます。使われてい ない特 徴,性 能が

あ ります。必要以上の もの を買 っています。 マ

ネ ジ ャーはパーソナル ・コンピ ュータなんか買

ってもらってもなかなか全部使 い こなせ る もの

では あ りません。要 らない フ ィー チ ュアがた く

さんつ いています。キーに した って幾つか しか

使 っていない。 ボイス ・コマ ン ドが あればそれ

だけ しか使 わない くらいな ものです。

それか ら,コ ミュニケー シ ョンの面ですが,

現 在の コミュニケー ションの設備 は1980年

代 もまだ続 い て重要性 を持 ってい くで しょう。

人工衛星 もそ うであります 。 ロー カル ・ネ ッ ト

ワーク,そ れ か ら人工衛星 以外 の長距離の伝送

技 術 も現 在のや り方がまだ続 い てい くと思 い ま

す。いろいろ規制の緩和 が米 国 とか イギリスで

起 こっていますが,日 本 で も規 制緩和 が叫 ばれ

ておりますが,そ れに もかか わ らず現在 の技術

は続 い てい くと思います 。

この ような規制緩和 が起 こりますけれ ど も,
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これに よ って新 しい会社が生 まれ てきます 。テ

レネ ット,タ イムネ ット,グ ラフネ ット,ユ ニ

ネ ッ トとい う会社が生 まれ ています 。 ところが,

拾 も しろいのですが,こ うい った会社 は米国 で

いろい ろ付加価 値通 信事業 をや っていますが,

この中でテ レネ ットだけが独立 してや っておる

会社 なのです。ほか の会社 は全部 リモー ト ・コ

ンピューテ ィング ・サ ービスのタイムシ ェアと

かユナ イテ ッ ド・テ レコ ミコニケー ションとか,

そ うい ったほかのネ ットワークを持 っていた会

社が始 めた ものであ ります。 これは非常に重要

な点 だ と思 い ます。付加価 値通信事業や考え る

場 合には,リ モー ト・コン ピューテ ィング ・サ

ー ビスを常 に念頭 に置か なければな りません 。

それか ら,ケ ーブルは ロー カルな情報 の分配 に

は使 われるで しょう。確 かに いろいろ規制緩和

が行 われ ているの は進歩で す。 日本 でもアメ リ

カで もイ ギ リスで も進歩 で あ ります 。コン ピュ

ー タ産業が過去20年 間 昔 の電話会社 と同 じよ

うに規制 され てお った ら,と てもいまの ような

進歩 は見 られ なか った と思 います。 コンピ ュー

タはまだ原始時代 だ った と思 います 。コンピュ

ー タが非 常に規制 され てい る国に おきま しては

全 然進歩 が見え ない とい う事実 に照 らしても,

これ は確 かにそ のとお りだ と思 います。 自由に

や ってお るところの方が早 く進 んで います。 コ

ンピュータ ・サ ービス産業 につい ては特 にそ う

であ ります 。

これか ら数年 の間に テレコ ミュニケーシ ョン

の コス トは エ ン ド・ユーザーに と って高 くな っ

てき ます 。 これはAT&Tが 分離 され ることに

よ って もう コス トが上 が ってきます。また,何

十徳 ドル という機 器材が陳腐化 してしま います

か ら,こ れは ライ ト・オフ しなけれ ばな りませ

ん。 これ も コス トが上 が る要因 です 。それ か ら

また電話 の コミュニケー ション ・システム,こ

れはオ ンライ ン ・ア クテ ィビテ ィに必要 ですが,

この コス トが上が ってきます。1年 に40%ぐ

らいの勢 いで伸 び ています。 コンピュー タに関

す るコ ミュニケーシ ョン ・コス トの部分が コン

ピュータの機材 の コス トよりも早 く伸 び ていま

す。

それ で,情 報 をい ろいろ な企業の間で分配 し

てい く,一「緒に使 ってい く,ま た同 じ産業 の間

で使 ってい くとい うことが必要 で しょう。た と

えば製造業 者 と小売業者 とが協力 して使 う,あ

るいは製 造会社 と輸送 会社が同 じ情報 を使 う,

卸 売 と小売が同 じ情報 をネ ットワークで使 う,

こ うい った ところが重 要に なって くると思 いま

す。この よ うな情報の共有,交 換 とい うことが

必要 にな って くる と思 います。

それ か ら,新 しい コミュニケーシ ョンの応用

が すでにデー タベース とい う形 で製 品 につい て

起 こ っています ね。製造業 と小売業の間の デー

デ ベ ースの共用 が起 こ っています。 さ らに,小

売 と銀行 の間で イ ンタフ ユースが非常 に大 き く

広 が って くる で しょう。小売業者が銀行業に入

ってき ています 。アメ リカでも小売業 者が大 き

な銀行業 の会社 にな ってきてお ります 。また

7000台 もキ ャッシ ュ ・マシンを アメ リカで

使 っていこ うとい うような企業が 出てきます。

ですか ら,コ ン ピュータの コミュニケーーシ ョン

とい うものが 出てきたために産業 自体の構造 が

変 わ って きています。 こ っちの産業 の会社が向

こうの産業 に移 ってい くとい うことも起 こって

くるで しょう。ま た,規 制 の緩和,規 制 の排除

とい うことか らこ うい ったチ ャンスが ますます

ふ え て くると思 われます。

しか しなが ら,コ ミュニ ケー ションの80%

は ビルの 中あるいは ビルのか たま りの中で行わ

れ ている とい うことを認識 しておか なければ な

りません。20%だ け が ビルデ ィングの間 の コ

ミュニケーシ ョンが あ りますね,音 声.もあれば,

会議 もあれば,郵 便 もあ ります。

です か ら,こ れ か ら数年の間に ビルの中での

コ ミュニケー シ ョンは大変進んで くる と思 いま

す。 これが ローカル ・エ リア ・ネ ットワー クで

ありま して,後 で また話が出ま しょう。LAN

に つ きま しては大変急速 な伸びが見 える と思 い

ます。それか ら,ス トア'ア ン ド ・フォワー ド
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ニ ュー ・イ ン フ ォメ ー シ ョン ・テ ク ノ ・ジー と社 会 ・産 業 へ の イ ンパ ク ト

・システ ム,ア ー タ,テ キス ト,ボ イス,イ メ

ージ
,こ うい った ものでの進歩が大 きく出て く

るであ りま しょう6こ れ もすべ て ビルの中での

使用が最初で あ ります。非常 にイ ンテ リジェン

トなデ ィジタル ・コミュニケーシ ョン ・コン ト

ロール ・システ ムが出 てきます。そ れはいまの

ようなものでは あ りません。現在 の コミュニケ

ー シ
ョン ・コン トロール ・システ ムは電話会社

が出て くれ ていますけれ ども,こ れ では もう間

に合わ な くな ります。

さ らに,ま すます この コミュニケー シ ョン ・

サー ビスが拡大 して くる で しょう。特 に,ワ ー

ドプロセ ッサー とか ターミナル とかパー ソナル

・コンピュー タの間 で インタフ
ェースがふえ て

くると思います 。 このイ ンタフ ェー シングをい

ろいろ違 った ター ミナルの間 でや ってい くとい

う・ことが いろいろ会社で問題 にな っています。

多 くの会社が,現 在,言 ってみれ ば言語障害に

陥 ってい る。旧約聖書 の中に出て くるバベ ルの

塔 とい うのが あ りますが,各 界の人 々が違 う言

葉 を使 ってい る,で すか ら全 然意 思の疎通が行

われない,こ うい った ことが いろいろ企業の中

で起 こっています。

それか ら,シ ス テムが コ ミュニケー トで きな

くな っています 。いろいろ なアプ ローチが とら

れ てい ますけれ ども,コ ミ ュニケーシ ョン ・サ

ー ビスを使 っていろいろ違 った ものの間の イン

タフェースをさせ ようとい うこともありま しょ

う。

オ フ ィスの中では,コ ン ピュー タの助 けをか

りたテ レビ会議,ビ デオ会議,こ うい った もの

が 出て きています。先ほ ども言 いま した。それ

で,果 た して ビデオ会議 が本 当 にどれだけ役に

立 つのか と思 うのです。本 当に顔 を見 なけ れば

コミュニケー トでき ないので しょうか。私 は顔

を見 なければだめか もしれません。 とい うのは,

面 と向か って話 を したい男ですか ら。 ところが,

私 の子供 がオ フィスで仕事 をする場合 に,も し

オ フ ィスで仕事 をす る とい うことになれば,顔

を見 ないで もいい と言 うか も しれ ませ ん。 です

か ら,コ ンピュータを使 ったテ レビ会議 をや る

ときに,ビ デオ なんか扱 わない とい うことであ

れば もっと早 く伸 びるで し ょう。

今度は いろ いろな産業 に対す る影響 を考えて

み まし ょう。特 にオ フィスにつ いてこれを考え

てい ってみ たい と思 います 。

いろいろな産業に対 す る影響が あ ります。

CAD/CAMの 影響 が製 造業で 出て きてお り

ます。 これは前 に も話 を しま したか ら急 いでや

りま し ょう。

もうすでに製造 関係 は相当 自動化 されていま

す。 このオ ー トメ化は コン ピュータ ・エイデ ッ

ド ・エンジニ ア リング及び マニ ュファクチ ュア

リングで行われて きま した。デザイン部 と生産

部 はも う相当オー トメ化 され ていますね。今度

は ここで管理部 とこれ を結 びつけ なければ な り

ません。 これ は前に話 が ありま した。CAM分

野 では ロボ ットが これか ら伸 びて くるで しょう。

特 に原料取 り扱 い分野 で はコ ンピュータが重要

にな って きます 。重 い物 を運 ぶ とか危険な分野

で これが 出て くるで しょう。CAD/CAMが

これか ら10年 間 に,1880～1990年 の

間に世界 じゅ うで売 られ るよ うに なって くるで

し ょう。 ユーザーのCAD/CAMの 生 産 とサ

ー ビスのための支出は20倍 ぐらいに なるで し

ょう。現在,ち ょっと経済 が下向 きですか ら,

米 国で も日本 で もヨー ロ ッパ で も余 り伸 びてい

ません。それか ら,資 本 財については余 り思 わ

しくftVi。 しか し,CAD/CAMは システ ム

とか アプ リケー シ ョンが20倍 ぐ らいの勢 いで,

ふ えて くる と思 います 。

今 度は労働者 に対す る影響 ですけ れど も,製

造面 にお きま しては現在 の40%ぐ らいの労働

者 は要 らな くなるだろ うとわれ われは見 てお り

ます。工場の 中で50%ぐ らいの労働 者は ・ポ

ッ トの番人に なるだろ う,こ う言 う人 もいます。

溶接工,組 立工,機 械工,塗 装工 とい うものは

ロボッ トに置 きかえ られ るで しょう。 ところが ,

こ うい った ロボ ッ トは初め の段階 では非 熟練工

では な くて半 熟練工に とってかわるのであ りま
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■

す。 この現状 を しっか り押 さえてお く必要 が あ

ります。 コン ピュータとか コミュニケーシ ョン

のデバ イスや システムは半熟練 や低級 の熟練労

働 者にか わる ものであ りま して,非 熟練工にか

わ る もの ではないのです。世界 には非熟練労働

は安 い国が あ ります 。ですか ら,コ ス トの点か

ら見れば,オ ー トメ化を図 るときには労働費 の

高い ところでや らなけれ ばだめなのです。 これ

はまた後 で話 を しま しょう。 これは非 常に重 要

な概念 なの です。 これか ら取 り組 む必要 があ り

ます 。将来,企 業 の中で上 と下で社会 の ス トレ

ッチ ・ア ウトが起 こる とい うこ とです。一番下

の非熟練 工は ロボ ットに置 きかえる よりはその

まま使 った方が安 い。一番 上の方 は高 い金 を取

るマネ ジャー たちです が,こ れ は なかなか機械

では置 きかえ られ ませ ん。そ して,下 の人 々が

上 の方に上が って くる ことはむず か しくな りま

す 。 イギ リスが現在ほかの ところ よりも20年

ぐ らい遅 れて きているのはす でに こうい った こ

とが行われて いるか らです 。組織的,構 造的に

動 きが非 常 にむず か しくな っておるか らなの で

す。 この労働 の移動の問題 と取 り組 む必要 が出

て きます 。

それか ら,プ ロセス ・コン トロールの産業 に

お きま して ももうすでに相 当 自動化 が進 ん でい

ます。 プロセス ・コン トロールの作業 を ち ょっ

と振 り返 ってみます と,こ れは非常に資本集約

的 な産業 です。 これは コンピュー タ ・コミュニ

ケ ーシ ョン ・テクニ ックが 入 って きて も,こ れ

か ら10年 間 人の手 にかわる ことはで きないで

し ょう。もちろん プロセス ・インダス トリーで

人 の雇用は ふえてい くか もしれませんけれども,

.こ.れ は もっとダ イナ ミックな動 きが出 て くると

思 います 。余 り人が減 るとい うよ うな ことはな

いで しょ う。

それか ら,今 度 は どうい った種類 の改 善がC

ADの 面 で手 に入 るか とい うことを考えてみま

す と,生 産性 の改善が4～10倍 ぐ らいに な っ

て出 て くると思 います。 しか し,こ の ような生

産性 の向上 だけでは な くて,そ のほ かの いろい

うな変化 も出て くる と思 います 。た とえば製 品

の寿命が短 くな ります。現在,コ ン ピュータ産

業 でも,5～10年 しか寿命 がftv>,3～5年

しか コンピュー タの寿命が ない ものが あ ります。

製 品の ライフ ・サイクルは つ くる方での制約 で

はな くて,流 通,特 に フ ィール ド ・サー ビス と

サポー トの面か ら寿命 が短 くなる とい うことが

出て くるで しょう。 これで大変重荷 がかか って
』

きて お ります。 コン ピュータの業者 は非常 に早

くな って きま したか ら製 品は どん どん出て くる。

それで,機 械 とい うのは過去5年 ぐらい どん ど

ん小 さ くな って きて お ります 。私 どもの分析 で

は,過 去2年 ぐらい分析 を して お りますけれ ど

も,1980年 には プラグ ・コンパ チブル な も

のは もういまか ら始 める とい うのは大変 むずか

しい という現状 にな って きて お ります 。

そ れか ら,こ の ライフ ・サ イクルが短 くなる

の と同時に,タ ーナ ラウン ドが早 くな るとかマ

ー ケ ット ・コ ンデ ィシ ョンに対 す る リスポ ンス

が速 くなる,こ うい った ことが問題 と して出て

くる と思います 。それか ら,コ ンピュータ ・コ

ミュニケー シ ョン ・ネ ットワークを非常に高度

化す る必要 があ ります。競争 に遅れ て しまいま

す。 これは特 に 中規模 の会社に影響 が出て くる

のです。大 きな会社は コ ミュニ ケー シ ョン ・ネ

ットワークをつ くる金 が あ ります。小さな会社

は変 わ り身が速 いです か ら,こ れだけ変 わった

と思 えばす ぐに手 を打 つ ことが できます。 した

が って,中 規模 の会社が一番苦労す ると思いま

す。 こうい った圧力が かか って きま して,コ ン

ピュータ ・サ ービスや コンピ ュー タ ・コミュニ

ケー シ ョン ・サー ビスは小 さい会社,中 規模 の

会社 がいろい ろ発 明がされた場 合には これを共

用 してや ってい って,大 きな会社が手の打 て な

い よう左 ことをや ってい かなければ な らぬ と思

います。

それか ら,今 度は製品 の カス タム化が これ か

ら進んで くると思 います。 自動車 の カス タム化

さえ も出て くるで あ りま しょう。将来は コンピ

ュータに よりま して製 品 とい うのは ご く小 さ な
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ユニ ソトで行 われ る。アル ビン ・トフラーは こ

れを ミルク ・ランと言 ってお りますけれ ども,

そ うい うことが可能 に在る と思 います。

それ か ら,質 のいい,ま た安全 な製 品がた く

さんで きるよ うにな ります。CADに よ りま し

て相 当,自動車の安全 が改善 されて います 。 この

部分は 日本の 自動車産業が大変力 を入 れた とこ

ろであ りま して,こ れか ら5年 間 も大 いに改 善

を してい くところです 。

製造 業者 に とりま しては製 品保 証の問題が あ

ります。いろいろな製品 をつ くりますか ら問題

がふえて きます。将 来は1社 で多品種 の生 産が

行われます 。製 品の数 がふえます から,製 品 を

つ くる側 と して,流 通 をする側 と して大変 問題

が出て きます。政府 の機 関が 企業 に対 しま して

安全 関係 の記録 を維持 しろ と言 いますか ら,ま

す ます問題は大 き くな って くる と思 います。 し

たが って,訴 訟 が起 こった ら困 ります か らいろ

いろな記録 を持 っていなけれ ばな りません 。で

すか ら,コ ン ピュータ産業 よりも法律,弁 護士

の産業 が非常に成長 して います。

また,生 産及び在庫の むだが な くな ります。

製 品の能率が よ くな ります。省 エネ ・タイプに

な ります。 デザ イン方法 もシミュレー ションが

使 われ るようにな りま しょう。また,こ うい っ

た方法 に よりま して,モ ー ターやその他 の電 気

に関する システ ムなんかにつ きま して も省 エネ

・タイプの ものがで きるようにな りま した
。

それか ら,流 通産業 に も二次的 な影響が出て

きます。燃料節約型 のデ リバ リーが行 われ るよ

うにな ります 。ですか ら,生 産 する工場等 も,

原 料 ・輸送 ・生産 ・輸送 ・小売 とい うサイクル

を全部考えて一番いい ところに置 くとい うこと

になるで しょう。 アメ リカでは化学産業 や塗料

の産業が工場 をあちこちにば らま くとい うこと

にな っています。 とい うのは,製 造 コス トの万

が デ ィス トリビューシ ョンのコス トよ り安 くな

って しま ったか らです。

それか ら,今 年度はデ ィス トリビューター と

か トレーダー とかの仲介業 者をな くすとい うこ

とが起 こるで しょう。 コン ピュータ ・コミュニ

ケーシ ョン ・システ ムがあ るのに仲買人 とか仲

介 の業 者が必要で しょうか 。 アメ リカで はここ

数年,多 くの会社が直渉 消費者 に物 を渡す とい

う動 きにな っています 。いままでは仲介業者を

通 っていま した。実際,テ キサス ・インス ソル

メ ン ト,IBM,DECそ の他 の と ころがみん

な もう直接小売 をやるよ うに な って お ります。

必ず しも全 部が成功 している とい うわげではご

ざいませんが,コ ン ピュータを うま くやれば成

功 しているわけであ ります。

デ ィス トリビュー ター,ト レーダ ー とい うも

のが いまだに なぜ生 き長 らえて いるかとい うこ

と,こ れは お客に対 する イ ンタ フェースの問題

が あると思 うのです,お 客様 に対 して親身の世

話ができるとい うこと,フ ィー ル ド・サ ー ビス

とい うものはそ うい う意味 で非常に重要 にな っ

て きます。今後数年間重要に なるで しょう。す

でに フ ィール ド・サー ビス とい うものが大 きい

コンピュータ ・システムの ライフ ・サ イクル ・

コス トの25%を 占め てお ります。ですか ら,

カス タマー と しま しては どの製 品 を使 うか とい

うとき,や は リサポー トとい うことで品選 びを

しているとい う傾向が出て きてお ります。 前に

も申 しま したけれども,コ ン ピュー タ ・コ ミュ

ニケー シ ョン ・ネ ットワークに よりま して
,市

場の ニーズに こたえてい くとい うこ とをどん ど

ん強調 していかなければな らない わけ です。 こ

れは特 に サポー トとい うことで,お 客様 のニー

ズに こたえ てい くとい うことを行 わなければい

け ない わけであ ります。 ダ イアグノステ ィック

ス,サ ポー ト ・センター,セ ル フ ・メンテ ナン

ス,セ ルフ ・インスタ レー シ ョン,セ ル フ ・イ

ンス トラクシ ョン,こ うい うことが どんどん重

要性 を増 してい くわけです。 前に 申 しま した よ

うにサー ビスの インテ グ レー シ ョンとい うこと

をや らなければいけ ない。後ほ どまた このお話

をしますが,た とえば シア ーズとか,そ うい う

会社は アメ リカン ・エク スプ レス と共同 でいろ

いろな新 しい分野に進 出 してい るわけです。そ
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うい う業界,業 種 を超え て商売 をす るとい うこ

と,こ れ は コン ピュータ ・コミュニケー シ ョン

・ネ ットワークがあるか らで きるわけです。

将来,い ろいろな大 きな変革が起 こって くる

で しょう。そ して,こ の業種 の区別 とい うもの

は な くな って くる。医療 において も大 きな変 化

が起 こ って きます 。医療は仁術 か算 術かわか り

ませんけれ ど も,し か しこの診療 システ ムとい

うものは コン ピュータを使 う ことに よって非常

に能率が上が って くると思 います 。最近,ウ ォ

ール ・ス トリー ト ・ジ ャーナルがマサチ ューセ

ッツの病院 を例 に して言 ってお ります が,コ ン

ピュータとお医者 さん と競争 してみたのです 。

そ して,コ ン ピュータ ・システ ムが非 常にいい

成績 を残 した,お 医者 さん よりもむ しろいい と

い う結果が 出ておるわけで あ ります。 コンピュ

ー タに よる診察 とい うことが もう現実 の問題に

な って きてい るわけ です 。

法律 の分野で もそ うです 。 この法律的 な ドキ

ュメン トとい うのが非常に やや こ し くな って き

て おります 。税 金の申告 を した りとい うことは

ややこ し くな ってきてお ります。 これ もコン ピ

ュータを使 ってで きる ようにな って きておるわ

けです。将 来は もう裁判 にかけ なくて も,コ ン

ピュー タが有罪 か無罪か判決 を下 して くれ る と

い うことに なるか と も思 うのです 。そ うい うふ

うな可能性 を含 んで おるわ げであ ります。感情

が ござい ませんか ら公正 な判決 を下 して くれる。

これは プラス とマ イナスの両面 があ ると思 うの

ですが,情 状 酌量 は して くれ ない。

それか ら,CAD/CAMと い うものが非常

に大 きな影響 を もた らしてお ります けれ ども,

将 来 は この システ ム自体が人間が や らな くて も

自動 的 にいい品物 を改 良 して生産 して くれる と

い うこ とに なるで しょう。いま配線 などでそ う

い うことが実 際行 われて お ります が,『こうい う

いわゆるアーテ ィフ ィシアル ・インテ リジェン

スとい うものを コンピュー タが持 っておるわけ

で,そ れ に よ りま して,果 た してだれが ど うい

う製 品に対 して責任 を持 つか とい うことが問題

にな って くると思 うのです。 アーテ ィフィ シア

ル ・インテ リジェンスは いい のですけれ ども,

そ れでは コンピュータがデザ インした ものは一

体 だれが所 有主に なるのか。ですか ら,弁 護士

さん がけん けん が くが く,だ れが金を もうける

のか とい うこ とで ますます忙 しくなるとい うこ

とに なるか と思 うのです 。

また,交 通制御,消 防,セ キ ュリテ ィ ・シス

テムな どが発達 して くるで しょう。ハネ ウエル

な どがセ キ ュリテ ィ ・システ ムを集 中 してや っ

てお・ります。

それか らきた,銀 行 とか,そ うい うところが

コン ピュー タを積極的 に短 い時間で取 り上げ て

くると思 うのです。

それでは,こ うい うふ うな変革 が ど うい う意

味合 いを持つので しょうか。

まず,コ ス トが影響 を受けます。 コン ピュー

タは最初は人間 よりも高 いとい うことだ ったの

ですが,将 来は どん どん コス トがダ ウン してい

くと思 うのです 。そ して,コ ンピュータは も っ

と高度 な もの を安上 が りで できる ようになると

思 うのです。

それか らまた,コ ンピュー タが何 かつ くり出

した場合,一 体 だれ がその利益を享 受 して責任

を持 つか とい う問題が 出てきます 。

もう1つ 重要 なことは,バ イオエ ンジニア リ

ン グ,そ れか らテ レマテ ィー クとフ ランスが呼

ん でお りますが,コ ミュニケー シ ョンとコン ピ

ュータの コン ビネー ションとい うことが重要で

す 。今後20年 間 に だん だん社会が老化 してま

い りますが,50年 後 には これ も コンピュータ

で コン トロールで きるの じゃないか と思 うので

す。 スタンフ ォー ド大学 の人 がいろいろバ イオ

エ ンジニア リングをや ってい ます。 この老化を

コンピュー タで コン トロール しようとい う研究

を してお ります 。そ して,こ のター ミナルを通

して科学的デ ータの収 集,解 析 とい うこともで

きるわけです。それではそれで人 が首に なるの

だ ろうか。 日本 とか ヨー ロ ッパ,ア メ リカで会

社 が もっとみん な早 く退 職 して くれ とい うこと
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でや ってお ります。 しか し,だ んだん老化 して

くるわけですか ら,コ ン ピュータを使 うこ とに

よって,果 た して もっと早 く退職 をしなければ

ならないのか,も っと寿命 が延びるのかとい う

ことになるわけですが,い つの時 点で どの くら

いコ ン ピュー タが導入,使 用 されるかに よって

決 ま って くる と思いますけ れ ども,私 の子供の

時代 には これが非常 に大 きな問題 になると思い

ます。

平 均寿命 とい うものが どん どん延 びてきてお

ります ど60歳,70歳,80歳 とい うことに

な って くるわけです 。 もっとどん どん延 びてい

きます。た とえ ば90歳,100歳 ま でみん な

生 き られ るよ うになる と,コ ンピュー タとの対

比 と して どうなるか。いろいろな福祉 メカニズ

ム とい うものは支払 いが多過 ぎるか ら破産 して

しま う,パ ンク して しま う。

労働時間は ど うか。 ア メリカと ヨー ロ ッパで

は30年 間 ぐらいは大体一定 になって います。

大体1週 間に40時 間 とかい う時間にな ってお

るのですが,こ れが どうい うふ うに な って くる

か 。35時 間 とか32時 間 に減 るのだろ うか,

25時 間 になるのか,コ ン ビ=一 夕を使って20

時 間 にもな って しま うのでは ないか。時間 的に

ど うい う影響が起 こるか,あ るいはまた老人が

働 くとい うことが コン ピュータとど うい うふ う

にかみ合 って くるか。

コンピュータ ・コ ミュニケー ションとい うこ

とで いろいろな問題が 出てきます。デー タとい

うよりも観念的 な例 とい うことに な りますけれ

ども,ま ず最初に考えてみたい とい うことは雇

用に対す る影響で あ ります。人に よっては今後

10年 間 に ア メリカに 於 きま して20%ぐ らい

に なるだ ろ うとい うことです。 すなわ ち恒久的

失業,こ れが テクノロジーのアプ リケーシ ョン

に よって もた らされる とい うこ とで あ ります。

また,経 済学 者 によ りま しては,た とえば ラ

ン ドがや った研究結 果に よ ります と,短 期的 な

労働 力の不足が アメ リカで起 こるだ ろ うとい う

ことであ ります。 ラン ドの場合は生産性に対 す

る影響 というもの を無視 してのデー タでは ある

のですけれ ども。

そのほかい ろいろ左こ とを考 えなければ いけ

ません。た とえば雇用 とい うことに絡んで政府

が ど うい う対策 をとるか。アメ リカでは今 日は

トランスフ ァー ・ペイ メン ト,す なわ ち福祉関

係の支払いが 一番大 きいわけです。英国 な どの

場合,政 府の基金支払 いの多 くは,単 に福 祉関

係だけでは な くて,非 常 に老化 した設備 を維 持

してお くために も使われておるわけ です。政府

の使命 とい うものは新 しい有用 な生 産性の高 い

雇用 口をつ くるのでは な くて,古 い もの を維 持

す るだけで果 た していいので しょうか。

雇用に対す る問 題 としては大 きな政府 の プ ロ

ジェク トをや った方がいい。運河 を掘 った り,

鉄 道,ハ イウェー,ダ ム,ホ ス ピタルをつ くっ

た り,こ うい うのは赤字 に もか かわ らずみん な

政府の金でや っておるわけです ね。 こ うい うこ

とを果 た してや っていいのか。防衛 に金 を使 っ

て いいのか 。 トランス ファー ・ペイン ト,福 祉

予算が非常 に大 きい。 アメ リカの場 合 には,ハ

イ ウェー とかダ ムとか,橋 とか,そ のほ かいろ

いろkも のを20世 紀 につ くっておる。そ して,

これはだん だん先細 りにな ってお ります。20

世 紀 の最後 の部 分として政府 が雇用 口を設 ける

ような非常 に大 きなプロジェク トは,宇 宙関係

あるいは また地上か ら月へ入 を送 る とか い うこ

とだけ になると思 うのです。

そ のほか いろいろな雇用に絡 む問題が ござい

ます。 サイ エンテ ィフィ ソク ・アメ リカンが論

文 を載せ てお りますが,こ れはオース トリアで

の1981年 の研究で,オ ース トリアの経済 に

つ いて の研究 であ ります 。

ち ょっとこのデー タを皆様 に示 してみ たい と

思 いますが,こ の場合 の社会的 な選択は ど うい

うふ うなものがで きるか とい うことを示 して お

ります 。 こうい った選択 を政府 が積極的に して

い くの か,ほ うってお くのか とい う問題 になる

と思 います 。

オ ース トリアでは幾つかの シナ リオをつ くり
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ま して研究 を しま した 。1990年 まで に完全

なる自動化 が行 われ て,全 部新 しい技術 を使 っ

て,1週 間 に40時 間働 くということをやる と,

1人 当 た りのGNPが39万 シ リング くらいに

なるのだそ うであ ります。 これは円に直 して ど

の くらいか わか りませんけれ ども。1人 当た り

の賃 金 も高 くなる。 しか しなが ら,失 業 は高 く

なる とい うことで す。

それ か らも う1つ の シナ リオは,機 械化は全

部や るけれ ども,労 働時 間を週35時 間 に減 ら

す。そ うしますと,ご らんの とお り,1人 当 た

りのGNPは 減 り,ま た1人 当た りの賃 金 の レ

ベル も下が るけれ ども,失 業 は2%し か 出な い。

第3番 目の シナ リオでは,週40時 間働 く,

そ して1980年 代 の 自動化 しかや らない,す

なわち これ以 上 自動化 は進 めない。そ うす る と,

1人 当 た りではGNPは ち ょっとふ える,賃 金

もちょ っと前 よ りも高 くな る,し か し失 業 は7

%出 る,こ うい うことだそ うで あります。 この

結果 を見 れば,確 かに選択 の余地は あるのです。

この研究 はど うい うふ うな インパ ク トが 出る

か とい うことを明 らかに示 してい ると思 います 。

オ ー トメー ションの変化 が オフ ィス とか インダ

ス トリーで ど うい うふ うに出て くるか とい うこ

とを示 している と思 います 。ですか ら,こ うい

うことが言 え ると思 います 。一般の 人々に,こ

れか ら20年,30年 た って も,コ ンピュータ

・コミュニ ケーシ ョンを全面的 に使 っていけ ば

完全 雇用が実 現で きるとい うような ことは言 っ

.てはいけ ない と思い ます 。同 じ仕事 のや り方で

はだめ なのです 。 しか し,こ れを実行 しなけれ

ば やは り失業 は 出ます。 そ して,産 業 は競争力

を失 うであ りま しょう。 もうすでにそ うい った

状況 は イギ リスに よく出 ております 。

さて,そ れでは もう1つ,プ ラスの方の面 を

ち ょっと考 え てみま しょう。

これは サー ビスの統合 をいろいろな会社がい

ろいろな ことをやるとい うことです。 コン トロ

ール ・デー タ ・コーポレーシ ョンが ,コ ンピ ュ

ータ ・オ フィス ・プロダ ク ト,イ ンフ ォメーシ

ョン ・サー ビス,訓 練,コ ンサルテ ィング,財

務 サー ビス,保 険,こ れ を全 部1つ にま とめ て

お ります。新 しく1つ の コン ピュータ ・コ ミュ

ニ ケー ション ・ネ ットワークに乗せて おる。 こ

のCDCが こ うい った考え方 をや って いる とこ

ろと しては世 界 で一番進んで いると思い ます。

コン トロール ・データは,同 時に デー タベース

をつ くる とい うこともや っていま して,農 業生

産 の改善の ためのデー タベース もや ってお りま

す。 したが って,中 国 とか イン ドとか に と って

は,非 常に人 口が多い国ですか ら,こ れは非常

に重要 で しょう。

そのほか,シ テ ィ ・パ ンクで も,小 切手 とか

借款 とか保険 とか投 資 とか,い ろん なことをや

って お ります。

ア メリカン ・エクスプ レスも同 じです。

シアー ズも,不 動産,投 資,ク レジ ット,サ

ー ビス
,こ うい った もの をい ろいろ消費者に対

して提供 しています。

これ もやは リコン ピュー タ ・コミュニケーシ

ョンが根 っこにあ ります。 ですか ら,こ うい っ

た ように,物 を買 うとか教育 を受ける とか,こ

うい った行 き方が変 わ って くるのですね 。 こう

い った コング ロ式な サー ビス にな って きます 。

旅行 なん かに して もそ うです。旅行 とい うの

は,,出 張 なんか はテ レビ会議 がふえて きますか

ら少 な くな って くるで しょう。 もうす でに ア メ

リカでは セールスマ ンなんか送 らない とい うコ

ンピュータの会社 があ ります 。 セールス,マ ー

ケテ ィングとい った ものを全部 テ レコ ミュニケ

ー シ ョンの力 をか りてや ってお ります 。地元 に

分けたオフ ィスがふえま しょう。いまニ ュー ヨ

ー クにあるよ うな大 きな本 社はな くなるで しょ

う。 こん な ものは陳腐化 して しまいます。何 百

万人 とい う人を郊外か ら呼び込ん で,ま た夕方

帰す とい うような ことは必要が な くな ります 。

コンピュータ ・コミュニケー シ ョンが進んで く

れぱ,小 さな地方的 な事務所 をば らまい ておい

て コ ミュニケーシ ョンすれ ば よろ しいのです 。

自分の家 で仕事す る とい うこともふえ て くるで
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しょうとアル ビン ・トフラーは言 っています。

しか し,人 間は社会的 左動物 ですか ら,や は り

人 と会 うことも必要で あ りま しょうけれど も,

一 ヵ所に全部集ま るとい うこ とは必要 ないで し

ょう。

それか ら,物 を買 うというの も変 わると思 い

ます。 カタ・グを使 って買 うとか,家 にいて物

を買え る状態 にな ってきます。

自動車を買 うか わ りにパ ー ソナル ・コン ピュ

ー タを買お うとい うことに な
っていますか ら,

も うそれだけでも変わ ってきてい る。ですか ら,

こち らの産業が今度は影響 を受け て,こ ち らの

産業の ものが よ く売れ るよ うに なる とい った こ

ともあるで しょう。ですか ら,こ うい った トレ

ー ドオフが どこで起 こるか とい うことを よく見

きわめ なければな りません 。 したが って,ど う

い った製 品を買 うかに よって物 を買 う買い方 も

変 わ って きます。

コ ミュニ ケー シ ョン ・サー ビスは ,先 ほ ど言

い ま した とお り,社 会 的な観点 か らも非常に重

要にな ります。国の境 とい うような ものは もう

人工 衛星 で全 然問題 にな らな くなりま した。海

賦 ラジオ放送 とい うこ とが少 し前に よ く言 われ

ま したね。海 の上 に船 を浮かべ て海賦放送 をや

って,コ マーシャルが できない国 に コマ ーシャ

ルを流す とい うこ とが われ ま した。 これは も

ういま人工衛星が取 ってか わ ってお ります。 も

うす ぐ全世界的に プ ログラムが流 され るで し ょ

う。そ うす ると今度は ソ連の入に,人 工衛星 の

プログラムは聴 い ては いかぬ とい うよ うなこ と

は長 いこと言 ってはい られ な くなる と思 います。

カラー ・テレビの セ ッ トだ っておまえ には売 ら

ない とい うことは言え な くなる と思 います 。 カ 『

ラー ・テ レビを売 るなと言えば,何 とか やみで

買 って見 るように なる ものです。 したが って,

政 府が幾 ら規 制 を しよ うと して も,こ うい った

コ ミュニケーションの能力 とい うものは どん ど

ん と長期的にはふえ て くる もの であ ります。

それか らもう1つ,ケ ーブル ・コネ クシ ョン

がふえて くるで し ょう,先 ほ ど ち ょっと話 を し

ま した。 この点で1つ 言 っておか なければ な ら

ないのは,家 庭 にケーブルで買い物がで きるよ

うなコネク シ ョンがで きる 。 しか し,こ れで実

際に シ ョッピングをする とい うことが 左 くなる

わけではないの です。 ショ ッピング ・センター

とい うものは もっとおもしろい ものに なる。そ

こに引 きつけ られて行 って,人 と会 った り,い

ろいろお もしろい もの を見 た りとい う場所 にな

るで しょう。

それか ら,教 育,訓 練 ですが,こ の 分野 は本

当に重要 な分野 です。いままで無視 され て きま

した。いままでコンピュー タ ・コミュニケーシ

ョンの影響が この面 で出て くる とい うのを無視

して きてお ります,大 学 の教育 について も影響

が出てきます。 アメ リカで もそ うで しょう。 ヒ

ュー レ ットパ ッヵー ドは スタ ンフ ォー ド大学 に

近 い ものですか ら,ス タ ンフォー ド大学の講義

が会社 で従業 員のために公開 され て おる,こ う

い う状況 です。,家で教 育 を受け る とい うことが

ます ますふえて くるで しょう。学校 にわ ざわざ

行 くことは ない。勉強す るのは学校 にいる より

は家にいた方がず っと効果的 か も しれ ません。

しか し,学 校は もちろん社会的 な 目的が あ りま

す。国 との接触 とい うのは必要ですね。個人 と

してほかの人 々とど うい うふ うに コ ミュニケー

トしでい くか とい うことは コン ピュータ ・コ ミ

ュニケー シ ョンでは置 きかえ られ ない問題 です。

こうい うふ うに,教 育,訓 練の分野 は ビデオ ・

テクノ ロジーが組み合 わ さ った ものに 在るであ

りま しょう。 これはただ単 に子供 に教 え るとい

うことだ けでは な くて,大 入 に教 え るとい う面

で も重要に な ってきます 。会 社の中で も急速 に

システ ムが変 わ って きます 。そ うす ると,コ ン

ピュータ ・コ ミュニケー シ ョン ・シス テム,ビ

デオ ・システムを使 って会社 の中で従業員 の訓

練を しなければ ならなくな ります。山下 さんが

日本では労働 の移動が ア メ リカほ どではないと

お っしゃいました。 こうい った面で も仕事 の役

割 りが これか ら変わ って くると思い ます。 そう

すれば変わ った ことをや る人 々に訓練 をしなけ
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ればな りません。 これはやは リコン ピュ一夕 ・

コ ミュニ ケー ションズの役割 りにな って くるで

しょう。

さて,こ れか ら家庭 に おける教育,従 業 員の

教育 とい うものが継続的 に行われ ることになる

でしょう。 これ か ら20～30年 間 に労働 時間

は週40時 間 か ら35時 間 または32時 間 に減

ってきて,残 りは教育,訓 練 に向け られます。

そ して,こ の教 育,訓 練は会 社がお金 を払 って

強制的に勉強 させ るとい うことに なるか も しれ

ません 。

政府 の面 におきま して,い ま世界で 言 ってみ

れば10年 前 に比べて民主国に数 が減 っている

と言えます。比例代表制 の代議制度 はだん だん

とつぶれ てい ます。新 しい社会の変化 に応 じら

れ ない。政 府は現 状の変化 に あるいは人民の ニ

ーズに合 わなくな って きてお ります。です か ら,

カ リフォル ニア州 などで は過去数 年の間にいろ

いろな国民発議 とい うのがふえ てきてお ります。

イニ シアチブとか レフェレンダ ムとい う制度 が

だん だん と活用 され る ように な ってきてお りま

す。政治 家は反対 してお って もそ うい ったイニ

シアチブが通 って しま う。税法 の改正等 につ き

ま して も,カ リフ ォルニ アでは政治 家は圧倒的

に反対 したのだけれ ども通 って しま ったとい う

事態 もあ ります 。ですか ら,政 治家 あるいは政

府に つ きま しては こうい った コンピュータ ・コ

ミュニケー シ ョン ・ネ ットワークの技術が非常

に大 きい インパク トを持 って くる ことになるで

しょう。た とえば今 日本 当の意味 での民主国家

をつ くる ことは可能だ と思 います 。だれ で も,

どの問題 について も投票 がで きる とい うのがデ

モク ラシーです 。アメ リカではそ うい うことは

で きません 。日本 でも代 議制が と られてお りま

す。 イギ リスで もそ うであ ります 。 コミュニケ

ー シ
ョン ・ネ ットワークを使 えば各 人が1つ1

つの問題 に ついて全部投票 がで きます。極端 な

ことですげれ ど も,こ れは言 ってみれば本当の

世論調査 です ね。今 日,ネ ットワークを通 じて

世論 調査 が行 われ ている。世論調査 が行 われて,

世 論 は どうだ とい うこ とが諮 られてお ります 。

ところが,い ま言 っているよ うなエレク トロ

クス ・システ ムを使 いま して,政 府が実 際に国

民の手に握 られ るとい うことは可能で あ ります 。

本当にそ うなるかど うかは問 題 ですけれ ども,

日本はいまで もそれ をや る能 力はある と思 いま

す。政治家は反 対す るで しょう。

政府 の行政機構 を コン ピュータで取 りかえ る

ことは可能 です。 しか し,検 査 とか警察 とか と

い った ものを全部 コン ピュー タで置 きかえる こ

とは不可能 です。 しか し,事 務関係 の仕事 は も

うコン ピュー タ ・コミュニケ ーション ・ネ ット

ワークでや っていける と思 います 。米国にお き

ま しては,こ こで注意 しなければな らぬのです

けれど も,連 邦政府 の職員 の数は過去10年 間

大体安定 してい ます。ふえていません 。 しか し,

州政府の職員が20%ぐ らいふえ てきておる,

こ うい う問題 があ ります 。

政府 の自動化 とい うことに な ります と,デ ー

タベース等 を使 うとい うことにな っても今 度は

プ ライバ シーの問題が 出て きます。 データベー

スは確かに役に立 ちます。た とえば米国には全

国的 な自動車 の運転 免許証制 度は ないの です。

したが って,い までは20や30の 州 で交通違

反 をやってお っても免 許は取 り消 しにな らない。

各州 の間 で免許制度 につい ての連絡 が ないか ら

です。

国際的 な問題 は ど うでし ょうか。 ギャ ップが

ふえ て きて,大 き くな って きて お ります 。 コミ

ュニケーシ ョン ・テクノ ロジーの能 力のある第

三の波 の国,日 本とか米 国,ヨ ー ロッパ諸国 の

よ うな工業国 と第一 の波の 国,農 業 国 との間の

ギ ャップがいまふえ ています。 この ギ ャップは

なか なか縮 ま らない と思います 。そ うします と

大変大 きな問 題が生 まれて きます。また,教 育

を受げ た人 と受け ない人の ギ ャップもふ えるで

し ょう。

貧乏 なところ と金 持 ちの ギ ャップ もふえて く

ると思 います。 ですか ら,意 思決定の サポー ト

・シス テム とか とい った もの をいろいろ使 って
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いか なければな りませ ん。無知 な人 々に もこう

いった もので援助 をしてギ ャップを埋 めていか

なければ ならない と思 います。 テ レコ ミニケー

シ ∋ンに よって こうい った ギ ャップが 目につ く

ように なります 。テ レビとか映画 とか新 聞 とか

雑 誌 を通 じて よその国 より遅れてい るとい うの

が よくわか って しま うとい うこと もあ ります。

さ らに,企 業に も影響が出て きますね。 アメ

リカでグ レー プフル ー ツが幾 らだ とい うのは 日

本 にいなが らに してわか って しま う。ア メ リカ

で こうい った広告 をや ってい るとい うのが 日本

で もわか って しま う。そ うすれば 日本 の企業 に

影響が出 てきます 。 自動車 の値段が イギ リス と

ヨー ロ ッパ大陸 で違 ってお った,こ れだけ値段

が違 うとい うことは イギ リスの人 は実は長 い こ

と知 らなか ったのです。 ところが,コ マー シ ャ

ル等 がテ レビで流 れて きます と,イ ギ リスの車

は大陸で買 った方が安 い とい うことがわか って

しま うとい うことも出て きま した。 です か ら,

テ レコミュニケー シ ョンの 力,広 告の 力 とい う

ものは大 変大 き くなって きます。

この よ うに厳格 な社会か ら移行 してきます と,

国別 の産 業的 な対立 とい うことも1つ 考え られ

ます 。国 々が産業の力 を利用 して対立 をすると

い う ことも考え られますが,そ の逆に今度は プ

ラス の形 としま しては,プ ライバ シー とか教 育.

とか訓練 とか環境 とか とい った面で いろいろ協

力を してや ってい くとい うことが可能に なる,

こ うい うこともあ ります。

恐竜が絶滅 して しまい ま した。恐 竜 自身 は き

っと死 にた くはない と思 ったで しょう。恐 竜を

見 てお った動物 も,あ れだけ強いのだか らい な

くなるとは思わ なか ったで しょう。 しか し,こ

れか ら20～30年 の 間にわれわれの社会 のる

いは産 業の中に恐 竜が出て きて消え てい くと思,

い ます。ですか ら,わ れわれ としては こうい っ

た恐竜が死 んだ ら,そ のかわ り新 しいチ ャンス

が生まれる とい うことを認識 しなければ な りま

せん。

現在,技 術あるいは能 力は あ ります 。 もう腹

が減 った とか着物がない とか とい う人 をな くす

能力は あるの です。 したが って,仕 事では ない

か もしれませんけれども,も うだ れにで も何 か

や りがいの あることを与え ることはで きる と思

います 。

したが って,私 は こうい った プラスの 方法 が

あるのだ とい うことを申 し上げ て終 わ りに した

い と思 います 。 どうもあ りが とうございま した。

(拍 手)
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講演 ・討論会1〈 講演〉

経 営 戦 略 の 新 し い ツ ー ル

ー ロー カ ル ・ネ ソ トワー ク ー

一つの ビル内 も しくは隣接す る ビル間 に分散配置 された

コンピュータおよび情報関連機器 を有機的に高速に接続 で

きる メデ ィア……… こうしたニーズ か ら誕生 した ロー カル

ネ ットワークは,ま さに これか らの企業経営 を支 え る戦略

的 ツールである。

ア メ リカでは1985年 ま でに中堅以上 の企業 の半数以

上が何 らかの形 で ローカル ・ネ ッ トワークを導入 したい と

している。 しか し,導 入に よる メ リ ットがあれば,デ メ リ

ッ トもある。

本 セ ッシ ョンでは,ロ ー カル ・ネ ッ トワークの提供 者,

利 用者に よる議論 に よって,ロ ー カル ・ネ ソトワーク導入

の効果 とともに企業経営に与え るインパク トを探 る。



経 営 戦 略 の 新 し い ツ ー ル

ロ ー カ ル ・ ネ ッ ト ワ ー ク ー

1)
カ イ ラ シ ュ ・C・ カ ナ

私 は,本 日,皆 様 の前で アメ リカン ・エクス

プレスのオ フィス ・システ ムの話,そ れか らロ

ー カル ・ネ ットワークの話 を させていただ くこ

とをま ことに光栄に思 って お ります 。

皆様に背景 とい うことで オ フィス ・システム

とローカル ・エ リア ・ネ ットワーク ・をア メリ

カン ・エクスプ レスで ど うい うことをや ってい

るか とい うことを説明い た します ために,ま ず

アメ リカン ・エクスプ レス の各種 の ビジネスに

ついて紹介 を したい と思 います。 シス テムズ と

テ レコミュニケーシ ョンに どれ くらい頼 ってい

るか とい うことをまず おわか りいただいて,そ

の後 でわれわれの オフ ィス ・システ ムのプ ラン

とアクテ ィビテ ィに つい ての話 を して,そ の後

で具体的な ロー カル ・エ リア ・ネ ットワークの

話 に移 りたい と考え てお ります 。

アメ リカン ・エクスプ レスと申 しますのは4

つの ビジネスか ら成 っておる会社 で ございま し

て,イ ンターナシ ョナル ・バ ンキング,イ ンベ

ス トメン ト,保 険,ト ラベル関係 のサー ビスで

ございま して,こ れが1つ の会 社組 織に入 って

いるわけで ございます 。世 界 じゅうに旅行,金

融,コ ミュニケー シ ョン関係 の サー ビス を提供

して お ります 。 これ らはすべて国際的 なサー ビ

スでござ いま して,サ ー ビス志向的 なもので あ

りま して,コ ンピュータとテ レコミ ュニ ケーシ

ョン ・テ クノ ロジーを大 々的 に使用 してお りま

す。 この会社の機 構 とい う ものはおの おのの ビ

ジ ネ ス ・ユ ニ ッ トが 独 立 採 算 制 で や っ て お りま

し て,こ の お の お の の ユ ニ ッ トで も って 新 しい

プ ロ ダ ク トを い ろ い ろ 出 して,そ し て テ ク ノ ロ

ジー あ る い は マ ー ケ テ ィ ン グ ・リ ソ ー ス と い う

も の に 関 与 し て お りま す 。 過 去3年 間,収 入 が

毎 年18%ぐ らい ず つ 伸 び てfoる 会 社 で ご ざ い

ま す 。

前 に 申 しま した よ うに,ア メ リ カ ン ・エ ク ス

プ レ ス の ビ ジ ネ ス は4つ の メ ジ ャ ー ・グ ル ー プ

か ら成 って お りま す 。 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ・バ

ン キ ン グ,こ れ はAEIBCで あ らわ して お りま

す 。 そ れ か ら投 資 と資 産 管 理,こ れ は ア メ リ カ

ン ・エ ク ス プ レス と シ ェ ア ソ ン 。 そ れ か ら保 険

と旅 行 関 係,こ れ は ア メ リ カ ン ・エ クス プ レ ス

・カ ー ド,そ れ か ら旅 行 者 小 切 手,TCな ど か

ら成 って お る 商 売 で ご ざ い ま す 。

AEIBC,こ れ は ア メ リ カ ン ・エ ク ス プ レ

ス ・イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ・バ ン キ ン グ で す が,

これ は33カ 国 に80余 の オ フ ィス を持 っ てk冠

りま す 。 中 に は 日本 も入 って お りま し て,そ の

子 会 社 を含 め ま して い ろ い ろ 国 際 的 な 金 融 サ ー

ビス を 行 っ て お りま す 。 そ の 中 に は コ マ ー シ ャ

ル,ホ ウル セ ー ル,投 資,プ ラ イベ ー ト ・バ ン

キ ン グ,エ ク イ プ メ ン ト ・ フ ィ ナ ン シ ン グ,リ

ー シ ング を 含 ん で お り ま す 。 そ れ か ら
,開 発 途

上 国 に 関 しま して は ゴ ン サ ル タ ン トと して い ろ

い ろ経 済 発 展 に 寄 寄与 してk・ り ま す 。AEIBC

は1981年 に は6,300万 有 余 の バ ン キ ン グ

1)ア メ リ カ ン ・エ ク ス プ レ ス シ ス テ ム ・プ ラ ン ニ ン グ担 当 副 社 長
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・ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン を や って お りま す 。

シ ェア ソ ン/ア メ リ カ ン ・エ ク ス プ レ ス は セ

キ ュ リテ ィ ・フ ァー ム と し ま して は 世 界 で 第2

番 目 の も の で ご ざ い ま して,ア メ リ カ で248,

外 国 で も21の オ フ ィス を 持 って お り ま し て,

個 人,協 会,会 社,政 府 関 係 の 投 資 の サ ー ビス

を して お りま す 。 中 に は セ キ ュ リテ ィ ・ト タ ー

デ ィ ン グ,フ ィナ ン シ ア ル ・プ ラ ン ニ ン グ,税

金 関 係 が プ ラ ス に な る よ う な投 資,退 職 基 金,

トラ ス ト ・サ ー ビス,不 動 産,そ れ か ら保 護 預

か り な ど を や っ て お りま す 。 デ ー タ ・シ ス テ ム

が 扱 え る.ト ラ ン ザ ク シ ョ ン は1日 に1億5,000

万 株 ま で で ご ざ い ま す 。

フ ァ イ ア マ ンズ ・フ ァ ン ド保 険 会 社 は ,こ れ

は ま た ア メ リカ で損 害 関 係 と し ま し て は 一 番 大

き い もの で ご ざ い ま して,ア メ リ カ で は50,

外 国 に は80カ 国 に オ フ ィ ス を持 っ て 商 売 を し

て お りま す 。 最 近,個 人 や グ ル ー プ の 健 康 や 生

命 保 険 ま で 広 が り ま し た 。 オ ー ト メ ー シ ョ ン ・

サ ー ビ ス ・イ ン コ ー ポ レ ー テ ッ ド,こ れ は 独 立

の エ ー ジ ュ ン トや ブ ロー カ ー を 対 象 に し ま し て,

進 歩 した デ ー タ ・プ ロ セ ッ シ ン グ.ハ_ド ゥ ェ

ア と ソ フ トウ ェ アの 両 方 の サ ー ビス を 提 供 して

お り ま す 。5,600万 の保 険 プ レ ミ ア ム と ク レ

ー ム の トラ ン ザ ク シ
ョ ン を1981年 に フ ァ イ

ア マ ン ズ ・フ ァ ン ドの コ ン ピ ュー タ で 行 っ て お

り ま す 。

旅 行 関 係 の サ ー ビ ス ・グ ル ー プ の 中 に ま た4

つ の 大 き な ビ ジ ネ ス ・ エ リ ア が あ りま す 。 消 費

者 金 融 ・サ ー ビ ス,ト ラベ ル,コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン,フ ィ ナ ン シ ア ル ・イ ン ス テ ィテ ユ ー シ ョ

ン ・サ ー ビス が あ りま す 。

消 費 者 金 融 サ ー ビ ス ・グ ル ー プ は,カ ー ドと

ラベ ラ ー ズ ・ チ ェ ック ・デ ィ ビ ジ ョ ン が 消 費 者

に 金 融 ・サ ー ビス を 提 供 して お りま す 。

ア メ リ カ ン ・ エク ス プ レス ・カ ー ドは チ ャー

ジ ・ カ ー ド と し て 世 界 で 最 も広 く使 わ れ て お り

ま す 。1,500万 人 も カ ー ドを持 って い る人 が

お り ま し て,そ して25カ 国 の 通 貨 で も っ て 何

千 万 と い う ト ラ ン ザ ク シ ョン が 毎 日行 わ れ て お

ローカ ル ・ネ ッ トワ ー ク

り ます 。 日本 の ア メ リ カ ン ・エ ク ス プ レ ス の カ

ー ドの マ ネ ジ ャー とけ さ 食 事 を 一緒 に した の で

す が,日 本 に8万 人 カ ー ドホ ル ダ ー が お る と言

って お りま し た 。 こ の よ う な 世 界 的 な チ ャ ー ジ

・ア ク テ ィ ビテ ィを サ ポ ー トい た しま す た め に

わ れ わ れ の コ ン ピ ュー タが カ ー ド ・オ ー ソ リゼ

ー シ
ョ ン と し ま して は1981年 には1億2,500

万 件 を 扱 っ て お りま す 。

ト ラ ベ ラ ー ズ ・チ ェ ック は7カ 国 の 通 貨 で,

そ して6万 の 国 際 的k場 所 で 提 供 さ れ て お り ま

す 。 ア メ リカ ン ・エ ク ス プ レ ス ・ ト ラベ ラ ー ズ

・チ
ェ ック は 何 十 徳 ドル と い う額 で 扱 わ れ て お

り ま して,1981年 に は3億5,000万 ドル

も わ れ わ れ の デ ー タ ・ プ ロ セ ッシ ン グ ・ネ ッ ト

ワ ー ク で ク リ ア ラ ンス さ れ て お りま す 。

ト ラ ベ ル ・デ ィビ ジ ョンは126カ 国 に1,000

以 上 の オ フ ィス を持 つ 最 も大 き な ト ラベ ル ・オ

フ ィ ス ・ネ ッ トワ ー ク を 持 って お りま す 。 日本

で は 六 本 木 と 銀 座 に オ フ ィ ス が あ りま す 。 そ れ

は 個 人 あ る い は ま た 会 社 を対 象 に い た し ま して,

世 界 的 な 旅 行 あ る い は ツア ー ・サ ー ビ ス を行 っ

て お りま す 。 そ れ か ら ま た,コ ー ポ レ ー ト ・カ

ー ド ・サ ー ビス を通 して 総 合 的 な 旅 行 や エ ン タ

ー テ イ ン メ ン ト ・エ ク ス ペ ン ス と い う も の を 全

部 マ ネ ー ジ す る と い うふ う な サ ー ビ ス も 行 っ て

お りま す 。

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン ・デ ィ ビ ジ ョ ン も4つ の

創 造 的 な ビ ジ ネ ス が あ り ま す 。

ア メ リ カ ン ・エ ク ス プ レ ス ・パ ブ リ シ ン グ ・

コ ー ポ レー シ ョ ン,こ れ は 旅 行 と レ ジ ャ ー と か

食 物 と ワ イ ン 関 係 の雑 誌、を 出 版 し て お り ま す 。

ア メ リ カ ン ・エ ク ス プ レ ス ・ダ イ レ ク ト ・ リ

ス ポ ン ス,こ れ は ダ イ レ ク ト ・メ ー ル ・マ ー ケ

テ ィ ン グ を や っ て お り ま す 。

マ ー チ ャ ン ダ イ ズ ・セ ー ル ス ,こ れ は カ ー ド

メ ン バ ー あ る い は そ の 他 の 選 ば れ た 消 費 者 に 対

して 特 殊 な 商 品 の 売 買 を や っ て お り ま す 。

ミ ッチ ェ ル ・ペ ー ズ リー,こ れ は ロ ン ドン に

あ りま して,特 殊 な レ フ ァ レ ン ス ・ブ ック を 出

し て お・り ま す 。
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そ れ か ら,フ ィ ナ ン シ ア ル ・イ ン ス テ ィ テ ユ

ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス ・デ ィ ビ ジ ョ ン ,こ れ は 最

初 の デ ー タ ・ リソ ー ス で,ア メ リ カ で 独 立 した

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス と し て は 一 番 大 き い も

の で ご ざ い ま す 。 そ れ は ク レ ジ ッ ト ・カ ー ドの

プ ロセ ッ シ ン グ や オ ー ソ リ ゼ ー シ ョ ンを お よそ

1,600万 件 や ってte.bま す 。 こ れ は フ ィナ ン

シ ア ル ・イ ン ス テ ィテ ユ ー シ ョ ン と しま して は,

ビ ザ と か マ ス タ ー チ ャ ー ジ を 含 め て5,000以

上 の も の を扱 って お り ま す 。 そ して,パ ン ク ・

カ ー ド ・ ト ラ ンザ ク シ ョ ン と しま し て は,1981'

年 に3億6,000万 余 件 を扱 った の で あbま す 。

ワ ー ナ ー/ア メ ッ ク ス ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

は ア メ リ カ の ケ ー ブ ル ・テ レ ビの 会 社 と して は

一番 大 き い も の で ご ざ い ま し て,こ れ は ア メ リ

カ ン ・エ ク ス プ レ ス と ワ ー ナ ー ・コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン が ジ ョ イ ン トで や っ て お る もの で ご ざ い

ま す 。 そ れ は141の ケ ー ブ ル ・シ ス テ ム を27

州 に 設 置 して,お よ そ100万 人 の 申 込 者 がk・

りま す 。 そ れ は ユ ニ ー ク なQubeシ ス テ ム と い

う もの を持 っ て お りま して,こ れ は ス テ ー シ ョ

ン 間 あ る い は コ ン シ ュ ー マ ー 間 の ツ ー ・ウ ェー

・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を や っ て お り ま し て,何

百 と い う コ ミ ェ ニ テ ィに サ ー ビス を 行 って お り

ま す 。 ワ ー ナ ー/ア メ リ ク ス は ま た も っ と高 い

程 度 の,イ ン タ ラク テ ィ ブ な エ レ ク ト ロ ニ ック

・バ ン キ ン グ や シ ョ ッ ピ ン グ の よ うな ホ ー ム ・

サ ー ビ ス を や っ て お り ま す 。

い ろ い ろ な プ ロ ダ ク ト,サ ー ビス と い う も の

が こ こ に 出 て お りま す が,こ れ は ワ ー ル ド ワ イ

ド ・デ ー タ ・プ ロ セ ッシ ン グ あ る い は コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン の ケ ー パ ビ リテ ィを使 い ま して オ フ

ァー して お りま す 。 そ して,ア メ リカ ン ・エ ク

ス プ レス と い う もの が 世 界 一 流 の 会 社 で あ る こ

と を維 持 し て お る わ け で あ り ます 。9つ の イ ン

フ ォ メ ー シ ョ ン ・プ ロ.セ ッ シ ン グ ・セ ン タ ー を

持 ってk・ りま す 。 そ れ か ら,6つ の世 界 的 な デ

ー タ と タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・ネ ッ ト ワー ク ・グ

ル ー プ,そ れ か ら70の 大 き な コ ン ピ ュー タ ・

シ ス テ ム と229の 小 さ い コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス

テ ム を 持 っ て お り ま して,こ れ が1万7,000

の 社 内 タ ー ミナ ル と5,700の 社 外 タ ー ミ ナ ル

に サ ー ビス して い る わ け で あ りま す 。 こ れ はP

OSの オ ー ソ リゼ ー シ ョ ン あ る い は チ ャー トを

扱 って お る も の で あ りま す 。 デ ー タ ・プ ロ セ ッ

シ ン グ の 人 間 は 約5,000人 お りま す 。

次 は デ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク で す が,ア メ リ カ

ン ・エ ク ス プ レ ス は イ ン チ プ レ ー テ ッ ド ・デ ー

タ ・ネ ッ ト ワ ー ク と して は 世 界 で 一 番 大 き い も

の の1つ を 持 っ て お りま す 。 デ ー タ ・タ ー ミナ

ル は3,500ば か り,POSタ ー ミ ナ ル は5,000

以 上,そ して パ ー テ ィ ・リン ク と しま して は50

以 上 を1981年 ベ ー ス で 持 っ て お り ま す 。 た

と え ば エ ア ・ラ イ ン と か 百 貨 店 とか い う もの の

リ ン ク を と って お る わ け で あ りま す 。 ネ ッ トワ

ー ク は ま ず1977年 .で き ま し て こ れ はIB

Mの ス タ ン ダ ー ド,シ ス テ ム ・ネ ッ トワ ー ク

・ア ー キ テ ク チ ュ ア(SNA').で や った わ け で

あ ります 。 こ れ は 非 常 に コ ス ト ・エ フ ェク テ ィ

ブ な ア ク セ ス を デ ー タ ベ ー ス に ど こ で も と れ る

よ うに した わ け で あ りま す 。 そ し て,コ ン ピ ュ

ー タ の プ ラ イ ス ・パ フ ォ ー マ ン ス を 非 常 に 下 げ

ま し て,ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ソ フ ト ウ ェ ア を使

い や す く した わ け で あ り ま す 。POSの ク レ ジ

ッ ト ・オ ー ソ リゼ ー シ ョン の タ ー ミナ ル の よ う

な 多 くのSNAで な い デ バ イ ス を 特 別 に 開 発 さ

れ た マ イク ロ コ ン ピ ュー タ を 使 っ て ネ ッ ト ワ 一 層

ク に く っつ け る こ と が で き る わ け で あ りま す 。

50都 市 以 上,東 京 も含 ま れ てk・.bま す が,こ

こか ら ネ ッ ト ワ ー ク に 直 接 ア ク セ ス が とれ ま す 。

そ して,デ ー タ ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンは カ ン パ

ニ ー ズ ・カ ー ド,旅 行,TC,そ し て リス ポ ン

ス ・デ ビ ジ ョン に 対 して ア ク セス を と っ て,

ま た イ ン フ ォ メ ー シ ョ ンの ク リ ア ラ ン ス が で き

ま す 。 こ れ は 銀 行 とか 会 社 の ス タ ッ フ に つ い て

そ う い う こ と が で き る わ け で す 。

こ うい うふ う な ア ク セス が き ち ん と と れ る と

い うこ とで ネ ッ トワ ー ク が 非 常 に使 い や す く な

っ て い る わ け で あ りま す 。 そ れ か らまた,1977

年 か ら1981年 に 開 発 と使 用 コ ス トが6分 の

層
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1に 下 が っ て お り ま す 。 将 来,IBMのSNA

ソ フ ト ウ ェ ア を 始 め る こ と に よ リ ネ ッ トワ ー ク

の 能 力 は 増 加 す る で し ょ う。 そ して,会 社 の 中

のSNA以 外 の ネ ッ ト ワ ー ク に も接 続 で きる よ

うに して お り ま す 。 そ し て,リ ソ ー ス の シ ェ ア

リ ン グ,オ ペ レ ー シ ョ ン の バ ック ア ッ プ とい う

もの を デ ー タ ・セ ン タ ー の 間 に と れ る よ うに し

て お り ま す 。 そ れ か らま た,イ ン チ プ レ ー テ ッ

ド ・プ ロ ダ ク ト ・サ ー ビス と い う も の の デ リバ

リー を 非 常 に しや す く して お りま す 。 こ れ は 業

種 に よ らず い ろ い ろ デ リバ リー が で き る よ うに

な って お りま す 。

経 営 メ ッセ ー ジ ・ネ ッ ト ワー ク で す が,ア メ

リカ ン ・エ ク ス プ レ ス は 経 営 の メ ッ セ ー ジ ・ネ

ソ ト ワ ー ク とい う も の を 持 って お りま す 。 こ れ

は 最 初 テ レ ック ス ・タ イ プ の タ ー ミナ ル を使 い

ま した け れ ど も,ス トア ・ア ン ド ・フ ォ ワー ド

・ メ ッセ ー ジ ン グ ・ア プ リ ケ ー シ ョン もで き る

よ うに し て お りま す 。 こ れ は 前 に 言 い ま したS

NAの ネ ッ トワ ー ク を使 って や っ て お る わ け で

あ り ま す 。 最 近,250タ ー ミ ナ ル が サ ポ ー ト

さ れ て お り ま す 。 テ レ タ イ プ ラ イ タ ー ・タ イ プ

の も の は130,120はIBMの3270の

SNAタ ー ミ ナ ル で す 。 こ うい う タ ー ミ ナ ル は

世 界 の61都 市 に 設 置 さ れ て お りま す 。 そ して

カ ー ド,旅 行,TC,そ う い う もの の 日常 ビ ジ

ネ ス をサ ポ ー ト して お り ま す 。 そ れ に 加 え て,

ア メ リカ ン ・エ ク ス プ レス ・イ ン タ ー ナ シ ョ ナ

ル ・バ ン キ ン グ ・コ ー ポ レ ー シ ョ ン や コ ー ポ レ

ー ト ・オ フ ィス の 商 売 も こ の ネ ッ トワ ー ク を 使

っ て お りま す 。300万 以 上 の メ ッセ ー ジ が

1981年 に こ の ネ ッ ト ワ ー ク を使 って 運 ば れ

ま し た 。 こ れ は コ ス ト的 に も テ レ ッ ク ス ・タ イ

プの サ ー ビス よ り も25%割 安 に な って お る わ

け で あ りま す 。

こ の ネ ッ トワ ー ク は ス ロ ー で テ レ タ イ プ の よ

う に エ ラ ー の 多 い も の に 取 って わ か りま して,

ボ リ ュー ム も 多 く扱 え,正 確 度 の 高 い プ ロ セ ッ

シ ン グ が で き る よ うに な っ た わ け で あ りま す 。

こ う い うハ イ ス ピ ー ド ・サ ー ビ ス が で き る こ と

ローカル ・ネットワーク

にな りま して,加 入 会社の側 としま して も,非

常に性 能が上 が ったり能率 の高い仕事が できる

ように な っているわけで ございます。 ケー パ ビ

リテ ィとして も拡大 を し続けてお りま して,香

港 とか英国 の ブライ トンな どにお きます スイ ッ

チ ・システ ムを新 しい ものに してお ります。

それでは ち ょっと多機能 ター ミナルについて

話 を したい と思います 。 これは皆 さんの 前に あ

るよ うなター ミナルを使 いま して,カ ー ド・オ

ーソ リゼー シ
ョン ・インフ ォメー シ ョンに もア

ク セスが とれ ます し,こ れは アメリカのア リゾ

ナの フ ェネ ックスに あるわけであ りま して,数

分後に机の前の同 じター ミナルでニ ュー ヨーク

もコールで きます。そ して,各 職員 の背景,履

歴 書 もとれ る。それか らまた,す ぐその後 でい

ろいろ な経 営 メ ッセー ジを同 じネ ットワーク内

のほかの ところに送 る とい うこと もできます 。

ち ょっと電話 の ダイヤル を回 すだけで呼び出 し

がで きるわけで あります 。数年 前は ター ミナル

を3つ ぐらい使 わない とこうい う別の もの を扱

え なか ったのですが,現 在 ではkく て1個 の も

ので よくなったわけで あります。全体のオペ レ

ー シ ョン ・コス トは非 常に下が ったわけで あ り

ます。投 資額 と して も非 常に少 な くて済む。 こ

うい う多機 能 ター ミナル とい うものをわれわれ

はサ ー ビス提供 できるわけで あります。

ア メリカン ・エクス プレス ・プライベー ト・

ボイス ・ネ ッ トワーク,こ れ はア メリカ本土 内

で電話 では2万5,000以 上 サー ビス して お り

ます 。1981年 には そのネ ットワークは電話

の コー ルとしては1,400万 以 上 を6つ の タ ン

デ ム ・ス イ ッチで処理 し,AT&Tの コモ ン ・

コン トロール ・スイ ッチ ング ・ア レンジメ ン ト

・タ リフで運営 してお ります 。これ らの スイ ッ

チはAT&Tの ラ イン もそ の他の コモン ・キ ャ

リア も使 いま して,普 通 の電話 を使 うよりも25

%ぐ らい割安 にサー ビスがで きるよ うに して お

るわけで あります。

ア メ リカン ・エクスプ レスは,将 来,非 常に

高品質 な テレホ ン ・サー ビス とい うもの もや り
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た いとい うふ うに考えて お ります 。いろいろ研

究 を しております。そ して,こ の高品質 の電話

サー ビス とい うものは,い ろいろ ケーブル料 金

も変わ る と思います けれ ども,非 常 に割安 に提

供 で きる と思 って おります。 カンパニ ーのデ ィ

ジタル ・スイ ッチ ・それか らサテ ライ トを使 っ

た コ ミュニケー ションの フ ァンクシ ョン も将来

提供 で きると考 えて お ります 。

次に,オ フィス ・シス テムですが,こ れはわ

れわれの ビジネスのシステム ズ ・コミュニケー

ション ・ケニパビリティの一環 でありますが,1980

年代 の後半 にわれわれは大 々的に テクノ ロジー

の開発 をこの面 について行 いま して,プ ロダク

ト,サ ー ビス とい うものをつ くり出 しま した。

そ して,ア メ リカン ・エクス プ レスの経営 に も

フ.ラスに使え るよ うに した わけであ ります。 こ

の アプ リケーシ ョンはオ フ ィス ・オー トメー シ

ョンとか オフィス ・システ ムという名前でいま

呼 ばれて おります。

幾 つかの評判 の よい コンサ ルテ ィング ・ファ

ーム,ス タンフ ォー ド ・リサーチ ・インステ ィ

テ ユー ト,ブ ーズ,ア レン ・ア ン ド ・ハ ミル ト

ン,そ してデ ィー ボル ドなどに よる と,1985

年 で はオ フィス ・システ ムは アメ リカの経営関

係や専門家は8～15%生 産 性 ア ップに なるだ

ろ うと言 っております。そ して,経 営上の コス

トを上げ,テ クノロジー ・コス トを下げ,も っ

とサ ー ビス関係 に重点 を移 す とい うことでは,

このOAと い うものは非常 に メ リッ トが ある と

い うふ うに言 って おります 。われ われ の 目標は

生産性 ア ップで,こ れは プロシ ェク シ ョナル,

経 営者に対 しま しては このOAを 使 って大いに

や ってい こうとい うわけで あ ります。 アメ リカ

ン ・エクス プ レス ・プラザ ・ビルデ ィング,こ

れはわれわれの アメ リカン ・エクス プレスの本

部で,い ろい ろな経営 ス タ ッフが集 中 してお り,

3,000入 以 上 お りますが,こ の建 物 はマ ンハ

ッタンの島 の中の40階 建 ての建物 で,そ こで

大 々的に使 っていこ うと考 えて お ります 。また,

学 際的 な タスク ・フォースをつ くりま して,お

のおのの ビジネス ・ユ ニ ットか ら代表 を出 しま

していろいろ研 究 を7ヵ 月間 行わせま した。

最初 のステ ップはアメ リカのオフ ィス ・シス

テムのパ イオニアー ド・ユ ース と言われる他 の.

会 社へ行 きま して,ス リー ・キー ・ベ ンダー,

IBM,ワ ン グ ・ゼ ロ ックスの現在 の機械 と将

来の方向の実態調査 を したわけで あ ります。ま

た,わ れわれはMITに も行 きま して,ど の よ

うな研究 をMITで オ フ ィス ・システムにつ い

て行 ってい るか とい うことも調査 したわ けであ

ります。

そ して,こ のプ ロジ ェク ト ・チー ムはア メ ッ

クス ・プラザ ・コンプ レックスの中の ニーズの

ア セス メン トも,情 報の流 れや普通 の1日 をオ

フ ィス ・ワー カーが ビルの中で ど うい うふ うに

使 っておるか とい うことの解析 も行 ったわけ で

あ ります。 これは幾 つかの方法 を使 って,た と

えば業務 日報 とか メール関係,文 書交換,そ れ

か らオ フィス間の コミュニケー シ ョン,そ れ か

らファイル,そ うい うもの を全部 チ ェック した

わけで あります。

そ して,プ ロジェク ト ・チームは オフ ィス ・

シス テムの アプ リケーシ ョンを コス ト ・エフ ェ

クテ ィブにや るには どうい うことをや った らい

いか とい うことがそ こか らわか って きた わけで

あ ります。そ して,わ れわれは1981年 と

1982年 に それ をベースに して行動 を開始 し

たわけで あ ります。

この結果はほかか ら出 ておる データ と大体同

じようなものにな ってお ります。

ビルの中のオ フィスの労働 者 が1日 の業務 を

どうい うふ うに行 って おるかを,エ グゼ キュテ

ィブ,マ ネ ジャー,プ ロフ ェッシ ョナル,普 通

の社員 とい う4つ の階層 に分けてや ってお りま

す。

オフ ィス ・デスクの約3分 の1の 時 間 を電話

をかけ るとい うことに費 や して おるとい うこと

です。 エグゼキ ュテ ィブ,マ ネジ ャーでは言葉

の コ ミュニケー シ ョンに1日 の非 常に多 くの時

間を使 ってお ります 。 ミーテ ィングや電話 が1
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日の半分以上 にな って お ります。

プロフェ ッシ ョナル なス タ ソフは,経 営上 の

行動 としては 分析 に時間を費や しています。

個 々のデータをチ ェック してみ ます と,動 作

のス ピー ドや経過 した時間 とい うものは,そ れ

に対 してど うい うふ うにテ クノロジーを取 り入

れていけ ば よいか とい うことがわか るわけです。

2.5ペ ー ジぐらいの典型的 な書類 で あ ってもつ

くるのに少 な くとも1日 かかる,そ して配付 さ

れるのには あ と1日 かかる,ト ータル2日 かか

る とい うことが わかったわけで あ ります。 イン

ラ ・プラザ のメールの3分 の1は 手 で もって

運ばれて お りま した。また,ク ラ リカル ・ス タ

ッフでない人の4分 の3以 上 はいろhう なフ ァ

イ リングをや ってお ります。そ して,ほ とん ど

すべてのサーベイが一 致 して指 摘 した項 目は時

間 をむだに しておるとい うことで あ ります。 テ

ク ノロ ジーで非常に広範 に使 われてい るものは

約130ワ ー ドプロセ ッサーが あ った,そ れ く

らいの ものだ ったのです。 とい うことで,ア メ

リカン ・エクス プ レスの本部 の中で も新 しいテ

クノ ロジーをどん どん取 り入れ て,マ ニ ュアル

を減 ら してい く可能性が あるとい うことがわか

ったわけで あ ります。

おのおののオ フィス ・アクテ ィビテ ィにっい

て非常に細 か いフローチ ャー トをつ くりま した。

そ して,オ フィス ・システ ムを取 り入れ て,そ

れが どうい うふ うに変 わ ってい くか とい うこ と

を チ ェック してまい ったわげで あ ります 。改 良

とい うことで,ス ピー ドあるい はまた人 間の数

を減 らす ことあるいはまた コス ト ・ダ ウンが ど

うい うふ うな影響 があ ったかチ ェックいた しま

した。そ して,こ の採算分岐点 とい うものを非

常に低 く下げ る ことがで きたわけ であ ります 。

た とえば ボイス ・メッセー ジ ・システム(VM

S)で は 採算分岐点は1日/VMSコ ー ルやれ

ば もう元が とれ るとい うことです。 エレク トロ

ニ ック ・メールを使います し,も しユー ザー が

ター ミナルを持 っておれば1日 に2つ の ドキ ュ

メン トを送れば よろ しい,タ ー ミナ ルが ない場

ローカル ・ネ ットワーク

合には1日 に6つ ドキュメン トを送 れば割 に合

う。 ワー ドプ ロセ ッサーは1日 に10ベ ー ジ以

上 タイプす れば採算 分岐点 を超 え る。デ ィクテ

ーシ
ョンの場合は1日 に1つ の ドキュメン トを

つ くれば元 が とれる とい うこ とがわか ったわけ

です。

プ ロジ ェク ト・チー ムは こうい うアプ リケー

ション,フ ァンクシ ョンのプ レーク ・ダ ウンを

つ くりま して,事 務職並 びに非事務職 に分けて

みたわけです。,生 産性 の ア ップ とい うことは

1986年 までに実施 で きる とい うことがわか

ったわけ であ ります 。その従業員 の使 います所

要 時間 におけ る最 も大 きな節減は電子郵便 が3

%,そ の次にデ ータを統合す るため,2.8%,

ボ イス ・メ ッ七一 ジングが1.4%,言 語処理 が

1,1%,そ れ か ら口述筆記が0,7%の 時 間 節減

で ございます。

その総合的 な正味 の結果は,オ フィス ・シス

テ ムを使 うことに よってすべての人間 の生産性

の改 善は内輪 に見積 もっても9%で ご ざいま し

て,業 界全 体のオ フィス ・システムに よります

貢献度 よ りもず っと下 回 った内輪 目の もの を出

したわけで あ ります 。

これ らの1つ または組み合 わせの応用 で,す

べての レベ ルでの作業 に関 して効率化 が期待 で

きる とい うことです。た とえば ボイス ・メ ッ七

一 ジングがで きれば重役 とか専門職の人 々が電

話 をかげ る時 間の6、7%が 節 約 で きます し,ま

た事務職員のかけて おりま した作業時間 の10.5

%が 節 約で きるわげです。 また,テ キス トやデ

ータ処理や 口述 を統合す る ことに よって マネ ジ

ャーや専 門職 の使 ってい る時間の10.4%節 約

で きて,も っと考 えた り検討 した.りす る ことに

回せ ます。 これ らを全部 や ってみま して,わ れ

われ としては,職 員,事 務職 員に関 しては17.9

%時 間 節約 で きます レ マネジ ャ三や専 門職 の

人 々の時間節約 は7.β%に な るだろ うとい うこ

とに左っております。事務職員 のための生産性改

良は管理職 や専門職の2倍 が期待で きるわけ で

あ りま して,事 務職員の賃金 は約6分 の1が 支
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払 われている とい うこと であ ります。 とい うこ

とは,管 理職 や専 門職は事務職 員の人々の6倍

の給.与を得てkり,6分 の1が 職員,事 務職員

に支払われ ている とい うことであ ります。 です

か ら,こ れ らは管理職 と専 門職 の人 々の生産性

を向上す る方がず っとよい,そ して事務職員 に

比 べて約3倍 の効 果が上が り得 るとい うことが

この調査 の結果結論 で きたわけです 。

効率 を高 める とい うことにつけ加 えま して,

オ フ ィス ・システ ムの使用は,た とえば ア メリ'

カ ン ・エクス プレスの よ うな分散型 の会社には

コ ミュニ ケー シ ョンとコン トロールが大変役立

つ とい うことがわか ったわけです。 たとえば情

報 の流れが速 くな るので顧 客に対 しま しての応

答が速 くな ります し,マ ネジ ャーや専門職 の 自

給 自足性 が も っと高 くな って,ど こに 自分の 同

僚 が行 っていた と しても簡 単 に連絡 が とれ ると

い うことがわか ったわけです。

私 どもはい ろいろな重要 な側面 を考 えま して,

オ フィス ・システムを導 入す る際 の戦略的な立

場 を と ったわけです。2つ の ベンダーを考え ま

した。IBMと ワ ングの エク イ ップメン トを入

れ ることに よって最大限 の機能性 を確保 するこ

とに したわけです。職 員の使い ます装置は 自分

自身の ワー ド・プロセ ッシング と口述筆記 のた

めに使 お う。 コーポ レー ト ・システ ムとテ レコ

ミニケー シ ョンは実 行に関 して責任 を負い,開

発 と運営 に関 しては電子 郵便 とボ イス ・メ ッセ

ー ジング ・システムをや ったわけです。 ユーザ

ーの委員会 を拡大 して ,ア メ リカ ン ・エクスプ

レスの プラザ本部 だけで は左 くて,全 部 を組み

込 む ようにいた しま した 。そのために共通の枠

組 で統合 したオ フィス ・システ ムの能 力が全社

的 に広 が る ように確 保 したわけで あ ります。 ま

た,こ こで われ われ と しま しては,た だ単 にオ

フ ィス ・システ ムの ソフ トウェアを開発 す るの

でば な くて,買 うとい うことを考 えた わけで あ

ります。す なわ ち,端 末機の数 が どん どんふえ

て,ま たそ れ らの配置 と再配置 のためにかげ ま

す ような種類 の経費 を減 らすため には ・一 カル

・エ リア ・ネ ットワークを採用す ることに より,

も っと自分た ちが実践 で きて,そ して知識 をふ ・

や してい こうと思 った わけです。これに関 して

は後ほ ど詳述 をいた します。オ フィス ・システ

ムのア プリケー ションをまず本部 で運用 してみ

よ うとい うことに したわけです 。

現在,1,000の ユーザーが私 どもの ボイス

・メ ッセー ジ ・シス テムに入 ってお ります。実

際 ワー ドプ ロセ ッサーの数は130か ら260

にふ え ま した。それに加 えま して,わ れ われは

電子郵便 の パイ・ッ ト ・ス タデ ィを60の ユ ー

ザーを使 い ま して,IBMの ソ フ トウ ェア ・パ

ッケー ジのPROFSを 使 っ.てや ったわけです。

昨年,わ れわれはかな り大 きな オフ ィス ・シ

ステムの コンサルテ ィング業務 と研修業務 を私

ど もの建物 内で いた しま した。同時に,わ れわ

れはユーザに絶 えず連絡 をとりけ して,た とえ

ば技術評価 やニ ュース レターを出版い た しま し

て,私 どもが これ らを実施 す る際にIBMと か

ワングの製 品で どの ような機材 を選択 するべき

か,ア メ ックスが持 っているか とい うようなガ

イ ドラインをつ くりま して クライエン トに出 し

ま した。

1982年 の早 い段階 ですけれ ど も,私 ど も

が計画 をいた しま して,1985年 には新 しい

本部 の建 物に転居 す るとい うことを発表 したわ

けです。 これ を利用 してオ フィス ・シス テムを

計画 し,実 施 しようとい うことに した わけです。

ロー カル ・エ リア ・ネ ットワークを使 お うとい

うことです。真ん中の ビルは51階 建 ての アメ

リカン ・エクスプ レス ・タ ワー と呼ば れている

建物 で,世 界的 な財政 センターである ところの

ニ ュー ヨークの ウ ォール ・ス トリー トの商業地

域に建 て られ るわけで あります。 これで秩序立

った建物全域 にわた るような ローカル ・エ リア

・ネ ットワークを実施 しようとい うことだ った

わけです。 ロー カル ・エ リア ・ネ ットワークを

発展させ て この新 しい建物 の中で使 お うとい う

ことにな ったわけです。

一般的 に申 しまして,ロ ーカル ・エ リア ・ネ
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ットワークは次の よ うに定義 で きると思います 。

すなわち,あ る大 きな建物 な り幾 つかの小 さな

建物のかたま りの よ うな限定 された地理的 な地

域に分散 した形 の よ うなユーザーに よって情報

の資源 を効果的 に共有 され るネ ットワークとい

うふ うに定義 され てお ります 。

典型的 には,LANは デ ー タ端末機,ワ ー ド

・プロセ ッシング端末機
,ミ ニコ ンピュータ,

パ ー ソナル ・コン ピ
ュータ,プ リンターその他

か らできてお・ります。

LANは い ろいろな形態で 出てまい ります。

単 なる物理 的 な連絡性 を持つ もの か らデー タの

伝送能力を持 った ものに,違 った タイ プ¢〉装置

か ら別の タ イプの ものに も移 行が可能にな り,

プ ロ トコル,プ ロシージ ュア,ま た内部 的なア

ーキテクチ
ュア も違 って も処理 す ることができ

るわけで あ ります。

私 どもと しては,こ のLANの テクノ ロジー

を新 しいOAの1つ の候補 と してや っていたわ

けであ ります 。私 どもの ような大企業に関 しま

しては5年 先の予測 とい うのは非常 にむずか し

いわけです。 しか し,適 切 な形 で設計 されま し

た ローカル ・エ リア ・ネ ッ トワークの設備 を使

いますれ ば,新 しい機材 がつけ 加え られ ,拡 大

する ときに も容 易にその内部連結 を図れます。

また,ロ ーカル ・エリア ・ネ ットワークは,さ

らに新 しい追加的 なネ ットワー クをつ くり出す

よりも,ず っと補 完 し,付 属的 につけ加 えてい

くとい う形 で拡大 が容易 に な ります し,廉 価に

な ります 。

LANの 持 ちます長所は,た とえばLANは

高速 コンピュータ ・コン ピュータ間 の リンク も

で きます。それは ファイル輸送 のために やるわ

けです。他方にお いては,た とえばLANを た

だ単 に病院内 のデータ ・コ ミュニケーシ ョンだ

けでは な く,ビ デオの リク ワィアメン トとかセ

キ ュリテ ィとか環境関 係の システムのためのデ

ータの取 り扱 い もさせ られるわ けです
。

どの ようなLANの 場 合で も,連 結性が非常

にす ぐれ ておる し,高 速の データ伝送が可能で

ローカル ・ネ ットワーク

す し,信 頼性 が高いです し,将 来の伝送 の ニー

ズに対 して拡張 の融通性 が大 であ ります。

ですか ら,オ フ ィス ・システムを計画す る際

に,LANを 使 うことに よってオ フ ィスや機器

の再配置が容易 にな ります。た とえば私 どもの

建物 の中でわか ったのですが,30～40%の

人 々が移動 します。 とい うことは,あ るオ フィ

スに座 ってい て,次 の ときそ こに訪問 して も,

そ の人は もうそ のオフ ィスにはお らぬ とい うよ

うに,移 動性 が高いわけであ ります。

また,ロ ーカル ・エ リア ・ネ ットワー クの中

に幾つかの主 要 なコス ト要素が あ ります。

まず,建 物全 体に対 する配線 であ りま して,

これは主要 な一 時コス トで,一 括 コス トと して

高 くつ くものであbま す 。1つ1つ の アウ トレ

ットに50～100ド ル かか ります。 この コス

トはどの ようなケー ブル を選択す るか,ま たそ

の建物 がどの ような形 にな るかで変 わ ります。

また,既 存 の建 物への敷設 はほかの理 由で大幅

な改築計画 がな い限 りはで きない として除外 し

て お ります 。 この点をぜ ひ繰 り返 してお きたい

と思います 。今 日の改築経費 を考え ますと,現

在の よ うな コス トでは既存 の ビルに ロー カル ・

ネ ッ トワークのために配線 を して も引 き合わ な

い わけです。 た とえば いま言い ま した よ うな,

1つ1つ の ア ウ トレッ トごとに50～100ド

ル ではできないわけです。建物 自身に よほ ど大

幅な改築計画が なければ いけ ないわげです。

補足的 なコス トと しま して,そ れに連結 させ

ます装置が あるわけです。MODEMと か タ ップ

とか アダ プター とい うものです 。 これは1つ1

つ のコネク シ ョンごとに アメ リカでは現 在少 な

くとも500ド ル かか ってお ります 。

また,ネ ッ トワークを管理い た します ハー ド

ウ ェアとソ フ トウェアの コス トは,ロ ーカル ・

ネ ッ トが提供 しますコ ミュニケーシ ョンの水準

に よります。 これは非常 に複雑 なソフ トウ ェア

をするか,そ して普遍 的 な連結性,た だ単 に プ

ロ トコルだけでは な くて ,フ ァンクシ ョナル ・

コー ドのコンバ ージ ョンま でさせ るようなもの
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にするかに よ って変 わ ってきます。主要 な運転

コス トは,定 期的 な ケー ブルの保 守または機材

の診断 チ ェック,ま た故障 の ときに問 題 を識別

す る ような ものです。た とえば アメ リカの太 き

左大学ではLANの インスタレーションは1600

ぐらいの アウ トレ ットですが,保 守 コス トは 月

当た り1万5,000ド ル ぐらいかか っている よ

うであ ります し,全 体の システ ムの インス タ レ

ーシ
ョン ・コス トの10%ぐ らいが保守 コス ト

だとい うふ うに試算 され てお ります。

LANは どの く らい便益 を もた らすか とい う

分析 を しなければ なけません。 ですか ら,LAN

を敷 設す るか または代替的 な方法 を とるか に関

しては コス トにの っと った将来 の筋書 きが ど う

であるか を描 いてみる必要 があ るわけ です 。オ

フ ィス ・オー トメーシ ョンに関 していろいろな

技術 や学 際的 な情報が必要 なの で,将 来 の シナ

リオを書 くとい うことはか な りむずか しいと思

います。 といいます のは,優 秀 な事例研究 が過

去 に まだなされていないか らであ ります。

LANの 技術 が普及す るのを阻止 してお りま

す事実は,こ の分野 にいわゆる基準 がない とい

うことであ ります。た とえば メーカーは 自分 自

身が端末機 を押 さえた ときに,そ れに関 して教

区の牧 師の ように 自分 のテ リトリーを守ろ うと

い うような態度 をと ってお ります 。 この ことは

ア メリカン ・エクス プレスの よ うな大 きなユー

ザーにと っては非常 にむず か しいわけ であ りま

す。た とえばISOのOSI参 考 モデル では大

抵のLANの 装 置 は レベル1,レ ベ ル2ぐ らい

まで しか利用 で きません 。実際に端末機 がほ か

の高いOSIレ ベ ルの もの を連結 するためには

ソフ トウェアを開発 しなければ な らない わけで

す 。これの整合性 を持 たせ るためにはア メ リカ

で向 こう5カ 年はかかる と思 います 。そ のため

には厳密 で有効 な基準 をつ くるべ きだと思いま

す。そのた めにLANの 基 準 をIEEE,イ ン

ステ ィテ ユー ト ・オ ブ ・エレク トリカル ・アン

ド ・エレク トロニクス ・エンジニアーズで確 立

す る。そ して,802委 員 会 を開 きま して,た

とえぱ トークン ・リング,ト ーク ン ・バス,そ

してキ ャリア ・センス ・マルチ プル ・アク セス

をコ リジ ョン ・デ ィテ ク トでやる とか,こ うい

うよ うな ローカル ・エリア ・ネ ッ トワーク ・ス

タ ンダー ドを検 討 して お ります。

た とえ ばIBMはIEEEに 対 して,LAN

に 関 します コンセプ トでいわゆる ヒエ ラル ヒカ

ル ・トークン ・リング とい うアーキテクチ ュア

を提案 して お ります。私 どもア メ リカン ・エク

ス ・プ レスは非常 に感心 したのです が,シ ール

ドされた トウィス テ ッド ・ペ アの銅線 を使 うと

い うことをや って お ります 。

IEEEは,最 適 なネ ッ トワークの キ ャパ シ

テ ィ,ま た地理的 な規模,サ ー ビスの範 囲 を明

確 に示す こと,リ スポ ンス ・タイムの短 縮 を図

り,ま た トランザ クシ ョン志向型の能 力 としま

してのエ ラー ・レー トをス タンダー ド化 しよう

と してお ります。

また,LANを 導 入 す るために新規 の建物 に

あ らか じめワイヤ リングす ることに関 して,L

ANの 実 行や保 守の と きに幾つかの アーキテク

チ ュアの問題 が ございます 。それ らの物理 的 な

要求は,そ の建物 自身の実際の構造 とか レイア

ウトにずいぶん左右 されて しまいます。そのた

めに,建 築基準 の中に も,ケ ーブルの タイプと

か,そ れに関連 しま した ような装 置 とか,特 定

の空間 を どれ ぐらい必要 とす るか,ま た どれ ぐ

らい装置 や ケーブルに関 して接近可能 に してい

くか とい うような要件 を盛 り込みた い と思 いま

す 。新 しい建物 の場合には簡単に配線 のデザ イ

ンをする ことがで きるわけです 。 これに関 して

は,あ らか じめ構造が は っき り理解 されて ワイ

ヤ リングを設計 す る,ま た設置 す ることに なる

ことが必要で あ ります。

また,オ フ ィス ・システ ムの調査 をいた した

わけで,こ の研究結果 では ア メリカン ・エクス

プレス ・プラザで ター ミナル数が ふえ るだろ う

とい うふうに予測 してお ります 。初 めに,ロ ー

カル ・エ リア ・ネ ッ トワークではデ ータ伝送 の

ための媒体 を多段式で提供 しよ う,そ の ために
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長期的 に より安 くつ くよ うな容易 な端末機の再

配置 を可能 に しようと思 ってお ります 。最近で

は約900個 の 端末機 が本部の中に あるわけで,

これ はニ ュー メ リカルに ランクされた わけ です 。

IBM,ワ ング,ク ォー トロン,タ イムシ ェア

リングの端末機,そ れか らパ ーソナル ・コン ピ

ュータであ ります。 これ らの端末機器 は主 要 な

連結性 の要件が,端 末機 とコン トロー ラーまた

は端末機 とミニ コン ピュー タだ けの連 結性 しか

規定 され ていないわけです。IBMの メ イン ・

フレームの ものでは,た とえば3270の よ う

なIBMの デ ー タ ・ター ミナルでは,わ れわれ

としま してはIBMに 互 換性 のあ るLANを つ

けなければ いけ ないわ けです 。 しば しば再 配置

をす るわけですか ら,LANに は この ような要

件 も盛 り込んで お く必要が あ ります 。大体30

%の ア メ リカン ・エクスプ レスの従業員が1年

間に移動 して別 の部署に変 わ ります。 そのため

端末機 も再配置 が容易 でなければ いけ ないわげ

です。それか ら,新 しい建物には これ らのデー

タのテ キス トとか ビデオ を取 り扱 える ように し

て お く必要が ある と思 ったわけです。

私 どもは,現 在,利 用可能 な技術 と,ま たわ

りと短期 的 な将来に どの よ うな必要 性が 出て く

るかを考 えま して,新 しい建物 の中でLANの

複 数の基準 を使いま して,た だ単 に1つ の普遍

的 なLANを 全 部 アプ リケーシ ョンす るの では

な くて,複 数の連結性 を持 たせ た よ うな ヒエ ラ

ル ヒー上 の ものが よい とい うふ うに考 えたわけ

です。 とい うことは,す でに アメックスはIBM

か らた くさんの装 置を買い入れて投資 してお り

ますので,IBMのLANを 使 お うと言 ってts

りま す。昨 日聞いたのですけれ ど も,ア メ リカ

か ら出 ていま ここに出張 している間 に,IBM

がLANの ものをアナ ウンスするそ うであ りま

す 。 ロー カル ・エ リア ・ネ ットワークはIBM

製 の ものを買 うことになると思 うのです。1984

年 に われ われが採用可能 なように発表す るそ う

で あ ります 。 とい うことは,わ れわれ と しま し

てはブ ロー ド ・バ ン ドの ネ ッ トワークを使い ま

ローカル ・ネットワーク

して,こ れは ただ単 に音声だ けではな くて,ビ

デオ もコミュニケー トできる ようにするわけで

あ ります 。われわれ は必要 な ときに これ らを活

用す るわけですが,現 時点 だけでは な く,将 来

の拡大可能性 も見込ん でおか なけれ ばいけ ない

わけ です,私 どもは ロー カル ・エ リア ・ネ ット

ワークを1983年 の後期にい まの ワイヤーに

フ ァイバー ・オプテ ィ ックが取 ってかわる とい

うときには,そ れ も使え る ように してお きたい

と思 ってお ります。

ですか ら,現 在私 ど もは建物全域 にわた りま

す ような技術評価,ま た1985年 の段階 で情

報の要求が どれ くらい起 こ って くるかとい う予

測 をいま立てているわ けで して,こ れはLAN

の技 術 を使 ってや って● ります。 そのデ ータを

使 うことに よって私 どもが状況 をよ りよく評価

し,ま た コス ト ・ジ ャステ ィフ ァイをす る際に,

わ れわれはIBMと 一緒 にLANの パ イ ロ ット

・テス トを来年 やろうと思 ってお ります。

LANの 技 術に関す る私 どもの研究結 果 とオ

フィスの システムの状況 がわが社 では ど うな っ

ているかの2っ をあわせて,次 の ような意見 を

勧告 と して皆様にいた したいと思 います 。

すなわ ち,全 体のLANの 要 件 とか端末機 の

台数,ま た端末機 のタ イプ,連 結性,ま'た トラ

ヒ ック ・タイプなど,非 常に詳細 にわた った コ

ス トに関する調査 を慎 重に分析 した結果 を使 っ

てLANに 関 す る評価 をすべ きであ るわけです。

また,1、ANを 採 用す るこ とに よって どれだ け

の便益 が期待 で きるか。古い建物で はそれを正

当化 で きませ ん。建物 を新 築す る際 にはLAN'

は取 り入れやすいわけで あ ります。

また,LANの 敷 設の ときの ドライビング ・

フォース と申 しますのは,た とえば ブ ロー ド・

バ ン ドとか ベース ・バ ン ドとか フ ァイバーの よ

うなものが どの ような将来性 を持 った技術 であ

るか とい うものであるわけです 。 また,LAN

は技 術が どん どん進歩 してお りますので,必 ず

ほかの新 しく登場する ものに取 ってかわ ってそ

ち らを選択で きる よう左可能性 を開いてお く必
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要 が あると思 います 。

結論 としま しては,私 ど もはLANを 使 うこ

とに よりま してオ フ ィス活動 の効率が非常に潜

在的に向上 で きる とい う確信 を持 ちま した。 し

か しなが ら,こ の ような新 しい技 術は ユーザ ー

と管理 者の両方が十分理解 していなければ いけ

ないわけです.で すか ら,そ の ためには余 りリ

スクの高 くない ような パイロ ット ・テス トをや

っ.てみる必要が あ るわけで あ ります 。そ して,

コス トが本当 に効果的 であ るか ど うかを マネ ジ

メントか らユ ーザーまですべて含 めて確認 する

必要 があ ります 。すなわ ち,ユ ーザーの中に電

子郵便 とか ボ イス ・メ ッセージ ングとか ・一 カ

ル ・エリア ・ネ ットワーク を設置 しそ採 算が と

れる ときにはか な りゆ っくりと移 ってい く必要

が あ ります。 これは新 しい技術 をユーザーが受

け入 れて活用 する際には研修 も必要 です し,ま

た作業様式 も,ま た行動様 式 も変え なければ な

らないので時間 がかか ります 。

しか しなが ら,こ れ を使 うことに よりま して

生産性 は向上 する わけで あ りま して,こ れは メ

ー カー側 も私 ど もに対 しま してオ フィス ・シス

テムを安 く,ま た ユーザーに とって使いやす い

ものに しなければ,現 実 には普 及す るところま

で なか なか到達 しない と思 います 。ユーザ]で

あろ うが デザ イナーで あろ うが メーカーであろ

うが,私 は この ような努 力を楽 しまれ ると思 い

ます し,ま たその結果生 まれ る成果,成 功 とい

うものを楽 しまれる と私は確信 して お ります 。

ど うもあ りが とうございま した。(拍 手)
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石 田 私は,大 学 といいま して も,大 学 の大

型 計算機 センターとい う計 算 センターに所属 し

て お ります。 その関係 で,私 自身 も最近 は,後

でお話 ししたい と思 うのですけれ ども,ロ ー カ

ル ・エ リア ・ネ ットワークの問題 を考え ざるを

得 ない とい う立場 にあ りま して,そ うい う関係

で き よう司会役 を仰せつか ったのだ と思 います。

ローカル ・エ リア ・ネ ットワークとい うのは

非 常 に新 しい技術 で あります ので,皆 さん も非

常に興味 をお持 ちだ と思 うのですけれ ど も,い

ろいろわか らない点 もあろ うか と存 じます。 こ

れ か ら2時 間近 くの時間 をいただ きま して,い

ろいろな角度 か らロー カル ・エ リア ・ネ ットワ

ークとい うは一体 どういむ もの なのか ,何 に役 に

に立 つのか,あ るいは どうい う問題点 が あるの

か とい うことを少 し議論 してみた いと思 います。

や り方 としま しては,ま ず冒頭 に パネ リス ト

の方が4人 い らっしゃるので,そ れぞ れ4入 の

方に15分 か ら20分 ぐらいの時間で,こ の ロ

ーカル ・エ リア ・ネ ットワークに対 する考 え万

を自由に発言 していただ くつ もりで おります。

それ が一段落 しま した ところで,フ ロアに お ら

れます き ょうの参加者 の皆 さんにい ろいろ御質

問 あるいは御意見 を言 っていただいて討論 した

い。それか ら,最 後に20分 ぐ らいと らせ てい

ただいて,そ れぞれ の方に5分 ぐらいずつ締 め

くくりの御意見 をお伺 い しよう,そ うい うこと

で や らせていただ きたい と思 います。

そ れでは,最 初 に電子技術総合研究所 の田村

さんか らお願いいた します。

田村 私は本来 ローカル ・ネ ッ トワー クなど

研究 しな くてはいけ ないと ころにい るのか も し

れません が,そ うい う技術的 なことを超えて,

い わゆるLANの 役 割 りとい うことをち ょっと

考え てみたわけです。私 な りの考 えを簡単 に述

べ てみ たいと思 います。

LANと い いますけれ ど も,こ れは先ほ ど石

田先生 が おっしゃ ったよ うに非常に新 しい技術

で,本 当の ところ一体役 に立つのか ど うか もよ

くわか らない。 もし役 に立 つ とすれ ば一体 どん

なふ うに役に立 つのか,そ うい うことを技術が

ある程度成熟 する前に考 えてお くの も決 してむ

だではないよ うな気がす るわけです。

通常LANの メ リ ットとしては,た とえば電

1)電 子技術総合研究所制御部論理 システム研

究室長

2)三 井信託銀行証券代行部次長

3)日 本電気理事 ・支配人

4)ア メ リカン ・エクスプ レス システム ・プ

ランニング担当副社 長

5)東 京 大学教授
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子 メールが簡単 にで きます よとか,あ るいは デ

ータの シ
ェアが で きる,デ ータベースに アクセ

ス しやす くなるとか ,そ れか らレーザー ・プ リ

ンターの ような非常に高価 な,し か し性 能 のよ

い機器 を シェアできる,こ うい った ことが言わ

れるわけですけれ ども,し か しよ くよ く考 え て

み ると,本 当にそれ が どれほ どオフィスに 役に

立 つのか どうか,ち ょっと疑問 に思える点 もあ

るわけ です。 と申 します のは,た とえば電子 メ

ールが構 内に入 った として一体 どの程度生産性

が上がるのかど うか とい うことです。通信 とい

うのは遠 くに あれば あるほ ど機 械化 の効果 は大

きいわけで して,隣 の部 屋の入 に書類 を渡すの

にわざわざ電子 メー ルをす る必要 は全 くないわ

けです 。 あるいは 日本の ように,特 に私が勤め

ている役所 のよ うにはん こを押す ことが非 常に

多 いと ころでは,た とえば1つ の文書に10カ

所 ぐらいはん こを押 す ところが あるわけです。

このはん こを押 す とい うことは,必 ず しも情報

処理 をや るとい うことでは ないわけ で して,そ

のはん こを押 す人がそのオ フ ィスの社会の 中に

参加する という意義 があるわけです。 そ うする

と,た とえ非常 にす ぐれ た ローカル ・ネ ットワ

ークが あ
って も,そ の10人 の 人が はん こを押

す とい う事態は一向に変 わ らないわけで,そ う

す る と,は ん こを押す人が た とえば休暇 で2～

3日 休 めば,そ こで とま って しま うわけ です。

そ うい った意味 で,余 り効 果は期 待で きないの

ではないか とい う気がす るわけです。それか ら,

デ ータベースが使 えます よとい うことも,そ の

データを一体だれが入れ るのか。 デー タベース

の ソフ トは非常に高いのですけれど も,そ の高

い金を払 ってせ っか くデ ータベース ・システ ム

を入れて も,デ ータが 入 って ない ことには ど う

しようもないわけで,デ ータは一体だれが入れ

て くれるのか とい うことになる と,こ れは普 通

デー タベース とい うのは大量 のデータを想定 し

ているわけ です か ら,そ う簡単 には事は済 ま な

いわけ です。それか ら,た とえば機器 の シ ェア

に しても,レ ーザー ・プ リンター を入 れま した

ローカル ・ネ ットワーク

とい うけれ ど も,そ れは何 ヵ所に も入れ るわけ

に もいかないです か ら,あ るプ ロ.アのど こかに

あるわけです。それで レー ザー ・プ リンター で

打 ち出すのはいいのですが,そ の後 ど うす るの

かとい う問題が あるわけです。人 が 取 りにいか

な くてはいけない。 自動発送 なども可能 か も し

れません けれども,そ うする と機械 が非 常に高

価にな って問 題が多い 。

そ うい うふ うに裏側 か ら見 ます と,必 ず しも

LANと い うのは本当 に役に立 つのか どうか と

い うのは もう少 し考え た方が いいの じゃないか

とい う気がす るわけです。 しか もいまあげた よ

うな3つ の機 能 とい うのは,実 は いわゆ るタイ

ムシェア リング ・シス テム,い ま 日本 で もある

程度普及 していると思 いますけれ ど も,そ の タ

イムシ ェア リング ・システムの 中で もある程度

そ うい う機能は可能なわけです。 と ころが,そ

うい う機能 を本当にどれ ほ ど有効に使 っている

ところがあるかといいます と,余 りない わけ で

す。た とえば私の勤務先 な どはTSSと か ロー

カルの コンピュータ ・ネ ットワーク なん とい う

のは もう10年 ぐらい前か らや っているわけで

すけれ ども,し か も電 子 メールの機能 もメーカ

ーの方にお願 い.してつけ たの です けれ ども,実

際に電 子 メールを使 った人はほ とん どい なか っ

た し,い まも余 りいない わけ です 。

そ うい った格好 でLANを も う一度考え直 し

てみ ると,そ の ためにはまずLANの 出現 の経

緯 といいますか,そ れを見 てお く必要が あるの

では ないか と思います。計 算機の使 い方 とい う

のは,御 存 じの ようにいろいろ変 遷 を して いる

わけ です。

一番初 めは
,1台 の コン ピュー タを個人 が コ

ンソール ・パネルの 前に立 ちまして使 ったわ け

です。私 など もそ うい う経験 が あ りますけれ ど

も,そ れは まさにパーソナル ・コン ピュー タで

パネルの ランプがチ カチ カと動い てい るとい う

実感 を感 じなが らコン ピュー タを使 うことがで

きたわけです。その うち,そ れでは効率 が悪 い

とい うことで マルチプログラムのパ ッチ処理が
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入 り,さ らにTSSが 入 ったわけです。TSS

に な って インタラクテ ィブに コンピュータを使

うとい うことの よさが認識 され たわけです。 こ

れは それ以 前 のコン ピュータの使 い方 とはまた

かな り違 っていて,人 間の思考 を助 ける とい う

性格 があるわけですけれ ども,そ の よさを非常

に強調 した格好が パーソナル ・コン ピュータで

は ないかと思 うわけです。 ところがパ ーソナル

・コンピュータが組 織 の中に い っぱ い入 って き

ます と,そ れ はそ れで非常に問題 が大 きいわけ

です。組織 と して機能 しない とい う面 が あるわ

けです。ち ょうど分散処理 の極端 な格好 になる

わけで して,砂 の よ うに全 く組織 をなさない。

それはパ ソコンが広 がる前にだれで も考え つ く

ことで して,そ の弱点を補 う必要 が あるという

のは,パ ー ソナル ・コン ピュータが非常に重要

な役 目を持 っていると考え る人ほ ど意識 してい

た わけです。そ して,初 めて そ こに ローカル ・エ

リア ・ネ ットワーク とい う概念が生 まれ た。そ

れ以 前 にもちろん コン ピュータ ・ネ ットワーク

の概念その他 が あ りま したか ら,そ うい うもの

を結合 して ロー カル ・エ リア ・ネ ットワーク と

い う概念が生 まれたのでは ないか とい うふ うに

私 は推測す るわけで す。私が実 際につ くったわ

け では あ りませんか ら,つ くった入の考えはわ

か りません けれ ども,そ うい う考 え万がLAN

をつ くり出 した人 々の中にあ ったのではないか

と思 うわけです。

結局,LANと い うのは,今 散処理 とい うも

のが あ って,そ れを補 う補助物 と しての役割 り

を担 って生 まれ たのだ とい うふ うに思 うわけで

す。そうい うふ うに しますと,結 局 それは オフ

ィス ・システ ムに おける裏方 であ って,決 して

主役 にはな り得 ない ものであ って,ユ ーザーか

らは理想的 に言えば見え ない,ト ランスペア レ

ン トな もので あることが理 想ではない かとい う

ふ うに思 います 。結局,ユ ーザ ー ・サイ ドか ら

見て問題 は,オ フ ィス情報 シス テムが ど うい う

ふ うにつ くられ ているかとい うことであ って,

ユ ーザー ・サ イ ドか ら見た ときに何 が見え るか

といいます と,い わゆる ワーク ・ステー シ ョン

の インテ リジェンスとい うことですね,ど の く

らい フレン ドリーにで きているか とい うことに

なるわけです。

先ほ ど電子 メールがTSSの 中 で もで きるに

もかか わ らず余 り使用者 がい ない と言 ったのは,

結 局ユ ーザー ・イ ンタフ ェースが余 りよくない

といい ますか,特 にわれわれ 日本人の場 合です

と,日 本語 を打 ち込む というのは,特 にいまの

ようにいい ワー ドプ ロセ ッサーの ない時代 には

むずか しいとい うか お っくうだ ったわけで す。

わ ざわ ざ日本の社会に いて英語で電子 メールを

や りとりするほ ど英語 の好 きな人 も余 りいませ

ん し,そ うい った格好 でまず第1に ユーザー ・

イン タフ ェース をいかに とるか とい うことです

ね。電 子 メールをた とえ打 つ人が いても,そ れ

を受け る人がやは りキーボー ドでそ こに インプ

ッ トしなければ何の役に も立 た ないわけですか

ら,そ の組織 の中に所属 する人間のほ とん どの

人がその システ ムに アクセスで さる状 態に ない

限 りは,決 して役 に立 つ ものでは ないわけです。

それはあた りまえ と言 えば あた りまえの話 です

が,そ うい った意味 でまず ユーザー ・イ ンタフ

ェースをいかにつ くるか とい うこと。

それか らもう1つ 太 きk問 題 は,ア プ リケー

シ ョン ・ソフ トウェアを どの くらいそろえてい

るか とい うことです。 ロー カル ・エ リア ・ネ ッ

トワー クでただ線 を張 っただけでは これ は何 の

役 にも立 たない わけで して,し か もその周辺 の

ハー ドウ ェアに非 常に密着 した ソフ トウェアが

いかに そろえ られ ようと,こ れ また何の役に も

立た ないわけです 。オ フィスの一般 のユー ザー

か ら見 れば,い か にオ フィス の仕事に 役に立つ

アプ リケーシ ョン ・ソフ トウ ェアがそろ ってい

るか とい うところが最 大の主眼点 です。一般 の

オ フィスでユー ザーがどの くらい プログラムが

で きるかといい ますと,私 はそれはほ とん ど期

待 で きない と思 うわけで して,最 近非常 に先進

的なユーザーの方の中では,非 常にむず か しい

プログラムか らつ くられている ところ も多いの
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ですけれ ども,90%の オ フ ィス ではそ うい う

ことは決 して期待 で きない。そ うい った意味で,

オ フィス情報 システ ムの中で アプ リケー シ ョン

・ソ フ トウェアを どの くらいつ くる ことが でき

るか。それはつ くると ころはいろいろある と思

いますけれ ども,ユ ーザーにはそれは余 り期待

は で きない。それ がそろそろ ない と,本 当の意

味での ロー カル ・エ リア ・ネ ットワーク も役に

立たない,そ う思 うわけです。

インテ リジェン トといいます と,す ぐアーテ

ィフィシ ャル ・インテ リジ ェンス とい うことを

思 い浮かべ る方が い らっ しゃる と思 います。た

とえば音声認識が で きる とか,そ れか ら機械翻

訳が簡単にで きる とか,そ うい うのが理 想だ と

い うの です。確か にそれ は理想 か もしれませ ん

けれ ど も,そ うい うところへい きな リジ ャンプ

する前に,ユ ーザー ・イ ンタフェースはまだま

だた くさん やる ことが あるわけで す。 たとえば

キーボー ド入力の容 易 さ,こ れは音声認識 は決

して万能では あ りません か ら,や は リキーボー

ド入力 とい うのは残 るわけで して,そ こら辺 の

話,そ れか ら非常に す ぐれたデ ィスプ レイの使

い方,巧 み なデ ィス プ レイの使い方,そ うい っ

たい きな りアー ティフ ィシャル ・インテ リジェ

ンス とい う高 い レベルに行 く前にや らなければ

な らない と,あ るいは技術的に可能な こと とい

うのがた くさん あるわけ で して,そ こにいか に

開発 してい くか とい うのが,ユ ーザー ・インタ

フ ェースを よ くする方法 と してあ り得ると思 い

ます。

ま とめます と,結 局 ローカル ・エ リア ・ネ ソ

トワークが本 当に役に立つためには ヒュ ーマン

・インタ フ ェース,そ れ もAIの よ うに非常 に

ハイレベルの ものにい きな り入 るの じゃな くて
,

も っとじみ ちな,足 が地についた レベル での ユ

ーザー ・イ ンタ フェース をいかにつ くるか とい

うこと,そ れ か らもう1つ は,オ フィスの業務

に実際に役 に立 つア プ リケー シ ョン ・ソフ トウ

ェアをい かにそ ろえ るか とい うこと,こ れが ロ

ー カル ・エ リア ・ネ ットワークを役に立たせ る

ローカル ・ネットワーク

最 大の主眼 点ではないか とい うふ うに私は 思 う

わけです。 かな り一面的 な見 方か も知れ ません

けれ ども,そ れは ここのパ ネラーの方に違 った

見方での御意見があろ うか と思いますので,そ

ち らの人 々の御意見に お任せ したい と思い ます 。

石 田 ど うもありが と うございま した。 それ

では次に,三 井信託銀行の吉村 さんに お願 いい

たします。

吉 村 私は ユーザー としての立場 で あ りの ま

まに しゃべ るとい うこ とでございます。 ロー カ

ル ・ネ ッ トワーク,詳 しくは データポイン ト社

の アーク ・ロー カル ・ネ ッ トワー クを使用 して

行 ってお る とい うユーザーで ござい ます。 あ り

の ままを 自然 に しゃべる とろ うこ とで,言 葉 は

厳密性に欠 け るか もしれませんけ れ ども,御 参

考 の点だけ を取 り上げ ていただ きた い と思 い ま

す。

お よそ次 の順序で しゃべ らせ ていただ きます。

私 ども ロー カル ・ネ ットワークを引 いてお り

ますのは,証 券代行部 とい うところで ございま

す。別に電 算機 センター とい うのが あ りま して,

そ こ とは何 らつ なが ってお りませ ん。証券代行

部 だけの システムでございます。そ うい うこと

で,証 券 代行部 のオフィスとい うことにつ いて

話 しま して,そ れか らそ の証 券代行 部がそれに

至 った歩み とい うことを簡単 に申 します。 それ

か らロー カル ・ネ ッ トワークのね らいについて

申 します。私 どものね らいで ございます。それ

か ら多 少 ユー ザーの特殊性 とい うことを申 し上

げて,ロ ー カル ・ネ ットワークとい うのは いろ

いろなことに使 われてい くので ございま し ょう

けれ ども,私 どもの ロー カル ・ネ ッ トワーク と

い うもの を御説 明いた します。最後に,私 見 に

属 するのですが,と い うことは代 行部 でオ ー ソ

ライズ され てあるとい うことでは ないの ですけ

れ ど も,展 望,こ うい う順番 で しゃべ らせ て い

ただ きます。ただ,先 ほ ど も申 しま した ように

ポイン トを申 し上げるとい うことで,言 葉 は厳

密 に言 うと正 しくないとい うことは あえて承知

の上 申しますので,お 含み お きいただ きたい と
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思 います。

三井信 託銀 行の証券代行部 とい うところは9

階 建 ての ビルでございます。それの1階 か ら6

階 まで使 ってお ります 。それ の1階 か ら6階 に

またが りまして12～13の 部 署,い ろいろな

セク シ ョン,仕 事上 での分担 とい うことで配 し

てや って お ります。

それか ら,証 券代行部の業 務 とい うのは,一

言で言 うと,た くさん の株式会社,東 京 証券取

引所 の上場並 び に大阪証券取 引所その他 上場会

社が3,000近 くあるわけです が,そ この株主

の名簿 を管理 してお ります 。それに基づ いて会

社さん と株主 さん とを結ぶ 一切 の活動 を行 って

おる。 こうい うふ うに言 って よいか と思 います。

この株 主名簿 とい うものは,会 社並 びに株主 の

情報,こ れは商法 で規定されてい る書か なけれ

ば ならない とい うことを含 めま して,そ の他会

社 さん と株主 さん とを結ぶ のに必要 である と証

券代 行部 として考 え,あ るいは いろいろな万 か

"ら の御要望 のあ ります事項 はできる限 り記載 し

て あるわけでございます 。先ほ どの12～13

の 部 署は,こ の株主名簿 とコ ミュニケー シ ョン

を と らない限 り適 正 な活動はで きないとい う位

置 づけに な ってお ります。これは私 ど もの こと

に な りますけれ ども,119の 株 式会社 さんの

株 式の業務 を現在や ってお ります。その会社 さ

ん にと っていろいろ特殊 な事情 その他 ございま

す 。それぞれ の事情 に即 した株主 の名簿 とい う

情報 を こちらが お預 か りして管理 をや って おる

わけで ござ います。

さて,い ま 申 し上 げま した ところか ら,私 ど

もの会社 として は常に次の3つ の ことが課題 と

して与 え られている とい うことに な ります 。1

つ は,株 主 の名簿 とい うものを より一層充実 し

なければいけ ない。その2は,先 ほ ど申 しま し

た よ うに株 主 さんの名簿 を各12～13の 部署

が迅速 な コミュニケーシ ョン をとらなければ い

けない。3番 目は,そ の株主 さん の名簿 に記録

すべ き情報 は,ま ず私 どもの銀行 の店頭 並 びに

電話,書 面 でそれぞれの与え られた部 署に必 要

が あ って株主 さん その他か ら寄 せ られます 。 こ

れ を タ イム リーに,正 確 にその株主 の名簿 に登

載 していか なければ いけ ない。 この3つ のこと

がた ゆまぬ努力 の 目標 として与 え られ るわけで

す 。これがわれ われ の業務 を より一層 よ くす る

ため に考え ていか なけれ ばな らないこ とだ と考

え てお ります。 この辺の事情 をお配 りさせて い

ただいてお ります もの をあけていただ きま した

ら,1ペ ー ジ目にそ うい うところの一端 をカ ラ

フルに書い てございます。言葉 は証券代 行部 の

特有 の言葉 でご ざいますけれ ど も,ち ょっと読

み かえていただ きま した ら,一 般の オ フィスに

当 ては まれ るの も多いのでは ないか と色います。

その表は,事 務 の処理 と情報伝達,そ れか ら

情報 交換 とい うような格好 で見 ていただければ

十分で ございます。 お くば りした図で御説明 さ

せ ていただ きます と,長 方形 の中に斜線 を引 い

て あるのが,先 ほ どか ら言 ってお ります部署 を

あ らわ して おります。 この部署 が ここで見 ると

10ほ ど あるわけですけれ ども,こ の10個 に

アプ リケー ション ・プ ロセスサー とい うミニコ

ン状 の ものをそれだれ持 たせ ま して,部 署部署

で 自分の ニーズに合 った シス テムをつ くらせ て

お ります。それかむ,デ ィスク型に描いてある

の がその部署部署 での情報 ファイルで ございま

す 。 この情報の ファイルは,先 ほ ど申した株 主

さんの名簿 とい うのが統括 して どこかの1ヵ 所

にあるのではな くて,こ うい う部署部署 で得 た

情報が フ ァイル されてい る,こ れ全体 を も って

先ほ ど言いま した株主の名簿 と呼 んでい るわけ

であ ります。実線 の矢印が情報の伝達,往 復 の

点線で書 いて あ りますのが情報 の交換 とい う意

味で ございます。それか ら,右 の端に縦に書 い

てあるのは言葉 の説明 を してい るわけです けれ

ども,照 会 とい うのは,こ うい うように分 かれ

てお りますので,分 かれた フ ァイル を持 ってお

ります。.これは後 で もポ イン トと して触れて く

るわけですけれ ども,一 貫 してつ なが ってい る

わけです。その離 れた部署 が登載 しま した情報

をどうい うことか と聞 くとい うのが照会で あ り
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ます。それか ら,照 会 とい うのは,そ こで聞 い

た ことと自分が持 っている情報 とが一致 してい

る とか大 きい とか小 さい とかその抱合 わせ る。

照会 は どうだ と聞 くわけですけれ ども,照 会 と

い うのは,自 分 もそれ な りの別 な情報 を得てお

りますの で,そ れ と合わす 。確認 とい うのは,

自分 の部署がそのまま受けつけた仕事を続 行 し

ていいのか ど うか とか,そ れか らその処理が そ

の他 のもので滞 りなく済ん でい るか どうか,こ

うい うサ インがあるか どうか,こ うい うことを

確 認 して言 ってお ります。 そ うい うことで分か

れてお る。株主の名簿 と言 いま したけれ ども,

私 どもの証券代行部 では分 かれ て持 つ,そ の意

味 その他 は後で触 れ る ことに な ります。以上が

証券代行部 の実態で ございます。

次 に,い ままでの証券代 行部 の この2～3年

の歩み にな ります。

OAと い うのはいまい ろいろ なことが各所 で

描かれて言われてお りますけれ ども,そ うい う

観 点で考 え出 したのは 昭和52年 ごろでご ざい

ます。その ときは単純 であ りま して,そ れ まで

は人 の手 と目でや ってお りま したので,そ り部

署 部署 を何 とか合理化 しなければいけない,こ

うい うことのためにい ろいろの 関連 なども考え

て ど うや ってい くか とい うふ うな議論 を し始め

た とい うことです。その ときに,私 の方では1

つ の考 えで もってい こ うとい うふ うに決め たこ

とが ございます。そ う言 い ますのは,個 々の部

署がまず 自分の ニーズに合 った もの をつ くれ と

い うことです。12～13ぐ ら」(であ りますけ

れ ども,個 々の部署 のニーズ をつ くる。他 との

連 結 とか統合 とか とい うことはその上で考 え よ

う。最初か ら連結 とか考 え て,個 々の部署 部署

の一番 よく知 ってい る ものを制約 した り束縛 し

ては いけ ない とい う考え でい きま しょう。 だか

ら,将 来当然結合 とか統合 とい うことは起 こっ

て くるわけです。起 こったと して も,や は りこ

の道 を行 くのが,統 合の結果 で きる ものの一番

いい ものができるの じゃないか ,そ うい う考え

で進ん だわけです。

ローカル ・ネットワーク

その時期に偶然,こ れは偶 然に なる わけです

けれ ども,私 ど もの現在 のア ーク ・ロー カル ・

ネ ットワー ク とい うもの を日本 でや ってお られ

る千代田情報機 器さん と他 の 目的 で接 触が始ま

りま して,デ ータポイン ト社の アーク ・ローカ

ル ・ネ ッ トワーク,こ の ときは ローカル ・ネ ッ

トワーク なん ていうことは言い ません で,ア ー

ク ・システ ムというようなこ とでい ろいろ知 る

ように なりま した。専門的 な ことはわ か らなか

ったのです けれ ども,た だ,分 散 してやる,そ

して統合は後 で考え るとい う ような ことを頭 に

持 っていた ものですか ら,非 常に興味 を持 ちま 。

して,覚 えていることが2つ ございます。 その

アーク ・シス テムとい うものにい ろい ろな装置

をつけてや っていける とい うことなんですけ れ

ども,そ の い ろいろな ものを初 めか ら決め てお

か なくて も,つ げ るときに,い ままで結 合 して

いた ものの プ ログラム とかそ うい うものには影

響せず,ま たそ うい うもの を変 える必要 が な く

追加 で きるとい うことをお っしゃったわけ です。

いままで3つ ついてお・って,も う1つ 新 しくつ

けるとい うときには,前 につい てい る プログラ

ムの再構築 とか変更は要 らない ,そ うい うふ う

に おっ しゃ った ことと,そ れか らもう1つ は,

そのひ っつ いている もの とい うの をそ の会社 で

は資源(リ ソース)と 呼 んでい るのですが,そ

の資源 はそれぞれ共有 してお る,こ うい う表現

で ございま したけれども,あ たか も自分の とこ

ろにひ っつ いてい るように考 えて使 って もらえ

る,そ うい うふ うなことで ございます。

そ うい うことを得ま して,そ れ を知 った とい

うのが ちょうど タイ ミングが よか った と申 しま

すか,わ れわれは幸 いでござい ま したが,そ れ

で先ほ ど言 ったよ うな考 え でい くことに非常に

自信 を持 って,そ の後一部著,一 部署 分散 して

機械 化 してい ったわけです。先ほ ど言 った表 で

は,そ れぞ れの部署がそれぞれ をや ってい った。

そ して,現 在 この10月1日 か らロー カル ・ネ

ッ トワーク全部 つなが って おります。そのつ な

が った ものと して稼動 を開始 す る。当然 最初 の
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ことでご ざいますので,い ろいろの関連 とい う

のは1年 ぐらいたてば見 直さなければいけ ない

ような状態で あ りますけれ ども,と にか くつな

が ってい る。 ハー ド的に言 うとアプ リケー シ ョ

ン ・プ ロセ ッサー,プ ロセッサー というのが10

個 ご ざいます 。それか らデ ィスクに入 って お り

ます フ ァイル,こ れが10メ ガが1,つ,20メ

ガが2つ,200メ ガ が2つ,こ うい うことで

ワーク ・ステ ーシ ョン25個 で ございます。 こ

れはそれぞれ そ うい う分散 した ところにな って

おる。 これが同軸 ケーブルにぶ らさが ってお る

とい うことが ハー ドの状態 で あ ります 。 これ の

説明は専 門的 にで きるわけでは あ りませんので,

お くば りした資料の最終 ページの大 きい ところ

に書いてあ ります 。この実 線で ございます 。

それか ら,ね らいでございます 。ローカル ・

ネ ットワークの効果 とい うことで,副 次的 な効

果 はいろいろ あるのですけれ ども,こ の ロー カ

ル ・ネ ットワークに した とい うことの結果 と し

て起 こ りま した ものが2つ ございます 。それを

個条書 きに したのが2ペ ー ジ目の ところに一応

言葉 として書 いてあ ります。先ほ ど も申 しま し

た ように12～1'3の ものがk・互 いに情報 を交

換 をし,そ の確認 の もの としか活動 で きない わ

けであ ります。 これをいままではほとん ど文書

の報告 とい う形 で行 ってい ったわけです。独立

してお りますので,先 ほ どもお話 ししま した よ

うに1階 か ら6階 まで使 ってい るわけですか ら,

報 告書 をつ くる と持 っていか なければいけ ない。

そ うい う形 でや ってお ったわけ です 。報告書 を

作成 しなければいか ぬ,も ら った 方はフ ァイル

しなければいけ ない。 フ ァイル したのですか ら,

使 う時期 が常 に あるわけです。それを使 うため

に見 なければ いけない。また追 加 しますと,そ

の報告漏 れが ないか,入 手漏れが ない か,こ う

い うチ ェ ックを考 えます と,非 常 左時間 と労 力

を使 ってお ったわけです 。 これが な くなるわけ

です。 自動的 に フ ァイル間の連絡,発 生 した も

のは 自動的 に送 る。処理 した と同時に送 る。決

め られた ところに一斉に送 る。そ れか ら,使 う

側は,自 分が使 わ なければな らない,処 理 した

ときには,自 動的 に先ほ ど言 った照合 な り,照

会 な り,確 認 な りをとる。 こうい う格好で ござ

います。 したがいま して,そ の面 か ら見 ます と,

非 常 な効果 が私 どもでは考え られ るわけで す。

第2番 目は,ワ ンポイ ン ト完結処理 と呼んで

いるの ですが,私 ど もの部の 中で説 明する とき

に,1ヵ 所 で全部 処理が済んで しま う。いまま

では確認 のためにい ろい ろな ところを回 ってい

た ことが,そ の1つ の ワーク ・ステーションで

完全 に終 わ って しま う,そ うい うや り万を各個

に取 り入れています。 これがで きる ように な り

ま したの も,そ の ワーク ・ステー シ ョンか ら他

のいろいろ な部署 との情 報交換 が可能 にな った

とい うことが条件 でございます。時間が ござい

ました ら,ま た後 で この ワンポイン ト処理 とい

うことも御説明 いた します。

以上,私 どもは,ロ ー カル ・ネ ットワークの

ね らい とい うのは,作 業担 当者 の道具で ある,

援護 者で ある,そ う位置 づけ してお ります。

最 後に,私 ど もがや りま した結 果,ユ ーザー

か ら見 た ロー カル ・ネ ットワーク とい うのはい

い とか悪 いとか,こ う単純 な言葉 で言いま すけ

れ ども,こ れ はやは りどの ような ものにつ くか,

私 どもでは これは先 ほ ども言 った ように道具 と

い うように考 えて お りますか ら,ど のような道

具がつ くか。 これは ハー ド的 なもの だけ では な

くて,こ れの メー カーさん とかデ ィーラーさん

とか一般 に業者 と呼んで お りますけれ ども,そ

の業者 さんが ユーザーの ニーズ に どれだけ呼応

した姿勢,努 力をするか,こ れが大 きなポイン

トではな いか と思 ってお ります。

時間 も大分 た ちま したので,ま た後 で発言 さ

せていただければ 申 し上げ ますけれ ども,最 後

に,お くば りした表 の点線部 分,こ れ は これか

らいろいろな道具 を,こ ん な もの をつけて い く

とい うことを書いた ものであ ります 。これは実

際に実行 で きる とい うことを確認 してお ります。

私 どもで役 に立 つか らつけ ようと思 って いるわ

けですけれ ども,こ うい うよ うに どん どん つけ
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てい くとい うふ うに考え てお ります 。

ち ょっとは しょりま して,お ・わか りに くい点

は また御質問 な りの と ころ で発言させ ていただ

きますので,一 応 終わ らせ ていただ きます。

石 田 それ では 次に,日 本電気の渡辺 さんQ

方 か らお願いい た します。

渡 辺 メー カーの立場 か ら話 をする ように言

われて おるわけで ございますが,ロ ーカル ・エ

リア ・ネ ットワークに関 して完成品 を じゃん じ

ゃんいま大量 に製造販 売 してい るとい う段階で

は ござい ません の で,メ ー カーの立場 といいま

して も,考 え方 とい うのを主体に してお話 しし

たい と思 ってい るわけです 。

最初 に,オ フィス ・オ ー トメー シ ョンとい う

ことについて,基 本的 に ロー カル ・エ リア ・ネ

ットワークの役割 りを考 えたいわけであ ります

が,基 本 となるオ フィス ・オー トメーシ ョンと

い うの をどのよ うに考え ているかとい うことが

基本的 とい うふ うに思 うわけであ ります。それ

は人間 と人間 との知的 コ ミュニケーシ ョン,ヒ

ューマン ・コネクシ ョンあるいは インテ リジェ

ン ト・コ ミュニ ケー ションとい うか ,こ れがま

ず基本 だ とい う認識 で あるわけで あります。そ

れは結 局,オ フィス とは何 か とい う認識 におい

て,オ フィス とい うのは 人間 が主体 とな っそ働

くわけで あ ります が,そ れは知的情報 の生産,

知 的情報 をつ くり出す ことが基本 であるとい う

ふ うに認識 したい と思 ってお ります。また.知

的情報 の創造 とい うのは,そ の もの になる知的

情報 の活用 とい うことに よって行 われ るわ けで

あ ります。知的情報の創造 を生産 と対応 づけ る

な らば,そ の活用 は消費に対応づけ られ る。知

的情報 の生 産 と消費 が行 われ る場 がオ フィスで

あるな らば,当 然そ こに知的情 報の流通 とい う

のがあ って こそ初 めて生産,流 通 ,消 費 とい う

ことで1つ のサイクル,こ うい うのが いろいろ

な形 で,い ろい ろな媒体,い ろい ろな価 値の 中

で行 われ ているのが オ フ ィスである とい うこと

で,オ フィスとい うのはま さにそ のことで ある

ので,必 ず しも会社で あるとか 自宅 である とか

ローカル ◆ネットワーク

自動車 の中 とかホテル とか とい うことに関係 な

く,オ フ ィスの基本が そこにあ るとい うふ うに

認識す る とい うことにな ります。

そ うす る と,基 本的に問題 は2つ に分 かれ る

わけで あ りま して,人 間が知的情 報を どの よ う

に して創造す るか,ま た どのよ うに して活用 す

るか とい うことになるわけであ ります 。最初 の

田村 さんのお話 にあ りま したよ うに,そ こに人

間 とシステ ムとのインタフェー ス とい うことが

出て くるわけ ですが,こ の インタフ ェースは単

なる情報 のや りと りとい うことで な くて,入 間

が知的 な新 しい価値 ある情報 をいかに して創造

す るか,い かに して活用す るか とい う場 面に お

いて重要で あるわけで あ ります 。 これは一般 に

ワーク ・ステーションといわれる もので,人 間

と システ ム との間の対 話,イ ンタラクテ ィブあ

るいは さ らに もっと突 っ込んで創造 をか きたて

る,ヒ ュー リステ ィックス とい うふ うなア プ ロ

ーチで行 われ る場面 に なる と思 います
。 そのた

めに はいろいろな情報媒体が 自由に使 われ なけ

れば いけない。それか ら,そ うい うワーク ・ス

テー シ ョンが あるとい うことで,人 間の情報 の

生産 と消費 が行われ,流 通 の役割 りが ローカル

・エ リア ・ネ ットワー ク とい う形 に なる と考え

てお ります。

そ うします と,そ れを一言で絵 で考 えます と,

人 間 と人 間 とのコミュニケーシ ョンとい うもの

を全 うす るために,そ れを助 ける補助手段 と し

て人 間 とシス テムとの間の コミュニケー シ ョン,

そ れ か らシステム間の マシンとマシンの コ ミュ

ニケー シ ョンという回 り道 で もって人間 と人 間

の直接 の コ ミュニケー シ ョンという もの を補 助

す るとい う形 になると思 います。

この人間 とシステム との間の コミュニケー シ

ョン,こ こでは マン ・マシン・イン タフェースと

い う表現 を と っておりますが,さ らに情報 のや

りと りで コ ミュニケーシ ョンと言 った方がい い

と思いますが,そ この中では,デ ータ,文 章,

グ ラフ,図 形,画 像,音 声 とい うふ うな各種 の

情報媒体 が検索,分 析,編 集,創 造,創 成,プ
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レゼ ンテ ー シ ョン,ト ランス ミッシ ョン とい う

ふ うな形 で行 われて いる。それの分野 の 中でい

ろいろなパー ソナル ・コ ンピュータとか インテ

リジェン ト・ター ミナル とか オフィス ・コン ピ

ュー タ,ス モール ・ビジネス ・コン ピュー タ,

ワー ドプ ロ セッサー,フ ァクシ ミリ,テ レ ック

ス,電 話機,音 声認識 とか合成 とか各 種 の様相

が出てまい りますが,こ れはす べて ワーク ・ス

テー シ ョン とい う場面 で考 え られる とい うふ う

,に考え られてお ります 。先ほ どの図において.

オ フ ィス ・システ ムとい うところで幾 つかの コ

ラムが あ ります のは,そ うい った各種 の情報媒

体 が各 種 の情報 のプ ロセスの過程 を意 味 してい

るわけで あ ります。

こうい う中に おいて ロー カル ・エ リア ・ネ ッ

トワーク とい うのは ど うい う役割 りで なければ

な らないか とい うことで あ りますが,オ フ ィス

・オ ー トメー ション とい うと ,オ フィスのシス

テ ム とい うのは非常 に多様 であ って,先 ほ ど言

った よ う左情報媒体 も多様で あるとい うことで

あ りますので,一 口に こうでなければな らない

とい うことは ない,い ろいろな業種 に よ ってい

ろいろ なタイプの ものがあ るとい うことで ござ

い ます 。内容,規 模 に応 じて非常 に多様 で ある。

したが って,柔 軟 でなければ な らない とい うこ

と,フ レキ シビリテ ィとい うのが第1に 要求 さ

れ る。要 す るに ローカル ・エ リア ・ネ ットワー

クあるいはオ フィス ・システ ムには ユニーク ・

ソ リュー ションはないわけであ りま して,い ろ

いろ なフレキシブルな もの に対応 しなけ ればい

け ない とい うことだ と思います。それか ら,い

ろい ろな ワーク ・ステ ーシ ョン も非常に 多様 な

ものが あるわけで あ りま して,そ うい う多様 な

ものに対 して十分対応 できなけれ ば な らない と

い うことで あ ります 。

そ れか らネ ッ トワーク相互 の接続,あ るいは

さらにオフ ィスの外 に あるパ ブ リック なネ ット

ワーク とのつ なが り,あ るいは ホス ト ・コンピ

ュータ とい うか オフ ィスの外に ある大 きな全 社

的 なあるいは社外 の情報 サー ビスの もの ともつ

な が って い か な け れ ば な ら な い と い う こ と だ と

思 い ま す 。

そ れ か ら,ロ ー カ ル ・ネ ッ トワ ー ク と い う の

は 要 す る に 情 報 の 流 れ を つ か さ ど る わ け で す か

ら,い ま い ろ い ろ な 標 準 と い う こ とが 議 論 さ れ

て い る わ け で あ りま す け れ ど も,広 くは 国 際 的

な 国 境 を通 じた トラ ン ス ボ ー ダ ー ・デ ー タ ・フ

ロー と い うか,国 境 を 越 え た イ ン タ ー ナ シ ョ ナ

ル な もの も含 め て 国 内,国 際 間 の い ろ い ろ な 情

報 の基 本 が あ る わ け で あ りま し て,そ う い う標

準 と も合 っ て い な け れ ば い け な い と い う形 に な

る と思 い ま す 。 ロー カ ル ・ネ ッ ト ワ ー ク と い う

の は 裏 方 で あ り ま す け れ ど も,オ フ ィス の 中 に

あ る 裏 方 で,オ フ ィ ス の 外 と の つ な が り,オ フ

ィス の 中 と の つ な が り,両 方 持 っ て い か な け れ

ば な ら な い と い うふ うに な る わ け で あ りま す 。

私 ど も オ フ ィス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン の シス テ

ム と い う の は 基 本 的 に3つ の もの か ら 成 っ て い

る と い うふ う に 考 え て お り ま す が,1つ が ワ ー

ク ・ ス テ ー シ ョ ン,こ れ が 一 番 基 本 と な る も の,

そ れ を 支 え る も の と して ロ ー カ ル ・エ リア ・ネ

ッ ト ワ ー ク が 裏 に あ る と い う形 に な り ま す 。 も

う1つ ロ ー カ ル ・エ リア ・ネ ッ ト ワ ー ク と ワ ー

ク ・ス テ ー シ ョ ン を 支 え る も の と して オ フ ィス

・プ ロ セ ッサ ー と い う も の を ,先 ほ ど 吉 村 さ ん

の 方 か らは ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ セ ッサ ー と

い う お話 が あ り ま した が,ア プ リ ケ ー シ ョン ・

プ ロ セ ッ サ ー あ る い は ユ ー テ リテ ィ ・プ ロ セ プ

サ ー あ る い は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ セ ッサ

ー とい った よ う な 形 の も の が オ フ ィ ス ・プ ロ セ

ッサ ー と い う形 で 一番 裏 に 隠 れ て サ ポ ー トを し

て い る。 こ れ は ユ ー ザ ー に は 見 え な い 形 。 さ ら

に 外 に 社 会 的 な あ る い は グ ロー バ ル な イ ン フ ラ

ス ト ラク チ ュア が そ れ を 支 え て い る と い うふ う'

な考 え 方 を持 って お る わ け で あ り ま す 。

そ うい う 中 に あけ る ロ ー カ ル ・エ リア ・ネ ッ

ト ワ ー ク とい うの は 非 常 に バ ラ エ テ ィの あ る も

の で あ る 。 結 論 的 に 言 え ば,ロ ー カ ル ・エ リア

・ネ ッ トワ ー ク に は ユ ニ ー ク ・ソ リ ュ ー シ ョ ン

は な い の で あ る と い う形 に な る わ け で あ りま す 。
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ユニーク ・ソ リューシ ョンがない とい うことに

な ります。,ど ん なふ うに考 えてい かなげれば

いけ ないか とい うことで あ りますが,こ れは た

とえば一例 と して 日本電 気 でC&C光 ネ ソトワ

ーク ・システム とい うもめを提 唱 しているわけ

であ りますけれ ども,基 本的 には先 ほ ど言 った

ユニーク ・ソ リュー シ ョンは ないの であ るか ら

非常に フレキシブルでなけ ればいけ ない とい う

ことであ ります。 フレキシ ブルであると同時に,

あ らゆ るところが うま く情報が流れ る ように な

ってい なければいけ ない とい う形 で考 え ている

わけで あります。

そ のために,主 にサ ブシステム として3つ の

サ ブシステムを考え ている。 これは ループ ・サ

ブシステ ムとブ ランチ ・サ ブシステ ム とスター

・サ ブシステムとい うもの を考えてい るわけで

あ ります。 こうい うトポロ ジー と しては もっと

複雑 な ものが ありますげれ ども,実 用 的には一

応 ループ,輪 にな った トポ ロジーと,ブ ランチ,

ぼ つんぽ つん と技 が ある もの,そ れか らスター

とい うことで中心か ら放 射状 に出ている もの,

この相互 の組み合 わせで 相当 フレキシブル な ト

ポ ロジーに対応 で きる とい うふ うに考 えるわけ

であ ります。それぞ れ を自由に組み合 わせる と

い う形 で,フ レキ シブルないろいろな要求,オ

フィス ・'オー トメー ションの今後 出て くるいろ

いろな要求に将来 も含 めて対応 する とい う考え

方で あります。それか ら先ほ ど言 いま した よ う

に外 に大 きな インフ ラス トラクチ ュアが想 定 さ

れるわけであ ります 。大会社 です と,幾 つ かの

建物,東 京 で大阪,名 古 屋,日 本 じゅうあるい

は世 界 じゅういろい ろな ところに オフ ィスが分

散 しているわけであ りますが,そ れ らを結 合す

る。 あるいは会社 と関係 な く,最 近回線開放時

代 に な りま して,い ろい ろなデータ通信に 自由

に使 える時代が参 ったわけ であ ります が,そ う

い った ところと自由な接続 が可能 になる とい う

ことで ございます。

それか ら,ホ ス ト・コン ピュー タを中心 とす

るネ ットワーク ・ア ーキテクチ ュアが あるわけ

ローカル ・ネットワーク

で あります。 日本電気 の場 合は デ ィス トリビュ

ー ト ・インフォメー シ
ョン ・ネ ットワーク ・ア

ーキテクチ ュア(DINA)と い うものを持 っ

てい るわけ であ りますが,こ れ と完全 に整合 し

て,ホ ス ト・コン ピュー タの持 ってい る あらゆ

るユーテ リテ ィ,デ ー タベース,そ うい うもの

とつなが るようにする。それか ら国際 インタ フ

ェースと標準 インタ フェース,デ ータ通信 やパ

ケ ット通信,X25と か いろいろ あるわげ であ

ります が,そ うい った もの とのつ なが りとい う

ことで ございます。そ れか らフ レキ シビィリティ

とい うことにな ります と,い ろいろ なプロ トコ

ルが共存 しているわけ があ ります 。相互 の プロ

トコル変換 とい うよ うな ものが 自由にで きるよ

うな ものが システムの中 に考え られ てなければ

いかぬ とい う考え方で ございます。 こ うい う形

を満足する もの としてC&C光 ネ ッ トワーク と

い うものを提案 しているわけであ ります。 先ほ

ど申 しま した ように,こ れは ルー プ系 サ ブシス

テ ムとブランチ系 サブシス テムとスター系 サ ブ

システ ムと3つ の サブシス テムで構成 され てい

て,こ れ全体が1つ の統一'し た概念でC&C光

ネ ットワーク ・システ ムとい う形 でと らまえ て

い るわけであ ります。

ルー プ系サブシステ ムとい うのは,基 本的 に

オプナィカル ・フ ァイバー ・ケーブルを考 えた

非常に高速の デー タ ・ロー カル ・ネ ットワーク

を考え てお ります。 これ が大 体32メ ガ ビ ット

・パー ・セ コン ドぐらいの ものが標 準 であ りま

して,こ れにい ろいろぶ らさが るとい う形に な

るわけであ ります。

それか らブ ランチ系 サ ブシステ ム とい うの は,

中速 とい うか,大 体10メ ガ ビッ ト・・x"・一 ・セ

コン ドぐらいで同軸 あるいは光 ,こ れは も っと

技術的将来 にな ります と光 の方が主にな るか も

しれませんが,同 軸,光 どち らで もい いわけで

すが,こ れはバス状 とい うか1本 の棒 の よ うな

形に して ある,そ れにい ろいろぶちさがる とい

う形 で あります 。

それか ら,ス ター系 サ ブシス テムとい うの は,
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基本的に ツイステ ッド ・ワイヤ ー ・ケー ブルが

中心 になると思いますが,ス ターの 中心 には ハ

ブとい うか,シ ステ ム ・ハ ブとしては電子交換

機 とい うことに なるわけで あ ります。交換機は

従来は電 話だけだ ったのが,デ ータ もで きるの

で,電 話 一元的な形で電子 交換機が 中心 に なっ

てつながせ る。 この3つ のサ ブシステムの組み

合わせ でい こうとい う形で あ りま して,こ の図

は ち ょっと複雑 で よ くわか らないか も しれませ

ん が,真 ん中 の輪 が オプテ ィカル ・フ ァイバ ー

を中心に したループ系 サブシステ ム,そ れか ら

そ こか ら技が 出てお ります ものが ブラ ンチ系 サ

ブシステム,そ れ か らIPBX(イ ン テ リジ ェ

ン ト・プライベ ー ト・ブランチ ・エクスチ ェン

ジ)か らた くさん ツイステ ッド ・ワイヤーのケ

ーブルが出て ,各 種 の端末 がぶ らさが っている

とい うのが スター状 とい う形 に なるわけで あり

ます。 ところ どころに白丸が あるわけで ありま

すが,コ ンバー ター ・ボ ックス とい うことで,

プ ロ トコル変換 を必要に応 じて行 うとい う形に

なるわけであ ります。

これに応 じま して各種の製 品群 が非 常にた く

さん用意 されるわけであ りますが,そ れ らの製

品群 を ひっ くるめて,各 フロアにそれぞれ ワー

ク ・ステ ーシ ョンが あ り,大 体 フロアでは,小

さなところでは ブ ランチ,大 きい ところではル

ープ
,あ るいは場合 に よ ってはス ターとい う形

の もの であ って,そ れが またハ イアラー キーと

して大 きなシステムでつ なが ってい くとい うふ

うな形 になるだ ろ うと思 います。です か ら,ロ

ー カル ・ネ ットワーク としては いろい ろなタイ

プの ものが出て くる,そ れに応 じて各種 の機器

が用意 されている とい うことでなければ いけな

い とい うふ うに考 えているわけで あ ります。

最初 の イン トロで ございますので,考 え方だ

け を御説明い た します。

単体 を結びOAの 効率化 を推進 するLANシ ステム

露 懲 葡
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石田 それ では次 に,先 ほ どお話 しに なった

カナさん にお話 し残 した ところをつけ加えてい

ただ きたいと思 うの ですけれ ど も,も しで きれ

ば私の方か ら2,3質 問 が あbま すので,そ れ

について も触 れていただければ と思います。

先ほ どカナさんの場 合 には これか ら新 しい ビ

ルデ ィングをつ くる とい うことだ ったので すけ

れ ども,こ れか らロー カル ・エ リア ・ネ ッ トワ

ーク を設置 しようとい う大 部分の会社は
,す で

に古い建物 に入 ってい るとい うケ ースが多い と

思 うのです 。そ こで,古 い建物の場 合に ど うい

うふ うに考 えた らいいだろ うか とい うふ うな問

題 。

それか ら,LANの 非 常 に大 きな用途 と して

電 子 メールとい うことが挙が っているわげ です

けれ ども,日 本 の場 合 なんか考えます と,先 ほ

ど田村 さん も言 われた よ うに ダイ ビングが非常

にむず か しい とい うことで,な かなか こうい う

ものは使 えそ うもない と思 うのですが,ア メ リ

カの場合 に,マ ネ ジ ャー ・クラスの人が本 当に

ダイ ビングを 自分で やる というふ うに これか ら

なるのだ ろ うか とい うふ うな点 を どう考 えてお

られ るか。

それか ら,先 ほ どLANに ついては余 り具体

的 なことを お っしゃらなか ったの ですが,大 体

ど うい う方式の もの を採用す る ことに な りそ う

か とい うよ うな見通 し。 日本では,い ま渡辺 さ

んお っ しゃいま した ように何 とな く光 ケー ブル

がいいんだ,オ プテ ィカル ・ネ ットワークがい

いんだ とい うムー ドが非 常に強い ように思 うの

ですが,ア メ リカでは,私 の感 じでは,オ プナ'

イカル とい うこ とは余 り言 われ て ないように思

うのです 。その辺 どうい う方式 に落 ちつ きそ う

か とい う・ふ うな見通 し,そ の辺 もで きれ ばお話

しいただけれぱ思 います。

カナ 既存の建 物 に ロー カル ・エ リア ・ネ ッ

トワークの能力 を入れ よ うとい うことですが,

そ れに関 しま しては,ア メ リカの現時点 での経

済性 か ら考 えます と,既 存 の古い建物 にLAN

を入 れて も採算 が とれ ない と思 ってお ります。

ローカル ・ネットワーク

す なわち,す べての ター ミナルを接続 して,古

い建物 で普遍的 な多機能 の通信 の 目的 を果 た さ

せる ように端末機器 を接続 させ よ うとい うこと

に な ります と,た とえば 吉村 さん がお っ しゃっ

た ような種類の もの,特 定 の アプ リケー シ ョン

だけで,一 連の端末機 器だけでや るとい うこと

で ある場 合,そ れは どの よ うな形 で接続 した ら

最 善の接続 か,そ してた とえばア ークの ネ ット

ワーク とか,渡 辺 さんがお っ しゃった よ うな種

類 の ネ ッ トワークがで きるのか とい う問題 が あ

る と思 います。ですか ら,あ る具体的 な特 定の

アプ リケー シ ョンだけである程 度限定的 な こと

でやるな らはで きるのだろ うとは思 いますgそ

して,そ れ でもなおかつ経済的に も採算 の とれ

る ような魅力 のある ローカル ・エ リア ・ネ ッ ト

ワークとい うものがで きると思 います 。と ころ

が,新 しい建物にLANを 採用 す るとい うこ と

でや ります と,こ れは普遍的 な種類 の多機 能 を

や ってのけ させ るよ うなものを プ リワイヤ リン

グの段階 か らで きるわけですか ら,ず っと完全

性 の高い ものがで・きると思 います。

さて,第2番 目の御 質問 です けれ ど も,ア メ

リカのマネ ジャー ・クラスの人が果 た して電 子

メールを実際利用す るか どうか とい うことです 。

田村 さん がお っしゃ っいま した よ うに,電 子 郵

便は 日本 では なかなか使え ないの じゃないか と

い うこ とを疑問視 してい らっしゃいま した。確

かに電 子郵便 というものは まだ相 変わ らず アメ

リカでも実験段階 であ りま して,完 全 に全面的

に活 用 されて,実 用に供 されて;ア プ リケー シ

ョン段階 に入 った とい うこどでは あ りません 。

一番 多 くの活用のや り方は
,い わゆ る専 門職 の

人 た ちが使 っているわけです。そ して第一線 の

マネ ジ ャー ・クラスの人 た ちがや っています 。

すなわち,秘 書を使わないで簡単 な速記録 の よ

うな もの とか簡単 なメモ とか,簡 単'な ドキュメ

ン トをお互 いの間で交換 し合 うとい うように使

っています。電子 メールの コス トは,手 でや る

よりもず っと採算が合い,魅 力が ある もので あ

ります。 自分 自身の書類 をダイ ビン グす る,つ
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ま り書類 をつ くる とい うことです が,電 気的 な

通 信 をす るた めには どう して も1つ 障害 にはな

っているわけで す。たとえ ば現時点で や ってお

ります ことは,ワ ー ドプロセ ッサ ーとかそのほ

かのや り方 と,そ れ からフ ァク シ ミリみたい な

や り方 と対抗 して存在 するわけです。 この よう

な フ ァクシ ミリの場合 で した ら,チ ャー トとか

図形的 なもの も伝送 で きます。 マネジ ャー の年

齢が若 ければ若いほ ど,若 い マネ ジャー の人 々

は実際 に タイプを打 って,自 分の メモ とか書類

を タイプア ップ して トランス ミッシ ョンする よ

うにな りますので,年 齢が若 くなれば なるほ ど

電 子 メール も普及 で きるのだ ろ うと思 います 。

3番 目は,光 フ ァイバーを使 うのか とい うこ

となんですが,ア メ リカでは通信媒 体は いわゆ

る バン ド幅 の広 い ものを使 って や ってい く,そ

れ は ケー ブルですが,あ る ときには ツィステ ッ

ド・ペアを使 ってや ってお ります 。まだ オプテ

ィカル ・ファイバ ーは使われて おりません。 オ

プテ ィカル ・フ ァイバーの技術 自身が ア メリカ

国 内では 日本 の よ うなほかの国ほ ど進 ん でいな

いわけで あ りま して,た とえば タブ とか ケー ブ

ルの接続 の コス トを考 えます と,ア メリカでは

余 り進ん でい ないわけです 。 これか ら向 こう1

～2年 の間では,も ちろん通信 媒体 にいずれは

な ってい くとは思 いますが,い まの時点 では,

まだ方式 としては な ってお りませ ん。

以上 で,御 質問 に関 して カバー してないの で

すが,こ れで全部 お答 えに 左ってな って ない よ

うで した ら,再 度 御質問 して くだ さった らお答

えす る ように いた1します 。

こち らかち 幾 つか コメン トも申 し上げ たい わ

けです。 それは田村 さんのお っしゃった ことに

関 しての私 の コメン トです 。

田村 さんは,ロ ーカル ・ネ ソトワークとか ま

た電 子郵便 の活用 の価値 が果 た してそれ だけあ

る ものか とい う疑問 を提起 なさい ま した。確 か

に これは非常に妥当 な御質問 だと思 います。ま

ず こうい った問題 を検討 してか ら,そ してただ

新 しい技術 が導入 されて きた とい うことの ゆえ

に,あ る種 のニーズ に対 してそれが満 た し得 る

新 しい技術 で ある とい うために飛 びつ くのは問

題 だ と思 います。 と申 しますのは,た とえば電

子郵便 の例ですが,電 子郵便 の 目的 は,文 書 を

よ り安 い コス トで配付 して伝 えてい きたい とい

うところにその全 目的が あるわけです か ら,そ

のために ドキ ュメン トをつ くり出す先 の ダイ ビ

ング が 日本で はな じまい とい うことです と,そ

して もうすでに ファクシ ミリ装置 が た くさん入

って きて投資 されているとい うことです と,た,

とえぱ18万 台 とい うような フ ァク シミリがす

でに投入 されてい るとい うことです と,こ の よ

うな ファク シミリを使 ってお互 いの 間の通信を

し,あ る1ヵ 所 か ら別 の個所 ま でフ ァクシ ミリ

を使 って文書や書類 を通信 すればいいわけです。

それは もちろん手 作業 でつ くった文 書 を ファク

シ ミリを介 して伝 えていけばい い と思い ます。

また田村 さんが お っしゃった点で,私 として

は 完全 に賛成 で きなか った点が あるのですが,

た とえば プ ログ ラミングの部分 が,一 連 の金物

を活用す るときの1つ の障害 に なるのではない

か とお っしゃったのですが,私 どもは ユーザ ー

・プログラ ミングはわれわれの意見か らすると,

余 り問題 には ならないと思 って お ります。 ユー

ザーは既存 の ソフ トウェアを活用 するための装

置 をどん どん開発 するわけで,た とえばキー ボ

ー ドの装置にま埆虫れにな りま したが,確 かに重

要 な装 置 です。 しか し新 しい ユーザ ーが どん ど

ん加わ って きま して,オ フィスの中で必ず しも

ソフ トウェアを プログラ ミングで きないで も,

既 存 のプログラムを活用 する ような ユーザー と

い うのが あると思います 。たとえば ス プ レッ ド

シー トの アナ リシス等 を使いま して,こ れはパ

ソコンなんかに使 われて おります。 これは非常

に よい例で はないか と思 います。以上 です。

石 田 それでは この辺 でフ ロアに参加 され て

いる皆様 か ら,い まのパネ リス トの方 どなたに

で も結構 ですけれ ども,御 質問 な り御意見 な り

ございま した ら少 し伺 いたい と思 うのです が,

いかがで し ょうか 。
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質問LANを 使 って シス テムを構築す る場

合に,ま ずLANの 規格 が ない とい うことは,

これは 日本 で もアメ リカで も同 じだ と思 うの で

すが,先 ほ ど802の 紹 介 はあ りま したけれ ど

も,日 本ではそ うい う動 きが ない とい うことが

まず1つ あるのんす。そ うい うものを自分の と

ころ だけで規格 をつ くっていいや とい うことで

や った場 合に,接 続す る道 具,た とえば パ ソコ

ンな りワー ドプロセ ッサーな りいろいろ あると

思 うのですが,そ うい うものを どこらまで先 を

見て入れ るか とい うのが,投 資額 とそれ か ら得

られるメ リソトを考 えた場 合の トレー ドオ フで

何 年先ま で見 てや るか とい うのが大 きな問題 に

なるか と思 うのですけれ ども,そ こら辺 につい

て ち ょっとお聞 きしたいのです。

カナ 先ほ ど言 いま した とお り大変 むず か し

い問題 だと思 います。た とえば何 か大 きな投 資

をす る場 合,そ の前に十分調査 しないで決定 す

べ きじゃないのですが,ア メ リカン ・エクス プ

レスの例 です と,わ れ われ の とりま した意見 で

は,ま ず既存の要件 で1985年 に情報 に関 し

て どれ ぐらい情報の交流 をす る必要 が あるか と

考 えたわけ です。1985年 とい うのは,ち ょ

うど新 しい ビルに引 っ越 す時期 なものです か ら,

わ れわれはその時 点で,そ れまでは追 加的 な投

資は 情報に対 してい ろいろ需要 が出て きて も,

そ の未知 の ものに対 しては投入 しない ことに し

たわけ です。それで,1985年 に新 しい ビル

に移 りま したときに構築用 のい ろいろ な要件 は

考え て,そ れに対 しま して追加的 な配線 また連

結 を足す,そ して どん どん拡大 してい く,タ ブ

をつけてい くとい うことに したわけで あ ります,

で すか ら,わ が社の場 合,そ うい ったことが あ

る意味 では問題は なかった とい うことです。ま

たそれ らの具体性 がいまの ところ ない とい うこ

とであ ります 。

石田 新 たに これか ら機器 を導入 して やろ う

という ところは問題 が ないのですが,た とえば

私 のい る大学 のよ うに非常に古い組織です と,

も うす でにあ っちこ っちに コンピ ュータが た く

ローカル ・ネ ットワーク

さん入 ってい るのです。そ こに これか らLAN

を導 入 しよ うか とい うの でいま検討 してい るの

ですけれ ども,そ うす る と古 い コン ピュー タを

つ ながなければいけない とい う問題 に な って き

て,こ れは実際上 で きそ うもない のです。その

辺 の問題は渡辺 さんの ところ どい うふ うに考

えているのですか。先ほ どの図です と,た とえ

ば 日本電 気にはDINAと い うシステ ムが あ り

ます とい うことで,明 らかに 日本電気 のLAN

を導 入 した場 合に,既 成 の 日本電気 の コン ピュ

ー タが ある と きはつ ない で くだ さる と思 うので

す けれ ども,ほ かの会 社の コン ピュー タとつな

い で くれ と言われたときにど うす るか とい うあ

た りも含めてお答えいただ きたいのです。

渡辺 すべての ものは エボ リュー シ ョナル と

い うか,革 命的にい くのでは な くて,順 次少 し

ず つ進んでい くとい うふ うでは ない といかぬ と

思 うわけです。オ フィス ・オー トメー シ ョンと

か というもの も結局そ うい うことで,従 来 は ホ

ス ト ・コン ピュータを中心に トップダ ウンで き

たのに対 して,オ フ ィス ・オー トメー シ ョンは

ボ トムアップで,現 場 の 仕事 中心,先 ほ ど吉村

さんの万か らお話 であ りま した よ うに現場 の仕

事 を中心に,そ こか ら統合は後 で とい うふ うな

話 も出て くる。そ うします と,従 来 の機械 が ど

こかホス トの ところにいろいろ あ った に して も,

現 場の要求 を満 たす もの で小 さな ものか らス タ

ー トしてい くとい うことに当然 なる と思 います。

そ うす ると,LANは そ の両方 のスク イズに遭

うとい うのが宿命だ。先 ほ ど私は フレキ シビ リ

テ ィとい うことを非常 に言い ま したの もそ こだ

と思 うわけで あ ります。それはLANの 宿 命 で

あって,そ れ を解決 しなか った らLANと して

の存在意義が ない とい う形 に もなるか と思 いま

す。ですか ら,現 場 の要求 を満 た してい くもの

が,こ れか らどんどん新 し く出て くるいろい ろ

な多機能 な ワーク ・ステー シ ョンとか,そ れか

らパ ソコン もそ うです 。パ ソコン もどん どん能

力が上 が ってまい ります 。そ うい った もの がど

ん どんふえて くる とい う形に なる と思 います 。
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LANは,そ うい ったパ ソコンなリワーク ・ス

テーシ ョンな りの能力 を前提 と して,既 存 の も

の とうま くつ ないで いくとい う形に しなければ

いけない とい うことで ございます。

既存の もの が,た とえば 日本電気 の場 合AC

OSシ ス テムであ れば,DINAと の 接続が う

ま くい く。 もっと一般的 に はISOの レ イヤー

とい うふ うな基本 の レベルが あ りますが,そ う

い った もの と,い まのLANの た とえばC&C

光 ネ ッ トのいろいろ なもの とが各 レイヤーで話

が合 う ように な っていなければいけない。 これ

は初めか らそ うい うことを検討 してい るわけで

す。 ですけれ ども,既 存 の もの とい うのは各種

各様 ございます。そ この ところで先 ほ どの コン

バーター ・ボ ックス とい うのに丸印 があ ったわ

けで あ りますが,結 局諸矛盾はその丸印 の中に

凝縮 して くる とい う形 に最終的 には なるだろ う

と思 います。 コンバーター ・ボ ックスその もの

も,マ イク ロコン ピュー タその他が非 常に進歩

している段階 で,そ うやや こ しい もので な くて

今後 どん どんで きて る とい う形 でございます

ので,最 終的にそ うい うものは1ヵ 所 に凝縮 し

て,そ こで ユー ザー側には負担 をかけ ないで,

既 存の ものに も負担 をかけ ないで,コ ンバ ータ

ー ・ボ ックスが必要悪 とい うとぐあいが悪 いの

ですけれど も,エ ボ リューシ ョナルなデ ィベ ロ

ップメン トのためには必要であ るとい うのがC

&C光 ネ ヅ トの基 本的な考え方にな ります。

石田 いまパー ソナル ・コンピュー タの話が

出ま したので,ち ょっと私 か らコメン トさせて

いただ きたいのですけれ ども,大 学 なんかで も

最近 パ ソコンを買 うユーザーが非常 にふえて き

ま して,パ ソ コンがふえて きたか らパ ソコン同

士 お互 いにつ な ぎた い,簡 単 につなが るはずだ

ということをお っしゃる方が非常 に多 いのです。

ところが,実 際 にやろ うとします と,い ま売 ら

れているパ ソコンでは全 然能力不足 で して,こ

うい うローカル ・ネ ットワークにつな ぐのは ち

ょっと不可能 だ と申 し上 げていい と思 います 。

といいますのは,い まの パ ソコンは シングル ・

タス キングとい って,一 時 的には1つ の仕事 し

か しない とい うふ うに使 われてい る,非 常に単

純 な シス テムです。 ところが,こ のLANの よ

うな ものにつな ご うと します と,や は リネ ット

ワー ク専用 のパ ソコンに して しま うな ら話は別

なん ですけれ ども,い ろいろ な仕事 をや りなが

らなおかつほか と通信 もしたい とい うことに な

ります と,そ の仕 事 をや っている間 に通信は通

信 で独立 にで きる とい うこ とでない と困 るわけ

です。そ うで ない と,こ れか らおた くの方にデ

ー タを送 るか ら,そ ち らの仕事 をやめて ちょっ

と通信 のつ き合 いを して くれ とい うようなこと

を両方で しめ し合 わせ て,そ れで ヨー イ,ド ン

でデ ータを送 る。そのデータのや りと りをや っ

ている間はほ かの仕事は何 もで きない とい うこ

とに な って しま う。 しか し,LANの 本 来 の 目

的か らいいます と,パ ソコンな らパ ソコンを使

って何か仕事 を して いる。その間に通信 線か ら

た とえば デー タなど入 って きた ら,そ れはた と

えば固定 デ ィスクの中に どん どん入 ってい くと

い う ような ことで,あ る仕事 と通信 とい うのは

本 当にパ ラ レルにで きないとだめ なん です。そ

うい うことがい まのパ ソコンには全然 あ りませ

ん。 しか し,最 近 出て きている16ビ ソ ト ・パ

ソコンが も うち ょっと先へ行 きます と,OSで

も,た とえばCP/Mだ とか あるいはMS/DO

Sと い うようkOSも も コンカレン トな機能 を

盛 り込 もうとい うふ うな動 きが あ りますので,

そ うい うOSで もちゃん とで きて,幾 つかの仕

事がパ ラレルにやれる,そ うい うことに ならな

い と,な か なか パソコンとい うのは ネ ッ トワー

クにつなげ ないのです。

そ うい う意 味 で私が ち ょっと気に しているの

は,最 近 パ ソコ ンを買 われ る方がその辺 に対 し

てか な り過剰 な期待 を持 たれ てい て,パ ソコン

同士 つ なが なければい け ない とい う必要がある

ことは多 いのだ と思 うのですけれ ども,現 状 で

はまだ まだパ ソコンの能 力が足 りない。逆に言

えば,パ ソコン といえ ども相 当の能力 を持たせ

ない と,な か なかLANを 通 して自由 自在に情
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報 のや りと りが で きる とい うふ うには な らない

とい うことだけ コメ ン トさせ ていただきた い と

思います 。

それ では次に いかが で し ょうか。どなたで も,

ど うい う項 目につ いてで も結構 です。

田村 標準 につい てち ょっと。標準の話 が出

ると,私 は ど うして も言 いたい ことが1つ ある

わけです。

まず,ハ ー ドウ ェアの イ ンタフ ェースの標準

化 とい うのが非 常に重要 であ るとい うことは,

皆 さん御承知 の とお りだ と思 います。 たとえば

私 どもにネ ットワークが あるのですが,そ こに

20～30万 円 のパー ソナル ・コンピュー タを

接続 しよう と思 った ら,何 とぞの インタフ ェー

スで800万 円 の請求書 が来 るとい う変な話が

あるので,そ うい った こ ともあ って,ハ ー ドウ

ェアの最小 限の標準化 とい うか イ ンタフ ェース,

そ こら辺 の工夫 をメーカーさんにぜひ お願 い し

たい。 これは当然 なことなん です。

それか ら,そ の 次に何 の話 が出 るか といそま

す と,今 度 ソフ トウ ェア のコンパチ ビリテ ィと

い うことなんです。 これ も多 くの方が言われて

い るわけです。 いまいろい ろなハ ー ドウェアが

出ています けれ ども,た とえばBASIC1つ

を とって もいろい ろ なものが 出て きて しま って,

ユーザーがつ くる ソフ トウ
ェアの コンパチ ビリ

ティが と りに くい とい う話,こ れ も非常 に多 く

の方が言 われてい るわけです。 しか し,何 より

も一番重要 なことは何 か とい うと,ハ ー ドウェ

アの コンパ チ ビリテ ィとか ソフ トウ ェアのコ ン

パチ ビ リテ ィもさる ことなが ら。最 も重要 なの

は ユーザ ーの オペ レーシ ョンの コンパチ ビ リテ

ィとい うことなんです6先 ほ ど カナさんの講 演

に もあ りま したけ れど も,た とえばオ フィス な

どで は移 動 する機 会が 多い。 もし移動 して,そ

の行 った先 で機械 が違 ったときに,た とえ ソフ

トウェア のコンパ チが あろ うが なかろ うが,そ

の ソフ トを通 してユー ザーが使 うわけですが ,

そ の使 い方の コンパチ ビ リテ ィが なければ 、や

は り1か ら勉強 し直さ なければ いけないわけで

ローカル ・ネットワーク

す。特 にOSの エ デ ィターなんかで も,何 か似

た ような機能 なのに,ち ょっとずっ コマン ドが

違 った りするわけです。 ああい うのはユーザー

に とって非常 に迷惑 な話 なんです。 ですか ら,

極端 に言えば そ うい うオペ レー シ ョンのところ

でコンパ チ ビリティをとって もらえぱ,あ とは

ソフ トの コンパ チとかハー ドの コンパ チは ど う

でもいい話 に なるわけで して,先 ほ ど来私 は ユ

ーザー ・イン フ
ェースを強調 してい るので す

けれ ども,そ うい った標 準 とい う問題 に関 して

もユーザー ・インタフェースにお・ける コンパチ

ビ リテ ィの重要性 を もっと認識 する必要 がある

のでは ない かと思 います。

それか ら,発 言の機 会を与 え られ たので,ち

ょっと先ほ どの カナ さんの御異論に 閉 して 申 し

上げたいのですけれ ども,確 か に私 もエ ン ド ・

ユーザーが プ ログラムをつ くる とい うことの重

要性 は昔 か ら言 っているわ けで して,そ のため

の 日本 でい う簡易言語,そ うい う仕組 みを もっ

とも っと充実 させる必要が ある。先ほ どの カナ

さん も恐 らくその ことをお っしゃ ってい るの で

はないか と思 い ますけれ ども,し か し,い かに

簡易言語が で き,エ ン ド・ユーザーが 自分 のニ

ーズに合 った ソフ トウ
ェアを開発 しやす くな っ

たと言 っても,そ れ でもなおかつ システ ムの非

常に重要 な問題で,ユ ーザーには とて もじゃ な

いけれ どもつ くりに くい,そ うい う部分が かな

りあるはず なん です。特 にオ フィス情報 シス テ

ムとい うその システムの問題 にな ります と,そ

うい う部分 がかな りある。その部分の充実 とい

うのが,こ れはエ ン ド・ユーザーはで きない と

思 いますが,そ の部分の充実 をどうい うふ うに

図 ってい くのか,こ れは メーカー さん とかあ る

いは ソフ トウ ェア ・ハ ウスの方 とか,あ るいは

ユーザーの 中の情報 システム部 といわれる方 ,

そ うい う方 々の役割 り分担 とかそ うい うことも

含 めて,そ こ ら辺の充実 を どうい うふ うに図 っ

てい くか とい うのが これか らの大 きな問題 に な

るのではないか と思 ってお ります。

質問 非常 に陳腐 な質問 なん ですが,先 ほ ど
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か らも言 われ ています ように,コ ス トに見合 う

利益 とい うことですけれ ども,ア メ リカン ・エ

クス プレス社 の場合に,サ ー ビスの 向上 とか応

答時 間が速 くなる とい うよ うな ことに対 して,

そ うい うカウンタブルで ない ものに対 す る評価

を数字的 に ど うい うふ うにかえて計算 されてい

るか とい うことと,シ ス テ ムが構築 され てい っ

て能率が上が って きた場合に,人 員整理 の問題

なんかは どうい うふ うに対処 され たか,技 術的

な問題 では な くて恐縮 です 。

それか ら,総 資本 の中に 占めるDP関 係 の機

器 の資産の比率は どの ぐらいに な っているか と

い うような ことが わか りま した ら教 えていただ

きたい と思 います。

カナLANに 関 して言 えることは,わ れ わ

れの考えでは,数 字 と して出せ るベネ フィ ット

と,そ れか らその他 の エレク トロニ ック ・メー

ルなんかは数 字で あ らわせ ないのです。 しか し

エレク トロニ ック ・メールは非常に簡単 な もの

です。 ター ミナルが数個 あ って,ポ イ ン トでや

ってい ますか ら,そ して人が動 いて も,全 部 ポ

イン ト,ポ イン トで コネクシ ョン をす ぐとれ る

わけです。われわれの本部で は,大 体 ワンポイ

ン ト変える ごとに1,000ド ル も払え ばいいの

です。そ うい う点では数字 がす ぐ出せます。 コ

ネク シ ョンを変 え ると平均1,000ド ル です 。

ところが,LANを 使 います と,タ ップ とか

アウ トレ ットもあるわけですが,こ の ター ミナ

ルは タップで くっつければ いいのです 。1,000

ドル を使 わ な くても切 りかえがで きるのです 。

しか し,最 初に全部 タ ップをつける とい う大 き

な投資 が要 ります。た くさんの ロケー シ ョンに

全部 タ ップをつ けて,タ ー ミナル を動 かすのは

タ ップだけ 差 し込 めば いい ようにす る。 この投

資 が大変です 。経済的に ど っちが安 上が りか,

トレー ドオフが あるのですが,こ うい う数字 に

出 ない もの と数 字に出 る もの と両方 かみ合 わせ

てやると非 常に むず か しいのです。 とい うこと

で御質問 のお答え にな ってい ま しょうか。

質問 そ れは どうい うふ うに評価 され るの で

しょうか。 もうそれは出ない とい うことで割 り

切 っちゃうので しょうか。

カナ 前に 申 しま した よ うに ローカル ・エ リ

ア ・ネ ットワークに関 しま しては,こ うい う数

字 に出 ない ものは無視 しちゃうのです。経済 的

な トレー ドオフ として ポイ ン ト,ポ イン トの コ

ネク シ ョン,タ ー ミナルの コネ クシ ョンを どう

い うふ うにスムーズにで きるか とい うことだけ

考え るのです 。そ して,こ の ター ミナル を動 か

せ る ようなネ ッ トワークをつ くる とい うこ と,

この投 資 とい うものは,数 字に出せ ない ような

メ リットはそれに含め ないで考 えるのです。 こ

のオ フィス ・シス テムの場合,エ レク トロニ ッ

ク ・メール とか インチ プ レーテ ッ ドなテ キス ト

のデ ィス トリビューシ ョンとか あるいは ワー ド

プロセ ッシング,あ るいは デ ィクテー シ ョン,

こ うい うものに関 しま してはわれ われの正当化

す る理 由,こ の アプリケー シ ョンをやる とい う

理 由,こ れはまだ経済的 なものが主体 です。

ユー ザーに対 しま しては,こ の エク ィップメ

ン トを使 えば,経 済的に も トレー ドオ フい いで

す よとい うふ うにすす めてい るのです 。それに

プ ラス数字 に出 ない ベネフィ ソトもある とい う

こ とです。 む しろ数字 に出ない ものは プラスに

なるわけ です。

それに加 えま して失業 の問題 をいま御指摘 に

なりま したが,私 は 別に深刻 な問題 では ない と

思 うのです。 もうニーズがふ くらんでいれば,

失 業の問題は起 こらない と思 います。将来 の ビ

ジネス の発展が あって も人間の数 をふ や さない

でいけ るとい うことが メリットでは ないで しょ

うか。商売 を伸 ば していけば,失 業 させ な くて

もエク ィ ップ メン トをどん どん導入 で きるわけ

です。ですか ら,商 売 を伸ば してい くとい うこ

とが この問題解決 のかぎでは ない で しょうか。

石田 ほかに御質問,御 意見 ど うぞ 。 どなた

で も結構です。

まだいろい ろ御質問はあ るか と思 うのですけ

れど も,時 間の関係があ りますので,

一 応討論はこの辺 で終 了させていただきまして
,
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最後 に各パ ネ リス トの方か らそれぞれ4～5分

の時間で,い ままで言 い残 した こととか将来の

こととか何 でも結構 です けれ ども,フ ァイナル ・

コメン トとい うことで一言ず つお願 いしたいと

思い ます。

先ほどの順番で,田 村 さんか らお願 い します。

田村 最初のお話 では,ロ ーカル ・ネ ッ トワ

ークが本当に役 に立 つのか ど うか
,役 立つ とす

れ ば,ど うい うレベルで,ど うい うところで役

に立つ のか とい うことを考えてみたわけです。

それで論理の筋道は 余 りよ くなか ったのですが,

結 論的には恐 らくヒュー マン ・インタラク ティ

ブなレベル,そ れ に一番 大 きな影響 を与える。

どうい う ことか といいます と,人 間の思考 を助

け るとい うレベルでまず大 きな威 力を発揮 し得

るのではないだろ うか とい うことです。つま り

そ こら辺 は先 ほど ちょっと議論 にな りま した よ

うに,数 字に しに くい部分 なわけです。む しろ

日常 的な定型的 な業務 の中で どうい うふ うに ロ

ーカル ・ネ ットワークが役に立 つか とい う方が

数字 に しやす いわけですけ れど も,そ うい うこ

とを計算 する と,先 ほ どカナ さん の講演 にあ り

ま したが,10%と か それ以下 とか の効果 しか

測定 し得 ないのでは ないだろ うか。 む しろそ う

い う数字 で評価 で きない,人 間の知的 な活動 を

援助す る,バ ックア ップす る とい うレベルで ロ

ー カル ・エ リア ・ネ ットワークは役 に立つので

は ないだ ろ うか。そ うい う部分で役に立つため

には,ユ ーザー ・インタフ ェース を もっと もっ

とよくしな くてはいけ ない。それか ら,各 種の

システム ・サ イドのア プ リケー シ ョン ・プログ

ラムを充実 させる必 要が ある。 この2点 を申 し

上げたか ったわけです。

そ れで,い ま御質問 が出ま したが,私 なりに

解釈 させていただ きます と,オ フィスのエ ン ド

・ユーザーではな くて
,企 業 とかそ うい った事

業体 のお客に役に立 つ システ ムとい うものを考

え得 るのか とい う御質問 ではないか とい うふ う

に私 は受けたわけ ですけれ ども,私 はそれは技

術的 に可能 で あり,,む しろ オ7イ スに働 く人 の

ローカル ・ネットワーク

ため よ りも,そ うい うお客 とか,官 庁 で言 えば

納税者 とか,そ うい う人 に直接役 に立つ ような

ものをまず第1に 目指 す システム をつ くるべ き

で ある,こ れが オ フィス情 報 システムの最大の

目的 である とい うふ うに 日ごろ考 えて いるわけ

です。む しろ そ うい う部分 か ら出発 して,次 第

に間接的に お客 に役 に立 つ部 分,つ ま り広報部

分,そ こら辺 の機械化 を進 めてい くのが,こ う

い うオフ ィス情報 システムを構築す る上の筋 道

で は ないか とい うふ うに私は考え るわけです。

吉 村 先ほ ど時間 の都合 では しょった よ うな

感 じが あるのですが,ユ ーザーか らロー カル ・

ネ ットワーク とい うもの を選んで い く場 合に一

番大事 なことは,そ の ロー カル ・ネ ットワーク

に連結 され るものに ど うい う道具 が あるか。私

先ほ ども冒頭 で 申 しま したよ うに,ユ ーザーは

徹底 した現場 中心で進 めて きま した もので,現

場 とい うのは人間主体 に な りますか ら,い ろい

ろ道具類,い ろいろ な便利 な もの とい うことで,

結 局それは コン ピュー タなんだか ら,そ うい う

ことは こう変 わ るか らそれは しんぼ う しなさい

とい うような言 い方 では現場 は納得 しません の

で,現 場 の人 が納得す る手法 でその合理化 をや

って い くとい うことでない と進ま ないの じゃな

いか。現場 の人 を入れてや ってい く。現場 の人

を入れ ると,現 場 の人 とい うのは身勝手 なと こ

ろ もあるのですけれ ども,そ のための道具類,

そ うい うことをや ってあげ られる よ うな,私 ど

もでいいます とOCRリ ー ダーを くっつけた り,

プ リンターに特殊 な フ ィーダーをつ けた り,い

ろいろや って いる わげです。 なるほど とい うこ

とを考え なが らつけておる。そ うい うことを含

めてで きる もの である。それ がネ ットワークに

ぶ らさが るとい うことで ない と,ユ ーザー と し

ては ローカル ・ネ ットワークは余 り意味が ない

の じゃないか とい うことで,ま ず第1に ど うい

うものがぶ らさが るとか,ど うい うふ うな仕方

の ものはぶ らさが っていけ る,つ ないでいけ る

とい うことを見 きわめるのが大事 じゃないか。

これは メー カー さんの方 と・ メー カー さん 直
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接は来 られ ないけれ ども,デ ィー ラーさんが来

られた り,業 者さんが来 られた り,こ の方 とい

かに一緒 に なってや っていけ るかとい うことが

非常に大事 だ。そ うい うことで,既 製品 でや っ

て くれ,そ っちヘシ フ トさせ られ る ようであれ

ば,そ の メーカーは私 としては もう除 くという

ぐらいに思 ってお ります。そ うい うことで食い

込んで くる,そ うい うことを何 とか考え ま しょ

うとい うことでない と実現 は無理 じゃないか,

そ ういうふ うに実際に や って きた者 と して感 じ

ております。

先ほ ど,他 のコ ンピュータ とつな ぐ,パ ーソ

ナル ・コンピュータとつな ぐとい う観点 で,そ

うい うつ なぎ方が ど うかわか りません けれど も,

先 ほ ど示 しま した中に漢字情報検索装置,こ う

い う特殊 な装置 をぶ らさげ ようと思 っておるわ

けですけれ ども,こ の漢字 検索 とい う特殊 な検

索 も して くれる機械 とい うのは,別 な会社の コ

ンピュータで あり,オ フコ ンみた いな ものです

ね,こ れ を何台 もぶ らさげて,漢 字の情 報 をい

一 まの ローカル ・ネ ッ トワー クにぶ ら さがって お

る もの全 部 に 使 わ れ そ う,こ うい う形でつ な

ご うと しています。現に たまたま確認が終 わ っ

てつ ながる とい うことにな りま して,実 行 した

い とい うことで,1例 で あ りますけれ ども,ど

ん な ものがつ なが って,ど ん な仕事 を して くれ

るのがつなが るか とい うことを ポイン トで見 き

_わ められて進む。中途 では だめにな ります 。そ

れを見 きわめるこ とを しなければ いけ ない。そ

れに よって ローカル ・ネ ッ トワー クを ここの ロ

ーカル ・ネ ッ トワークに しよ うとかあそ この ロ

ー カル ・ネ ットワークに しよ うとか
,こ うい う

ことが決 まるの だと思 い ます 。

これ が ユーザーと して や ってみ ての率直な感

一 想 でございます 。

渡辺 いまの吉村 さんの ユーザーの 方か らの

希望は,メ ーカーは ユー ザーの意見 を よ く聞 け,

こ うい うk・話で ございま して,昔 のMIS時 代

60年 代 に コン ピュータが非常に出 てきた とき

に,ト ップダウンでMISと い うことが言 われ

た ときには,そ れで できる範囲 で考 える とい う

ことが基本 だ ったと思います。それで行 くとこ

ろまで行 ったのがMISで あ り,失 敗,成 功 あ

あ りますけれ ども,一 応それはそれ な りに成功

した。つ ま りいま持 っている コン ピュータの能

力は フルに経営 システムの中 に発揮 された とい

う意味 では成功 した とい うことが,こ れは若干

メーカー側 の表 現 か もしれ ませんが,言 え ると

思います。

それか ら,OA時 代 が80年 代 に始 ま りま し

た のは,今 度 はそのア ンチテーゼ といい ますか,

逆 に もっと現場 中心 の,取 り残 され た ところか

らスター トしている。今度は 逆に,機 械 でで き

る範囲で とい うことを外 して,人 間が や ってい

るもの をどこまで機械 に置 きかえ られ るか とい

うことでいかれた とい うことだ と思 います 。 し

たが って,OAを 進 め るためには,ま さにいま

言 われたそ の立場 とい うの をメーカー も追及 し

てい く。 メー カー,ユ ーザーが一緒 に な ってや

ってい くとい う雰囲気が大事だ ろ うと思い ます。

こ うい うシンポ ジウムが行 われ るの も,そ うい

う雰囲気 を盛 り立 てるために とい うことで,デ

ニタ月間 とか情報 化月間 とい うものが行われ て

いるとい うふ うに私ど もは思 ってい るわ けであ

ります。

そ うい うことで,協 力が必要 だ とい うことを

考え るわけですが,結 局 き ょうもロー カル ・エ

リア ・ネ ットワーク とい うことが議題 に なりま

した のも,昨 年 までは こうい うことは議題 に な

らなか った。 これは パソコンとか ワー ドプロセ

ッサーとい う個 々の機器 が どち らか と言 うと関

心 の中心 で あった。それが,そ れに加えて ロー

カル ・ネ ットワーク とい うものが出て きた とい

うことは,結 局OAは 統 合 化 オ フィス ・システ

ムとい うことを考 えなければ いけないの だ とい

う流 れに沿 っている ことだ と思 います。 です か

ら,ロ ー カル ・ネ ットワーク も1つ の コンポ ー

ネ ント,ワ ー ドプロセ ッサー,パ ー ソナル ・コ

ン ピュータとい う ワー ク ・ステ ーシ ョン も1つ

の コンポーネン ト,そ の コンポーネ ン ト1つ1
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つを幾 ら突 っ込 ん でみて も,コ ンポーネ ン トは

コンポーネン トであ って,最 終的 には統合 オ フ

ィス ・システム とい うものを考 えなければいけ

ない とい う形に なると思 います。

先ほ ど申 しま した ように,私 ど もは統合 オ フ

ィス ・システムを非常 に大 き く分 けると3つ の

カテゴ リーであ るとい うふ うに考え ているわけ

です。第1の カテ ゴ リーが,先 ほ ど田村 さんの

お話 があ りま した よ うに,ユ ーザー ・インタフ

ェース とい うことで,最 も重要 な ワー ク ・ステ

ー シ ョンとい うカテゴ リー
。 これがいわばすべ

てであ りま して,こ れが うま くい くために あと

の ものが あるわけで あ ります が,幾 らワーク ・

ステー ションとい っても,そ れ だけでは解決 で

きないために,そ の裏 側にまず あるのが ローカ

ル ・ネ ッ トワーク。 もう1つ 裏側 に ,先 ほ どオ

フ ィス ・プ ロセ ッサー とい うことをち ょっと言

ったわけですが,ど うもこれが ない と一 な く

て もいいんで,ワ ーク ・ス テーシ ョンが全部や

る場 合 もあ りますけれど も,や は リオ フィス ・

プ ロセ ッサー とい うものがある程度 部屋 のすみ

に ある方 が ノーマルな姿だ とい うふ うに考えて

お ります。 この3つ のカテゴ リーで統合 オ フィ

・システ ムとい うものを考 えたい
。

その外側 に支え ている大 きな インフラス トラ

クチ ュアが ある。先ほ ど3つ の カテ ゴ リー と言

いま したけれ ども,こ れは非常 にハ ィア ラーキ

ーで
,各 層に複雑 に組み合 わさ ってい くわけで

あ りますけれ ども,基 本的 には3つ の カテ ゴ リ

ー を裏 か ら支 えて いる大 きなインフラス トラク

チ ュア,そ うい うものを入 れる と4つ の カテゴ

リーで押 さえ てい る。 ロー カル ・ネ ットワー ク

はそ れらを組 み合 わせ てい るの りとい うか結合

材 とい うふ うにと らまえ るべ き ものだ とい うふ
ーうに思 うわけであ ります

。

その ときに大事 なのは,そ の統合性 といいま

すか,全 体 に うま く情報が流れ るか。 これは私

どもは1つ のオ フィス ・システム ・アーキテク

チ ュアが必要で あるとい うふ うに考 えてお りま

す。 この ようなアーキテクチ ュア とい うのが情

ローカル ・ネットワーク

報の流れ を保 障 し,ス トアされ,リ トリーブ さ

れ,そ れが使われ,ま た情報が ク リエー トされ

るとい うよ うなことを,従 来の ホス ト・コン ピ

ュータに あ りますネ ッ トワーク ・アー キテクチ

ュア よりもも っときめ細 かい,人 間側の人 間 く

さい オペ レー ション,人 間 インタフェース,ヒ

ューマン ・フ ァクター を含 めた アー キテクチ ュ

アが必要 である。 これは各 会社,会 社 がや るの

と同時に,国 家的あるいは世 界的 に も必要 で あ

るとい うふ うに も考 えてお ります 。

そん な方向 で私 どもも努力 したいと思 ってお

りますが,こ れはユーザー さん と御一緒 にや り

たい とい うのが,メ ーカーの切 なる希望 であ り

ます。

それか ら,先 ほ どの御質問 の中に,そ れか ら

また田村 さん もちょっと触れ られ ま したけれ ど

も,そ の オフ ィスで働い ているとい うよ りも,

も っと一般 大衆 の中に 出て くるべ きだ とい う話

が出 たわけで あります。最近 はパ ーソナル ・コ

ン ピュータもポータブル なパ ーソナル ・コン ピ

ュータが出て きた。 これは回線 自由化 の問題 と

非常に関係 して きま すが,こ としはデー タ通信

の回線 自由化の元年 とい うような形 で,今 後2

年,3年 と回線 自由化 にな って くる。 また,電

電 公社のINSの よ うな関係,あ るい は電電公

社 だけでな くて も,そ うい うのが 第三者 に よる

付 加価値通信 とい うもの も非常に 出て くるだろ

うと思 われ るわけであ りますが,そ うい う段階 ー

が もう数年内に来ます'と,た と え ば,証 券 外務

員 等の方が持 ち歩いてネ ッ トワーキング とつな

ぐとい う社会的 な意味 での,こ れが ローカル ・

ネ ッ トワー クと言えるか ど うかわか り ませ んが

ネ ットワー クの時代 が必ず来 る。 テレ ワーキン

グというような ことも言われます し,テ レソフ

トとか,テ レをつければ何 で もで きるので,テ

レゲー ム,テ レスタデ ィ,テ レラーニ ング,何

で もいいの ですが,テ レ何が しとい うことがで

きるのが必ずや って くるとい うふ うに私 どもは

考え て お・ります。

石田 き ょうテーマに な りま したこの ロー カ
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ル ・ネ ッ トワーク とい うものを考 え てみ ます と,

ネ ッ トワーク技術 とい うのは かな り古 くか らあ

ったわけで すが,い ままで どっちか と言 うと,

いわ ゆる広 域 ネ ッ トワーク とい う格好で発達 し

てきた 。た とえば 日本全国 にまたが るようなネ

ッ トワークとい う方がむ しろ早か ったわけです

私のい る大学 で もむ しろそ ちら側が先にで きて

いま して,現 在電電 公社 のパ ケ ット交換網 を通

して全 国 の主な大学 はつ なが っていて,お 互い

にデータがや りとりがで きるとい う状態が すで

にでき上が っているわけで す。それが最近 にな

って ロー カル ・エ リア ・ネ ットワークの問題が

出て きたのは,や っと コンピュータ関係 の素子

が安 くな って,い ままでは非常に高い金をかけ

ない とネ ッ トワー クがで きなか ったとい う状態

が変 わ って きて,わ りあい に安 い費用でつ くれ

る ようにな ったおかげ で,ロ ー カルにまでで き

るとい うふ うに発展 して きたのだと思います 。

しか し,こ の ロー カル ・ネ ットワークは何 し

ろまだだ れ もよくその意義 がわか っていない と

い うところが あ りま して,た とえば私の大学 な

ん かでい ろいろ な研究 者に,大 学 の中に ロー カ

ル ・ネ ットワークをつ くったと して,ど うい う

ふ うに使 うか とい う ような ことを聞いて も,ほ

とん ど回答が 出て こないのです 。む しろ何に使

えるのか とい うことを逆 に聞か れる とい うよ う

な ことが あ ります 。現在聞 きます と,も しそ う

い うもの がで きた ら大型機 とつなぎたい とい う

答え しか ないのです。それはた とえ ば小 さなコ

ンピュー タを使 ってい る人 は特 にそ うなんです

げれ ども,デ ィスク容量が足 りないから,自 分

の.ところで つ くったデータな りプ ログラムな り

をみん な中央 の大型機 に入 れておきたい とい う

ような回 答 しか ないわ けです。そ うします と,

そ れだけ見 ます と,い ままでの ようにただ放 射

状 のネ ッ トワーク があればそれで済 んで しま う

じゃないか とい う感 じなんですけれ ども,一 方,

そ れだけ考 えま して も,私 の ところの ような非

常に大規 模 なコンピュー タを持 ってい るところ

では,回 線 の数が年 々ふえて きて,も うお手 上

げ状態 に近いのです。要す るに,い まのつなぎ

方 で す と,端 末を ど こか で コ ン ピュ ー タ と

つなぎた いとい う場合1本 ずつ線を引 く,こうい

うことをや っていますので,セ ンターに入 って

くる ケーブルが何百本 とい うことに な って,も

うそろそろ管理が し切 れな くな って きてお りま

す。 これは まだネ ットワーク技術 を使 ってい な

いか らで あ りま して,こ れか らネ ッ トワーク技

術 を使えば,い ままで何百本か束 ねてあ ったケ

ーブルをた とえば光 ケーブルにすれば1本 に な

るとい うことで,単 なるケーブルの節約 とい う

ことだけで も,や は りネ ットワーク技術 とい う

のは非常 に意味 が出て くるのだ と思 い ます。

そ れか ら,そ の場合 ス ピー ドは ど うか とい う

ことなん ですが,い ままでの や り方 です と,た

とえば1秒 間 に9600ビ ッ トとい うような速

度が関 の山だ ったわけですけれ ども,先 ほ どの

渡辺 さんの説明 に もあ った ように,1秒 間 に10

メガ ビ ットとか32メ ガ ビットとか大変 な速度

に もな って くるわけです。

ただ,こ の速度 に関 しま しては,こ れか らそ

うい うことを考え る万に1つ 御注意 してk・きま

す と,あ の速 度は4く まで も幹 線の ケーブルの

中での速度 なん です。いかば瞬間最大風速み た

いな数字 で しか しいの です。実際 にそ うい う非

常 に速 い幹 線 を使 ってコン ピュータを2台 それ

につないでお互 いにや りと りしようとい うとき

に,実 効 的に どれだけ のス ピー ドが出 るか とい

うと,コ ン ピュータでそ うい うデータをや りと

りする。 たとえばデータを受 けて,そ のデ ータ

が正 しいデ ータで あるか どうか チ ェ ック して,

オーケーな らば受け取 る。受け取 った ときに オ

ー ケー とい う返 事を出す とい うよ うなことを考

えます と,と て も10メ ガ とか32メ ガ ビ ット

にはいかな くて,実 際にや ってみますそれの10

分 の1と か100分 の1と か あるいは1000

分 の1の ス ピー ドしか出 ない とい う ような ケー

スもあ りますので,こ れか らLANに つ いてい

ろいろ計画 を立て る方は,や は り最初小規 模 な

実験 をや ってみ られ るといい と思 うのです。い
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きな り大規模 なLANを 計 画 され るの では な く

て,小 規模 にや ってみて,'実 際 に コンピュー タ

をつ ないで ソフ トウェアを通 してデータのや り

とりをや った ときに どれ ぐらいのス ピー ドが達

成 できるか とい うようなこ とで,こ うい うもの

はい きな り大計画 を立て てばん とやるのではな

くて,じ わ じわ進め てい くのが よろ しいの だろ

うと思い ます。

それか ら最後 に,こ うい うネ ットワーク とい

うのは いろいろな問題が あるで しょうけ れ ども,

や は り長 い 目で見 る と発達す るこ とは間違 いな

いわけで す。われわれ 社会が だん だん ワイヤー

ド ・ソサ エテ ィとい うことで,お 互 いに本 当に

ネ ットワー クを通 してつ ながれ る ようになると

思 うのですけれ ども,そ うい うふ うに して情報

の や りと りを非常 に能率 よ くしてい った場 合 に

何が起 こるか とい うこと も少 し考えて お く必要

があるの じゃないか と思 います 。 といいますの

は,私 自身 も,私 の ところの計算 セン ターは昔

か ら電 子 メール とい うのは,電 文 と しては英語

か ローマ字 かか たか な しか いままでは扱 ってい

ません けれ ども,そ うい う格 好 で電子 メールを

や ります と,た とえば私 はあると きや って閉 口

しま したのは,計 算 センター に対 していろいろ

文 句の ある人 は遠慮 なく電 子 メールを くだ さい

とい う広告 をしたのです。そ うしま と,案 外苦

情を よこす人 がいるわけです。それ も単 なる苦

情 ならいいのですけれ ど も,た とえば こうい う

ソ フ トウ ェアを流 してみ たら こん なおか しな結

果 が出た,こ れ はどこが悪い のか とい うような

質問 が来 ます と,こ れは調べ ない と返事が 出せ

ないのです。そ うい う質 問が 日に4通 も5通 も

来 ます ともうお手 上げで あ りま して,返 事がで

きな くな って しま う。私,恐 れてい ますの は,

こ うい うことで余 りコミュニケー シ ョンの能率

を上げ て しま うと,手 紙 が どん どん や って きて,

1日 じ ゅう手紙 を見ていて も返 事が書 けない,

そ れで実質的 な仕 事が全然 で きな くな って しま

うとい うような ことも起 こ りかね ないわけ です。

そ うい う点 からいいます と,む しろ電 子 メール

ローカル ・ネットワーク

に よ ってメールの効率 を上げる よ りは,い かに

して手紙 を出さな くて済 む よ うなシステムをつ

くるか とい うよ うなことを考 え る万 があるいは

大事か も しれ ません。

それか ら,電 子 メール とい うのは,こ れは ア

メ リカで実際 に起 こってい るのです けれ ども,

個人 間の通信 に使われて しま って,だ とえば ラ

ブ レターを交換 す るのに使われて しま う。いま

の若 い人だ と,電 話 で しゃべ り合 うのが多いか

と思いますけれ ども,電 話 です と,会 社で仕事

中は さすがにみん な遠慮 するわけです。 ところ

が,電 子 メールで キーボ ー ドか らポンポンたた

くのだ と,ラ ブレター で も何で もほかの人か ら

見 ると仕事 をや ってい るよ うに見 え るわけです。

実際には ラブ レターの交換 をしてい る。

それか ら,労 働組合 に乗 っ取 られ た とい うの

もあ ります。電子 メールの場 合には,1通 手 紙

を書いて,こ れ を全 員に送 れ とい う指示がで き

るのです。そ うする と,コ ン ピュー タですか ら,

全 員に同 じもの をパ ッと送 る。組合か ら見 る と,

一 斉指令を出すのに きわめて便 利 なわけです 。

ところが,シ ステムの方 から見ます と,電 子 メ

ールが個人間 の通信に使 われてい るのか
,組 合

か らの指令に使 われてい るのか とい うのは なか

なか区別がつか ないのです。 これは本当 にど う

やった ら区別がつ'くか とい うの を考 えてみ て も,

なか なかむず か しい とい うような問題 があ りま

すか ら,こ れか ら一般 的には コ ミュニケーシ ョ

の能率化 を上げ なげればいけ ないの だ と思 いま

すけれ ども,下 手す るといろい ろな副次的 な効

果が出て くる可能性 もある とい うことで,そ う

い うことも踏 まえた上 で,私 自身の感 じとして

は,と にか くローカル『・エ リア ・ネ ットワーク

とい うのは将来 も非常 に重 要に な って よく使 わ

れる ようにな るのは間違 い ない と思 うのですけ

れ ども,そ の過程 では いろいろ困難 が予 想 され

る。それ をうま く克服 してい くことと,そ れか

らその過程に おい て将来 どうなるか とい うふ う

なことを十分考えてい わゆるア セス メン トをや

ることも非常に重要 なのでは ないか と思い ます。
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それでは時間が来 ま した ので,き ょうのパ ネ

ル討論会 はこれで終 わ りに させてい ただ きたい

と思 います。

皆 さん,長 時間御協 力 をあ りがと うございま

した。(拍 手)
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講演 ・討論会II

経 営 戦 略 と 情 報 活 用

一 デ ー タ ベ ー ス9サ ー ビ ス ー

近年,企 業経 営にて っては人,物,金 に加えて,情 報の

効率的利 用が不可欠の要 素になってきてい る,ま た,情 報

処 理サ ービス企i業も,ユ ーザ ー側 のこうしたニ ーズ に対応

す るため,情 報の提供を サービス ・メニュに付加 してい く

こ とが重視 され てきてい る。'つまり,デ ータベ ースは今 や,

提 供側 ・利用側双 方に と って,経 営戦略上 の要 にな ってい

る。

一 方
,わ が国のデ ータベース ・サー ビスは,ア メ リカに

10年,ヨ ー ロッパ に5年 の格差 が指摘 され ている。 こう

した状況下 で最近,海 外 のデ ータベースの進 出も激 しい。

本 セッションでは デ ータベ ース ・サー ビスの提 供者,

利 用者,さ らに行政 側の代表 によ る議論 によつてそれぞれ

の立場 か らデー タベー スの意義お よび今後 の展望 を明 らか

にする。



経営戦略 と情報活動

一 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス ー

1)ラ リ ー ・A・ ベ ル ケ

今 回お招 きをいただ きましてお話 しできる こ

とを大変喜 んでおります。本 日は,最 近 の米 国

市場 におけ るデ ータベ ースにつ きまして,そ の

幾つかの観 点,デ ータ,事 実,そ して意見な ど

を 申し上げ させていただきます 。

この デ ータベ ース ・サ ービ スとい う問題 自体

比較的新 しいものであ りますごまた同時 に,非

常 に変 わり身の早い業種であ ります 。 したがい

まして,最 初 に定義 を申し上げて,私 のお話 し

す る内容 がおわか りいただ きやすいよ うに した

い と思 います。

まず,情 報を提供 する とい う行為は,幾 つか

の形態が あ り,ま たその 目的を達成す るために

幾 つかの媒体を用 いることが可能 です 。幾百年

に もわた りましてわれわれは印刷物 によ って情

報 を得 て まい りました。そ して この印刷産業 の

ことだけお話 しして も2日 ぐらいは楽 にかか る

でし ょう。 ラジオやテ レビが 出現を いたしまし

たため に,さ らに複雑化 いた しま した。 そして

今 日,コ ン ピュー タ ・パ ワーが,さ きに申 し上

げたテ レビや ラジオや印刷物 と同様 に通信技術

とも結びつ くよ うになりましたので,ま ず最初

に定義を申 し上 げた方がいい と思 うゆえんであ

ります 。私 の 申し上 げる定義 とい うのは,こ れ

だけ しか定義はない とい う絶対的 なものではご

ざい ません。ただ,き ょうの討論 のお互 いの理

解 のために申し上げ るとい うこ とであ ります。

さて,そ の残 りの部分を使い まして,オ ンラ

インのデ ータベ ースにかかわ ることについてお

1)ICP社 長

話 し申し上 げます。 これは デ ータベ ースの出版

とい う言葉 を使 いますが,こ の中 には,デ ータ

ベ ースをサ プライす る人,そ れか らオンライン・

サ ービスを提供す る人,そ れ から最後 にエンド・

ユーザ ー,す なわ ちデータベ ース情報 を使 う人

がお ります。これは ち ょっとやや こし くな るの

ですけれども,皆 さんどなたで もこの3つ の役

の うちどれか あるいは全部を引 き受け ること

も可能であ ります。 とい うことで,定 義を まず

は っきりしておかなければならない とい うこと

はよ り明 白であ ります。

現在,100万 台 以上の マイ クロコンピ ュータ

が米国 におきまして,家 庭,学 校,企 業等 で使

われてお ります。 この数 は,1985年 までに10

倍 ふ え ると言 われ てお ります。同様に,約400

万 台 の コン ピュータ ・ター ミナルが現在設置 さ

れてお り,こ の数 もまた1985年 末 までに1,000

万台 にふ えるとい う予測 です。 いろいろなサイ

ズの図書館が大学 とか企業 とか研究 所にあ りま

すが,そ こでは参考図書や辞書 あるいは統計 情

報の検索をオ ンライ ンによ って手に入れてお り

ます 。企業の マネジ ャー,市 場調査員,農 民,

科 学者,そ のほか いろいろな専 門職 の方 々は,

ほ とんど毎 日と言 って もいいよ うな ベースで,

オ ンライ ン ・デ ータベースか ら情報 を と ってお

ります。

電子の時代 が始 ま っています 。情報流通の支

配的 メデ ィアとしての紙の時代 が続 いてい る間

に,い ま出て きた代替 手段 も研究 しておかなけ

ればいけません。 「戦争 と平和 」 とか 「将 軍.j

が オ ン ライ ン形式で 出て くるとは思 いません。
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けれども,事 実 に関する,時 宜 に適 したエンサ イ

クロペデ ィア的な,参 考 になるよ うな情報を 中

心に した専門的な情報 は,オ ン ラインです ぐに

得 られ るものであ ります。

すべての出版物 を2つ のもの に分 けてみ まし

ょう。 まず最初 の ものは,表 紙か ら表紙 まで全

部読む よ うな もの,た とえば本だ とか レポー ト

だ とか雑 誌だ とか学会誌だ とか ニ ュース レタ ー

だ とか新 聞だ とか とい うものです。それか ら第

2の カテゴ リーのものは ,参 照す るとか拾 い読

みをす るとい う種類の ものです。た とえば 目録

のよ うな もの,ハ ン ドブ ックだ とか百科事典 だ

とか学会誌 の摘要 とか索引,新 聞の一部 だ とか

ニュースレターの中に もそうい うものがあ りま

す。 また レポー トでも,統 計的 な もの,専 門的

なもの,財 務的 なものなどがあ ります。そ して,

だ れ が読 むのか,ど うい う状況 にあ るか によ っ

て,両 方 に使え るもの もあ ります。た とえば ウ

ォール ・ス トリー ト ・ジャーナルとい う新聞 を

すみか らすみ まで読む人 もいま しょうし,た だ

単に株価 の出てい るテ ーブル だけ見 る人 もいる

でし ょう。

今 日,オ ン ラインに乗 っている情報は,こ の

第2の カテゴ リーのものが 多いのです。す なわ

ち,参 題 す るとか ときどき見 るとい うものです。

タイムシ ェア リング とか情報検索 システムは

政府だ とか研究機関だ とか若干の企業で1960

年 代 初期 か ら使 われていま したけれ ども,オ ン

ライ ン産 業 とい うものが商業的に存在す るよ う

にな ったのは1970年 代 初期の ことであ ります。

6つ の主 な要因 によ って この商業ベ ースのオ ン

ライン ・デ ータベ ース ・システムあ るいはサ ー

ビスが生 まれ育 って くることにな りました。

まず第1は,タ イムシ ェア リングが出て きた

ことです。 これ は コンピ ュータを何人かの人た

ちが 同時 にその コン ピュータの場 所かあ るいは

遠 くから使 うとい うことです。

第2は,記 憶媒体の ランダムア クセスの コス

トが急速 に下が った とい うことです。

第3は,ポ ータブルな コンピュー タ ・ター ミ

データベース ・サービス

ナルが低価格 で多 くの企業 や個 人の手 に入 る よ

うにな ったとい うこと。

第4に,余 り費用のか からないデ ータ通 信 と

い うものが ,米 国あるいは世界の先進国 の間に

広 が ったとい うこと。

第5に,情 報が機械 で読め る形で貯蔵 され る

よ うにな った こと,こ れは,企 業だ とか職業団

体だ とか政府機関だ とか出版社等の写真植字だ

とか文書作成 の副産物 として記憶 された もので

す。

それから第6番 目は ,コ ン ピュータ ・プ ログ

ラムの開発 によ って,い ろいろな レベルの ユー

ザ ーがデータベ ースの 内容 をつ くった り,ア ッ

プデー トに した り,調 べ たり,レ ポ ー トした り

す ることがで きるよ うにな?た とい うことです。

最近の予測 によ ります と,1年 に10億 ドル が

オ ンラインのデ ータベ ース ・サ ービスに使 われ

てい るそうですが,そ の うちの25%は 使 用料収

入 とい う形 でデ ータベ ース ・サプ ライヤーの と

ころへ行 っています。1985年 までには こ うい

った数字 は4倍 にふえ ると言 われてい ます。 こ

の産業 で働 いてい る人 たちの予測 によ ります と,

1年 に20～100%も 成 長す るとい う人 もい ま

す。成長 とか利潤 とい うのは最近 出てきた こと

ですけれ ども,現 実の ものに な ったよ うです。

ここで5分 か10分 の 時間をいただ いて ,先 ほ

ど言 いました3つ の役 の うちの1つ,す なわち

デ ータベース ・サプライ ヤーについ てだけ考 え

てみ ましょう。だれがサプ ライヤ ーにな って い

るの か,そ して ど こか ら そ の情 報 を得 て い

る か とい うこ とにつ い て で す。

まず,オ ンラインの デー タベ ースは,情 報 の

水 たま りだ とい うことがで きます。 つ まり,情

報 を集 めて,分 類 して,ア ップデー トにして,

そ してア クセスで きるよ うにす る,こ うい うと

ころです。

デー タベースは4つ の種類が あ ります。すな

わち,ス タテ ィ ック,静 止的な もの。 これは,

い ままで掘 ったすべての石油の井 戸が ど こにあ

るか とい うよ うな ものです 。
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それ か ら,取 引的 なもの,こ れにつ きま して

は幾 つかあ りますけれど も,た とえば国際的 な

為替市場の動 きを調 べるとい うよ うな もの。

それか ら,関 係を ベースに した もの ,リ レー

シ ョナルなものです。 これはお互 いの関係を基

礎 にしたものであ りまして,デ ータベースとデ

ー タベ ースの間を結びつけ合 うような ものです
。

ス タンフォー ド大学 が麻薬 の使用について比較

を した デー タベ ースを持 ってい ますが,そ れが

例 です 。

それか ら第4に,製 造 され たデ ータベースと

い うのが あ ります。 これは計量経済学のモデノレ・

デ ータベ ースなどが その例 であ ります。

どんなデ ータベ ースで も取引1回 ごとに買 う

こともで きます し,一 定 の定額で買 うこともで

きます し,継 続的 な使用 ベ ースで買 うこともで

きます し,買 い取 りで全部 買 うこともできます。

顧 客は,イ ンタラクテ ィブ ・コンピュータ ・タ

ーミナル とデ ータ ・コ ミュニケ ーシ ョンの方法

に よ ってデ ータベ ースを利用 す るのですが,こ

れ はサ プ ライヤーの著作権 がかか って きます。

き ょうのお話 では,デ ータベ ース ・サプ ライ

ヤーとかデ ータづ一ス ・プ ロバイ ダー,デ ータ

ベ ース ・パ ブ リッシ ャーとか いろ いろな言葉を

使 いますけれ ども,こ れは特殊 な プ ログラムや
,

応用 プ ログ ラムを つ くる人 または情報提供者 あ

るいは情報 を供給す る人 のことで あります。 こ

れ は先 ほどの3役 の 中で ほか の人 たちと違 うと

ころであ りまして,オ ンライ ン ・サ ービスとい

うのがあ りますけれ ども,こ れ は情報検索サ ー

ビス ・ベ ンダーとか タイ ムシ ェア リング ・サー

ビスとか,こ うい うことを言 います。 これは エ

ン ド・ユーザ ーを除 き ます と,こ の2つ が重要

な役割 りを果 たす とい うことにな ります。

いまお話 しして いるデ ータベースのほ とんど

は,印 刷物で も手に入 ります。 データベースの

中には,大 きな情報,た とえば アメ リカの国勢

調査 の結果 とい うよ うなものの一部 とい うもの

もあ ります し,AP通 信,こ れは選択的に印刷

出版 され るものですが,そ のニ ュース ・サ ービ

スの全部 か ら成 ってい るものもあります。そ し.

て,デ ー タベ ースの中には,印 刷 された ものが

全然な いもの もあ ります 。

オン ラインの インフォ メーシ ョンの種類につ

きましては,ま だ名前が ついていません。大 き

さだ とかど のぐらい長持 ちす るか とい うことで

区別が あ りませ ん。たとえばあ るサプ ライヤー

は,う ちのデ ータベ ースには数百 のデ ータベ ー

スが入 っている と宣伝 します 。それは耳 よ りな

話 とい うよ うな囲み 記事 もあ りまし ょうし,ニ

ュース ・サ ービスが入 っているか もしれ ません

し,飛 行機 の スケジ ュールが入 ってい るか もし

れ ません。 ところが,も う一方 のオ ンライ ンの

サ ービス ・ベ ンダーは100の デ ータベ ースがあ

ります と言 って,そ の中には15年 分 の化学 文

献 か らア メ リカの法 人の名簿 あるいは現在行わ

れている調査 の一覧表 まで入 っている と自慢 し

ます。

また他 のベ ンダーは,他 の種類の情報,そ れ

は しば しば印刷 された ものではな くて,フ ァイ

ル式の もの もあ ると言 ってお ります。 たとえば

ゼネ ラル ・エレク トリックは赤外線分析 データ

を4万3,000件 持 っていると言います。それか

らもう1つ は,100万 人 以上の人 口を持 つ国家

の人 口統計 あ るいは経済情勢の分析 を した もの

を持 ってい ると言 ってい ます。それか らもう1

つの ところは,1万5,000の 日本企業の財務分

析を した デー タベ ースを持 っている とい うこと

を言 っています。

ユ ーザ ーの方か ら見 ます と,オ ンラインの記

憶媒 体はデ ータベ ースを同 じよ うに処理 してい

ます。 オン ライ ンのパ ブ リケーシ ョンには,目

で見てわか るような差 があ りません 。これは ニ

ュースの データベースだ とか,大 きな本だ った

らこれは参考文献だ ろ うとか,あ るいは同じ背

表紙 で並 んでいれば全集 だろ うとか,こ うい う

よ うな 目安 がないのです。現在では,こ の区別

は カタ ログを見 るしか ありませ ん。

デー タベ ースの世界を特徴 づけるため に,こ

この話では,ひ とつ私は勝手 に分類 してみ まし
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よう。 これは カ リフォル ニアのサ ン タモニカに

あ るクア ドラ ・ア ソシエ ーツとい う会社 がつ く

っているオ ンライ ン ・デー タベ ースの名簿によ

って分類 した ものです 。この方法に よると,デ

ータベ ースは レファレンスと ソースとい う2つ

の タイプに分 けられ ます。 レフ ァレンス ・デ ー

タベ ース とい うのは,索 引型の ものであ りまし

て,あ そ こを見れば全部情報は得 られ ます とい

う種類 の ものです。 ですか ら,こ の索引式 の デ

ータベ ースは文献的 なもの あるいは参考 的な も

のがあ ります。

一 方
,ソ ース ・デ ータベ ースとい うのは,オ

リジナルの ソース情報 の完全 なデータあ るいは

フル ・テキス トが入 ってい ます。 これは さらに

数値的 な もの,数 値文書的 なもの,財 務 的なも

の,そ れ か らフル ・テキス トというものがあ り

ます。

資料を見 ていただ き ます と,レ フ ァレンシ と

ソースの デー タベ ースを一覧表 にした ものの種

類 を示 してお ります。 クア ドラ ・アソシエーツ

が500件 以 上 のものか ら分類 した ものです。

それか らデ ータベースの 中には,次 のよ うな

情報が入 っています。 すなわち,ア ブス トラク

トとか索 引 とか名簿 とかハ ン ドブ ックとか辞書,

あ るいは統計,タ イムシ リーズ,企 業 の財務諸

表,人 口統計,建 設,生 産,消 費の数字,貿 易

のデ ータ,本 とか雑誌 とか記事 とか レポ ー ト,

判 例等 の全文,そ れか ら法律の ヘ ッ ドノー ト,

専 門誌,新 聞,通 信 ニ ュース,株 式 とか金融 と

か先物 とか商品市況,企 画 とか スペ ックとか特

性 とか規則,こ んな ものが入 ってい ます。

さらに,こ の表を ご らん にな るとわか ります

が,大 体商業 あるいは産業関係の データベ ース

が47%あ り ます 。科学 技術関係が30%,そ

れか ら学 際的 なものが16%,社 会 科学 あ るい

は人文科学関係はわずか7%で す 。

それ で,さ らに一番人気のあ るデ ータベ ース

を特徴的 に分析 してみ ます と,こ の チャー トに

出ているよ うに,経 済 とい う項 目が 一番多い の

です。い ま経済情勢が悪 いです から,こ うい う

データベース ・サービス

のが一番 売れ るので しょう。それか ら,学 際的

あ るいは一般 というのが2番 目。 それか ら第3

が 財務,以 下ず っと化学 とか法律 とか並んで い

まして,11番 目が商品取引 とい うふ うにな っ

て います。

デー タベ ースのうちの約80%近 くの ものが

ただ1つ のオ ン ライ ン ・サ ービスか ら入手で き

ます。残 りのわずか20%が2あ るいはそれ以

上の オンライン ・サ ービスによ って提供 され て

いますが ,こ れが恐 ら くオン ライ ン収入 あるい

は使用量の大 きな割合 を占めていると思 い ます。

さらに の オンライ ン ・デ ータベ ースの20

%に つ きまして は,ほ かのと ころで出版 も して

います。残 りの80%の オ ン ライン ・デー タベ

ースは
,オ ン ラインのサ ービス としてではな く

て,オ ン ラインのデ ータベ ースのサ プ ライヤー

の方が 出版 をしてお ります。

数値で あらわ したデ ータベ ース,こ れ は現在

提供 され ているデータベ ースの半 分 ぐらいにな

ります けれ ども,こ れがオ ンライン収入 の相 当

部分を上げて お ります。 この数値 のデ ータベー

スは .3つ の 出所があ ると思 います。

まず第1は,企 業だ とか コンサル タン ト会社

だ とか金融機関等の社 内の ファイルとかプ ログ

ラム,こ れ は最初は社 内で使 うためにつ くった

ものが,後 にお客様に も売るよ うにな った とい

うよ うなものです。

それか ら第2の 数値 のデ ータベ ースの出所は,

政 府資金 の援助 を受けてい るよ うな研究機 関 と

か大学 とか その他の科学 的研究機 関の内部 ファ

イル とか フ。ログラム。

それ から3番 目のソースは,商 業 的な出版社

か らの もの であ ります。 これは印刷物 を写 真植

字 した りする中でデータ分析を す るためにテ ー

プに入れ た もの,そ れを一般 に売 り出そ うとし・

たもの であ ります。

それか ら文書 データベ ース とい うの も,大 体

同 じよ うなと ころか ら出てまい ります。.これは

米国政府の諸機関が企業 に入札 をさせ まして,.

こ うい うものをつ くれ とい って,目 録だ とか あ

一81一



るいは情報検索装置 をつ くらせ ました。そ して

こ うい った会社の中には,自 分の ところの コン

ピュータで ソフ トウ ェアをつ くり出 した ところ

もあります。 また オンライ ンのパ ブ リケ ーシ ョ

ンを ほかの システムで売 り出 してい るとい うと

ころもあ ります。

したが って,最 近伸 びて きたよ うに見 えます

けれど も,オ ンライ ン産業 とい うのは,過 去15

～20年 ぐ らいの間にむ しろゆ っ くりと伸びてき

たとい うのが事実です。1960年 代 に主な ソフ

トウ ェアはで きてい ます。 しか し,大 部分のデ

ータベースは1970年 代 の初 めごろに広 く使 わ

れ るよ うにな りました。それはTymetと か

Telenetと か とい うデ ータ ・コ ミュニ ケーシ

ョンの ネ ッ トワー クが広が って きて,コ ミュニ

ケ ーシ ョン ・コス トが下が ったか らです。サ ー

チ ・サ ービスはほとん どが ここ数年 や っとも う

か るようにな ったばか りです。1980年 代 にな

って初めて オンライ ンがふえて きま したか ら,

オ ン ライン収 入が この出版者 の収入 の うちの相

当部分を 占め るよ うにな っていると思 い ます。

デ ータベ ースが先ほど言 いま した ソースあ る

いは数値的な カテゴ リーに入 るかど うか別 に し

ま して,も う1つ ほかの分け方 があ ります。 こ

れ はサプ ライヤ ーの 目標達成 の上 で重要 な分類

であ ります。 それは セ クター別 の分類 です。ど

この セクターでベンダ ーが仕事を してい るか と

い うことです。す なわ ち,民 間企業 がパ ブ リッ

シ ュしてい るか,政 府が 出 してい るかあるいは

学 会等が出 してい るか とい うことです 。 このチ

ャー トを見ていただ きます と,ア メ リカでは最

近 こうい うふ うに分かれています 。政 府,民 間

企業,学 会等です。

経済情勢 とか 目標 とか意 図によ って,'そ れ ぞ

れど うい うふうにデータベ ースを価格 づけす る

か,マ ーケテ ィング してい くか とい うことは変

わ って きます。しか し,サ プ ライヤ ー側 として

は役割 りをは っきりと認識 して いなければ なり

ません し,競 争相手 の状況 も十分 に知 っておか

なけれ ばな りません 。オン ライン ・サ ー ビスと

自分のデ ータベースの販 売について交渉 す ると

きに,そ うい うことが重要 にな って まい ります。

さて,そ れではオ ンライ ン ・サ ーチ ・サ ービ

スに話 を移 しまし ょう。 これがデ ータベ ースの

小売 の道具です 。この オン ライ ン ・サーチ ・サ

ービスが 中間使用者に売 る場合 もあ ります し
,

エ ン ド・ユーザ ーに売 る場合 もあ ります し,あ

るいは ブローカーに売 る場合 もあ ります。 これ

はオ ンライ ン ・ベンダーがた どえば こうい った

付加価値 をデ ータベースにつけ加 えてい るとい

う例 です。

デ ータプ ロセ ッシングをす る場合 もあ ります

し,テ レコ ミュニケーシ ョンの機材 を一緒 に売

るとい うこともあ りまし ょう。サーチ ・ランゲ

ージあ るいはそのほか のスペシアル ・プログ ラ

ムを提供 して,適 切 なデ ータの作成 や ロケ ーシ

ョンまでや る場合 もあ ります。あるいは請求書

を 出した り,収 入が上が ったらそれをパ ブ リッ

シ ャーに分け るとい うよ うな会計処理を して く

れることもあります。あ るいはマ ーケテ ィング

とか カス トマー ・サ ービスをする ところもあ り

ます し,オ ンライン ・サ ービスとか ときにはデ

ータベ ース 自身 の使用法について教 育をす ると

い うことをや っているところ もあ ります。

多分いまのところ140ぐ らいの オン ライ ン ・

サービスが国際的 なデー タベ ースの コ ミュニケ

ーシ ョン ・ネ ッ トワークとかた くさんの地域的

なあ るいは全国 レベル のオ ンライン ・サ ー ビス

と接続 されてい ます。私 どもとしましては,こ

れ らの企業 で商業的 にサ ービスを提供 している

ところ,あ るいは世 界的 にテ レコ ミュニケ ーシ

ョン ・サ ー ビスを提供 してい るとい うものにつ

いてお話 し した いと思 います。

オ ンライ ン ・サー ビスの セクター別 の配 分で

は,た とえば商業用 のオ ンライン ・サ ービスが

82%を 占 めてお ります。 これは オンライ ン ・

サ ービスのベ ンダーの中で82%で あ りまして,

デ ー タベースのサ ービスの場合 には43%で す 。

政 府は全体のわずか8%で あ りま して,専 門職

領域 では1%,大 学 とか研究所 のよ うな非常利
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団体が9%で あ ります。 これ はデー タベース ・

サプ ライヤーの場合の11%に か な り似た よ う

な数字に な ってお ります。

すべて のサー ビスが大体Tymnetと かTelenet

を 通 じて利用可能に な ってお りますが,そ れぞ

れ独 自のデー タ ・コ ミュニ ケーシ ョン ・ネ ッ ト

ワークも提供 して おります。

デ ィスカ ッシ ョンされ ましたよ うに,デ ー タ

ベ ースは レファレンスとソース とに分類 でき る

わけです が,オ ンライン ・サ ービスで索引デ ー

タベ ースを取 り扱 っているもの と,ソ ース ・デ

ータベ ースを取 り扱 っているものの区別 は厳密

では あ りません。 と申 しますのは ,あ るものは

両方 ともや ってい るか らです。オ ンライ ン ・サ

ービスの約25%が 基 本的 には索引用のデ ー タ

ベ ースをや ってい ます し,残 りの75%が 第 一

義 的には ソース ・デ ータベースを提 供 してお り

ます。将来 は索引用の ものが もっとソ7ス ・デ

ータベ ースを加えて提供 す るよ うに なると思 い

ます。 と申しますのは,そ の方が商業用の マー

ケ ッ トのために もよい と思 います し,レ フ ァレ

ンス ・デ ータベ ースによ っては,エ ン ド・ユー

ザ ー ・マーケ ッ トとか ホーム ・マーケ ッ トとい

うものに対 してはその力が及ば ない とい うこと

にな るか らで あります。

また,オ ン ライン ・サ ービスの大部分が1つ

か2つ ぐ らいのデ ータベ ースを提供 して お りま

すが,あ との ものは3つ か ら9つ,あ るいは10

以 上 のデ ータベ ースを提供 して お ります。

どの オ ンライン ・サ ービス ・ベ ンダ ーあるい

は複数の ベ ンダーを活用すべきか とい う選択 で

すけれど も,こ れ はデ ータベース ・サプ ライヤ

ーが決め るべき非常に重要 な決定 であ りまして
,

それ を見 るときの …番 いい因子 として考 え るべ

きものは,サ プ ライヤーとして達成 すべ き目標

とか 目的 によると思 います。それは3つ の問題

について検討 してみる必要があ ります。

第1番 目は,現 在の印刷物の マーケ ッ トと市

場が どの程度重複 しているか。現在 のオ ンライ

ン ・サー ビスがいわゆ る印刷物 の製 品が到達 し

データベース1・サービス

て いるようなマ ーケ ソ トすべて に業務 を提供 し

て いるか。 もしもそうでない場合 には,現 在 ど

この ところがサ ービスを されてい るのか。 ど こ

が主要な マーケ ット先 か とい うよ うな ことで あ

ります。

2番 目には,マ ーケ ッ トの市場 占有を 印刷物

のマーケ ッ トに対 して見 まして,そ れを オン ラ

イ ン ・サ ービスの場合 でどの よ うな市場 占有 の

状況 にな ってい るか。 これは競 合性が あ るか,

あ るいは相互 補完的な状況にな って い るか。す

なわち,こ の マーケ ッ ト・シ ェアに対 してどの

デ ータベースがそのサ ービスを提供 してい るか

であります。

第3番 目は,新 しい マーケ ッ ト。 これ は特 別

のオ ンライン ・サ ービスの ベンダーを活 用す る

ことによ って追加することがで きるか。すなわ

ち手 を届かせて このデ ータベースを活 用す るこ

とによ って,全 部の製品,営 業品 目を カバ ーす

ることができるかど うか とい うことであ ります。

そのほかの因子 としましては,ど の くらいの

マ ーケテ ィングまたは顧客支援 活動 が期 待で き

るか。技術的 な支援が標準化 してい るか,そ し

て可能 か。どの くらいの収入が 見込 め るか。第

4番 目には,契 約 とか変更 とか保守 のサ ー ビス

業務 がいかに簡単にでき るか とい うことで あ り

ます。

私ど もはデータベ ース ・サプ ライヤーとか オ

ン ライン ・サ ービサ ーの価格政 策 とか契約 とか

すべての企業 の均一化 とか 目標 とかの議論 に入

る前に,デ ータベース出版 に通 常含 まれ る4つ

の種類の コス トについて考 えてみた いと思 い ま

す。すなわちそれは編集 と生産 とマーケテ ィン

グ,そ れか ら研修 コス トで あります 。

多 くの人たちには御 想像いただ ける と思 うの

ですが,オ ンライン ・デ ータベ ースとい うのは,

も ともとは印刷物か らその大部分を得 た もので

あ ります。そ して,あ る意味にお いてはそれが

当 た ってい ると思 うのですが,オ ン ライ ンの製

品 は違 っている部分 もあ るわけです し,印 刷 物

の出版 コス トと違 った別の コス トが あ るわけで
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あります 。

た とえば1番 最初の出版 コス トには,イ ンデ

ックスとか サ ーチ ・ポイ ン トの分類 あるいはア

ウ トプ ッ ト ・フ ォーマ ッ トの フィール ドまたは

サブフ ィール ドの区分け,分 類,そ れか らカバ

レージにつ いての区分け,分 類,こ のよ うな手

続が含 まれ るわけで あります。

また,そ のほか につけ加え ましたよ うな編集

コス トとい うのは ,訂 正 した り,修 正 した り,

追 加 した りす るときにかか るものであ ります。

印刷物の場合 は,正 誤表を 出すか再 版す る以外

に訂正す ることはで きませ んが,オ ンライン ・

レコー ドは技術的 に簡単 に訂正 することがで き

ます.し か し,そ れ らは コス トがか かります。

次 に,生 産 コス トで すけれども,こ れ らの デ

ー タベ ースの内容 が
,オ ン ライン ・ベンダーが

自分 自身の オンライ ン ・フ ァイル とかインデ ッ

クスをつ くるの に容易なよ うな書式だの.媒体 に

転換 され るときに生ず る コス トであ ります。 そ

れは次の よ うな ものを含み ます。

第1が,フ ・アイルの作成費。 これは エン トリ

ーとベ リフ ィケ ーシ ョンの コス トも入 ります
。

それか ら第2が,コ ンピ ュー タの処理 コス ト

でありまして,こ の 中に はオ ーソ リテ ィ ・コン

トロール とかエ ラーを探 すとか,フ ィール ドの

拡大,オ ン ライ ンの ホス ト ・システムをつ くる

ための記録様式 とか またはテ ープをつ くるもの

であり ます。

それか ら第3が,実 際 にそのテ ープをオ ン ラ

イン ・サ ・一ピサ ーの ところに出荷 す るための輸

送費が ござ います 。

もちろん これ らの コス トといいますのは,一

番最初 の ファイルを つ くるための コス トだけで

は な くて,そ の後継続 して訂正 した り,ア ップ・

ツ ー ・デ ー トなものにす るための経費が必要に

な ります。

次に マーケテ ィング ・コス トですが,基 本的

には5つ の違・った範疇に分かれ ます。その5つ

の うち最 も重要 なのは,訓 練,研 修のためのも

のであ りまして,オ ン ライ ン ・サ ービサ ーに営

業員が行 きま して研 修す るためであります。 ま

た,最 終使用者 を集め まして,ど れが市場先 に

なるかに よりますけれど も,デ ータベース ・サ

プ ライヤ ーとの間で行使 する ことであ ります。

これに関 しまして,デ ータベ ース ・サプ ライヤ

ーとオ ンライン ・サ ービサ ーのどちらがエンド・

ユ ーザーに対す る研修に責任 を持 つかとい うこ

とは,ど ちらで もいいわけですけれ ど も,ど ち

らかとい うと,最 初 のイニシアル ・トレーニン

グに関 しまして は,オ ン ライ ン ・サ ービサーに

対 してデ ータベ ース ・サ プライヤ ーがその義務

を担 うべきであ ります。

また,ほ とんどのオ ンライ ン ・ベンダーの人

た ちが文書 を作成 して,そ れを配付 してお りま

す。それはただ単 にサ ーチ ・プ ロセデ ュアを記

録のためにどのよ うに適用す るかを説明 した も

のであ ります し,サ プ ライヤ ーが 自分のデ ータ

ベースに関す る適切 な手 引書 をつ くってエンド・

ユーザ ーに配付すべ きだ と思 います 。

また,ニ ュース レターを出版 す ることは,継

続的 に教育 し,研 修す るのに役立 ちますし,ま

たプ ロモ ーシ ョン用 に役立ち ます。また コス ト

に効果 を上 げ るよ うな形で大規模 な生産者 の人

たちがニ ュース レターのような形 でお金をかけ

る ことが,編 集 用の コス トを削減す るのに役立

ちます。

ですか ら,ニ ュース ・サ ービスや マガジンの

ために特別 な,た とえば購読費の よ うな入会金

を払 って もらうこともいいと思 います 。

また,印 刷 と同 じよ うに,プ レスに発表す る

記事を出 しました り,ま た プレス ・リリースを

書 きましたり,記 事を書 くような編集者 の時間

が必要です し,ま たいろいろな専 門業 界の人た

ちの ため に会議を開 いたり,す なわち講演 の原

稿を作成 しまして,そ れに対 してそれを発表 し

なければいけませ んか ら,だ れか こ うい った と

ころへ行 って,学 会 でも発表す るよ うな必要が

あ ります 。

カス トマー ・サ ービスとしては,テ レホン ・

ナンバ ーとい うのをつ くりまして,こ れはすば
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らしいや り方 で,デ ータベ ースの サプ ライヤ ー

に直接的 にいわゆる電話 サ ービスをす るわけで

あ ります。 そ うする ことによ りまして,サ プ ラ

イ ヤー側 にユ ーザ ーの人 たちが どのよ うな状況

にな って いるか のフ ィー ドバ ックの情報を とる

のに役立 ちます し,ま た最終的な需要をつかむ

ことが できます 。

最 後に挙 げる コス トと しては,デ ー タベ ース ・

サ プライヤーの人 たちにオン ライン ・サ ービス

に関 して,そ れ を知悉 して もらう,熟 達 して も

らうための コス トが必要 です。研修の時間 とか

研修 のための職員の コス トとい うのは よ く無視

され ますが,現 実的 に非常に重要 なコス トであ

ります。

それでは その次に,商 業的 なオ ンライン ・デ

ー タベ ースの価格 決定 あ るいは価格決定戦略 の

ことをお話 ししたい と思い ます。残念 ながらこ

の市場は非常に若 い,つ まり歴 史が十分 ないと

い うことですが,余 りは っきりした価格戦略 と

い うものはあ りません。現在 だんだ んと安定 化

の道 をたど ってお りますので,将 来 にお いては,

価格改定 の効果 とい うのは測定 され るよ うに な

るだろ うと思 い ます。

まずデー タベース ・サプ ライヤーの最初の課

題 は,価 格決定 についての 自分 の 目標 とか 目的

とい うものを明確化 する必要 があ ります。価格

に関し ましては,た だ単一 なる価格 ステー トメ

ン トではな くて,複 雑 な数式 が必要 です。それ

には2段 構 えで価格 を決 めなければい けません。

1つ は消費者 に向 ける価格 であ りまして,こ

れ は通常 の場合,オ ン ライン ・ベンダーが設定

した価格 表を検討 して決定 され るものです。

も う1つ のや り方 は,オ ン ライン ・ベ ンダー

に向 けての価格であ りまして ,そ れはデ ータベ

ース ・サ プ ライヤーが設定 す る価格 であ り
,こ

の中 には使用料 も含み ます。

た とえばオ ンライ ン ・ベ ンダーの価格数式 と

い うのはか なり複雑 に なってお ります。最近 に

なります と,価 格 の傾 向 としては,提 供 され た

情 報のその価値 に対 して課 せ られ るとい う意味

データベース ・サービス

で の関連性か ら値段がかけ離れていってい るよ

うな傾 向が見 られ ると言 ってお ります。 オ ンラ

イ ン ・サー ビスの価格構 成は2つ あ りまして,

1つ は情報検索 サービス用の価格 と,も う1つ

は タイムシ ェア リングのサー ビスのための価格

で あ ります。た とえば接続時 間 レー トとか オン

ライン ・ベ ンダーの レー トとかデー タベース ・

サ プ ライヤ ーの使用料 とかテ レコ ミュニケーシ

ョン ・ユ ーザ ー ・サプ ライヤーの レー トとか オ

フ ラインのサ ーチン グ ・レー トでありまして,

そ れか ら記録を アウ'トプ ッ トするための値段,

これは1項 目ご との金額 とか またはぺLジ ごと

の金額 とか実 際に伝送 され るキ ャラク ター数ご

との金額 とか,ま たベンダーの レー トと コ ミュ'

ニ ケーシ ョン ・オン ラインの場合には カス トマ

ーの コンピュー タの ター ミナル も考え なければ

いけない し,ま たオ フラインの場合には,そ れ

らの コ ミュニケーシ ョンにかか る諸 経費が必要

です。

それ から タイムシ ェア リングのサー ビスです

けれど も,た とえば コン ピュータの リソー ス ・

ユ ニ ッ トに対す るもの ,伝 送 されたデ ータの コ

ス ト,そ れか らアクセス ・ポイ ン トをサ ーチす

る回数,ま たア クセス ・ポイ ン トを伝送 した数,

そ れか らサ ーチ ・ヘルプに対 しての コンサルテ

ィング業務 に関す るものであ ります。

この価格を どのよ うに課 してい くかですけれ

ど も,ま ず デー タベース ・サプ ライヤーか らオ

ン ライン ・ベ ンダーに課 す るものであ りまして,

これは次の ものの1つ かあるいは両方 を含む場

合 もあ ります。

その1つ は,ベ ンダーに対 する料金 です。 こ

れ はコン ピュータ ・テ ープの リース料金,た と

えば年間の金額 とか,Yと い うテープを1年 間

何回借 りたか とい うよ うな ものであ ります。

その2は,デ ータベ ースの使用料 です。 この

使用料はいろいろな形 で課す ことがで きます。

た とえばサーチにかけ た時間数 で何 ドル とい う

金額 とか,ま たカス トマーによ って レゼ ユー さ

れ た レコー ドごとの均一の収入 とか また デー タ
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ベー スを使用 した ものの収入の歩 合制で ,パ ー

センテ ージで取 るものとか ,こ れ らを組み合わ

せた形の もの もあ ります。

傾 向 としましては,い わ ゆるサ ーチ ・タイム

とか接続時間 に対 して の使用料 に関 しては値段

はよ り安 くな って くる傾向 にあ ります。 これ に

関 しましては,か なり競合性 または契約の とき

の条件 に よる圧 力の機能 として その使 用料 とい

うのは設定 されてお ります。

ですか ら,価 格 決定 の戦略 に関 しましては,

お互 いに競争 してお ります デー タベ ースに影響

が出て まい ります。 それ はいろいろな形の媒 体

で出てい るものがあ ります し,ま たその情報の

配 分,分 布 させてい くオン ラインの方法 と競争

状態 にあ るものに作用 を受 けるわ けです。 たと

えばデ ータベ ース ・サプ ライヤーの方は オン ラ

イ ン ・サ ービサ7の ため の価格数式 を決 めると

い うことは非 常にむずかしいわけで あ りまして,

この商売に参 入す る際 に決定す るときの最 も困

難 な問題 の1つ であ ります ことは,疑 い もない

わけです。

最後 に,私 は法律家 で もない し,ま たその経

験 もないのですが,商 売 に関す る法的側面 につ

いての幾つかの問題 を提起 させ ていただ きたい

と思 います。 この商売には,2つ の法律 関係 の

問題が ござい ます。1つ は,『デー タベー ス ・サ

プ ライヤーとオンライン ・サー ビサー との間の

法律的関係いかん とい うことであ ります。 それ

か らも う1つ は,そ の二者 とエ ン ド ・ユーザ ー

との間 の法律関係 はど うか とい うことであ りま

す。 ただ,使 用料支払いの問題 に関 しましては,

支 払 いの形態 とか支払 いの金額 とか支払 いの ス

ケ ジュールとい うことに関 しましては,わ りと

簡単 な問題 なので,こ こで は立 ち入 りません。

次に述 べ ます幾 つか の基本的 な問題は,あ な

たが ライセ ンシーか ライセンサ ーか にかか わら

ず,ラ イセンス契約をするときの交渉 とか契約

書作成 の際に考慮 しなければならない ことであ

ります。 ここで御注意いただ きたいのは,ラ イ

セ ンシーとい うのは,デ ータの使用を許 された

人 の ことであります し,ラ イセンサー とい うの

は,そ のデータの使 用の権利 を与 え る人 の こと

であ ります。問題 点 とい うのは,次 のよ うなも

のであ ります。

第1は,こ の ライセ ンスは独占的 な ものか。

つ まり,ラ イセ ンシーのみ炉 このデー タベース

を使 うことがで きるのか,あ るいは ライセンサ

ー及び その ライセンサーの顧客 もそのデー タベ

ー スを使用で きるのか。'

第2は,ラ イ センサーは,異 な るデー タベー

スを自分の ライセンシーの顧客 に提供 す ること

で,そ の ライセ ンシーと競合 関係 にな るのかど

うか。

第3は,ラ イセ ンシーは,た とえば タイムシ

ュア リング会社 とかあるいは直接 ライセン シー

自身の顧 客にそのデー タベースを下請 の形で又

貸 しす ることができ るのかど うか。

第4は,そ の供与 され たデー タベ ースは,あ

る特定の地理的 な地域 または市場 のみにその使

用 が限定 され るものかど うか。、

第5の 問題 は,全 部 のデー タベースが ライセ

ンシーに物理的に利用 され るために提供 され て

いるならば,ラ イセンシーはそのデー タベー ス

の コピーを幾 らで もつ くっていいのかど うか。

そのデー タをどの コンピュー タで使 って もいい

のかど うか。 ライセ ンシーはその コピーを 自分

の顧客 に供給 して もいいのかど うか。その コ ピ

ーの配付 について ライセ ンシーには何か制限が

あ るのか。

第6は,コ ンピュータがプ リン トアウ トで き

る機械 だ ったら,そ のプ リン トア ウ トした もの

の複写 をつ くって もいいのかど うか。

第7は,ラ イセンサ ーには どの よ うな信用及

び著作権 の ノーテ ィスが与 えられ るべ きか。 そ

してそれはプ リン トア ウ トしたものすべて及 び

そのプ リン トア ウ トした ものの複写物 も含 まれ

るのかど うか。

第8は,使 用料及 びその他 の料 金は ライ セン

サ ーに支払 われ るのか。 そ してそれはどの よ う

に計算 され るのか。
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第9は,ラ イセ ンサーはそのデ ータベースを

改 定 した り,ア ップ ・ツー ・デー トに更新 する

義務 を負 ってい るのか。 そして もしそれを ライ

セ ンシーがやれ るな らば ,そ の改定 したもの,

更新 した ものは,だ れが所有す ることにな るの

か。

第10は,ラ イセンサーは,そ のデー タベース

の エラーに対 して責任を持つのか。

第11は,デ ー タベ ースのあ る部分 が秘密 に属

している場合,そ の アクセ スに対 してどのよ う

な制約 をつ けるか。

第12は,ラ イセンスの期 間はど うな ってい る

かo

第13は,い か なる状況にな ったときにこの ラ

イセンス契約は終結す るのか。 たとえばデ ータ

ベ ースが誤用 された ときに ライセンサーに よっ

て解除 され るのか,ま たはデー タベ ースに欠陥

があ った ときに ライセンシーによって解 除 され

るのかo

以 上でおわか りのよ うに,ラ イセンス契 約の

交 渉 とか契約書作 成 とい うのは,簡 単な もので

はあ りません。 その中には,企 業秘 密 とか著作

権 とか私法 あるいは商法の問題 とかいろいろな

問題 があ りますので,ど の よ うな方法,ど のよ

うな形態 であるか,い ろい ろむずか しい問題 が

あ ります。 そして重要 なことは,デ ータその も

のず ば りの問題 だけではな くて,そ の周辺 にあ

る ソフ トウェアの問題があ ります。

それでは最後 に,マ ーケ ティングとカス トマ

ー援助 のことにつ いて幾つか 申し上 げたいと思

い ます。 オンライン ・デ ータベースに対 して,

2つ の主要 なマーケ ッ トが開けてい ます。1つ

は,専 門的な仲介者,す なわち図書館の よ うな

もの,そ れか らも う1つ は専 門的 な最終ユ ーザ

ー
,す なわち科学者 とか法律家 とか会計士 とか

会社の マネージャーとかそ うい う専門職 の人 た

ちとかあ るいは個人的 なス タッフもおります。

両 方の市 場 とも,財 界,産 業界,学 界,政 府,

その他経済機 関 とかに及ん でお ります。興味 深

い ことですけれど も,こ れ らの市場 に流通 させ

データベース ・サービス

てい る人たちが この商売を典型的 に始 めたのは,

この10年 か15年 ぐ らいのこ とであ ります。た

くさんの流通業者がお りますけれど も,上 に挙

げたよ うな限られた1つ の市場 の中で は別 とし

て,大 きな市場 占有率 を占めてい る入はお りま

せ んo

消 費者市場 またはマス ・マーケ ッ トに関 しま

しては,ビ ューデータとかケ ーブル ・テ レビジ

・ン産業 によ って期待 され てい るわけであ りま

すが,そ れ は コンピュサー ブとか ソースとか呼

ば れ るオ ンライン ・ベンダーに とって も同様で

す。 また他方 におきまして,教 育市場 とい うの

は,オ ンライ ン ・ベンダーはそれ ほど真剣 に注

目してお りません。 ただ,幾 つかの例外はあ り

ます。 コン トロール ・デー タ ・コーポ レーシ ョ

ンのPLATO学 習 プ ログ ラムなどは教育市場 に

参 入 してお ります。

幾つかの市場調査をし ました結果 の予測です

けれど も,特 定 の市場 で非常 に成長 が見込 まれ

るのは,金 融市場 とか証券市場 とか法律関係の

市 場であ ります。 しかし,最 近の市 場調査に は,

使 用状況 を調査 したものはあ りません。 また,

オ ンライ ン ・データベース産 業に関す る市場調

査 で出版 された ものはあ りません。

オンライ ン ・データベ ースはア メ リカや カナ

ダ においてい ま非常に活用 されてお り まして,

全 世界の60%か ら75%が 使 用 されて お ります。

オ ン ライン ・サービスは ヨー ロ ッパ においても,

ユ ー ロピア ン ・ネッ トワーク ・オ ブ ・オン ライ

ン ・サ ービスが中央政府 あるいは地方 自治体 に

よ って支援 されてい ることもあ って,着 々と成

長 してお ります。国際的市場 において は,デ ー

タベース ・サプ ライヤーはいろい ろな種類 の営

業 上の問題 とか政治的,経 済的 な通 商障壁 とい

うものを認識 しておかなければ なりません。

アメ リカにおいて国 内的 に,あ るい は国際的

に データベ ースの商売 で成功 しよ うと思 ったら,

い ろい ろな形での市場 の配 分を考 え,ま たその

ための ステ ップを考えなければ な りません。 そ

の ほとんどはすでに申 し上 げた ことで すが,た
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とえば ステ ップに関して価格表 を作 成し,各 要

素がどの よ うな収入につ なが るか とい う見地か

ら考 えなけれ ばな りません。 た とえば数値的 な

データベースのユーザーに対 して電話 のサー ビ

スとか,そ れ か らす ぐれた ドキュメンテーシ ョ

ンを提供 す るとか,参 考 または索引用の書類 を

出 してあげ ることであ ります。 また,研 修 用の

資材 や説 明書に関 しましても,値 段 をつけ まし

ていろいろ コス トがは じき出せ ますが,マ ーケ

テ ィング努力 に関 しては,こ れを経 費的 に換算

してみ るこ とはむず かしいわけです。重要 なこ

とで,絶 えず頭 に置 いてお くべ きことが2つ あ

ります。

その1つ は,オ ンライ ン ・デー タベ ースのマ

ーケ ッ トは
,出 版物 のマ ーケ ッ トとは異 なって

い るわけです。 ユーザ ーも異 なっているしジ使

用方法 も違 う。 そのため に結果 も異 な って お り

ます し,プ ロセ スも異 なって おります。 これ ら

の相違 を十 分理解 す ることによ って,オ ンライ

ン ・ユ ーザ ーを啓蒙 し,ア ピール することが必

要 です。

第2に は,こ れ らの相違 を理解 す るため に,'

デ ー タベース ・サプ ライヤーは○新 しいス タッ

フや再教 育 された スタッフや契約 スタッフある

いはそれ らを組み合 わせ た形 によって,自 分 た

ちの技 術を変革 させ,拡 張 させる必要があ りま

す。

デ ー タベース ・サプライ ヤーは,ホ ス ト・ベ

ンダーか ら得 るマーケテ ィング援助について,

過 剰に強調 すべ きではあ りません。オ ンライ ン ・

サー ビサーは まず最初 に主 として幾つかのデ ー

タベー スを含んだサ ービス,そ れ からその他 の

サー ビスを売 るわ けであ ります。一方,ベ ンダ

ーは
,継 続的 にプ ロモーシ ョンしましたり,ユ

ーザ ーか らの フィー ドバ ックを とるために,継

続的 な形 でカス トマーのアフターサ ービスを し

なければ いけ ません し,持 続的 なプ ロモーシ ョ

ンの活動 を しなければいけ ません。 ・

最後 に,デ ー タベ ース ・サプ ライヤーとして,

またオ ン ライ ン ・サー ビス ・ベ ンダーとしてい

ろいうなサ ービスをや ってお りますoパ ッケー

ジングとか価格 とか契約 とか,こ うい った こと

は絶 えず これか ら数年間かけて,実 際の解決 に

たど りつ くまで継続的 に努力 しなければいけな

い と思い ます。 それ までの間にハ ー ドウェアが

どんどん進歩 し まして,今 回の このデ ータベー

ス市場全体 の もとのハー ドウ ェアの技術 がどん

どん変 わ ってい くと思 い ます。 ただ,相 変わ ら

ず情報製品 自身は変 わ らない と思 います。ほか

の製品 とは違 ってい る製品だ と思 います。 とい

うのは,次 のよ うな意味で違 ってい ると思 うの

で す。

第1と し まして,一 般的に 申しまして,情 報

製 品はお互 いに とってか わり得 るような能力 を

持 っていないのです。1つ1つ が,規 模におい

て も,目 的 において も,ま たその内容において

も,非 常にユニ ークな ものであ りますoた とえ

ば机 とい うものはどの机 でも机 の機能 を果 た し

ますが,情 報製 品 とい うものはそれぞれ違 った

目的を持 ってお り,ま た活用も され るわけです
む

か ら,そ れぞれ独 自のマーケ ッ ト・フ レースで

機能 すべきです。

第2に,情 報製品 はオプシ ョナルな ものであ

ります。潜在的 な顧客や ユーザ ーはその価値 と,

またその有効性 に関 して啓蒙 され なければ なり

ません。その価値 に対 して啓蒙 され,ま た最 も

効力を発 揮す るよ うな形で活用 できるよ うに教

育を して差 し上 げ る必要 があ ります。

第3に,情 報 製品をつ くるのは,お 金がかか

るわけです。 それ らの コス トが活用 され るとい

う前提 の もとに正 当化 され るべ きです。 そのた

めには,必 ず活用 され るとい うことを確保 する

ために,マ ーケテ ィン グだ の,研 修だの,教 育

活動,啓 蒙活動 を有効 裏に展開す る必要があ り

ます。

第4に,情 報は,た だ使用によ って消費 され

て しまうもの ではないわけです。た とえば机 と

い うものは,時 間 がたつと償却 されてい ます。

そ して再販売 には付 せ られ ないかもしれ ません。

ところが,机 とは違 って,情 報 はある組織 に よ
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って購入 され ますと,再 販売 もで きます し,ま

ただれか にただであげ る こともできます し,ま

た価値に関 して,さ らに再活用 もできると思い

ます。

第5に,情 報 とは静止 した静態 的な ものでは

ありません。 必ず現在の状況に関 して維持 され

るべ きだ と思 い ます。 そ して さらにそれに改良

を加えるよ うにな って,よ り力を発揮 します。

そ してカバ ーで きる範 囲に関 して も,ま た品質

に関 しても,向 上が可能 です。

第6に,情 報 は目に見 えないものです。いろ

いろな媒体を通 じて普及 し,伝 播 させ ることが

できます。新 しい技術を使 うことによりまして,

こ の普及のための コス トを下げ ることもで きま

す し,潜 在 的な聴衆 をふやす こともで きるし,

活 用や アクセ シビ リティをふやす こともできま

すか ら,新 しい技術 に関 してそれを最大限 に活

用す るための力 を くみ上 げ ることがで きます。

第7に,情 報 の価格 に関 しましては,生 産 コ

ス トと無 関係 に決定 する ことはで きません。た

とえば括弧入 りで第1枚 目の コピーの コス トで

すけれ ども,そ れは全体 の生 産 コス トの9割 に

当たるとい うこともあ ります。 ですか ら,価 格

は潜在的 な販売単価 とい うものを考え るべ きで

す。ですか ら,マ ーケ ッ トに対 す る予見性,ま

たどのよ うに見通 しを立 て るか とい うことを個

々の情報 生産 に関 して決 め ることが必要 であり

まして,価 格 を決定 する ときに,た だ限界価格

を決 め るのではな くて,す べての潜在顧客 に対

しましての全 コピー ・コス トを割 り当てて配分

して決め るべきであ ります。

第8に,情 報製 品に関す る収入 は,教 育研修

またマーケテ ィング ・コス トを含 む ものでなけ

ればな りませ ん。情報 の価格 とい うものは,そ

の活用か ら価値 を決 めるべきであ ります。 そし

て個 々の顧客 は,そ の情報 に関 しての活用をよ

くわか って使い こなしてい ただ いて決め るべ き

だ と思い ます。

9番 目には,実 際の価値 に関 して ,1つ1つ

の情報の価格 とい うのは,そ の価値に関連 して

データベース ・サービス

決定すべ きで あ ります。 た とえばその情報 の活

用 によ って組織 がさらに 自分たちの収益 を上 げ

ることもできるし,ま た利潤 を追求 すること も

できるわけです。ですか ら,そ のアプ リケーシ

・ンに先行 した形で価値 を確立す ることは,困

難ではあ りますが,不 可能 ではないと思 います。

最後 に,情 報 とい うのは,冷 蔵庫 とか机 とは

違 って,民 主主義の機能 に基本的 な関係が あ り

ます。 すなわ ち,そ の社会を支配す るため に市

民 が全 面的 に参 加するため に情報は必要 です。

私 ど もは,情 報 は価値が あるものであ って,本

当に必要 としているよ うな人 たちに情 報を提供

する義務 があ ります。

本 日皆様方 にお話を 申し上 げ るチ ャンスを与

えられ ました ことを厚 く御礼 申し上 げ ます。

ど うもありが と うござい ました。(拍 手)
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講 演 ・討 論 会 皿

く パ ネ ル ・デ ィス カ ッシ ョ ン 〉

経 営 戦 略 と 情 報 活 用

一 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス ー



経 営 戦 略 と 情 報 活 用

一 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス ー

司

澤

村

瀬

赤

北

中

広

トスリ・不パ

コーテン ネーター

正

幸

勝

ラ リー ・A・ ベノレケ

中 山 和 彦

1)記

2)博

3)雄

4)貞

5)

6)

中 山 それ では 「経営戦略 と情報活用一 デ

ー タベース ・サービスー 」 とい うパ ネル ・デ

ィスカ ッシ ョンを始 めさせ ていただ きたい と思

います。

先 ほどア メ リカの現状及 びデータベース ・サ

ー ビスとい うものについてのお考 えをベルケ さ

んか ら詳 し く,ま た丁寧 に御 説明いただい たわ

けでござい ます。今 回の国際講演 ・討論会 メイ

ンテ ーマが 「ニ ュ ーイ ンフォーメーシ ョン ・テ

クノロジー と経営戦略」 とい うことで,ニ ュー・

イ ンフォ『メーシ ョン ・テクノロジーを経営戦略

にどの よ うに活用 してい くか とい うことがこの

中心 テーマとなってい るの ではないか と思い ま

す。

い まか ら10年 ほ ど前に,ポ ス ト・インダス ト

リアル ・ソサエテ ィとい う言葉 をハ ーバ ー ド大

学の社会学者 であ るダニエル ・ベル教授が 申し

まして晃 この言葉 は 日本では脱工業化社会 とい

うぐあいに訳 されてお ります し,そ の解釈 とい

た しまして情報化社会,情 報化時代 とい うよ う

な言葉で 日本では解釈 がな されてお ります。 ま

た,世 界的 にもその よ うなことがな されてお る

よ うであ りますが,そ の ダニエル ・ベル教授が

最近 「ザ ・ソーシアル ・フレームワーク ・オブ ・

ザ ・インフォメーシ ョン ・ソサエテ ィ」 とい う

1つ の論文を書 きまして,そ の中で,彼 のポ ス

ト・インダス トリアル ・ソサエテ ィとい う言葉

を さらに飛躍 させ て,ま たそれを拡大解釈 しま

して,80年 代 の社会 として次のような ことが必

要ではないか とい うことを言 ってお ります。

すなわ ち,ま ず このポ ス ト・インダス トリア

ル ・ソサ エテ ィ,私 は これを脱工業化社会 と訳

すのは余 り適当ではないのではないか,む しろ

超工業化社会 とで も訳す方がいいの ではない か,

工 業化社会の後に来 る社会 とい うぐあいに考 え

るべ きではないか と思 ってお りますけれ ども,

そ のポ ス ト・インダス トリアル ・ソサエテ ィに

おいて重 要なものは,工 業化社会 においては,

労働 力 とい うものが価値の 中心であ り,物 をつ

くるとい うことが大切であった。そ してそれが

全体の社会を計測す る指標 であり,そ の ツール

であ った。それに対 してポ ス ト工業化社会で は,

知 識 とい うものが社会をはかるバ リューで ある

ということを言 って おりまして,そ してポス ト・

1)デ ー タベ ース ・サー ビス業

連絡懇談会座 長

2)日 本 情報 センター協会通信回線

問題委員会委員長

3)日 本 ドクメンテーシ ョン協会会 長

4)通 商 産業 省情 報処 理振興課長

5)ICP社 長

6)筑 波 大学教授
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デ ー タベ ース ・サ ー ビス

イ ンダス トリアル ・ソサ エテ ィにおいては,生

産社会 か らサー ビス社会へ変換が 必要であ る。

2番 目といたし まして,技 術 の革新のために,

理 論的知識 を集 約化 する ことが重要 であ る。3

番 目に,シ ステム分析や 意思決定 のための道具

としての知識工業 とい うものを発達 させ ること

が必要であ るとい うよ うな ことを言 ってお りま

す。 そ して,ポ ス トェ業化社会 をはか る重要な

変数は,情 報と知識 であ る。

ここで,情 報 と知識 はど うい うぐあいに違 う

のか とい うことが問題 にな って まい りますが,

彼 の考えを簡単 に言 います と,情 報 とい うのは

広 い意味 でのデ ー タ処理 を含 む,知 識 とい うも

のは,そ れをさ らに抽象化 したもの,真 実や概

念あ るいは情報 を編集 した ところのものであ る

とい うよ うに考 えて,デ ー タ,情 報,知 識 と,

そ うい うぐあいの階層を考 えて言 ってお るよ う

であ ります。 そして,そ の知識 を今後いろいろ

な社会 のため,あ るいは いろいろな工業化社会

における経営戦略 その他 に有効 に利用 してい く

ことが必 要であるとい うことをその論文の中で

言 ってお ります。

きよ うの私 どもに与え られ ました課題 「経営

戦 略と情 報活用」 とい うのは,経 営戦略を考え

る場合 に情報を どの よ うに活用したらいいか,

そ のためにデータベ ースとい うものが中心にな

るのであるから,デ ータベー スをどの ように蓄

積 し,ま たそれ を活 用してい くか とい うことが

き ょうのこのセ ッシ ョンの重要 テーマとしてわ

れわれ に与 えられた問題 ではないか と解釈 して

お ります。

しかし,先 ほどお話 しいただ きました状況か

ら見 ますと,日 本の インフォメーシ ョン ・サー

ビスとい うもの は大分お くれ ているところがあ

るよ うにも思え ます。 したが って,こ のセ ッシ

ョンの最初 とい たしまして,日 本 の情報デー タ

ベ ース ・サ ービスとい うもの の現状を
,ア メ リ

カのそれ を踏 まえ なが ら 日本 の現状を見,そ し

て またど うい うぐあいに あるべ きか とい うよ う

なことについて,こ こに いらっしゃる各パ ネ ラ

ーの方々か らお話をいただければ と考えてお り

ます。

時間 が限 られておりますので,私 か ら決 めさ

せ ていただ き ますと,と りあえず各パ ネ ラーの

方に10分 間 をめどとしてお話をいただ きま して,

そ してその 後に また5分 ぐらいをめどに補足 的

なこと,あ るいは他の先生の意見 に対 する御意

見などいただ き,そ の後にで きるならば フ ロア

にオープンいた しまして,皆 様方 の御意見 あ る

いは御質問,討 議とい うような形 で話 を進 めて

いければ と思い ます。

それ では赤 司 さんか ら順番 に10分 間ずつお話

しいただ き,そ して このパネル の最初 のプ レゼ

ンテーシ ョンの最後をベルケ さん にお願い し,

さらに第2回 目の ラウン ドに回していきたい と

考 えてお ります。

赤司 さん,ひ とつ よろ し くお願 いいたし ます。

赤司 私 は,ま ず最初に,日 本 におけるデー

タベース ・サー ビスあ るいはも う少 し正確 に言

います と,デ ー タベー ス ・サー ビス産業が テ'一

クオフ,離 陸 の寸前 とい うか,あ るいは前夜 に

あるとい うこ とを皆 さんに まず認識 していただ

きたいと思 い ます。

データベ ー スについては,一 方 で将来 のバ ラ

色の話が語 られるときがあ ります。 その反 面,

ア メ リカに比べて10年 お くれているとかあ るい

は ヨーロ ッパ に比べて5年 お くれ てい るとか,

日本の デー タベース ・サー ビスが大変 お くれて

いる。 それ が油が断たれ る 「油断」と並 べて「情

断」の危険 を持 ってい る大変 危ない状 況にあ る

とい うことが強調され るときもあ ります。 この

間 ある新聞 記者 の人 と話 していて,デ ー タベー

スとい うのは何 か非常に将来性が ある将来 性が

あるとみん な言 うけれど も,あ ち こちの会 社を

デ ータベー スを何 らかの形でや ってい るところ

を回ってみ る と,も うか っていないとか,苦 し

い話ばか り聞 く,一 体ど うな っているんですか

と言われた こ とがあ りますが,ま さにそ うい う

状態に ある。 ただ,そ れが明るい面 と非常 に厳

しい面 とが交互 に語 られ る,そ のため にいろい
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うな誤解 も生 まれているとい うよ うな感 じがあ

ります。

多分,夜 明け前 とい うのは,夜 の 中で一番暗

いのだ とい うことか ら言 います と,い まが一番

暗 いのか もしれ ませんし,明 るい のが寸前 目の

前 にある,そ ん な状況であるとい うことを まず

御認識 いただ きたい と思い ます。

私は,き ょうここにデー タベー ス ・サー ビス

業 連絡懇談会 の座長を してい るとい うことで,

そ うい う立場 から参 ったわけです。 この懇談会

は,何 らかの形 でデ ータベ ース ・サ ービス,デ

7タ ベー スをつ くるとい うことに関与 して いる 、

人 もあります し,そ れをデ ィス トリビュー トす

るとい うところに関与している方 もあ ります。

あるいはその両方を兼ねていら っしゃる方もあ

る。 そ うい う方々が集 まって2年 半ばか り前に

で きた会合 なんですけれど も,こ れがデー タベ

ー ス ・サー ビス業協会ではな くて
,連 絡懇談会

とい う形でや っている,あ るいは そこに別に会

長を置かずに,座 長とい う形で いろいろな議論

のまとめ役を その ときどきでだれか がや るとい

う形,そ れが まさに このデー タベー ス ・サー ビ

ス業 がテー クオフ前夜にあ るとい う1つ の象徴

であ ろうとい うふ うに思い ます。

実際に懇談会 に属 してい るメンバ ーは,た と

えば新聞社 とか通 信社がデ ータベ ー スをつ くっ'

て いるとい う面で参加 して いるとか,あ るいは

書店,書 物の取次ぎをい ままで主 と して事業 と

してい らっしゃった方がデー タベー スのデ ィス

トリビュー タになってい るとか,そ うい う形で,

専 業にデー タベース ・サー ビス業をや ってい る

会社は ほとんどない。大体が兼業で ある。 した

炉 って,そ うい う協会 とい うふ うな形 にもなら

ないとい うことにな っているわけです。 まだ独

立 した仕事 にな り得ないで,副 業 とい うと多少

問題があ るかもしれ ませんが,そ れぞれの会社

の1つ の セクシ ョンとして そ うい う仕事を して

い る状態で ある,こ の認識 を持 っていただ きた

い と思い ます。 そして,私 が ここでテ ークオ フ

の寸前であ るとい うふ うな ことを強調 してい ま

すのは,こ こでデー タベー ス ・サ ー ビスとい う

ことについていろいろな形 での支援が あれば,

簡 単にとは言い ませんが,テ ー クオフできるの

だ とい う感 じを,そ の懇談会 に集 まっているメ

ンバーみんなが持 ってい るとい うことをひ とつ

お考えいただ きたいわけです。

実は2年 ば かり前 に,懇 談会で提言をいた し

ました。最初 にこ うい う会 をつ くって,デ ー タ

ベースにいろいろな立場 で関与 して いる人間が

ここで各界に,政 府 に対 しても,あ るい は産業

界に対 して もいろいろな ことを言 いたい,言 わ

ねばならない,そ うい う非 常に燃 え るよ うな も

のがあ ってこ うい う会がで きた とい うふ うに も

言え るのです けれ ども,そ の提言,実 はい ろい

ろなことを言 ったのですが,ま だその うちほん

の2つ ぐらい しか,そ れも100%私 ど もの希望

が通 った とい うわけではあ りません けれ ども,

2つ ぐ らいしか実現 していない。

1つ は,こ とし通産省でデー タベー ス台帳 と

い うものをつ くって,一 体 日本でどんなデ ータ

ベ ースがど こに存在 していて ,ど うい う使い方

を した らいいんだ とい うまず概括的 な入 口をつ

くる,そ うい うことを通産省の手で やっていた

だ く,こ れが滑 り出そ うとしている。 それか ら,

10月23日 に郵政省の省令が出て,通 信回線の第

2次 とい うか第3次 の開放が実現 しよ うとして

い る。 せいぜい その くらいで,あ と私ど もが そ

の2年 ばか り前 に言 ったことがなかなか実現 さ

れ ないでい る。 テー クオ フ前 の状態が それ だけ

続 いているとい うことです。

そこで,私 ど もが 申した ことですか ら,何 だ

2年 前の話か とい うふ うなことではな くて お聞

き願いたいのです けれ ども,そ の提言の 中で,

私 どもは3つ のポイ ン トで問題を 指摘 し,皆 さ

ん方に考えていただ きたい とい う形 で問題 を提

起 してお ります。

第1は,デ ータベ ース産業の確立あ るい は発

展のために,広 い基 盤整備 をや ってい ただ きた

い。 直接の こともいろいろあ りますけれど も,

それ より広い基盤の整備をや っていただ きたい。
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具体的に言 うと,デ ータベ ース ・サ ービスにか

かわ るい ろいろな権利,先 ほどベルケ さんのお

話に もあ りましたよ うな,た とえば著作権 とか

ライ センシー とか,そ うい う問題についての明

確化 あ るいはその保護についてい ろいろな関係

の場 所で考えていただ きたい。あ るいはい ろい

ろな種類の標準化 を進めていただかなければ 日

本でデー タベー ス産業 とい うものは育たない と

か,あ るいは先ほど申しました通信回線利用の

制度が もっともっと 自由にな らなければだめ な

んだ とい うことを申しました。

それか ら2番 目には,デ ータベ ースの構築,

まずつ くること,さ らにそれを維 持 してい くの

に大変お金がかか るということは皆 さん御承知

だ と思 うのですけれども,そ のためにい ろい ろ

な形での強力な助成を していただ きたい。それ

はデ ータベ ースの構築,維 持の 直接の助成 とい

うこともしていただきたい し,デ ータベ ースに

関連す る技術 の開発の促進 とい うことについて

もい ろい ろな形での指導,支 援 をしていただ き

たい。それか らイ ンフォメーシ ョン ・スペ シャ

リス ト,こ のデー タベースを使 ってい くのに,

素 人の普通の人がすぐには なか なか使え ない,

そのためにイ ンフォメーシ ョン ・スペ シ ャリス

トあ るいは仲介者 と言 った 方が いいのか もしれ

ませんが,そ うい う人がい てそのデ ータベ ース

の効率が非常に高いものに なる,そ うい うもの

を育てていただ きたい。

それか ら3番 目には,デ ータベースの流通 一

流通 とい うことは,よ く利 用してい ただ く,利

用を促進す るとい うことだ と思 いますけれ ども,

そのため に強力な振興策 をと っていただ きたい。

それは具体的には,政 府が持 っているデ ータを

早急に,し か も適切なや り方で公開して いただ

きたい とか,あ るいは公的 な機 関でデー タベ ー

スを もっと積極的に利 用するとい うことが ,た

とえばア メ リカの例,ヨ ー ロッパの例か ら見 て

も非常に重要 なんだとい うこと。 あるい はネ ッ

トワークの構 築あ るいはその有効利 用とい うふ

うな ことを考えていただ きたい。 それか ら公共

データベース ・サービス

機関 と民間機 関でのサー ビスの適切 な分担,協

力の関係をつ くっていただ きたい。 この辺がす

でに余 りよろし くない入れ 込みを してい るの で

はないだろ うか というふ うな こと。 それか ら,

デ ータベー スの クリア リング機 関をつ くって い

ただ きたい。 これが先 ほど 申しましたデ ータベ

ー ス台帳 とい う形 でまず 日本は実現で きたとい

う乙とですけれども,そ うい った ことを私 ども

そ こで提言いた しまして,そ して その ときも非

常に強調 したこ と,そ れか らここで も御理解 い

ただ きたいのですが,私 ど もデ ータベ ース ・サ

ー ビスに従事 している者 は
,た だやみ くもに政

府 とか財界 とかそ うい うところか ら援助 してほ

しい,援 助 して もらわなければ 日本のデ ー タベ

ー ス ・サー ビスは海外に対抗 す るもの にな らな

いのだ,5年,10年 のお くれで 「情断」 とい う

大変な危機が来 るのだ,そ のため に政府 は金 を

出すべ きだ,た だそれだけを言 って いるのでは

ないのです。 データづ一 ス ・サ ービスが テー ク

オ フをす る,産 業として経 済の仕組み の循環 の

中でそれ 自体 生 きていけ るように なる,そ れが

離陸す るとい うことだ と思い ますけれ ども,そ

のためにはい ま申しました ような基 盤の整 備だ

とか直接の助成だとか振 興策だ とか,そ うい う

ことが必要なんだ。そ うい う施策 あるいは税金

でデー タベー スを援助す るとい うことが未来 永

劫必要だなど と思 って私ど もこの仕事 をしてい

るのではあ りません。その ことをその とき も強

調 し,い まも皆 さん方に訴え たいわけです。 最

初 に第1の 問題 として,テ ークオフ前夜 にあ る

とい うことを御運解いただ きたいとい うのは,

言 ってみればそ ういうところに根 っこがあ って

申し上げてい るわけです。

それか らもう1つ い まここで私 申 し上 げたい

ことは,そ うい う離陸をす るための供給サイ ド

の条件あ るいは需要サイ ドの条件 とい うのが徐

々にではあ りますけれど も熟 しつつあ る。 特に

供給サ イ ドについて言えば,こ れ も先ほどベル

ケ さんのお話の随所に出て きて お りま したよ う

に,印 刷革命 とい うか,コ ール ド・タイプの印
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■

刷,コ ンピュー タを使った印刷 とい うことで,

い ままでプ リン トの形 で流れてい た情報が非 常

に安 い コス トでデー タベース化 されつつあ る。

ここ数年 のア メ リカのデ ータベー ス ・サ ービス

の急速 な展開は,基 本 にそれが あ ったと私は思

い ます し,日 本でもそ うい う形 でのいろい ろな

供給サイ ドか らの新 しい動 きが出ているbこ れ

は離陸を促進す る先ほど言い ましたよ うないろ

い ろな施策 も必要だ と思い ますけれども,経 済

の 中に生 まれてい るそ うい う離陸を促進 する要

素の1つ であ ろうと思い ます。

それか らもう1つ は,こ れは まだ萌芽的 なも

の で統計的 にまさに こうであ るよとい う形で示

しに くいの ですけれ ども,需 要サ イ ドでは学者

とか研究者がデ ータベースをもっぱ ら使 ってい

るとい う状況 か ら,学 者 や研究者 がデ ータベー

スを使 うとい うことは,さ らに高度化 し,そ の

絶対量は これか ら先 さらに広 が るのですけれど

も,デ ータベー スの利用の全体の中では,そ の

ウエー トは徐 々に下が って,ビ ジネスの領域で,

それは 直接す ぐに企業の最高の意思決定のため

に使われ るとは 申しませんけれど も,し か しそ

うい うことを含めて マーケ テ ィングです とか,

あ るいはもっと日常的 な ビジネ スの中でデー タ

ベー スが使 われ るとい う動 きが展開しつつあ る

と思い ます。 これは ここ数年,こ こ2年 ぐらい

の間のア メ リカあた りではかな り顕著 だと思い

ます。マイ コンとかそ うい うものの普及,あ る

いはマイ コンがデ ータベー スの端末にな ってい

ま使われてい る姿の中には,そ うい う面 もかな

りあるとい うよ うに私 は考えてい るのです。 日

本 の中でもそ うい う萌芽が 出つつあ る。防衛 と

い った ことが そ うい ったものの1つ の軸にな る

で しよ う。 それが多分デー タベー ス ・ビシ不ス

の本格的な離陸を需要サイ ドか ら支える大 きな

もの にな るだ ろう。 したが って,い ま現実 に企

業 の中で いろいろ仕事 をしてお られ る方が,い

ままでよ り以上 にデー タベースに関心を持 って

いただ くとい うことが,い ま非 常に重要 にな っ

ているということを申し上 げたい と思い ます。

中山 それでは続いて北澤 さんにお願 い した

いと思い ます。

北澤 私は,情 報処理サー ビス業 といい ます

か,計 算 センターの協会の委員会を担当 してお

りますので,計 算 センターとい う立場か らこの

問題 について少 し考 えてみたいと思い ます。

い ま赤司 さん からお話があ りましたよ うに,

デ ー タベース ・サー ビス業 としてよ うや く離陸

の条件 が整 いつつあるというお話 に関 しまして,

私 ど もの認識 も全 くそれ と同 じだ と申 し上 げて

よろ しいのではないかと思い ます。

い ろいろな意味 で,特 にいま赤司 さんのお話

のあ ったパ ブ リックなデータベ ースとい う意味

において,ま さにそ うだろ うとい うふ うに思い

ます。

われわれの業界にお きましては,お 客様の プ

ライベー トな御要請 に沿 って,お 客様 のために

お客様 のデー タをお預か りを しなが ら,そ の レ

ファレンスのサー ビス,そ の他加工のサー ビス

をふんだんに提供 す るとい うことにおいては,

幾つかのわれわれの仲間の企業においてすでに

お客様 との間で契約が成立 し,実 施を してい る。

こ うした実力を もとに踏 まえなが ら,さ らに よ

り広 いパ ブ リックなサ ービスへ と進ん でい くと

い うのが これか らの動 きではないだ ろ うかとい

うふ うに考え てお ります。

もちろんパ ブ リックのデ ータベー スとプ ライ

ベー トなデー タベー スとの間においては,先 ほ

どのベルケ さんのお話にもありました ように,

い ろい ろな意味で違 った認識,違 ったサ ービス

が必要で あります し,プ ライベー トなものにつ

いて は,わ れわれ業界 といたし ましては,お 客

様 と対 で話して,そ して対でお金の話も,価 値

の問題 もすべ て判断が できるわけですが,パ ブ

リックの問題 についてはさらに またなかなかむ

ずか しい問題 がた くさんそこに ござい ます。

パ ブ リックな問題の方にしぼ って少 し申し上

げ ます と,デ ータベー スのサー ビス事業 のどの

部分 をわれ われ の業 界の メンバ ーが担 当できる

のだ ろうか とい う適格性 とい うふ うな ことを考
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えてみ ます と,い まお話 のあ りました ように,

デ ー タベー スをプ ロデ ュースするとい う仕事

において,な かなか それだけ の実 力が全面的

に持ち得 ないとい う1つ の問題点がそ こに存

在 いた します。 もちろん特定の分野において

は,特 定 の領域 でこ うした力をつけて,そ し

て政府 の御援助 とか あるいは そうした特別 な

支援 な しでもできる部門 もあ りますけれども,

よ り広 く,よ り一般的にサ ービスを提 供しよ

うとしますと,広 い範囲での御協 力を得 ませ

ん,わ れ われの 力だけで これをな し遂 げると

い うことは相当にむずか しい,特 に経済ベ ー

スに乗 りに くい問題だ とい うふ うに思 います。

業界の意見 としては,こ の問題 をみずか ら

担 当してい こう,プ ロデ ューサー としてデベ

ロ ップ メン トしてい こうとい う意思を持 って

い る人 もか なりお りますけれども,全 体の半

数以上 の,60%ぐ らいの メンバーが,そ れは

そ こまで進出す るのはとても無理だ ろ うとい

うような認識 を一般 的に持 ってお ります。 も

ちろん先ほど申 しましたよ うに,そ うでない

もっと積 極的な意思 を持 って特定 な分野につ

いて進 もうとい う方々もた くさん おりますけ

れど も,一 般的にはいま申し上げ ましたよ う

な状況 でござい ます。

それ ではそのデベ ロップされたデー タベー

スをデ ィス トリビュータとしてこれを供給 し

ていこ う。 これ には コン ピュータの利用技術 ,

あ るいは当然でございますが,ソ フ トウェア

の利用技術 あるいは通信の ネ ッ トワー クの利

用技術 とい うよ うなものが非常に大 きなウエ

ー トを 占めますので
,こ うした問題 について

た くさんの経験 を私ど もの業界は積 んできて

お りますの で,そ の意味においては,デ ィス

トリビュータとしては相当の可能性 もありま

す し,技 術力 もあ るとい うふ うに認識 をして

お りまして,約70%を 超 え るメンバーが この

問題には 自分た ちがぜひ今後進 出をしていき

たい とい う意思を持 ってお ります し,非 常に

大 きな関心を払 ってお ります。

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス

た だ,デ ィ ス トリ ビ ュ ー タ と 申 し ま し て も,

む

プ ロデ ュー スされたデー タベースを 自分 の コン

ピュータに蓄積 しておいてお客様 に提供 する と

い うだけ では済み ませんで,当 然 でございます

が,サ ー ビス領域について専 門知識 を持 ってい

て,そ していろいろな加工の お手伝い をす る。

専門的な知識 のノウハ ウを持 ってお伝 いをいた

しません と役 に立たないとい うことに なると思

い ます。 こ うした専 門知識の要請 とい うのが ,

今 後の大 きな問題になろ うか とい うふ うに認識

をいた してお ります。

それか らも う1つ は,デ ータベ ースの キ ャ リ

ア,実 際に これを回線 を通 してお客様 にお 届け

す るとい う問題,こ れ はデ ィス トリビュータと

キ ャ リアを兼ね る場合が 多い と思い ますが,今

後は新 しい付加価値通信 とい うふ うな問題 を踏

まえて,キ ャ リアとして もさらに力を,あ るい

はキ ャ リア としてもっと特色を発揮 してい こ う

と考えてい るメンバ ーも大ぜ いお りまして,こ

のキ ャ リア業務につ きまして も,先 ほどのデ ィ

ス トリビュー タ業務 とほぼ同 じ70%ほ どのメン

バ ーが この問題について関心 を示 し
,今 後担当

していこ う,分 担を してい こうと考えてい る次

第 でござい ます。

デ ータベー ス ・サ ービスにつき ましては,相

当多 くの分 野においてわれわれ業 界が今後新 し

い分野 として活動を してい こうと考えてい るわ

けでありますが,そ れについては,先 ほど も出

ましたよ うに,デ ー タベースのプ ロデ ューサー

として政府 の持 ってお られるた くさん のデー タ

の公 開で ある とかその利用についての幾つかの

制限が ござい ます。 それぞれ の統計 ご とにい ろ

いろな制限 がついてい る,あ るいは情 報ご とに

公 開につい て まだ整理が され てないとい うよ う

な問題につ いて積極的な対応 をお願 い した い。

あ るいは数値 データベースについて も,磁 気 テ

ー プその他 で提供 されているもの はまだ まだ少

の うござい ます。 こういった磁気 テープ化 とい

うよ うな ことについても,特 に通産省 の御 指導

をいただい て,全 体 にこれが進む よ うにぜ ひお
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願 い したいとい うふ うに思 ってい る次第でござ

い ます。

それか らも う1つ は,先 ほど も出てお ります

が,著 作権とかこ うした法制上の権利の問題が

ござい ます。 この問題 につ いて も,特 に最近は

海外の文献デー タベー スを 自動翻訳を して 日本

語の注釈 をつけた ものがほ しいとい うよ うな話

まで出てお ります。そ こまでいきますと翻訳権

の問題 とい うような ところ まで入ってきて,非

常 に広 い範囲の著作権等の問題 が出て まい りま

すので,こ うした問題について も,今 後いい方

向に行 くよ うにわれわれ も努力を しなければな

りませんし,一 般 の認識 も高めていかなければ

な らないのではないかとい うふ うに考えてお り

ます。

それか らもう1つ は,先 ほどベル ケさんは,

通 信 の問題は もう世界的に安 くなって,解 決 し

たのだ とい うお話で したが,日 本では この10

月23日 に第2次 開放が行わ れるというわけであ り

まして,い ままでよりは少 しは よ くな るだろ う

とい う期待 は持 ってお ります。 特に網 間接続 と

申 しますか,ネ ッ トワークとネ ッ トワークとを

つな ぐ,あ るいは コン ピュータ同士 を接続す る

とい うような ことがある程度認 められ るよ うで

あ ります。どの辺 までそれが進 んでい くかとい

うことによって,こ のデー タベー スについて,

い ろいろなところで,い ろいろなデ ー タベース

を持 っているところにど うア クセ スした らいい

か とい うよ うな問題が大 き く前進をす るとい う

ことを期待 をしてお ります。 しか し,ア メ リカ

で言われてい るよ うな付加価値通信 というよう

な問題について全面的な 自由化 はまだ されてお

りません し,こ うした問題 が もっと進 んでい く,

特 にデータベー スの アクセスのいろいろな メソ

ッ ドの標準化 とい うような問題を踏 まえて,こ

の付加価値通 信業者 の介入す る余地が さらに大

き くな って くるとい うふ うに思い ますが,こ う

した付 加価値通信 とい うふ うなものが もっとも

っと自由に,そ して安 くな らない と,デ ー タベ

ー スの問題 の実 行面において なかなか解決 しな

いのではないか。特 にあわせて 日本 の場合,通

信 コス トが非常 に高 い。 日本の計算 センターの

悩ん でお ります問題 の1つ は,ス ペー ス ・チ ャ

ージが非常に高い。場所代が高い とい うのは ,

日本 とアメ リカと比べものにな らないほ ど高い

とい うのが1つ の問題 であ り,も う1つ はパ ワ

ー
,電 力料金等が非常に高い。 これが コス トに

大 きな影響 を与えてい る。 もう1つ は通信 コス

トが非常に高 い。 この3大 コス トの1つ であ り

ます通信 コス トの問題が解決 しない と,特 に遠

い位置か ら日本中のデ ータベー スを 自由に利 用

するという問題 がなかなか解決 を してい きませ

ん。 この問題 も踏 まえて,第2次 通信回線開放

をご く近 くに迎えておるわけですが,わ れわ れ

は さらに次 の段階,さ らに次の段階 に向か って,

通 信の問題 を解決 しなが らこのデー タベー スに

取 り組んでいきたい,そ んなふ うに考えてい る

次第でございます。

い ろいろな意味 で,皆 様方,特 にユ ーザ ーの

皆様方の御 理解 と御協 力を得 ません と,こ の問

題 は進み ませんので,何 とぞ御協 力 くだ さいま

すよ うお願いいた します。

中山 続いて中村 さんからお話 をいただ きた

い と思います。,

中 村 私 は,情 報のユーザーの立場 か らのお

話 を申し上 げます。私が き ょうここでお話をい

たしますのは,日 本 ドクメンテー シ ョン協 会 と

い う社団法人の会長 であるとい う資格 なんです

けれども,ド クメンテーシ ョンとい う言葉 は,

こ こにいらっしゃるかな りの方は,文 書をつ く

ることだというふ うに理解 しておいでにな るか

もしれ ませ ん。 そうい う概念は,こ とにア メ リ

カにおいては一般的な概念であ りますか ら,別

にそれは悪いとい うことはないのです けれ ども,

しか し,わ れわれ 自身 日本 において,ま た ヨー

ロッパ においてはそれとは少 し違 う意味 に これ

を解釈 してお ります。それは,記 録 された情 報

を集めた り,こ れを蓄積 した り,こ れを利用 し

たりす る,そ うい うことに関係す るすべての問

題 を取 り扱 う技術だ,こ うい うふ うに定義 して
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お ります。 その意味において,コ ンピュー タが

出て くる前 は,従 来か ら皆 さんが御承知 のよ う

な手 法をみん なが使 って きたわけですけれど も,

しか しコン ピュータが出てか らは,逐 次 コンピ

ュー タの利 用とい うことがだんだん と大 きな割

合 を占め るよ うに なって きたわ けであ ります。

したがって,デ ータベー スとい うものがかつて

のあ る意味 では本のかわ りを してい る,あ るい

はある意味 ではそれが図書館のか わ りを してい

るとい うふ うに考えて差 し支えあ りません。 し

たが って,わ れわれの仕事 の中でデー タベー ス

とい うものが きわめて大 きな存在であ るとい う

ことは,わ れわれ は昔か らよ く知 ってお り,か

つ 日本でデー タベ ースの ことを もう少 しまじめ

にや る方がよろしいのだ とい うことは,私 ど も

はおよそ10年 ぐらい前からそうい うことを言 っ

てお ったのですが,や っと最近にな って離陸だ,

こ うい うふ うに赤司 さんはお っしゃる,そ れは

私 もそ うだろ うと思い ます。

そ うします と,何 か 日本はひど くさぼ ってい

て,10年 も居眠 りをしていたとい うふ うにお考

えにな る方 もいら っしゃるか もしれ ませんが,

そ れは私 は大 きな間違いで あろ うと思い ます。

なぜか とい うと,確 かに アメ リカに対 して10

年 の お くれは間違 いな くあ りますが,こ れは ア

メ リカ人が恵 まれ た環境に あったか らだ と私 は

思い ます。その環境 とい うのは,要 す るに言葉

と文字の問題 であ ります。 つま りアル フ ァニ ュ

ーメ リックな記号だけを使 って いればすべて の

用が足 りる国,日 本を除い た大部分 の国 はそ う

い うことなんですけれ ども,そ れ に対 して 日本

は,大 変嫌な漢字 とい うものを抱え てお ります

ので,結 局デ ータベー スが実 用に使 えるよ うに

なるためには,漢 字が 自由に使 えなければ,そ

れは終局的には うま くいったとい うことにはな

らない。 こうい う宿命か ど うか知 りませ んが,

現 在の ところそ うい う困難 をわれ われ は背負 っ

てい るわけであ ります。 ですか ら,わ れ われは

10年 お くれたと言い ますけれど も,こ の10年 間

に一体 日本は何を して きたのだ ろ うかとい うこ

データベース ・サービス

とを考えてみ ますと,な か なか り っぱな ことを

してきたのだとい うことが よ くわか ると思い ま

す。

その第1の 問題 は,コ ンピ ュー タの上 で漢字

が 自由に使え るよ うにす るハ ー ドウェア と,そ

れからそれを実現するため のいわゆ るプ ログラ

ム とい うソフ トウェアでは必ず しもあ りません

けれども,広 い意味での ソフ トウェアに関係す

ることを一 歩一歩解決 してきたわけであ ります。

それでやっと1980年 ないし'81年 に な ってそ う

い う条件がすべて満たされ て,さ て これか らい

よいよ 日本語のデー タベ ース とい うものをつ く

ろ うと思えば もう自由につ くれ る時代が来たん

だ。その意味では,赤 司 さんのお っしゃるとお

り,現 在は離陸期にあるのだ と私 も思 います。

しからば それを可能 に した ものは一体何だ っ

たのかといい ます と,第'1が,端 末機 において

文字を打 ち出すいわゆるプ リンターだ と私 は思

い ます。 それは ドッ トプ リン ター とい うものを

い まほ とん どすべての 日本の端末機は使 ってお

りますが,こ れは もちろん 日本の発 明ではあり

ません。 ドッ トを使 って文字を構成す るとい う

ことはよその アイデアであ りますが,そ の細か

さ,つ まり精密 さとい うことにかけて は 日本は

いかな る国 にもまさってお ります。普通告 さん

が ごらんになる ドッ トプ リンターは24×24の

ドッ トで文字1字 が構 成 され ます。最近は32ド

ッ トの機械 もぼ つぼつあ らわれて まい りました。

これはいろいろ実験を した結果,漢 字 をあ らわ

すためには最低24ド ッ トが必要で ある とい う共

通 の認識 を 日本 の技術 界がすべて持 つ までにか

な りの時間 がか かり,そ うい う細 かい ファイン

な ドッ トプ リン ターをつ くる技術が各 メーカー

さんの中で完成 されたのであ ります。 これには

ワー ドプ ロセ ンサー とい うものの 直接 の需 要が

大きな力にな ってい るて とは否 め ません。

その次に,ド ッ トプ リンターが使 え るために

は,文 字の形 を生み出すためのパ ター ン ・ゼネ

レーター とい うものがど うして も必要であ りま

す。 これは要するに メモ リーのか た まりであ り
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ますので,い かに して安 い メモ リーがつ くれ る

かとい うことに帰着す るわけであ りますが,日

本はこの点で幸いにLSIを つ くるとい うところ

は一流の腕前を持 ってお ります。 したがいまし

て,現 在はい まよ く世間で問題にな っているよ

うなLSIよ りも う1段 先の俗に ニゴロクとい う

256K,こ れ が 自由につ くれ るよ うにな って,

現 在すでに一部 では利 用 されてお りますが,こ

れがない と,漢 字 のプ リン トア ウ トは実際上 な

かなかで きないわけであ ります。 したがいまし

て,そ こに 日本は長い間の時間をかけて こうい

うものが安 くで きるような素地を育てて きた,

こ う言 っていいと思 います。

それからも う1つ そこのところで,日 本人の

目か ら見る としご く普通であ りますけれ ども,

外 国の方か ら見 るととんで もない考 え方を日本

人はしてお ると言われ ますのは,1つ の 端末機

を使ってイ ンプ ッ トす る文字体系 とア ウ トプ ッ

トする文字体系が全 く違 うとい うよ うな変わ っ

た ター ミナル をつ くり上 げた とい ことであ りま

す。 これは頭の中ではつ くることができる問題

で,機 械 としてつ くるためには,い ま申しまし

たような メモ リーが必要であ り,ド ッ トプ リン

ターが必要であ るとい うようなことがす ぐ出て

まい りますが,も ともとのい わゆ るコンセプ ト

としてインプ ッ トとアウ トプ ッ トが全 く違 うキ

ャラクターセ ッ ト,文 字 の1組 にな ったもの,

そ うい うものを使 うとい う考え方は,日 本 人で

ないと考え 出さない ことであ ります。 それ に加

えて,こ れはそれほ ど大 きな問題ではあ りませ

んが,コ ン ピュータのすべ ての動作を2バ イ ト

で働かせる,こ うい うことが 日本 で行 われてお

ります。以上 のこ とが組み合 わ されて初めて コ

ン ピュー タの 出力に漢字を 自由に打 ち出 し,し

かもそれが小 さな端末機でで きるとい うことが

可能 になったわけであ ります。

これが われわれ が過去10年 間 においてや って

きた主な ことで,そ うい う役者 がそろったのが

1980年 な い し'81年 の ころか らだ と私 は思い

ます。'したがい まして,そ の条件の もとに今度

は新 しいデー タベー スとい う記録の保持形態 を

われわれが持 つ ことが できるようにな ったのだ。

したが って,こ れか らデータベ ースとい うもの

をわれわれは 自由につ くり,か つそれを利用 し

てい くとい うことができ るよ うになった。あえ

て言 うな らば,そ の10年 間にやっとのことで回

線の 自由化 とい うことが実際上 できてきた,事

実上使 えるよ うにな って きた,そ れも うま く時

間が合 っておる。 ある方は大変歯がゆいとお考

えだ ったで しょうけれども,う ま くそれが一致

してお るとい うことは幸 いであった と思い ます。

そうい うような ことであ りますが,デ ータベ

ースとい うものは
,日 本においては,漢 字 を使

うデー タベ ースがで きる前にア メ リカ製一 蓋

にアメ リカ製であ りますが,外 国のデー タベー

スをいかにわれわれが早 く使お うか とい う問題

が第1に 専 門家の中にはあったわけであ ります。

それはKDDのICASの よ うなものがで きるこ

とによって,現 在直接にア メ リカのデ ータベ ー

スのベ ンダーにわれわれが アクセ スすることが

できますので,大 変 自由にアル ファニ ューメ リ

ックでプ リン トアウ トできるデ ータは使 ってお

ります。 日本でも相 当数 の,1,000ぐ らいのオ

ーダーの方がそ うい う端末機 で外国のデ ータベ

ースを 自由に使 っておいでにな ります。

そ うい うことで,ア メ リカではデ.一夕・ミース

が10年 先 行 しておりますが,一 言で私 の感想 を

申します と,ア メ リカにおけるデー タベー スは,

デ ー タベー ス業界 といい まし ょうか,そ れはい

ま欄熟の状態 にあ る。 あ る意味 では無秩序であ

る。あ る意味では よけいな競争 まで しておる。

しか し,業 界全体 としては非常に盛んになって

きて,先 ほどベル ケ さんの お話にあ りましたよ

うに,大 きな進歩 が もた らされてお る,そ れは

事実であ ります。 日本はよ うや くアメ リカのデ

ータベ ースを 自由に使 うことがで きるよ うにな

った。 日本の漢字,か なでのデー タベー スも現

在存在 している。 たとえば 日本科学技術情 報セ

ンターがつ くってい るJOISの 中 には,漢 字,

か なでで きたJICSTフ ァイル とい うのがあ り
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まして,理 工学 の全分野 にわたって世界史 の文

献 の抄録 を漢字,か なで打 ち出す ことがで きま

す。

そ うい うよ うなことになって きましたので
,

一応の形は整 って きたの ですが
,し か しそれは

実は まだ不完全であ るとい うのが私どもの考 え

であ りまして,そ れは何か とい うと,デ ー タベ

ー スとい うものはユ ーザ ーがあ って初めて成 り

立つ商売であ る。ユ ーザ ーの方はいろいろな希

望をみんな持 ってお るわけですが,個 々のユー

ザー1人1人 にな ります と,こ れはきわめ て弱

い力 しか持 ってお りませんので
,た とえばデ ー

タベー スをおつ くりにな るプ ロデ ューサ ーに対

して物を言いた くて も余 り言えない,あ るいは

ベ ンダーがあるデー タベー スを取 り扱 うシステ

ム,俗 にDBMSと 言 い ますが,そ のDBMSを 持

ってや っていら っしゃるけれども,あ のDBMS

は よ くない,こ うい うふ うに直した方がいい じ

ゃないか,わ れ われ としてはそうい うことを希

望す るとい うよ うな声が少 しも出ていかないわ

けで あります。 それ は困 るとい うので,少 な く

ともオン ラインで ビブ リオ グラフィカル なデー

タベ ースを使 って いる方を糾 合 してユ.一ザーの

ユニオ ンをつ くろう。 これは コンピュー タのマ

ニアァクチュアラーと全 く無関係でなければ な

らない。 そうでない と,日 本には コンピュー タ

のマ ニフ ァクチ ュアラーがそれぞれみん なユ ー

ザー協会 とい うものを持 ってい らっしゃいます

が,あ れは要す るにマニ ファクチ ュアラーのつ

くった ものを,大 変結構 でございますとい って

調子 を合 わせ るだけの団体 で しか ない 一 これ

は ちょっと暴 言で しょうけれども,そ の くらい

の感 じがいた します。 それでは困 るのであ って
,

したが ってわれわれはハー ドウ ェアの メー カー

か ら も独立 している,ま たデータベ ースをつ く

る方 々か らも独立 している,そ うい う立場 の団

体が必要 であるとい うことで,い まか ら約3年

ばか り前 にわれわれが そ ういうものを ささやか

なが らつ くりましたところ;方 々か ら加入者 が

ありまして,現 在では 多数の会 員を,こ れ は主

データベース ・サービス

に会社 の会 員であ ります。つ まり個人の会 員よ

りは団体会 員がほとんどであ りますが,そ うい

うものを持 ってお ります。そ うい うことにな っ

て初 めてユーザーが物が言え るよ うになる と私

は考え ており ます。

さて,そ の次 に私ど もが取 り扱 い ましたデー

タベ ースは,大 部分がいわゆ る書誌 デー タベー

ス(ビ ブ リオ グ ラフィカル ・デー タベース)な

い しは レフェ ラルなデー タベースであ りますが
,

しか し同時に フ ァク ト・デー タベ ースにつ いて

も強い関心を持 ってお ります。 ただ,わ れ われ

がい ままで関係 しなか ったのは,い わ ゆる株価

のデー タベー スであ ります。 これ につ いて は,

余 りに も世界が違い ます ので,ち ょっと物 を言

わぬ方がいいだ ろうとい うことか らして,そ れ

には現在 の ところまで何 も触れてお りませんが
,

本質 的にはみ な共通 なものを持 ってお ります。

ただ,そ うい うものを通 じてい ろい ろ考えて

み ます と,株 価のデー タベー スのよ うな ものは

別 であ りますが,そ れ以外の ものはすべて言葉

が 関係 して まい ります。 そ うします と,デ ー タ

ベ ースには ランゲージ ・バ リア とい うものがや

は りあ るのだ とい うことが,現 在 われわれに実

感 としてよ くわかってお ります。 つ まりア メ リ

カのDILOGの よ うなベ ンダーのデー タベー ス

をわれわれは た くさん利 用 してお りますけれど

も,い ろい ろな機械の側,つ まりコン ピュー タ

の側か ら出て くる返答が すべ て英語 で出て まい

ります。 これは英語の上手 な方か ら見れば何 と

い うことはない簡単な英語ばか り出て くるので

すが,日 本の平均 したユ ーザーの 方をとって考

え ます と,決 してそ うい うもので はない。 答え

も,た とえば英語のキーワー ドを打 ち込 まなけ

ればいけない。 そのつづ りが間違 って いないと

い うこ とを保 証 しない と,コ ンピ ュータは正確

な答え を出 して くれ ません。 また,た とえば名

詞 のあるものは複数で書かなければいけない と

か,し かしある言葉は単数でよ ろしい とか とい

うよ うな規則が あります。 日本人には複数,単

数の観念が ほとんどあ りません。 ここにい らっ
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しゃる方に,こ の言葉 は複数で言 うのがいいか,

単 数で言 うのがいいか即答を求めた ら,ま ず半

分 ぐらいの方がお間違えになるだ ろ うと思 いま

す。そ うい うよ うなや り方のデータベ ースとい

うのはやは り使いづ らいのであ ります。 とい っ

て,そ の アメ リカの有名なデー タベースを使 わ

ず に済 ます とい うことも現在 で きないとい うこ

とで,大 変困 った状態にユーザーの大部分が置

かれ てお ります。 したが って,わ れわれは 日本

製の,日 本語 で書い たデータベ ースが もちろん

欲 しいわけで,現 在存在 してい るものを大い に

拡張 していただきたい と思 いますが,そ れ とと

もに,あ る場合 には,今 後はア メリカのデー タ

ベ ー スの プロデ ューサーが1言 語,つ まり英語

だ けのデ ータベ ースではな くて,2言 語,3言

語 のデー タベ ースを おつ くりにな る必要が出て

くるのではないか と思 います。

そ う申しますのは,実 は ヨー ロッパ において

はすで にその必要性 が出てお りまして,つ まり

ECの 中でデ ータベー スの活用が 日本よ りは少

し早 く盛んに なってお りますが,そ の結 果出て

きたのがこの問題で あります。つ まりデ ータベ

ー スにはやは りランゲ ージ ・バ リアがあ る。そ

れをわれわれが解決 しないと困 る。 たとえば カ

ナ ダは英語の国のよ うに皆さん はお考 えでし ょ

うけれ ども,国 のたて まえか らい って2カ 国語

で あ ります。 したが って,デ ー タベー スも2言

語 ふ うにつ くらなければいけない,政 府 のたて

まえか ら言 えば そ うい うことにな ります。そ う

い うことで,カ ナダは若干の経験を積んでお り

ます。ECも そ ういうことの経験を少 しずつ積ん

で おります。 そ うい う暁 には,日 本語 のデ ー タ

ベ ースをアメ リカにつ くっていただ くの も結構

である し,日 本が 日本語 と英語のデー タベー ス

をつ くるのもまた結構 である。そ うい うふ うに

しまして,そ こには ランゲージの問題が常 にあ

るとい うことをプ ロデ ューサーの方々は,つ ま

りデータベ ースをつ くる立場 の方 々は十分 に考

えていただ かないといけ ない ことではないか と

思い ます。

時間が来 ましたので,一 応 この辺 で私 の第1

回 目のお話は終わ ります。 あ ともう少 し,ユ ー

ザ ーとして実 はど うい うことを現在 考えてお る

か とい うことについて 申し上 げたい と思 ってお

ります。

中 山 続いて広瀬 さん にお願 いい たします。

広瀬 ただい ままでにいろいろお話が ござい

ましたけれ ども,私 は行政 の立場 と して,現 在

の 日本のデータベー スの現状については若干 心

配を しているわけでご ざい ます。 と申しますの

は,ア メ リカ等に比べて,日 本のデ ータベー ス

あ るいはその産業 とい った ようなものは大 きな

お くれがあ るわけであります。

1つ は,こ うい うお くれ があるとい うことに

な りますと,日 本は これ までに情報化 とい うこ

とを一生 懸命進めて きたわけですが,現 に コン

ピュー タの設置台数 もア メ リカに次いで大型 コ

ンピュータが10万 台 を超えたというような こと

で,あ るいは最 近のパ ソ コンの ブームとい った

よ うなこともあ りまして情報化が非常 に進ん で

お るわけでありますけれども,こ れだ け情 報化

が進ん できます と,最 後に問題 にな るのは,そ

の コンピュータに入れ る,あ るいは コンピュー

タで処 理すべき原デ ータがどれだけあ るか とい

うような ところが大 きな勝負 にな るのだ ろ うと

思 うのです。そ うい う意味で,デ ー タベー スの

整備 とい うのは,情 報化 をこれ以上 円滑に進 め

てい くためにはど うして も考 えなければな らぬ

事態 だ と思 うのですが,こ れが まだ整 っていな

い とい うことは,結 局 これ まで コンピュータ リ

ゼー シ ョンを中心 に非常 に うま く経済発展等や

って きた 日本 としては大 きなネ ックが 出て きて

おるのではないか とい う心配 が1つ あるわけで

ございます。

それか らも う1つ は,対 外的な関係を考えて

み ます と,情 報 あるいはデ ータとい うのは,エ

ネルギ ーとか資源 と同じよ うに,重 要 な経済 活

動 とか社会活動の要素になるのだ ろ うと思 うの

です けれ ども,そ の辺 の ところが,デ ー タベー

スとい うものが 日本は これだけお くれた形で し
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かない とい うことにな りますと,ま さか アメ リ

カが情報についてのOPECに なるとは思い ませ

んけれど も,や は りある程度 自前のデ ータベ ー

スとい ったよ うなものが ないと,経 済的 な安全

保障の問題に もかかわって くるのではないか。

自前のデー タベースを持 って,そ して諸外国 の

デー タベー スと交流してい くとい うよ うなこと

がど うして も必要 なの ではないか。 そ うい うこ

とで相互 依存 関係 をデ ータベースの面で もつ く

っておかなければ ならない。 たとえば ち ょうど

われわれが石 油危機の ときに,石 油 にかわ る代

替エネル ギーといったよ うなものを 自前でい ろ

いろ開発を したとい うよ うなことと同じよ うに,

デ ー タベー スについて も,自 前のデ ータベ ース

をあ る程 度整 えてお くとい う必要があ るので、は

ないか とい う意味 で,現 状 を心配 してお るわ け

であ ります。

それか ら第3は,最 初 に申し上げ ました情報

化 の円滑な進 展とい うことだけではな くて,も

うち ょっとベーシ ックな意味で活力あ る経済活

動とかあるいは民主的 な社会制度,政 治制度 と

い ったよ うなもの を維持す るために もデー タベ

ー スとい うのは非常に必要 なのではないか
。情

報とかデ ー タが独 占され るとかあ るいは非常に

偏 ってしま うといった ようなことは,健 全な社

会,健 全 な社会制度 として適当ではないのでは

ないか。む しろだれ もがア クセスで きるよ うな

データベースが,し か もた くさんあ るとい うよ

うな社会 こそ非常に望 ましい民 主的な,あ るい

は 自由な活動 ので きる場 ではないか とい うよ う

な気が いたします。そ うい う面で考え ます と,

日本 のデ ータベースあ るいはその産業 とい った

よ うなものは まだ まだ立 ちお くれがある し,急

いで キ ャッチア ップ しなければいかぬ時 期では

ないか とい うふ うに考えてお ります。

先 ほどか らデー タベー ス産業 に携 わ ってお ら

れる赤司 さん とか北澤 さんか らお話があ りまし

たけれど も,あ あい う形 で,と にか くい まテー

クオ フの時期にな っておる とい うことで,民 業

として非常に意気盛んにや っておられ るとい う

データベース ・サービス

のは大変頼 もしい限 りだ と思い ますけれ ども,

私 ども行政 の立場か らも,先 ほど申し上げ まし

た ような意味 でデー タベー スの振興 とい うのを

今 後とも図 っていかなければ ならぬ と考え てお

るわけであ ります。

具体的にど ういうことがあ るだ ろ うか とい う

ことであ ります けれども,1つ は ,や は りデー

タベー スとい うのは動 き出せば順調に い くのだ

ろうと思い ます し,し か もこれだ け情報化が進

み,デ ー タのニーズが高 まってお るとい う時期

でありますから,自 信 を持 って テークオフの時

期 にあ る,こ ういうことがで きるので しょうけ

れ ども,最 初の段階,つ まり先行投資が非常 に

大 きな ものが あるわけであ ります。 これ をど う

や って確保 するか とい うことであ りまして,こ

の辺は行政 の立場か らもお手伝い をしなければ

いかぬのではないかとい うふ うに考え てお るわ

けでござい ます。

それから,先 ほど赤司 先生か ら御指摘が あ り

ましたけれ ども,通 産省 の方でデ ータベー ス台

帳 とい うち ょっと古 くさい名前 と新 しい名前 の

混合みたいなもので申しわけないのですが,要

す るにデータベ ースのデ ー タベー スとい うのを

つ くろ うではないかとい うことを考え てお りま

して,近 々皆様方に調査表 をお配 りを して,自

分の ところには こうい うデー タベ ースが あ り,

こ うい う形でサ ービスを してお るとい うよ うな

ものを任意 に御記入をい ただ きまして,そ うい

うものを集めて,要 す るに 日本にあ るデ ー タベ

ー ス
,皆 さんに御活用い ただけ るデ ータベ ース

を国民 の前に明 らかに してい くとい うよ うなこ

とをや ってみよ うか。その こ とに よってデ ー タ

ベー スのニ ーズもいろい ろ高 まって くるの では

ないかとい うよ うなことを 考えてお るわけ でご

ざい ますが,そ ういう形 で ク リア リング機能み

たいなものをや ってい'くとい うよ うな ことも必

要 ではないか とい うふ うに考 えてお ります。

それか らもうち ょっと長期的 な話にな ると思

い ますけれど も,や は りデ ータベ ー スが成 り立

ってい くための基盤の整備 とい ったよ うな こと
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も考えなけれ ばいかぬ のではないか。

1つ は,こ れもお話 があ りました けれ ども,

通 信回線の利 用の問題 だろ うと思い ます。い ま

まではともす ると制限的だ ったわけ であ ります

けれども,今 度 の行政改革等で も指摘 されて,

通 信回線の 自由化 とい ったよ うなものが予定 さ

れてお りまして,10月23日 が その予定 日にな っ

てお るわけですが,今 後ともデ ータベースとい

うのが さらにいろいろなデー タベー スをネ ッ ト

でつ ないでい って,デ ー タベー スの不 ッ トワー

クをつ くってい くとい ったよ うな高度 に発達 し

てい くものだ ろうと思い ますけれど も,そ うい

うことのため にもこの通信回線の利用の 自由化

とい うの はもっともっと進んでいかなければい

かぬのではないか とい うふ うに考えてお ります。

それか らも う1つ は,先 ほどデ ータベ ースに

かか る権利 の保護 とい うよ うなお話 もござい ま

したけれども,反 面,プ ライバ シーの保護 とか

あ るいはデー タの保護,そ うい うものも考 えて

いかなければな らないのではないだろ うかとい

うふ うに考えてお ります。 デー タベー スとい う

のは,あ る意味では大変便利なわけですが,反

面プライバ シーの侵害 とか とい った ような面 も

出て くる可能性 もある。 そこで,そ うい う,こと

について も配 慮を してお く必要があ るのではな

いか。

それから,同 じよ うな意味 で,デ ー タベ ース

ができてき ますと,私 どもの 日常 の経済 活動 と

か生活 とか とい ったよ うなものがそ うい うデ ー

タベー スに大 き く依存す るとい うよ うなことに

なって くると思い ます。 したが って,そ うい う

ものを安全 に運転,運 行 してい く,サ ー ビスを

してい くとい うよ うなセキ ュリテ ィ上の配慮と

い ったよ うなものも必要 になって くるのではな

いかとい うふ うに考 えてお ります。

それか らもう1つ,こ れ も御 指摘 のあった点

であ りますけれど も,原 デー タの提 供 とい うか,

政 府は行政機関が持 ってい るデー タの活用がで

きるよ うな ことをや らなければいかぬ とい うふ

うに考 えているわけです。統計法 に基づいて統

計 を政府でつ くってい るわけですけれども,こ

の統計法 に基づいて集めたデー タとい うものは,

統 計 で使 うこと以外は使 ってはいか ぬとい うよ

うなことになってお ります。 これ 自体,昔 の考

え方か ら言えば非常に大事 な制度だ と思 います

けれども,し かし,い まやデ ータとい うものが

非常に多様 に使われ るとい うことにな りますと,

統 計法で集 めた統計 はそれだけ にしか使 っては

いかぬ とい うことは若干窮 屈になってお るので

はないか,そ うい うこと もあ ります。いずれに

して も,政 府 でいろいろ集 め,作 成 したデー タ

とい うようなものをで きるだけ民間 の方 に活用

していただいて,い ろいろな意味 で処理 をし,

加 工 して もらった らいいのではないかとい うふ

うに考 えてお るわけです。 これは もう先 ほどか

らいろいろ私ど も責め られてお る一番 重要なポ

イ ン トであ りまして,と にか く早 く政府 の持 っ

てお るデー タをみん なが使 えるような制 度をつ

くっていかなければ いかぬとい うふ うに考えて

お ります。

それか らもう1つ は,デ ー タベースに ついて

の官民の役割 り分担 みたいな ものが あるのでは

ないか とい うふ うに考えてお ります。先 ほど申

し上げ ました ように,デ ータベー スとい うのは

経済活動 とかあ るいは社会生活に とって重要 な

ポイ ン トであ りまして,ど こかが独占 した り,

あ るいはど こかにそれが偏 ったとい うことでは

いけないのではないか。み んなが公平にア クセ

スで きるとい うふ うな体制 をつ くる必要があ る。

そのためには,官 は官で必要なデ ータベ ースを

つ くりサ ービスをす るとい うこともあるで し ょ

うけれ ども,し か し民業 として非 常に多角 的,

多様 にデータベ ースがで きてい くとい うことが

非 常に大事 なポイン トだ ろ う。そ うい う意味 で,

政 府 のデータベー ス ・サー ビスとい ったよ うな

ものが民 間のデー タベー ス ・サービスを圧迫 し

ない ように考えなければいかぬとい うふ うに考

えて おります。そ うい う意味 で,デ ータベース

振興 における民業 と官業のバ ランスとい ったよ

うな ものも重要 なポイン トではないか とい うふ
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うに考 えておるわけでございます。

と申しましても,私 ども 日常 の生活を振 り返

ってみ ますと,ま ず し ょっち ゅう同 じよ うなデ

ー タを一生懸命書いて いる
。仕事が終わ ると,

そ のデータはぽん と捨 て るというような ことで

全 くお恥ずか しい気がす るのですけれど も,や

は り私ど もとして は皆 さん の税金で働かせ ても

らってお って,そ の税金の おかげでデー タをつ

くらせて もらってお るわけだか ら,そ れ をでき

るだ け還元す るとい うよ うなことは十分心がけ

ていかなければいかぬ とい うふ うに考えてお る

わけであ ります。

簡単ですけれど も,私,行 政の立場 としてい

まのデー タベ ースの現状を どうい うふ うに考え

てお るか,あ るいは これを振興 してい くために

何を しなければな らないか とい うことについて

お話を申 し上 げた次第 です。

中山 それでは次にベルケ さんにお話 し願 う

わけであ りますが,そ の前に,ベ ル ケさんの理

解を助け るために も1つ,2つ 加 えさせていた

だければ と思い ます。

先 ほど,日 本 の官庁 のデー タを公 開せよ とい

う話 がず いぶ ん出てまい りました。い ま広瀬 さ

んのお話 もあ りま したよ うに,日 本の法律 で,

統 計 は指定 した目的以外 に使 ってはいけない,

あ る目的の ために集め たデー タは,そ の 目的以

外 に使 っては いけない とい う規則が1つ ござい

ます。 したが って,必 要 なデー タもオ リジナル

なデ ータを その部 門の 人以外 は使 うことはでき

ない。 これは同 じ官庁 内でもほかの 目的には使

えない とい う現状がご ざい ます。われわれが国

の経済統計や何かのデ ータが欲 しい ときにはど

うす るか といい ます と,コ ン ビ=一 夕からCOM

など を使 って アウ トプ ッ トして,そ して印刷 さ

れた ものを またパ ンチを して使 うとい うことを

や ってお ります し,ま たそのための専門業者 も

それで十分 食 っていけ るよ うな現状 にあ ります。

もう1つ 根 本的な違い とい うのは,国 の仕事

とい うのはパ ブ リック ・マ ネーでやってい るの

だか ら,一 部 の人の利潤 のために使わせてはい
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けないのだ。 すなわちあ るところに出せば,そ

れ はあ る業 界とかあ る人たちの利潤に なるのだ

か ら,公 的 なお金で一部 のも うけ に使わせ るよ

うなことを してはいけないのだ とい う考え方 も

ある。 こ ういった意味 で,ア メ リカの ように,

パ ブ リック ・マネーでつ くった ものは全部国民

の もの であ り,こ れは国民全部が使 った り見た

りす る権利があ るとい うのと,そ こに大分考え

方の違いがあ るとい う点が1つ 指摘で きるか と

思い ます。

もう1つ 問題点 とい うか,お 話の前には っき

りさせてお きた いことは,先 ほどベルケ さんは,

デ ータベ ースにかわるものとして3つ の ものを

挙げ られ ました。すなわ ち,デ ー タベー ス ・サ

プ ライヤー とオ ンライン ・サー ビス ・プ ロバイ

ダーとエン ド・ユーザ ー,こ の3つ の グループ

に分け られて話 されたわけでござい ます。 とこ

ろが,た だい まのお話の中で も,北 澤 さん,赤

司 さんの中に もござい ましたよ うに,む しろも

う少 しそれを分けて考えた方がいいのではない

か と思われ ます。

すなわち,私 はいつ も4つ に分けてお ります。

まず 第1番 目は,デ ー タベー スのプ ロデ ュー

サー。第2番 目は,セ ンターと呼 ばれ るデー タ

ベー スを蓄積 し,そ してそれを利 用させ るため

のいろいろなサー ビスをするところ,利 用す る

ためのサー ビスは,オ ンライン検索 ももちろん

あ ります し,た とえば経済データであるな らば,

そ こにアプ リケーシ ョン ・プ ログ ラム ・パ ソケ

ージが あ って
,簡 単な時系列の分析 とかいろい

ろな処理 をす ることがで きるよ うな施設 を持 っ

た ところ,ハ ー ドウェアを持 ったところ,そ う

い うセンターというものが あるの ではないか。

第3番 目に,コ ミュニケーシ ョン ・サー ビスに

当 たるものが あるのではないか。第4番 目には,

今 度利 用者 との間のインタフェーシングすると

ころ,す なわ ちインタ ミデ ィエーターとい うも

のあ るいは インフォメーシ ョン ・ブローカーと

も呼 ばれてお りますけれど も,そ うい った もの

が必要なのではないか。具 体的に ヨー ロ ソバ 精
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報連合(EUSIDIC)の レポー トです と,ヨ ー

ロッパ では,文 献デ ータベー スと事実 デー タベ

ー スとの使 用の比重が
,ア メリカですと1対1.2

ぐ ら いであるのに,ヨ ーロ ッパ では1対4幾 つ

ぐらい,1対5に 近い とい うことで非 常にア ン

バ ランスであ る。 これ はイ ンフォメー シ ョン ・

ミデ ィエ一 夕ーがないか らではないか。 ですか

ら,そ うい ったよ うなものを育ててや ってい く

ことが必要なのではないか とい うことが ヨー ロ

ッパ においては指摘 されてい るか と思 うのです

けれ ども,そ の点について先 ほど3つ に分け ら

れ ましたが,や は り日本で今後 この インフォ メ

ーシ ョン ・サ ービスを伸ば して い くために
,こ

れ までに御経験あ る立場 か らはど うい ったもの

がお考 えにな られ るか,そ の点 について も含 め

てお話しいただ ければ幸いだ と思い ます。

なお,最 後 に,中 村 さんか らも御 指摘 がご ざ

い ましたデー タベースのランゲ ージの問題,こ

れは現在私の知 っているデ ータベ ース,私 の と

ころに も実はDBDB,デ ー タベ ース ・オ ブ ・デ

ー タベ ーセスと呼んでお りますが
,そ れか らい

ろい ろな統計を とった り何 かしてお りますが,

そ こで調べ ます と,英 語以外のものでつ くって

お って 市販 されてお る,一 般に公開 されてお る

よ うなデー タベ ースは,フ ランスのPASCAL

と 日本 のJICSTの デ ータベー ス,PASCAL

は英 語 とフ ラン ス語 と両方入 ってお りますので,

純 粋 の1カ 国語 だけで,し か もあ る程度の量を

持 ってい るデー タベースは,日 本のJICSTデ

ー タベー スだけだ とい うことにな るの では ない

か と思い ます。 そ うい ったものをつ くってい っ

た場合,今 度はマーケテ ィングの 問題,現 在 ア

メ リカでつ くられてお るデー タベー スが全体の

約60%近 くあ りますので,今 後そ うい った世界

的なマーケテ ィングに立 った場合 の ランゲ ージ

の問題,日 本で 日本のデータベー スをつ くると

い うことについての何 かお考えな どおあ りにな

ったら御披露いただければ幸 いだ と思 います。

それ ではベル ケさん よろ しくお願 いいた しま

す。

ベルケ い まおっしゃった ような ことに関 し

まして確実にお答えした り,ま た御意見を申 し

上 げるだけの時間 を許 され るのかど うかわか ら

ないの ですがピ お答えするよ うに努 力してみた

い と思 います。

何 人かの方 々が,日 本はデータベ ースに関 し

ては10年 お くれてお る,ま たず れておる。た と

えばデー タベー スの製品に関するマーケテ ィン

グがア メリカと比較 して10年 お くれておるとお

っしゃっております。 これに関 して ちょっと御

意見を 申し上げたいわけです。

多分理由としましては,私 は これははか り方

を誤 って10年 とおっしゃるの じゃないか とい う

気 がします。皆様方 それ ほどお くれて はい ない

と思います し,日 本 とアメ リカのデ ー タベ ース

の産業 にそれだけの開きがあるとい うことは,

日本側 に対 してそれは妥 当ではないと思い ます。

た とえばアメ リカのそれか ら10年 お くれてお り,

ヨーロッパ のそれか ら5年 日本はお くれてお る

とお っしゃいました。 また,ほ かのパ ネルの メ

ンバ ーの方がお っしゃったのですが,そ の10年

間 に何を してお ったかの御説明を なさったわけ

で,日 本のマーケ ッ トが技術的 な側面 でアメ リ

カと文字 どお りほぼ 同等 の レベル まで達成 した

のだ とい うことをお っしゃったのですが,そ う

い う意味 では10年 というようなお くれ とい うの

はないの じゃないで し ょうか。 意味 があ るよ う

な形での隔たりの測定にはな っていない と思い

ます。

ここで認識 してお くべ き重要 なことで,広 瀬

さんがお っしゃったことだと思 うのですが,い

わゆる言葉で説明 されてお りますデー タベー ス

のパ ブリッシングはほぼ1年 ぐらい しかなか っ

た。 また,ア メ リカのデー タベー スのパ ブ リッ

シャーの人たちが利益を計上 で きるようにな っ

たのはほぼ この1年 ぐらいの ことだ と思い ます。

すなわち10年 間 も収益 を上げずにや っていたの

だ ったら,あ なた方は10年 お くれたのは賢明だ

ったわけで,い わゆ る収益 も上 げずに10年 もも

た もたや ってお るより,お くれたあなた方の方
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がず っと利 口であ ったとい うふ うに 申し上 げた

方が いいのだ と思 います。

それか ら,赤 司 さんが非常に妥 当 に御指摘な

さったと思 うのですが,新 しいイ ンフラス トラ

クチ ュアが必要だ。 すなわ ち,デ ー タベー ス産

業 を支援 し,そ の周辺 に構築すべ き新 しいイ ン

フ ラス トラクチ ュアが必要だ とお っレやったの

ですが,ア メ リカはそ うい う意味 では必ず しも

適切 なイ ンフラス トラクチ ュアを まだ構築 し切

っていない と思い ます。 この問題 に関す る正 し

い疑問は提起 しておりますが ,そ れに対 して正

しい解答 とい うのは出されていない とア メ リカ

では言え ると思います。

一連の問題が山積 してお りまして
,た とえば

適切 なる経理 とか会計 の問題 とか データベ ース

に関 します法律 問題 の整備 とい うことが急がれ

ているわけであ りまして,実 際に データベース

産業が商売を してい く上 で必要 なインフ ラス ト

ラクチュアの整備 はできていない と思 います。

またそれは徐 々に こういった問題が あるなとい

うことは認識はされ てきてお ります けれど も,

た とえば法律の判例 としてそれが確立 され ると

い うことは起 ってお りません し,デ ータベ ース

の供給業者,ま たデー タベースの産業の中 に,

またサプ ライヤーとか ブローカーとか オンライ

ン ・ベ ンダーとか,そ うい った必要な産業の中

で果たすべき個別 のそれぞれの役割 りも明確に

なりつつあるとい うところだ と思 い ます。 た と

えば適 正価格 の設定 とい うものが よ くそれをあ

らわ していると思 います し,適 正 な るパ ッケー

ジングの問題,ま た適正 なる契約の締結の問題

とい うのも解決 され てお りません。 あ くまで も

試行錯誤 の段階 で試み られ てお りますが,か な

り失敗 して,水 泡に帰 してお ります。

なぜ このよ うに失敗 してお るのか とい う理 由

は,当 事者 はわか っていない とい うこともあ る

わけです。 とい いますのは,業 界 自身情報 の製

品 自身がパ ッケージングされて最 終使用者 に出

荷 され,届 けられ るべ きか,ま た技術 が変化 し

た場合 には,そ の修正をだれが責任 を持 つべき

データベース ・サービス

か,ま たどのよ うな製品が修正 された ときに,

それをどのよ うな形でデ リバ リーされ た り,ま

たパ ッケージングされた り,ま た それ に対 して

適正価格 を設定 すべ きか とい った問題は,だ れ

も業界ではわか っていない とい うことであ りま

すo

また,中 村 さんが御指摘 な さった点ですが,

言語 の問題を挙げ られ ました。 この ことで もわ

れわれ はたとえば 日本語 で情報 の製 品を提供す

る。ある日本の情報を全世 界的 な聴 衆 またはお

客 さんにデ リバ リーするかど うかとい うことで

すが,果 た してそれは経済的 に成算 があ るかど

うか。 たとえば経済的 に見合 うだけの企 てなん

だろ うか。 まず製品を開発 するとい うのに経済

性 があるか とい うだけではな く,た とえば 日本

語 での情報を全世界的 に出回 らせ るこ とが必要

なのだ ろ うか。 また,た とえば 印刷 され た もの

をわずかに電子 光学的 な形 に還元 して送 る とい

うときに,付 加的な値段を つけて経費 をかけて

全世界的に出回 らせ ることで一体 いいのだ ろ う

か,こ うい ったいろい ろな疑問が解 かれ なけれ

ば ならないと思 い ます。

幾つか情報 の製 品に関 しては,特 殊 な言語 に

変え るとい うこ とも必要だ と思い ます。 これ は

経済の採算性 の問題ではな く,日 本語で できた

情報を英語思考型 の製品に転換 し,全 世界的 に

市場に乗 せるとい うこともで きると思い ます。

日本では うま くやってい らっしゃい ます し,そ

のほかの情報製品以外 の 自動車 か らコン ピュー

タか らそのほかの製品に関 しても日本は非常 に

上手 にやっていらっしゃるわけです。ですか ら,

情 報の製 品だ って,厳 密的 な製 品,た とえば 自

動車,同 じような形に考 えてデザイ ンし,製 造

し,ど のよ うな媒体の形 で も入手可能 な よ うに

提供 なさるとい うことはで きるわ けで,で すか

らそ うい う意味で,あ なた方が活用 なさる英語

とい うの も,1つ 変 わ った媒体にす ぎないとい

う形で マーケテ ィングで きると思 い ます。

い まいろいろ耳 にしました コメン トを思い 出

す1っ のやり方で ちょっとサイ ドコメン トとし
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て申 し上げ るのですが,デ ータベ ース産業 の成

長 が まだ欠如 しておるとい うことをお っしゃっ

たのですが,ア メ リカのデ ータベ ース産業 の成

長過程 を振 り返 ってみ ます と,留 意 しておかな

ければ いけないのは,こ の よ うな産 業とい うの

が出現 したのは,大 きな計画書の もとに企画さ

れてなったわけでは ないわ けです。あ る1つ の

企業 とかある1つ の委員会がで きまして,そ の

委 員会 の中で協議 してデー タベース ・パ ブ リッ

シングの産業 を このよ うな形 で発展 させ ようと

い うふ うに計 画 したわけではな く,偶 然的に こ

うな って出現 し,発 展したわけです。断片的に

出てきたわけです し,た とえば1つ1つ の小 さ

な個 々の技 術の進展があ って,ま た情報のい ろ

いろな製品が出回 ってきまして,人 々が これ ら

の情報 の経済的価値を認め るようにな りました(

当初,情 報 とい うのはただの ものだ,だ れ でも

全 く無料で幾 らで も活用で きるものだ とい うふ

うに人 々は思 っていたのですが,経 済 的価 値の

あ る1っ の製品 なんだ とい うことに気がっ きま

して,だ んだん こうい うふ うになってきたわけ

です。 ですか ら,日 本 の社会 でも,日 本の財界

で もそ うで しょうが,ほ かの国々でもそ うなん

ですが,基 本的に こうい った理解 な り認識 とい

うものが一種の習慣づけ として,く せ として形

成 され ていかない と,こ の情報に関 しての考 え

の転換 は起 こらない と思い ます。 それには時間

が かか って,多 年を要す るのだ と思い ます。

広瀬 さん が言 われ たことですが,す なわちだ

れ で もが情報 を入手 する基本的権利を有す るも

のである とお っし ゃいました。 ただ,ぜ ひい ま

お っしゃった この権利 とい うものが果 たしてそ

うか,.も う一度 疑問を投 げかけていただ きたい

のです。何 百万人 もの全 世界の人間 が,情 報は

ただだ と思い込んでい ます。ですか ら,そ の情

報 に関 しては全 く無料で接近可能である し,入

手 で きるのだ と思 っているよ うです。 ところが,

私 はそ うだ とは思 い ませ ん。 これ らの権利 はた

だであ るとい うよ うな種類 の権利 があるのだ と

い うことを裏づけ る事 実はないよ うな資が しま

す。

皆様方は東 洋の社 会ですから,政 府 とかそれ

以外の団体が情報を提供 す るとい うことにな っ

ているのか もしれ ませんが,た とえば 自由な民

間企業の概念が発達いた しますと,必 ず これは

利益を追求 しな ければいけない団体なわけです。

ですか ら,自 由主義の民間企業が発達 してまい

りますと,一 般大衆 も情報の価値,ま た製品に

関しては無料で はないとい うことを認識 して,

そ の意味 では,情 報 はただではないのであると

い うことの認識 は高 まるべ きだ と思 い ます。 も

う私 としては,う そと言 っては ちょっとひどい

と思い ますけれ ども,真 実 を誤 った形 で表 明し

てい るのだとい うことだと思 います。 ですから,

情 報はただであ るとい うよ うな考え方は誤 った

言 い方だ と思い ます。ですか ら,こ れ を習慣 と

して長年かか ってつ ちか ってしまったもの を変

えるのはむずか しい と思 います。 たとえば くせ

を変 えるとい うことは非常 にむずか しいことで

すo

た とえば習慣 です けれ ども,皆 さん気づ かず

に手 を組 んでいらっしゃい ます。 皆 さん指 を組

んでみて くだ さい ますか。 そしてその まま位置

を変えないで見 まして,右 手 の親指 と左手 の親

指 とど っちが上 にきていますか。私 の場合 は右

手の親指が上 に くるよ うに指 を組み ます。 とい

うことは,普 通 皆様 がやる形 で指を組むわけで

す。手 をかえて くだ さい。 とい うことは,反 対

の方の親指が上 に くるよ うに組んでほ しいので

すが,そ れでは前の方のや り方も居心地が悪 い

でし ょう。 変な気持 ちがす るで しょう。 もしも

変な気持 ちがす るな らば,と い うことは,自 分

の指を組み合わせ るだけで もそれだ け居心地が

悪い し,気 持 ちが悪い とい うことは,い ままで

情報 のよ うな重要な ものに関 してただだ と思い

込ん できた習慣を変え るとい うのに居心地が悪

いのだと思い ます。

中山 ただ いま私ど もとしても一番大切 に思

っている,特 に問題点 に思 ってい る情 報とい う

のはただだと思 ってい るとい うお話が出て まい
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りまして,私 はア メ リカにおいては情報 とい う

のは高いとい うのが相 当定着 して,社 会通念 に

なっているのか と思 っておったのでござい ます

けれ ども,い まのよ うなお話が 出て くると,や

は りその問題は 日本だ けではな く,ほ かに もあ

るのじゃないか。私は よ く言 うのですが,い ま

か ら何年か前に イザ ヤ ・ベンダサ ンとい う人が,

日本では安 全 と水はただだ と思 っているとい う

ことを書い てお ります。 これは 日本 はどこへ行

っても安 全であ ります し,夜 ど この町 を歩 いて

も別に強盗 に遭 う心 配 もない。 ニ ュー ヨー クは,

昼 間歩 いていて も危 ない とい う状況 でござい ま

すので,そ うい う意味 か らい うと,安 全はただ

である し,ま た 日本 の飲 み水 は,水 道水をど こ

で飲 んでもまず絶対 に心配 ない。 しか も飲み水

と して非常 におい しい。 その2つ は 日本人 がた

だだ と思 ってい るとい うことを 「日本人 とユダ

ヤ人」 とい う題の本 の中で書いてお りましたけ

れど も,日 本人は情 報 もただだと思 ってい る一

番すごい国民で はないか と思 ってお りましたが,

い まのよ うなお話 があ りました。

私 はなぜ そのよ うな ことを 申したか といい ま

す と,先 ほどの皆様 方のお話 を聞 きまして,幾

つかの問題 を私 な りに提起 して,そ してそれに

ついての関連 したお話 を,先 ほど5分 と言い ま

したけれど も,時 間 の関係 で,ど うも3分 ぐら

いず つでお願い しなければ ならないか と思 い ま

すo

まず1つ は,い まただだ とい う,情 報 とい う

ものにお金が要 るんだ とい う考え方が 日本 で少

しずつで も出だ したのだろ うか,そ の辺 のこと

をど うお考 えにな ってい るか,こ れ はどなたで

も結 構でござい ます。

それか らも う1つ は,供 給,日 本 でデ ータベ

ースをっ くらなければ いけない
。 これは私は昔

から申してお りまして,そ れが ない と,最 後は

も う 「情断」 とい うことになってしまう。最 後

にで きるのは物 々交換 しか で きないのだか ら,

や は り日本 では 日本 としてのものをつ くってお

く必要 があるとい うことを しょっち ゅう申し上

データベース ・サービス

げ てまい りま七 たけれ ども,そ の場 合に問題 に

なるのは.日 本でっ くり得 る体制 があ るのか な

いのか とい う問題があ ると思 い ます。 っ くらな

ければいけ ないということは結構 で しょう。 日

本語 の ものは何 とかで きるかも しれ ない。 これ

も私 はで きるとは思い ません。 こうい うことを

言 うと大変 叱 られるか もしれ ません けれ ども,

先 ほどのJICSTデ ー タベースで も,私 な り

に使 ってみ ますと,キ ー ワー ドの取 り方が実 に

ば らば らでございます。 内容が同 じような文献

につ きましても,使 われ てい るキーワー ドが全

く違 って くる,キ ーワー ドの数が相当違 ってお

るとい うよ うなケースがござい ます。 これはデ

ータベ ースをつ くるときに必要 な体制 が まだ ち

ょっ と大変 なん じゃないか。経済事情 や何 かの

問題 でで き得 てないのではないか。 とにか くデ

ー タベースをつ くるときには
,で き るだけた く

さん のものを集 めます。 そ してそれを評価 して

選択 します。 評価 して選択 する段階が実は一番

大切で あ りまして,3分 の2の ものがそ こで捨

てられ て,3分 の1だ けがあとの資料に され る

とい うことが一般に言われ てお ります。そ して

今度,そ の選択 されたものを分析 して加工 す る。

その評価,選 択,分 析,加 工 とい う段階 が大切

で,こ れは本当の専門家がいなければその仕事

がで きないのではないか と思 うわけでござい ま

すo

ア メ リカで も,バ イ オロジカル ・ア ブス トラ

ク トとケ ミカル ・アブス トラク トが戦後一 時評

判が悪 くな って,売 れ行 きも悪 くなったことが

ご ざい ます。 そのときの理 由は,い わゆ る経済

的 な問題か ら,大 学院の学生 などの専門的 な ト

レーニ ングが まだ足 りないよ うな アルバイ トを

使 った。 しか も専門の勉強を一 生懸命や ってい

る成績 のいい学生なんか そ うい うことをや って

くれないか ら,ど うも成 績の悪 い,大 学院 でや

っていて も余 りうだつの上 が ってないよ うな者

が そ うい う仕事をやった とい うことで評判 が悪

くなった○ それを また専門家集 団に高 い給料 を

払 ってやって評判がよ くな ったとい うケースが
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ござい ます。

そ ういった意味で,日 本 でっ くらなければい

け ない と言 っても,果 た してそ うい う専門集団

を集め て,ち ゃん とサ ラ リーを払 ってや ってい

くことがで きるのだろ うか。 日本 で,日 本語だ

けで もつ くることがで きるのだろ うかとい う問

題。 それ か らも う1つ は翻訳,た とえば 日本語

でつ くる場合 に,翻 訳をす るのか,そ れと も日

本語 の ものをっ くるのか とい う問題があ ると思

い ます。

それか らもう1つ の問題は,学 者,研 究者 と

い うよ うな者か らいわゆる一般の方 に移 ってき

たとい うお話が,先 ほど赤司 さん の方 からござ

いました。 これ は非常に喜 ば しい ことで,世 界

のデー タベース界を見 てもそ うい うステ ップを

いずれ もとってい ってい るのではないか と思い

ますが,そ うい うものについて今後 どうした ら

いいのだ ろ う。 また移 っているものが ご く一部

分の分野では ないか。つ まり自分 の企業 に関連

するよ うなと ころの ものが多 くて,デ ー タベー

ス全 体か ら見た場合 にはバ ランスが とれたよ う

な形でい ってい るのかど うかとい う問題 もやは

りそ こにあるのではないか と思 い ます。

なお,先 ほどか らデ ータベ ースとい う言葉 を

使 ってお りますけれ ども,デ ータベ ース とい う

言葉 は非常に広い意味 でも使われ ると思い ます。

き ょうここで使 ってお るデー タベースとい うの

は,先 ほどベル ケさんの資料の7ペ ージのと こ

ろに表 として分類 され てお りました。すなわち

彼は,レ フ ァレンスとソースとい う言葉 で呼 ん

でお ります。私は これを前 から,所 在を示す情

報 と事実情報 とい うぐあいに分 けてお ります。

文献情 報 も,こ れは どの本のど こに,ど うい う

ものが あるか とい うことですか ら,こ れ も所在

を示す情報 と考えて,あ るソースが どこに ある

か場所 を示 す情報 と同 じように 所在情報 と考

え ていいのではないかと思い ます。

それ からも う1つ 事実 情報,こ の事実情報の

中には数値デー タもあ ります し,テ キス トもあ

ります し,い ろいろなものが ございます。 そう

いった よ うな事実 と所在 と,あ るいは事実 と

レファレンスとい うよ うな形 でのデータベ ース

を含めた意味でデ ータベース と言 ってお ります

ので,非 常 に広い意味でそのデー タベースが こ

こでは使 われ てお ります。

そ うい う意味で,デ ータベ ースの話 をいた し

ます とまたどんどん発展 してしまう。現在の 日

本におい て発展させ ることは必要か もしれ ませ

んが,や は り時間の関係で,先 ほどの よ うな問

題 にしぼ ってお話を願 えればと思 います。

それ ではまた同 じ順序 で,赤 司 さんの方か ら

3分 ぐらいず つお話をいただければと思 い ます。

赤司15年 ば か りこのデ ータベ ース ・ビジ

ネスに従事 している者 として,情 報がただだ と

思 っている人が世 の中に多過 ぎるとい うのが本

当に痛切 な実感を持 っているとい うことで,デ

ー タベース ・ビジネスが展開す るためには,そ

れが先生 のおっしゃるよ うな経済的な商 品でな

ければな らない。だれかが投資を し,リ ス クを

かけて事 業 として展開 しない限 り,日 本 のデ ー

タベース ー 世界で もそ うで したが,デ ー タベ

ース ・ビジネスは展開しないとい うのが ,こ の

15年 間 の私の結論 であ ります。

そ うい う意味で,い ままで出て きたテーマの

中で非常 に気がか りな点を もう一遍触れ させ て

いただ きたいのは,官 民の役割 り分担の問題 で

す。北 澤 さんのお話で,デ ー タベ ース ・デ ィス

トリビューシ ョンとかあるいは コ ミュニケ ーシ

ョンの ところには,セ ンター協会 の70%の 方

が,そ れ こそ自分で リスクをかけてや ってみ た

いとい う御意見があ るとい うことは,非 常 に貴

重なデー タだ と思い ます。 そして民間 で リスク

をかけてそ うい う事業をや ろ うとしてい る領 域

は,で きるならば官が手 を出すべ き領域では な

いと思 う。現実 にい ま展 開 しつっある,あ るい

はそのままほってお くと展開 しそ うな ことは,

た とえばCAPTAINで あ るとかINSで あ る と

か,そ うい う領域の 中でこ うい う問題 が非 常に

混乱す る萌芽 とい うものが出ている。私は それ

を大変心配いた します。
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念のために申 しますけれど も,い まの意見 は,

デ ータベ ース ・サー ビス業連絡懇談会 の座長の

意見で もなければ,私 の属 してい る企業 の意見

で もあ りません。私個人 の意見 ですけれ ど も,

の 点をい また またまそ うい うお話が 出たっいで

に強調 させていただ きたいと思 い ます。

それか ら,中 村先生か らのお話 の日本 での供

給の問題,言 語バ リアの問題はお っしゃるよ う

に非常 にむずか しい と思い ますけれど も,自 動

翻訳 の問題 にしても,い ままで語 られ てきた,

私 どもの 中で もいろいろな勉強を してお ります

が,100%の 効 果 を期待 した 自動 翻訳 とい う

のは・特 に欧米語 と日本語 の場合 には非 常にむ

ずか しいのです。 です けれ ども,そ の翻 訳をア

シス トす るシステムとい う形 で割 り切 ってい く

な らば,こ のデー タベ ース ・ビジネスの中で使

われ る段階 とい うのはわ りと早 いのでは ないだ

ろ うかと私は思 ってお ります。それは,そ れを

使 う人が いかに割 り切 って 自分の言 語バ リアを

乗 り越え るときにかけ る時間が何%か 節約で き

れば それでいいんだとい う認識 を持 つかだ と思

います。 そして,多 分 そ うい う認識 が ここ4～

5年 の うちに急速 に日本 の中でも広 が って くる

だ ろ うと思 うので,こ の問題 は大 きな問題 と し

て皆 さんに注 目してお いていただい た方 がいい

の じゃないかとい うふ うに思い ます。

それか ら,最 後の ビジネスの領域での問題 と

い うのは,正 直言い まして ,こ れは アメ リカあ

た りを見 ています と,よ その芝生は青い とい う

ことなのでしょうけれども,ビ ジネ スの領域へ

のア一夕ベースの進 出 とい うのは 目覚 ましい も

のが あるよ うな気がいたし ます。 ただ,日 本で

現実 にど うか といい ますと,や は り私 の願望 で

あ って,現 実に ビジネスの世 界の特 に ミ ドルマ

ネジメン トの方々が データベースを駆使 するよ

うな状況にい ま萌芽が 出てい るか とい うと,萌

芽 が出ていると言いたいのですけれ ども,ま さ

に萌芽 にすぎないとい うのが状況だ と思 います。

中山 それでは次に北 澤 さんにお願 い したい

のですが,特 に先ほど業 界の方 々が,先 ほ どの

データベ ース ・サービス

私の分類で言い ますと コ ミュニケーシ ョン ・サ

ービスあ るいは そうい ったセン ター ・サー ビス

とい うような ことをお考 えだとい うお話 をお聞

きしたわけですけれ ども,そ れ は1つ の業者 が

両方を兼 ねよ うとするので しょうか,そ れ とも

ア メ リカのよ うにそれぞれが分業 した形 でや っ

てい こうとお考 えでし ょうか,ど ち らの 方 が

今 後いいとお考 えになっているか,個 人 のお考

え も含 めてお話 しいただ ければ と思 い ます。

北澤 私 は,日 本では まだ情報通信業 とい う

ものが ないわけなんで,こ れか らど うなってい

くかとい うの は非常にむずか しい問題だ と思 う

のです。 これ は2つ の見方が あると私 は思 って

お ります。

これ は全 く私 個人の意見で あります けれ ども,

1っ は ・ 日本 の データベ ース ・サ ー ビスとい う

ものがか な り分散的に行われ る可能性が強いの

では ないか。 とい うのは,専 業者に本当に なる

のかど うか とい うところに,そ うい うの も一部

出 て くると思 い ますけれど も,か な りの事 態に

おい ては兼業で,や は りそれぞれの得 意 とす る

分野をサー ビスしてい く。 特に科学技術 その他

の中身のサー ビス,・加工 の サー ビス まで入 ると

なれば なるほどそれはむ しろ分散的 に行われ る

だろ う。 その分散的に行 われ ているとい うこと

が,次 に新 しいデータベ ースの コ ミュニケーシ

ョンの業務を誘発をす る可能性を持 つのでは な

いか とい うふ うに私個人は思 ってお ります。 こ

れは それぞれ の機関のデー タベ ースが独特な固

有の検索手順 とかいった ものを主張 してい る。

これ に対 してユ ーザーはその標準化 を強 く求め

てい る。 この対応策とい うものが果 た して本 当

にで きるのだ ろうか。 いず れはで きるとい う期

待が一方であ ると同時 に,一 方ではそ うしたV

ANと い うよ うな付加価値通信 の中で翻訳 な り

標準化 な りが進む ことが期待 で きるのではない

か,私 はそんな淡い期待 を持 ってお ります。

それか らも う1つ,言 葉 の問題 であ ります が,

1つ 申 し上げ たいのは,日 本で もいろいろな,

これ は民間で はなかなかむずか しいのですが,
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日本で 日本語 でつ くったデ ータベー スを海外 か ・

ら検 索できるように英文化 す るとい うよ うな努

力が一 方では必要なのではないだろ うか と思 い

ます。特 に最近はア メ リカで,私 ど もがお手伝

いをしている仕事 の1つ であ りますけれど も,

ア メ リカの技術情報 センター,こ れは政府の技

術情 報セン ターか ら日本のJICSTを 英 文に

翻訳 を して検索を したい とい う話が幾つか来 て

お りまして,こ ういった問題 に日本 が取 り組ん

でい きませんと,日 本 は技術情報 を閉鎖 してい

るのではないかとい うよ うなあらぬ疑 いを受 け

てい るとい う面 も非常 にあ りますので,世 界の

中で 日本が孤 立 しないよ うに 日本 が世界に情報

を求 めてい くな らば,日 本 で も世界に対 して情

報 を使 いやす く提供で きるよ うな努力を しなけ

れ ばいけないのではないか と私は考え てお りま

すo

中 山 次に中村 さんに,ユ ーザ ーが あって初

め て成 り立つ商売だ とい うお話が先 ほどあ りま

したけれど も,日 本語 でデ ータベ ースをつ くっ

た場合 には,ま ず 日本 国内 しか売れないだろ う。

これは ユーザ ーが限 られ てしまうのではないか。

む しろ思 い切 ってデ ータベ ースとかそ うい うも

のは 日本語 をやめ てしまった らど うか とい う話

もない ことはないのでは ないか と思 い ます し,

そ れか らもう1つ は,先 ほどのユーザーに対す

る提供サ ービスとい うよ うな ことが必要 になっ

て くるとい うお話が ござい まして,私 もそのよ

うに思 ってお りますが,そ の場合 に,こ れ をど

うやったらし'・いか。 た とえばい ろい ろな場合 に

図書館 でサブジ ェク ト・ライ ブラ リアンあ る専

門の ライブ ラ'リー員をつ くって,そ うい うよう

な人にやってもら うほか はないのではないか と

い う話 も文献 デー タベースなどではございます

けれど も,そ の辺 も含 めて御意 見を賜われれば

と思い ますo

中 村 御注文がた くさんあ りまして,み んな

時間 のかか る問題ばか りで ち ょっと困 るめです

けれども,順 序を逆に しまして,い ま最後にお

っしゃった ことは,要 す るにさ っきから言 って

い る仲介者 の問題に関係 して くるわけです。私

は,仲 介者 とい うものは必要だ と思 ってお りま

す。

コン ピュータ ・メーカーの宣伝は,オ ン ライ

ンとい うものは,ユ ーザ ーがだれで も自由に,

自分の家で も,夜 中でも使え るか らいいんだ,

そ うい うことを言 ってお りますけれど も,私 は

あれは うそだと思 い ます。 それは よほど簡単 な

内容の情報 な らばそれでいいでし ょうけれど も,

複 雑な内容を持 ったデー タベースについ ては必

ず しもそ うい うことではない。 したが って,デ

ータベ ースの特質を よ く知 り,か っそのデータ

ベースを動か してい るところのDBMSの 特 質

をよ く知 る人 と全然知 らない素人がやったのと

では,結 果 は大変 な差 があ ります。あ るいは時

間をかければ同 じところまで行 くか も知れ ませ

んが,そ れは金の問題にす ぐ絡んでき ますので,

結 局,現 在 日本で情報検索をや っていらっしゃ

るところは,大 部分が初 めはいろいろな人 にや

らせてみ るけれ ども,結 局 のところはある少数

の仲介者 を社 内に置 いてやるより仕方がない。

日本 は社外 に物 を頼む とい うことを余 りや りま

せん。 これは ここにい らっしゃる大部分の会社

がそ うだ と思い ます。私,実 は コンサル タン ト

なんですけれど も,コ ンサル タン トを頼 も うと

い うことをな さる方は きわめ て少ない。 それ と

同じことで,結 局みん な自社の中にそ うい う機

能 を持 と うとする。 これ は私は 日本においては

ある意味 で必然性だ。 そ こで会社の中にそ うい

うことので きる軍閥家を養成 なさるよ りほかに

道は ない もの と思 い ます。 これ は何 もそんなに

むずか しい ことでは ないので,や る気を起 こせ

ばで きますが,キ ーボー ドをたた くのは女の子

でもできるとい うよ うな考 えさえお捨 てになれ

ヒ

ぱで きます。 つ まり会社 の中です と,そ この尋

問内容を知 ってお って,そ して今度情報 の こと

を知 ってお る,こ うい う人を養成 しません とそ

れはで きません。 しか し,そ れはやろ うと思 い

さえすればす ぐで きることです。 ですか ら,私

はそ うい うふ うになると思 います。 ただ,日 本
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で も少数 だけインフォメーシ ョン ・ブローカー

とい う立場 の人が独立 して商売な さる ことも可

能 であろ うと思 うけれど も,ア メ リカほど多 く

そ うい う活動の余地があ るとは思 い ません。 日

本 は何事 も会社一家ですか ら,そ うな ります。

それか ら次に,情 報の値段の問題で すけれ ど

も,ち ょっとっけ加え させ ていただ きます と,

情 報 とい うものは有料だ とい うふ うに現在は 日

本の方 もほ とんどが割 り切 っておられ ますけれ

ど も,そ れは コンピュー タに値段を払 う必要が

あ るとお考えにな ってい るだけであって,つ ま

りハー ドウェアの値段 あ るいは通信の値段,こ

れは払 うべ きだと思 っているけれど も,中 身の

情 報に対 して金を払 お うとい う考え方はい まだ

に非常 に少ない。 たとえば何かわか らない ごと

を聞 きにい くときは,先 生 のような大学 の先生

のと ころに菓子折1つ 持 っていけば解決 す る,

コンサル タン トに聞けば何十万円と取 られ るか

らとてもいやだ,こ れがわれわれ の普通 の考え

方 であ ります。 しか し,た とえば弁護士 とい う

ものは,弁 護士を頼 まなければいけない とい う

ふ うに法律はな ってお りますからずいぶん高 く

取 る弁 護士があ るよ うでごさいますけれど も,

しか しそれはお使いにな る。 やは りこれは先ほ

ど言われ た1っ は習慣の問題だ と思 い ますが,

そ うい うところはぜひ政府か ら十分 な御 指導,

政 府は行政指導大好 きですか ら,そ うい う行政

指導を していただいた方がいいのではないかと

思い ます。

それか らも う1つ,残 りの言葉 の問題 ですが,

日本語のデ ータベ ースをっ くっても引き合 うの

だ ろうか とい う御意見 に対 して,私 は,そ うい

う種 類のデ ータベース も確 かにあ りますが,日

本語 でっ くって十 分引 き合 うデータベースもた

くさんあ る,そ うい うふ うに思 ってお ります。

特 にデー タベースが普及 してきたら,や は り日

本 の普通 の方には 日本語 のデータベ ースをっ く

るよ り仕 方がない。 これは余 り輸出がで きませ

ん。余 りとい うのは,皆 無 であ るとい う意味 で

はないとい うことであ ります。

データベース ・サ ービス

1つ 証拠 をお見せす るとい うことで,ま だ デ

ータベー スはござい ませんけれ ども
,日 本 でつ

くりました抄 録雑誌が中国において相当 よ く利

用 され てい るという事 実を私は御披露 したいと

思い ます。私 が北京 で実際 に見 てきた ことで ご

ざい ます。 それはた またま日本の科学 技術情報

センターが っ くった抄録雑誌ですけれど も,ど

この もので も構い ません。 それを熱心 に読 んで

い らっしゃる方があ りました。そ こで私 は,中

国語 がろ くに できませんので,通 訳を介 して,

あ なたはなぜ これを読んでいるのですか,そ れ

と同 じ内容の ような英語の抄録雑誌が あ るとい

うことを私 は よ く知 ってお りますので,ほ かの

国の言葉 で もそれに匹 敵する情報は得 られ るは

ず です。 それをあなたはなぜ利用 しないのです

か とか,ま をかけてわざと聞 いたのです。 そ う

した ら,い やそれは簡単 です,私 は 日本語 はあ

なた と話が で きません けれど も,見 ればわか り

ます。つ ま り漢字は同 じだ とい うことですね。

あとかなが入 っているけれど も,そ の くらいは

大体察 しがっ きます。専門文 献ですか らそれで

結構役 に立 つのです。 ですか ら,'私 は英語 の抄

録雑誌 よ りは 日本語の抄 録雑誌 の方を しょっち

ゅう使 ってお ります。 そ うい う答 でした。 そ う

い うこともあ るわけです。 これは やは りわれわ

れが ある程度考 えなけれ ばいけないことであ り

ますが,し かし私は決 して日中同文だ などとい

うことは 申し ません。 それは大 きな間違い であ

りますが,し か し日本語 のデ ータベ ースが よそ

で使われ る可能性はないではない。 しか しそれ

は二 の次の問題で,や は りわれわれはそ ろばん

勘定 が合 う限 りは 日本 語の ものをつ くった方が

いい,そ うい う結論でご'ざい ます。

中山 ただい まお上 ど』い う話 もでて まい りま

して,問 題点 は,外 国 で最近 よ'く言われ るのは,

日本は 金は 出ずけれど唇,'人 と情 報は 出さぬ と
　シ

い う文句が よ く出て きます。い ろい ろな国際的

な ものや何か についても,そ うい う場 合に情報

を出 さぬ どい うのは,結 局 日本 語で書いた り日

本語 でや るために,外 国語にな って表に出 てい
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か ない とい う問題が あるのではないか。 現在 の

情報雑誌 を こち らがデ ー タベ ースをつ くると,

す ぐそれ の英語版を 出せ,そ れを出 さないのは

また何 とかだとい う話が必ず 出て くるのではな

いか。 そ うな ってき ますと,各 国を見 ましても,

や は りデー タベ ース ・プ ロデ ュースの初期 にお

いて,あ るいは現在 においても多 くの ところは

国 か らの援助 で,ま た公的 な機関か らの援助で

っ くってい るものが非常 に多いわけです。採算

に乗 ってい るデ ータベー スが数が非常 に少 な く,

これは アメ リカ,オ ランダなどのご くわずか な

国に全部押 さえ られ てしまっておるとい うよ う

な状況 にな ってお るか と思い ます。 その意味 に

おい て,今 後 これをや ります とち ょっとや って

やめ るわけにいかない。政府の援 助を もらった

ら相当長 い間の援助を覚悟 してもらわなければ

困 るし,そ れ をやってもらわ なければ困 るわけ

なのです。 その辺 につい てお上の立場か らどの

よ うにお考 えか,お 聞かせ いただ きたい と思い

ます。

広瀬 私 は,情 報についてお金を払 うべ きか

ど うか とい うことの認識 を皆 さんが お持 ちかど

うか とい う点でござい ますけれど も,こ れ も10

年 前 とい うとまたベルケ先生にお こられるかも

しれ ませんが,10年 前 に比べ ると,情 報 の価

値 とい うものに対す る認識がずいぶん変わ って

きたのではないかとい う気が します。 これ もコ

ン ピュー タ リゼーシ ョンといいますか情報の進

展 のおかげではないかと思 うのですが,適 切な

情 報が素早 くかつ望 ましい形 で出て くるとい う

ことについての非常な満足感,そ れ に対す る価

値性 とい うのは非常に高 まって きているのでは

ないか とい う気がす るわけです。 したが って,

将 来 デー タベース産業 とい うのは十分や ってい

け ることだろ うと思 い ます し,そ れは何 も日本

の ことばか りではな くて,諸 外国 に向け ても十

分に民業でや っていけ るのではないかとい うふ

うに考え てお ります。初期の立ち上 が りのと こ

ろで政府 から もいろいろなお手伝いは要 るのか

もしれ ませんが,立 ち上が りさえすればどんど

ん伸びてい くものではないかとい うふ うに考え

てお りまして,そ うい う意味 で,末 長 く永久不

変 にお伝いをしなければいかぬとい うことでは

な くて,立 ち上が りの ところさえお手伝 いすれ

ば,こ の りっぱ な業界で ござい ます し,活 力あ

ふれ るわが 日本産業でご ざい ますか ら,十 分に

や っていけ るのではないか とい うふ うに期待 し

ております。

中山 ぜ ひ期待に こたえていただ きたい と思

います。

時間 が限 られ てお りますので,お 二方だ けど

なたか会場 の方か ら御質問あ るいは御意見 をい

ただければ と思 います。

それでは,大 変司会が不手際でござい まして,

また話の進行 も私 の一方的 な形に してしまった

こともあ るか と思い ます。 その点の失礼はおわ

びい たしますが,一 日使 ってゆっ くりお話 しす

るぐらいの問題が このデー タベースの問題 には

あるのではないか。 さらにそれをど うやって経

営戦略 のために使 ってい くかとなる と,ま た さ

らに1週 間必要 なぐらいあ るのではないかと思

い ます。

き ょうは大変短 い時間で ござい ますが,今 後

こ うい う問題にっいて考 えてい く契機 とい うよ

うなことでき ょうの会 を終 わらせ ていただけれ

ば と思 い ますo

ど うもあ りがと うござい ました。(拍 手)
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